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『日本語教育の内容と方法についての調査研究』資料（6）

　「4年制大学における日本語教員養成カリキュラム」

およ　　“、 拓　　、ハ

以下の通り訂正致します。

＊目次viページ　および

＊本文　133ページ　2行目

　　　　（誤）

大阪大学文学部日本学科

日本語教育学講座

　　　　（正）

大阪大学文学部日本学科

言語系

　『’90学生便覧』　一東北大学文学部・東北大学大学院文学研究科一

により、東北大学文学部日本語学科のカリキュラムを、別添の通り追加いたし

ます。

1990年4月25日

国立国語研究所

日本語教育センター

第1研究室

鮎澤孝子
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日本語教員養成課程の履修について

　日本語教員養成に関して文部省が示した学部主専攻課程，同冨1博攻課程における標準的

な教育内容及びそれらと本学部で開講する授業科目との対応は，次に示す表のとおりであ

る。将来，日本語教員になるためには，この表に従って所定の単位を履修することが望ま

しい。

　なお，主専攻とは，この課程で開設する授業を中心に学びっつ卒業のために必要な単位

を修得する課程をいい，副専攻とは，他の専門の授業を中心に学びつつ，一方，この課程

で開設する授業をもある程度併せて学び，卒業のために必要な単位を修得する課程をいう。

　　　　　　　　　　　課
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まえカぶき

　「日本語教育の内容と方法についての調査研究」は日本語教育センターの前身

である日本語教育部が発足した1974年度より続いているテーマであるが、取

り上げる調査の対象分野は数年ごとに変わってきている。これまでに取り上げた

分野の調査研究の結果は次にあげるように『日本語教育の内容と方法にっいての

調査研究』資料（1）から資料（5）にまとめられている。

1．

2．

3．

4．

『日本語教育の内容と方法についての調査研究』資料（1）
「日本語教育語彙資料（1）一低学年初級500語一」1979．6

『日本語教育の内容と方法についての調査研究』資料（2）
「日本語教育語彙資料（2）一低学年初級500語一」1979．6

『日本語教育の内容と方法についての調査研究』資料（3）
「年少者の日本語教育における初級50時間のための基本的文型」1980

r日本語教育の内容と方法についての調査研究』資料（4）
「国立大学・国立高等専門学校における日本語教育の現状（1983年12月
1日現在調べによる）」1985．2

5・ 1嬬聾灘鵠旨縫誓纏嚢糠月（5）

　今回の資料（6）は3年計画で実施している「4年制大学における日本語教員

養成の分野を対象にした調査研究」の資料である。延べ52の大学（学科）、大

学院の日本語教員養成のためのカリキュラムと学科目の内容を、各大学より送付

された『履修の手引』『講義要項』などから抜き出してまとめたもので、4年制

大学および大学院における1988、89年現在での日本語教員養成のカリキュ

ラムの現状を知るための資料である。

　4年制大学における日本語教員養成は2、3の私立大学においては以前から行

われていたが、日本語教員養成を主目的とする学科が大学に設置されはじめたの

は1985年からである。これは1985年に「日本語教員養成のための標準的

な教育内容」が文部省の「日本語教育施策の推進に関する調査研究会」の報告書
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「日本語教員の養成等について」において示され、日本語教員養成機関の整備、

充実を図る必要があることが述べられた結果である。

　この指針に沿ったカリキュラムによる日本語教員の養成がいくつかの大学で始

まり、1989年度にはそのカリ・トユラムによって教育を受けた学生が初めて卒

業した。と同時に1989年現在で50以上の大学（学部）、大学院において日

本語教員養成が行われはじめている。このような状況を迎え、大学における日本

語教員養成をめぐって、どのような問題があるのかを見直し、今後の方策等にっ

いて検討するために、この資料が役立っものであれば幸いである。

　なお、ここに記載したものは日本語教員養成のための学科目が主専攻または副

専攻コースとして履修iできるようになっているカリキュラムのみであり、副専攻

相当の単位数（26単位）に満たないカリキュラムの場合は載せていない。また、

ここに収録されていない大学でも、現在コース等の開講を準備中の大学もある。

　ここに載せた大学・大学院、延べ52機関にっいて、その内訳を以下のように

まとめ、次ページに別表として掲載した。併せてご参照いただきたい。

別表

（1）地域別、国立・私立別機関数

（2）日本語教員養成の学科目のおかれている学部別、国立・私立別機関数

（3）学部別、主専攻・副専攻相当カリキュラム別機関数

　資料をお送りくださった各大学の所在地と資料のリストは巻末に記載した。各

大学のご協力に心から感謝したい。

　この資料作成の作業には日本語教育センター第一研究室のアルバイター、阿左

美厚子、伊能敦子、諸川玲子、山元啓史があたった。

国立国語研究所日本語教育センター

第一研究室長　鮎澤　孝子
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別表　　（1）地域別、国立・私立別機関数

国立大学 私立大学 計

東北地方 1 1 2大学

東京都 4 11 15　〃

その他関東地方 4 6 10　〃

中部地方 2 2 4　〃

近畿地方 5 7 12　〃

中国・四国地方 3 1 4　〃

九州・沖縄地方 2 3 5　〃

計 21 31 52大学

別表　（2）学部別、国立・私立別機関数

国立大学 私立大学 計

大学院 7 0 7大学

教育大学
教育学部

7 2 9　〃

外国語大学
外国語学部

2 8 10　〃

文学部等 3 14 17　〃

その他の学部 2 5 7　〃

センター 0 2 2　〃

計 21 31 52大学
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別表　（3）学部別、主専攻・副専攻相当カリキュラム別機関数

　　　　　　　　　　　　【大学院は除く】

主専攻相当 副専攻相当 計

教育大学
教育学部

4 5 9大学

外国語大学
外国語学部

7 3 10　〃

文学部等 8 9 17　〃

その他の学部 5 2 7　〃

センター 1 1 2　〃

計 25 20 45大学

《註．主専攻・副専攻相当カリキュラムにっいては1ページの表参照のこと》
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日本語教員養成のための

標準的な教育内容

日本語教貝に必要な 一般の日本語教貝 大学の学部 大学の学部 大学院修士課程
知識・能力 養成機関 日本語教育副専攻 日本語教育主専攻 AコースBコース

1－（1） 150時間 10単位 18単位 4単位　11単位
日本語の構造に関す
る体系的、具体的な
知識
（科目名例示）

日本語学（概論、

音声、語彙・意味、
文法・文体、文字・
表記）

1－（2）
日本人の言語生活等 30時間 2単位 4単位
に関する知識・能力
（科目名例示）

言語生活 4単位　　2単位．
　日本語史
2

日本事情 15時間 1単位 4単位
3言語学的知識・能力

60時間 4単位 8単位 7単位　　5単位
（科目名例示）

言語学概論、社会言
語学、対照言語学
日本語学史

4　日本語の教授に関す

165時間 9単位 11単位 9単位　10単位．
る知識・能ヵ
（科目名例示）

B本語教授法、日本
語教育教材・教具論
評価法、実習

合　　　　　計 420時間 26単位 45単位 24単位　　28単位

日本語教育施策の推進に関する調査研究会の報告「日本語教員の養成等について」

（昭和60年5月13日）による。
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大阪外国語大学大学院
　　外国語学研究科日本語学専攻

修　士　課　程
専　　　　　　　攻

入学定員 総定員

日　本　語　学　専攻 6 12

専　攻 授　業　科　目 講　義　題　目 単位 担当教官名 備　　考、

国　語　学　研　究 語　　　　　彙　　　　　論 4 前　田

国　語　学　演　習 4 北 ㊨　　　！

国語学・国語学史 4 　　‘来年度開講』

国　文　学　研　究　A 日　本　文　学　史　研　究 4 尾　上
　　i㊧　　1　　‘

同　　　　B 続小林秀雄「当麻」詳考 4 尾　上 ㊥　　｛

国　文　学　演　習 芸　　談　　の　　考　　察 4 伊　藤 ㊥

日
現代日本語学研究 モダリテ　ィ　の研究 4 益　岡

現代日本語学演習 格　　　の　　　研　　　究 4 小矢野

本
対　照　語　学　研　究 4

　　1来年度開講

‘

比　較　語　学　研　究 4 小　泉

紅口口
日　本　語　教　授　法 教　育　方　法　の　研　究 4 大　倉

日本語教授法演習A 日　本語文典の研究 4 小　林
学

〃　　　　　B 4 角　道

専
国　語　教　育　学

学習者中心の言語カリキュラ
ムについて

4 山　本

視　聴　覚　教　育 4 来年度開講

攻 言　語　学　研　究 4 不開講

（各個言語研究）
　中　　国　　語

2 （　　）

タ　　イ　　語 2 （　　）

アラビア語 2 （　　）

英　　　　　語 2 （　　）

イスパニア語 2 （　　）

ロ　シ　ア　語 2 （　　）
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日本語学専攻

　国語学研究　　　　　　　　　　 前田講師
　国語語彙（国語語彙論、語構成、語義、計量語彙論など）の研究方法につい

ての講義。

　国語学演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　　　教　官

　方丈記には諸本があるが、伝鴨長明自筆本を使用する。和漢混渚文の先駆と

しての価値、文章史・文体史の問題、あるいは語彙・文字等の諸問題について

の検討を行う。

　国文学研究A（日本文学史研究）　　　　　　　　　　　　尾　上　教　官

昭和63年度の授業の続き。本年度は中古・中世が主。時代区分の原理的考察

も行なう。そして、歴史というものに対する根本的な見方についての問題提起

を行なう。事柄は、哲学・宗教の分野にもかかわる。

　国文学研究B（続小林秀雄「当麻」詳考）　　　　　　　　尾　上　教　官

　昭和63年度の授業の続き。テキストの後半を主として問題にする。小林は、

先の戦時下、人類の一員としての自己の立場と日本人としての自己の立場との

相克に苦しんだ。この問題は、田辺哲学にあっては、「種の論理」として理論構

築された。私はこの論理には批判的である。そこでは、自己の属する共同体の

客観性を保証する論理が明確に掴まれていない。それならいかにして我々は一

つの共同体に運命的に属していながらそれを果しうるのだろう。これらの問題

を学生と共に自由に議論する事の中で考えていきたい。

現代日本語学研究（モダリティの研究）　　　　益岡講師
文論研究の一環として「モダリティ」を取り上げ、総論と各論に分けて考察

を加える。

　現代日本語学演習（格の研究）　　　　　　　　　　　　小矢野　教　官

現代日本語の格について、具体例に基づいて分析する。格の考え方を問うた

めに数編の論文を精読する。受講者には、現代日本語の格の考察に関する基礎

的な知識を持って受講することが要求される。
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　比較語学研究　　　　　　　　　　 小泉教官
現在イギリスではRelevance理論が提唱されている。語用論における会話的

含意から関連理論の進展を追究してみる。まず、H．　P．　Grice：Logic　and

　日本語教授法（教育方法の研究）　　　　　　　　　　　　大　倉　教　官

　目本語の運用能力習得をめざした教育方法の実際を概観し、その実践的応用

を考える。

テキスト：Wilga　M．　Rivers“Teaching　Foreign・Languge　Skills”（Second

　　　　　Edition

　　　　　　（邦訳「外国語習得のスキル」第2版一研究社出版）

　日本語教授法演習A（日本語文典の研究）　　　　　　　　小　林　教　官

1850年から1930年に著された日本語文典の中から、数編を選んで検討してい

く。使用するテキストはプリントを配布する。

　国語教育学（学習者中心の言語カリキュラムについて）　山本教官

　David　Nunan（1988）The　LeameFCentred　Curriculum（Cambridge　UP）「学

習者中心のカリキュラム」を読んでいきます。毎回担当者にレポートをしても

らいます。

共通科目

　言語学特殊研究II（統語論・類型論研究）　　　　　　　　近’藤　教　官

　格をめぐる諸問題。テキストFrans　Plank（ed．），　E摺αWめ㌧Academic　Press．

1979．を精読しながら、いわゆる主格一対格、能格一絶対格の格形システムの観

点から、世界の諸言語を観察して類型化すると共に、他方で格の本質、すなわ

ち「格とは何か」について考察する。

　語学特殊研究II演習（現代日本語の敬語表現）　　　　　　南　　　講　師

　諸外国語における敬語表現との対照的考察から見たB本語の敬語の性格、敬

語の意味構造、敬語使用の条件などについて述べる。
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　言語学特殊研究II演習（動詞）　　　　　　　　　　　　高　橋　講　師

動詞とはなにか。動詞の語形のシステム。ヴォイス。テンス。アスペクト。

その他。動詞が動詞らしさをうしなうとき。

　北欧諸語特殊研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　泉　教　官

　フィンランド語の文法を修得し、訳読と会話の実力を養成する。

　テキストとして、小泉保著『フィンランド語文法読本」（大学書林、1983）を

用いる。
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大阪大学大学院
　　文学研究科日本学専攻

日本語教員養成課程（コース）の履修について

　日本語教員養成に関して文部省が示した学部主専攻課程、同副専攻課程、大学院修士

課程Aコース、同Bコースにおける標準的な教育内容は、次に示す表の通りである。将

来、日本語教員になるためには、この表に従って所定の単位を履修することが望ましい。

　なお、主専攻とは、この課程で用意する授業を中心に学びつつ卒業のために必要な単

位を修得する課程をいい、副専攻とは、他の授業を中心に学びつつ、一方、この課程で

用意する授業を併せて学び、卒業のために必要な単位を修得する課程をいう。Aコース

・ Bコースとは、大学院生のためのコースであって、前者は学部主専攻課程を修了した

もの、後者はそれ以外のものを対象とする。

　本学部日本学科および大学院日本学専攻その他で開講される各講義題目の備考欄に示

すローマ数字は、この表に対応するものである。したがって、各課程・コースを履修し

ようとするものは、その点に留意すること。層

主専攻 副専攻
　　’
Aコース Bコース

1一ω
日本語の構造に関する体系

的、具体的な知識
18 10 4 11

1－｛2）
日本人の言語生活等に関す

る知識・能力
4 2

4 2

n 日本事情 4 1

n
I 言語学的知識・能力 8 4 7 5

l
V
日本語の教授に関する知識
・ 能力

11 9 9 10

計 45 26 24 28

（表中の数字は最低修得単位を示す）
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日本学専攻
M：前期課程のみ

D：後期課程のみ

共：前・後期課程共通科目

o一マ数字：67ページ参照

科目

番号
授業科目 担当教官 講　　義　　題　　目

毎週
授業
時数

単

位
備　考

433 日　本
文化学 講　義 子安教授 荻生祖裸研究

2 4

　　←

共

434 日　本
文化学 演習1

〃 近世日本思想史研究 2 4 M

435 日　本
文化学 演習2

〃 朱子学の研究 2 4 共

436 日　本
文化学
講　義 小松助教授 日本文化学基礎論 2 4 M

皿

437 文　化
人類学
演　習

’
ノ 民俗文化論 2 4 共

438 民俗学 演　習 ” 日本の民俗宗教 隔副4＿．．．L＿

439 文　化
人類学 講　義 須藤講師

東アジア・オセアニアの社会構

造論

4
4
隔
週

2

共
共
第
2
学
期

440 日　本
文化学
講　義 野崎講師 日本思想考究の方法について 集中 2 共

第2学期

441 比　較
地誌学
演　習 矢守教授 日本の風土n 2 2 M

第1学期

，，

糊

陛
化
撃
　
，
　
　
÷ 演　習 〃 比較文化学演習1 2 2 M

第1学期

　l　　　　　　l
・43凱静習i§議蓑　　　　　　　1　　　　｜

地域研究と比較文化の方法 2 4 共　●

，

　　　・・　　　　i
・44

：
鋼
講
義
　
1 矢守教授 絵地図研究 2 2

共第2学期

445i鍵講 義 〃 近世の都市空間 2 2
共

第1学期
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科目

番号
授業科目 担当教官 講　　義　　題　　目

鍾
時
数
単

位’
備　考．

　■
446 比　較
地誌学
演　習 高橋助教授 日本の風土1 2 2

M第1学期
留学生を主
とする。

447 比　較
文化学
講　義 〃 日本人と世界地理 2 2 共第2学期

448 比　較
文化学
演　習 〃 比較文化学演習口 2 2 M

第2学期

449 比　較
地誌学
講　義

日下（雅）

　　講師
地形環境と人間 2 2

共

第1学期

450 比　較
文化学
講　義 末尾講師

技術の伝播・変革とその地理的

背景
2 2

共

第2学期

451 声誌塁 講　義 坂本講師 社会における距離と立地 2 2 共

第2学期

453

載羅1講義一一’≡．≡＾琴　　文　化　　交流史

←一一　一　一　　　「　　．，

講　義

金坂講師

広田教授

　　　！都市の歴史地理

『、一＿，一＿＿＿一＿一一＿一＿，．＿　＿．．．一＿．，一＿＿¶一

　　　近代日本における対外観の変遷

2
・
　
声
7
、
－
4

共
第1学期一’「」一

共

454 文　化
交流史
演習1 ” 近代化論 2 4 共

455 文　化
交流史 演習2

〃 文化交流論 2 4 共

456 文　化
交流史
講　義 黒川教授 菅茶山の詩 2 4 共

457
国　際
文　化
交流論
講　義 李　講　師

近世における朝・中・日の文化　　　　’

交流
2 4 共

458 文化
交流史
講　義 上田講師

日本における外来文化の受容と

伝播
2 4

M　参削騨｝：
r日本洋学史の
研究酔田（有
坂降j口編）他

459 現代B
本語学
講　義 寺村教授 日本文法の諸問題 2 4

共
1－（1｝

460
現代日’

本語学
演　習 寺村教授
仁田助教授

現代日本膳学文献研究 2 4 共

1一ω
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科目

番号
授業科目 担当教官 講　　義　　題　　目

鍵
時
数 単
位
備　　考

461 現代日
本語学
演　習 仁田助教授 動詞の語彙論・統語論 2 4

共

1一ω

462 現代日
本語学
講　義 玉村講師 日本語語彙論 2 2

共第1学期

1－（1）

463 現代日
本語学
講　義 渡辺講師 叙法副詞の研究 集中 2

共第1学期

1一ω

464 現代日
本語学
講　義 石綿講師 日本語の機械処理 集中 2

M
第1学期
m

465 社　会
言語学
演　習 徳川教授 社会言語学入門 2 2

M
第1学期
皿

現代日
本語学

　会

講　義 〃 日本音声学 2
M
第2学期
1－（1）

466

467

一匡一
語学声義　1

徳川教授
　　｝1－F’
日本の方言研究

一

2

　1
共
1－（2）

468

社⊃言語学

演　習 徳川教授
真田助教授

社会言語学の諸問題 2 4 共
皿

469 社　会
言語学
演　習 真田助教授 方言の動態に関する調査研究 2 4

共1－（2）

470 現代日
本語学
演　習 森山講師 日本語学基礎論 2 4

M　留学生
を主とする

1一ω

471 現代日
本語学
講　義 ” 現代日本語学の諸問題 2 4 M

I一ω

472 社　会
言語学
講　義

鈴木（孝）

　　講師
言語・文化・社会に関する諸問

題
集中 2

共

第2学期
皿

473 対　照
言語学
講　義 大河内講師 日本語と中国語の対照研究 2 2

共

第2学期
皿

474 言語学 講　義 井上講師 言語の普遍性と個別性 集中 4 M
皿

475 日本語
教育学
演　習 佐治教授 日本語教育の諸問題 2 4 共

N

476 日本語
教育学
演　習
　　　　、佐治教授
郡司講師

日本語教育実習 4 1
M
第1学期
N
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科目

番号
授業科目　　　　． 担当教官 講　　義　　題　　目

鍵
時
数
単

位
備　　考

477 日本語
教育学
講　義 佐治教授 日本語文型の研究

　　・

2

　一

4
共

1一ω

478 日本語
教育学
講　義

奥田（邦）

　　講師
日本語教育学の諸問題 集中 2

共
第
1
学
期
w

479 日本語
教育学
講　義 山本講師 日本語教授法 2 2

M
第2学期
y

480 国文学 講　義 伊井助教授 公任集の研究 2 4 共

481 国語学 講　義 前田教授 衣生活語彙史 2 4 共
1－（2｝

482 日　本
社会史 演　習 脇田教授 日本近世社会論

2 4 共

483 日　本
思想史
演　習 黒田教授 中世史の諸問題 2 4 共

484
日　本

事躍 講　義 都出教授 古墳と王権 2 4 共
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　　　　　　　筑波大学大学院
修士課程地域研究研究科（日本語教師養成プログラム）

次の要件をすべて満たした場合、日本語教師養成プログラム修了の認定を行う。

1．地域研究研究科日本コースの最低修得単位を満たしていること。

　　A．基礎科目（6単位）

　　　　　比較文化論、国際関係論、地域研究論

　　B．日本研究必修科目（4．5単位）

　　　　　日本研究概論、日本研究演習

　　C．その他の専攻科自（15．5単位）

　　D，地域研究特別研究（4単位）

　　E．外国語科目（7．5単位）

2．1のCの専攻科目として次の科目を必ず履修していること（10．5単位）。

　日本語構造論（1～7）のうち2科目、外国語としての日本語教授法研究、外国語としての日本語教授法演習

3．1のCの専攻科目として、2で述べた科目の他に次のうちから2科目履修していること。

　日本語構造論（1～7）のうち2で選択した以外の科目、言語学概論、日本語資料講読演習、日本の文学と文化

4．1のDの特別研究（修士論文）のテーマが日本語教育または日本語に関するもの。

5．外国人留学生については1のEの外国語科目は次のものとする。

　日本語講読（上）、日本語作成（上）、日本語会話（上）、日本語専門書講読、日本語聴解（上）

なお、以上のプログラムを修了した場合、学生の要請により修了証明書を発行する。

（注）1．3．の科目は指導教官の指導および日本語教育担当教官の承認を得た場合、関連科目で読みかえることがで

　　きる．

　　2．4．のテーマは、日本語教育担当教官の承認を得た場合、関連テーマを認める。
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1 一 N l

地
域
研
究
研
究
科
地
域
研
究
専
攻
（
日
本
語
教
師
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
参
考
履
修
列

基
　
礎
　
科
　
目

専
　
　
攻
科
　
　
目

特
　
　
別
　
　
研
　
　
究
援

竃
修
了
後
の
履
修
者
の

（
必
　
　
　
修
）

必
　
修
　
科
　
目

選
　
択
　
科
　
目

（
必
　
　
　
　
　
修
）
禽

語
　
　
学
　
　
科
　
　
目
葺

主
要
進
路
出
身
分
野

6単
位

4．
5単
位

15
．
5単
位

　
　
以
上

4単
位

7
．
5
単
位

言
語
学
概
論
　
　
　
（
3単
位
）

2
霊
紘
謡
究
（
3単
位
）

同
演
習
　
　
　
　
　
（
L5
単
位
）

是
奢
語
資
料
疏
（
L5
単
位
）

日
本
語
構
造
論
　
　
（
3単
位
）

外
国
人
留
学
生
の
場
合

比
較
文
化
論
（
2単
位
）

麗
の
地
域
性
と
騨
位
）

日
本
語
講
読
｛
上
｝
（
1．
5単
位
）

30
3
7
．
5
各
国
の
大
学
文
　
　
学

日
本
研
究
概
論
（
3単
位
）
日
本
の
環
境
と
資
源
（
2単
位
）

単
日
本
語
作
文
（
上
）
（
1．
5単
位
）

単

地
域
研
究
特
別
研
究
（
4単
位
）

位
位
の
日
本
語
教
語
　
　
学

日
本
の
思
想
と
宗
教
（
2単
位
）

以
日
本
語
会
話
（
上
）
（
1．
5単
位
）

以

国
際
関
係
論
（
2単
位
）

日
本
の
文
学
と
文
化
（
2単
位
）

上

顯
語
馴
書
（
L5
単
位
）

上
’
師
な
ど

な
ど

日
本
の
政
治
　
　
　
（
2単
位
）

日
本
語
聴
解
（
上
）
（
1．
5単
位
）

日
本
研
究
演
習
（
1．
5単
位
）
日
本
の
芸
術
　
　
　
（
2単
位
｝

地
域
研
究
論
（
2単
位
）

日
本
の
法
律
　
　
　
（
2単
位
）

日
本
人
学
生
の
場
合

日
本
の
教
育
　
　
　
（
2単
位
）

他
コ
ー
ス
と
同
じ
．

日
本
研
究
特
講
　
　
（
2単
位
｝

注
）
受
験
の
さ
い
に
第
二
外
国
語

を
と
ら
な
か
っ
た
学
生
は
、

第
二
外
国
語
3単
位
を
最
低

限
修
得
す
る
こ
と
．



授業科目の概要

（1）基礎科目

授業科目 授　　　　　業　　　　　概　　　　　要 担当教官

比　較　文　化

　地域研究における「地域」の概念をより明確にし、地城研究における比

較文化論的視点を問いつつ、その学際的アプローチについて考察し、文化

と文化の背後にある宗教の問題を手がかりにして比較文化を考察する。

荒木美智雄

国際関係論川

　国際関係論の基礎かちアドバンス・コース迄全体を講義する。具体的に

は、国益の概念の紹介から始まり、外交政策決定過程の理論的フレームワー

クなどをみていく。

花井　　等

国際関係論ω

　プレトンウッズ体制成立から今日に至るまでの国際経済関係の展開につ

いて研究する。特に南北問題をめぐる国際関係の構造を他国籍企業、中進

国の登場の問題などを含めて分析する。

細野　昭雄

地域研究論
　地域の概念、地域区分、文化景観の種類などの理論を紹介し、筑波研究

学園都市を一例として、地域分析、地域調査の方法を示す。
佐々木　博

（2）専攻科目

日本研究コース

日本研究概論（D
　日本文化研究に関する近年の諸家の考え方を説明し、日本人論の位置づ

けを行う。テキストはその都度紹介する。
宮田　　登

日本研究演習
　「日本独特の」風物、概念などについて、文献、画像、映像資料などに

よって認識を深めるとともに、「日本的なもの」とは何かについて討議する。
増成　隆士

日本の思想と宗

教

　日本における思想と宗教の歴史的展開の跡を、それぞれの時代を代表す

る思想家・宗教者の著作等の中に辿る。
広神　　清

日本の文学と文

化（2）

　日本近代文学の成立期をめぐって、未紹介の作品群を取りあげ、従来の

文学史の再検討をめざして、作品研究をおこなう。
平岡　敏夫

日本の芸術 日本の古典芸能と芸術を原典の講読を通して検討する。 熊倉　功夫

日本研究特揖川

　この講義は原則として外国人留学生を対象とする。現代日本文学の代表

的散文作品を読み進めつつ、その背後にある日本文化・日本文学について

の常識を説明する。テキストは未定。

田代慶一郎

言語学概論
　言語学の方法論、研究分野について、重要な先行研究を検討しつつ考察

する。ヨーロッパとりわけドイツで発展した理論にとくに注目する。
高田　　誠

外国語としての

日本語教授法研

究

　日本語を効率的に教授するための学校の組織法、教員間の役割分担、教

材、授業などの評価法、学生の能力の測定法、教材開発のための基本的考

え方、CAIの授業への摘要と教材の開発手法などについて考察する。

大坪　…夫

一 13一



授業科　目 授　　　　　業　　　　　概　　　　　要 担当教官
外国語としての

日本語教授法演

習

　模擬実習、教育実習を通して、カリキュラム作成、教案作成教材開発、

教授技術の訓練を行なう。また、視聴覚教材および中・上級の教授法につ

いても考える。受講者は日本語教師養成プログラムの2年生に限る。

堀口　純子

日本語資料講読

演習（D

　日本語の微妙な表現を最高度に生かした文芸である連歌と、その人現に

かかわる諸問題を論じる連歌論を読む。とくに心敬「ささめごと』連歌撰

集と『竹林抄』とを演習資料とする。

奥野　純一一

日本語構造論川
　日本語の音声学的音韻論的な特徴を、具体的な観察によりながら考えて

行く。
湯澤　質幸

日本語構造論ω
　日本語の語彙の構造について、意味論の立場から調べていく。計量的な

研究法や言語意識調査についても扱う。
荻野　綱男

日本語構造論③
　現代日本語の文法的な構造を考察する。本年度はモダリティ、テンス、

アスベクトを中心に、文の基本的な構造を多面的に分析したい。
野田　尚史

日本語構造論㈲
　自然言語処理のための日本語の文法および意味の分析、記述の詳細を考

察する。
草薙　　裕

日本語構造論（5）

　日本語や日本文化に関する新書本を用いて、速読の練習をする。毎回、

発表者を中心に読解した内容と表現の問題について、討議し、その結果を

ふまえて、要約文・レポート等を提出し、さらに議論を深める形で進める。

佐久間まゆみ
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筑波大学大学院
博士課程文芸・言語研究科（応用言語学、日本語教育）

言語学専攻

言語学特揖A㈲

言語学特講B④

一般言語学研究

14｝

　

・一般言語学演習
i
4

　題目　「ウガリト語講読」。ウガリト語テキアトの講読を通して、ウガリ

ト語の音韻・文法について考察する。

　題目’理論および実験音声学。一昨年度に続いて、エレクトロパラトグ

ラフィー、フローネイザリティ・グラフなどを用いて、言語音の生理的側

面を実証的に研究する。

　題目「統語論と類型論」：前年r度にひき続き、言語類型論の立場から文

法の普遍的基盤の問題を考究する。

　題日：「言語接触の諸問題」。言語間および方言間の接触の問題を、古代

：すリエ：1・からの諸情報に基づいて、具体的に考察する。セム詰の知識は

1特に必要としないか、ヘフル語なと’の基礎知識かある二とか望ましい。

津†寸　俊夫

城生伯太郎

松本　克己

津村　俊夫

1比較言語学④i

言語雑論研司
h31

ロ　　　ヘキロ　へ　　　　　ロロリサ　　　ヒロ　　　　　ロテぷ　　

　　1　題目1印欧言語学の諸問題2」：前回に続いて印欧比較文法のとくに形

　　i態・統語法の問題について論ずる。
’一『一一 ↑－－’r一一一一’一．’一　一一’一　一『　　　　　　　　一一一一『『　－－一　　一一一一，『一　一　一“一一会

　　　　言語発遼とパイリンガリズムの研究領域かり2　3の課題を取り上二げ、

史⊆配

コンピュータ書　　自然言語処理のための日本語の文法および意味の分析、記述の詳細を、

語学研究ゆ　　　大量のデータを用いながら考察する。

　　　　　　　　　n本語を効率的に教授するための学校の組織法、教貝間の役割分担、教
日本語教授法研
　　　　　　　　材、授業などの評価法、学彗三の能力の測定法、教材開発のための基本的な

lll＿詰’・－1　洲・舳　などに　　・
　　　　　　　　　近年のll乍1；告畠・韻耐卜究論文をふまえつつ、今後の研究勤向を考乙ていく。
究ゆ

日本語研究特揖

（21

社会言語学研究
〔2｝

lB本語学研究｛3｝

i日本語学研究｛4｝

　∫四il’ト人集」延宝21｝∴版本を底本として、同集の諸伝4sおよび他の集

の歌を校台し、一首一一首について、本集の目ざした本文を追求する。併せ

　　歌語の異文の発生について検討を加える。

　日本の社会言語学の成果を中心に、諸外国の研究も含め先行研究の検討

をし、その方法論をさぐる。また、各自テーマを設定し、データの収集・

分析を試みる。

　　日本語学研究の方法について考える。演習形式。15月末開講｝
†r「㌫轟≡；厄二三τ1そ『ξ三三云属（：一＝亘開講・

1日本語学研究⑤

「百三究
H本語学研究の方法について考える。演習形式．15弓末開講；

③

、　日本漢字音史研究。H本漢字音の歴史的資判の分斬　検討を1画じて日本
い菓字音およし判儲縮枝のき者問題を殻る、

1日本語音韻研究1　日本漢字音史研究。日本漢宇音の歴史的責料のうナ析・検討を連じて日本

　4　　　　　　い異字音およ㌘H苓語音諸史の諸問題を考える。

r－
｝露；1；一一日卒漢字音史研究。H本漢字音の歴史的資料ノ）うテ析・検討を通じてn本

1齢・計・よ拙儲音韻史の謝糊を殻る・

　
　
　

一

　

　

　

一

L　　　
一

｜迂・1・発五きれた1い事li‘㌣文法に閲する諸論に’ついて検討する。

芳賀　　純

草薙　　裕

大坪　一夫

湯沢　質幸

犬井　善寿

高田　　誠

小松　※雄

小松　英雄

小松　英雄

林　　史典

林　　史典

林　　史典

北原　保雄
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、∵撤法研究㍑蝋一・脚悲附・船ン・・’鮒・る・　　i北・・保雄
L　　　　　．＿＿L＿＿．＿一一．
i日刺吾文法研究｝｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il｛5［　　　　　1　　　　　　　‘

　　　　＿＿一　一」　　　一一　　≡F　・　　　　　≡　　　一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…近年発去されたn4三語：ζi上に間する諸論について検討する。

北原　保雄

日本語史料研究
〔3）

1　・ド安時代の欠流仮名文’芦作品を中心に考察する。順次受講生が報告し、

その報告を踏まえて論議する。何について報告するかについては、原則と

して報告者のθ主的判断にゆだねる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

森野　宗明

．
　
　
i
　
　
l
　
　
　
　
　
　
I
　
　
，
　
1
　
　
　
　
．
　
　
ト

・本語蜥究i，灘｛1悉三蕊i蝋漂《㌶襟三櫟∴，い川「ψ　　　iして賭綱田、的判断・二ゆ肋る。　　　　　　　　　1　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　1　’ド安時代ゾ波流仮名文学作品を中心に考察する。順次受講生か報告し．1
日本融料研司その禽舗；だ：繍丁る．何、、ついて紺するか・二ついて1よ馴自森野㌫・・1｛51　　1・・報告者・自蜘判断に・・ねる．　　　　　　　1

⊥旦杢旦一竺」・代の躰語について駄る・
　 ド　　

北原　保雄

1日本語演習｛2｝i　l法華百座聞諸］を読む。午後6時前後まで延艮。↓5月末開講｝ 小松　英雄

　現代※語に関する生成文法理論的研究の動向を探る。緬心の言語学専門
樵詰・論集からの論宅を～‘にした発表と討論をおこなう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

中右　　実英語学漬習㈲

　　　　　一←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
1生成文法脚∵纏1蕊㌶㌶麗㌶：駕竺つぶ造卵…　1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舎

ば語文法研究・4・；R・df…1・↑…sr・rm・・i・・1al　G・amma・・CUP．198R・を」託。　　・騨引、w，，一

生成音韻論叫こ詣鷲駕：三1『㌧蒜㌶警つし’∵ぷして禰韻論1原・…　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・A英語音声学・音i　英語青声学・音韻論の新しい理論の検討、言語事象の観察・分析・記述，
韻酬　　1な・を行・，文献の・；頁発表と識も含める。　　　　　、島岡　丘　　　　　　　脚

L《ンス語学研1。㍗ラン轍文法織に関する最近の論文を選び・批判的‘二⇒古川直世

・；、；、ンス語学演い肥ラ・ス語・関・・最近の猷・・…し・討論・・心・す・一…世　　　　　　　1

：ランス語⇒。1蕊蕊；瓢蕊煕蕊麗㌫二‡1：⇒青ボ郎

中国語学研⇒心蕊浬1；1齋螢i：竺㌫悲D㌫錨㌫桝恒馴
中国語学演習ω1　中国語学研究｛2｝に関する資料、論文を読む。　　　　　　　　　　　　　lL野　恵司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
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東京外国語大学大学院
　　　　外国語学研究科日本語学専攻

　　　　平　成　元　年　度

専　　攻 授　業　科　目 講　義　題　目 単位 教官名 備　　考

教育文法の試み 4 窪　　　田
日本語学研究

文の陳述性（継続） 4 工　　　藤

「醒睡笑」を読む一承前一 2 小　　　杉
日本語学演習

動詞の意味 2 湯　　　本

日
　
　
本
　
　
語
　
　
学
　
　
専
　
　
攻

日
本
語
学

日本文学研究 近代文学研究 4 国　　　松

地
域
研
究
科
共
通
授
業

日本文化研究 近代日本思想史の諸相 4 成　　　田

日本言語文化研究 談話分析 4 松　　　田

日本語教授法研究

外
国
語
教
授
法
理
論
と
日
本
R
吾
教
育

4 近　　　藤

日本語教授法演習 日本3吾教育教材研究 2 佐　久　間

日本語学研究（教育文法の試み）　窪　田　富　男

　　・いくつかのトピックをめぐって、シンタクス・意味・機能を重視しながら、コミュニ

　　　カティヴな力の養成に役立つ内容・方法とは何かを考える。

　　・資料はコピーによる。

日本語学研究（文の陳述性（継続））　工　藤　　　浩

　　昨年度にひきつづき、文の陳述性（おもにモダリティ）に関する、理論的、実証的文献

　を綿密に読みたい。

日本語学演習（［醒睡笑」を読む一承前一））　小　杉　商　一

　　元和9年（1615）安楽庵策伝（1554～1642）の著「醒睡笑」は、語彙・語法ともに、い

　わゆる古典文法からはずれるところがあり、古代語と近代語のはざまの日本語の姿が見ら

　れる。そのへんを探求しよう。

　　テキスト：内閣文庫本「醒睡笑」（影印）　プリント

日本語学演習（動詞の意味）　湯　本　昭　南

　　・現代日本語の動詞について、資料の収集と分析をおこなう。

　　・具体的なテーマは参加者の顔ぶれをみてきめる。

　　・研究生の聴講は不可。
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日本文学研究（近代文学研究）　国　松　　　昭

　最初は、近代文学全般について述べてある代表的評論を、少しずつていねいに読んでい

　く（その際、主役は院生諸氏にしたい）。次いで、具体的作品（中野重治、太宰治など昭和

期の作家たちの）について考察する予定である．

日本文化研究（近代日本思想史の諸相）　成　田　龍　一

　　近年の日本の思想史学の成果や分析方法の特徴について検討をしたのち、1900年代一20

年代に活躍した思想家をとりあげ考察する．

日本言語文化研究（談話分析）　松　田　徳一郎

　　談話の構造、結束性、適格性等について考察する。

　　テキスト：Stephen　C．Levinson，　∫）mgη1α‘輌cs，Cambridge　University　Press，

　　　　　　　£11．95　　paper

日本語教授法研究（外国語教授法理論と日本語教育）　近　藤　安月子

　　外国語習得理論・外国語教授法理論の流れを概観し、日本語教授法に関する諸問題につ

　いて考察する。

日本語教授法演習（日本語教育教材研究）　佐久間　勝　彦

　　既存の日本語教科書を、教授法・教室活動との関連で検討し、特定の目的に合った教科

　魯およびその使用法について、グループ作業を行なう。

　　グループ作業などで、「日本語教授法研究」と関係するので、同時聴講が望ましい。
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名古屋大学大学院
修士課程文学研究科日本言語文化専攻

　日本言語文化専攻は、国際的・学際的理念に立ち、指導的な日本語教員及び日本語教員の養

成に携わる者を養成し、併せて外国生活の経験のある者、国際社会に貢献する熱意のある者に

道を拓き、広く国際社会における日本理解を推進することを目的とする。

　なお、課程修了者には、学術修士の学位が授けられる，，

講座及びその内容

講　座　名 内　　　　　　　　　　　　　　容

比較言語文化学の理念に立って、言語と文化の相関を解明し文化交

流における外国語教育の役割を国際的、学際的に広い視野からとらえ、
日本言語文化学講座

外国語としての日本語研究と外国人に対する日本語教育に理論的基盤

と実践的指針を与えようとするものである。

日本語教育学原論を中心に置き、教育の素材となる日本語そのもの

を運用及び構造の二側面から追究する。また、日本語教授法の理論を

開発し、演習によって、理論の有効性を確かめ、日本語教育学及び日
日本語教育学講座

本語教育プログラムの完成を目指す。言語理論と教育理論を分離せず、

有機的にとらえる努力により、日本語教育の科学的研究の基盤を作ろ

うとするものである。

現代の日本語を共時的な視点から徹底的に分析、把握する。社会言

語学的手法及び音声学的手法が方法論の基本となる。書きことばと話

現代日本語学講座 しことばの領域を明確に位置づけ、表現演習（文章表現演習及び口頭

表現演習）を厳しく行うことにより、日本語教員の資質・能力の基本

と考えられる優れた日本語運用能力を与えることを目指すものである。

言語教育のための基礎理論を科学的に構築するために、言語の応用

に関する実践的理論を、心理言語学、言語教育工学、情報理論等の成

応用言語学講座 果を踏まえて追究する。ともすれば主観的な方法論に陥りやすい日本

語教育の実践に、科学的な理論と手法の基礎を与えようとするもので

ある。
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授業内容（大学院修士課程）

修士課程

学　科　目 種別 担当教官 講　義　題　目
週
時
単
位 備　　　考

日本言語文化専攻

日本語構造論 講義 深田助教授
統語論と語用論からの日
本語文法へのアプローチ

2 4

日本語運用論 講義 水谷教授 日本人の言語行動 2 4 〔国語学特殊研究〕

現代日本語学裁論 講義 竹内教授
社会言語学的方法による
日本語研究

2 4 〔国語学特殊研究〕

日本語音声学 講義 土岐助教授 日本語音声の諸相 2 4 〔国語学特殊研究〕

言語構造論 講義 丹辺教授 言語理論と構造主義
2 4

文　　体　　論 講義 白井教授 日仏比較文体論 2 4

日本語表現演習1
（文章表現）

演習 竹内教授 文章論の実践的研究 2 3 （後隔）

日本語表現演習皿
（口頭表現）

演習 土岐助教授
日本語音声表現の実践的
研究

2 3 （後隔）

比　較　言　語

文化学原論
講義 升本教授 言語文化の諸相 2 4

言語文化学方法論 講義 今泉助教授 現代批評理論 2 4

言語文化交流論 講義 升本教授 文化の移入と受容 2 4

比　較　文　学 講義 早崎教授

表現主義からシュールレ
アリズムまで一ベルリン
・ チューリヒ・パリ・東
京一

2 4

分折批評演習 演習 大野助教授 批評理論研究 2 2 （後）

現　代　日　本

言語文化論
講義

柴
田
助
教
授
：

近代日本文学の諸相ω

一自由民権運動と

　　　　北村透谷一

2 4

古典日本文芸論 講義 山下教授 日本文学の美と表現
2 2 （前）

現　代　日　本映像文化論

講義 High助教授
戦前・戦中・戦後の日本
映画史

2 4

対照表現演習1 演習 升本教授 日・英対照表現研究
2 2 （後）

対照表現演習皿 演習 今泉助教授 日・英表現演習
2 ．2 （前）

修士課程 日本言語文化 12名
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授　業　内　容　（大学院修士課程）

学　科　目 種別 担当教官 講　義　題　目
週
時
単
位 備　　　考

応用言語学 講義 小野教授
新言語学を応用しての日
本語分析

2 4

対照言語学 講義 近藤教授 統語法の普遍性と特殊性 2 4

対照音声学1
（日本語と英語） 講義 飯田助教授

日本語，韓国語，英語の
音声面における対照研究

2 2 （前）

対照音声学H
（日本語と中国語） 講義 平井教授

日本語と中国語の音声面における対照研究

2 2 （後）

コミュニケー
　　ション論

講義 小野教授
機能主義言語学による文
章伝達の解明

2 4

日本語史・
日本語学史

講義 田島教授 語彙研究法 2 2

（隔）国文学専

攻の「語彙研
究法」を受講のこと

言語教育工学演習 演習 飯田助教授
各種教育機器の利用によ
るコースウェアの設計

3 3 （後）

日本語教育学原論 講義 水谷教授 日本語教育研究の基礎 2 4

日本語教授法
　　及び実習1

（カリキュラム
　と指導理論）

講義

実習
水谷教授 日本語教授法及び実習 3 3

日本語教授法
　　及び実習H

（能力評価と

　　教材開発）

講義

実習

深田助教授 能力評価と教材開発 3 3

外国事情1
（フランス事情） 講義 大野助教授 フランス文化論研究

2 2 （前）

外国事情n
（中国事情）

講義 平井教授 中国文化論 2 2 （前）

備考

（前）前期開講のもの　（後）後期開講のもの　（隔）隔週に授業を行うもの

（後隔）前期は毎週、後期は隔週に授業を行うもの

〔〕転用可

日本言語文化専攻

　　A類の授業科目のうちから日本語表現演習1又はHの3単位を含めて

　11単位，B類の授業科目のうちから比較言語文化学原論4単位を含めて

　4単位，C類の授業科目のうちから言語教育工学演習3単位を含めて5

　単位，D類の授業科目のすべて10単位を含めて30単位以上を修得し，研

　究指導を受けなければならない。
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日本言語文化専攻

　A類

　　日本語構造論

　　日本語運用論

　　現代日本語学概論

　　日本語音声学

　　言語構造論

　　文体論

　　日本語表現演習1

　　日本語表現演習H

　B類

　　比較言語文化学原論

　　言語文化学方法論

　　言語文化交流論

　　比較文学

　　分析批評演習

　　現代日本言語文化論

　　古典日本文芸論

　　現代日本映像文化論

　　対照表現演習1

　　対照表現演習H

　C類

　　応用言語学

　　対照言語学

　　対照音声学1

　　対照音声学n

コミュニケーション論

日本語史・日本語学史

言語教育工学演習

義

義

義
義
義
義
習
習

講

講

講

講

講

講

演
演

義
義
義
義
習
義
義
義
習
習

講

講

講

講

演
講
講
講
演
演

義
義
義
義
義
義
習

講

講

講

講

講
講
演
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位
位
位
位
位
位
位
位

単

単
単
単
単
単
単
単

4単位

4単位

4単位

4単位

2単位

4単位

2単位

4単位

2単位

2単位

位
位
位
位

単

単
単
単

4
　
4
　
ウ
ム
　
ウ
白

位
位
位

単

単

単

4
　
ウ
白
　
3



D類

　日本語教育学原論

　日本語教授法及び実習1

　日本語教授法及び実習H

E類

外国事情1

外国事情ロ

研究指導

授業科目の内容等

　講義
講義及び実習

講義及び実習

義

義

講

講

位

位

位

単

単

単

4
　り
0

　
3

位

位

単

単

り
’
　
リ
ム

在購

座 授　業　科　目　名 授　　　案　　　内　　　容

名

比較言語文化学原給 日本文化と外国文化を，特に言語現象のレベルで比

較考察し，文化の構造類型，異文化接触，文化の変
日 容過程等，比較言語文化学の研究領域及び研究の基

庭にあるべき理念を購述する．
本

言語文化交流論 異文化の接触と変容を近代及び現代の日本を中心に

言 言語表現一文学，演劇，ジャーナリズム，日常語一

のレベルで歴史的に概観し，特殊研究を例示する．
董〕£

●口
．

対照表現演習1 同じ思想内容を日本語と外国語で表現する演習を通

文 して，日本語で文章を書く場合の表現法及び適切な

文体の選択法を把握し，8本語表現能力を高めるこ
化 とを目指す．

学 言語文化学方法給 言語表現をテクストとして，その中に社会の行動様

式や思考・感情の様式を読み取ること，及び言語文

跨 化を通時的，共・時的に研究する方法論を指導する．

座 対照表現演習皿 近似した意味内容を持つ日本語と外国語の表現を，

短文のレペルで，及びディ久コースのレベルで，対

照的に比較検討し，伝達性の高い表現を目指した日
　「一本語と外国語の表現演習を行う．
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日本語教育学原論 第二言語教育としての日本語の教育の原理を社会学

的，心理学的，教育学的な立場から分折しながら講
日 述する．日本語教育の歴史や社会的な役割について

も論述する．

本 日本語運用論 日本語の発話，受容行動の実態を，語用給等の手法

を土台として音声，表記，語彙，文，談話，非言語

行動にわたり論述する．表現意図，場面条件，対人

語 関係等による表現の変異に注目する．

日本語教授法 日本語教育カリキュラム及び教授法の理給を講述し，

教 及び実習1 実習を通して実践能力を身につけさせる・実習は名．

（カリキュラム 古屋大学総合言語センターの日本語研修コースにお

と指導理論） いて実施する．

由R

日本語構造給 日本語の構造を音声，文字，語彙，文，談話にわた

って講述する．構文給，意味給を中心に音韻論，文

学 字給にも触れ，できるだけ総合的な分折，把握の仕

方を目指す．

講 日本語教授法 日本語能力の評価測定の技能及び教材開発技術の習

及び実習n 得を中心的謀題とする．理給的学習だけではなく，

（能力評価と 外国人学生を対象として，既に開発した教材を実際

座 教材開発） に使用してみるなど，具体的な体験を大切にする．

現代日本語学損論 社会方言を扱う位相論，地域方言を扱う方言学から

出発して，社会生活の中で実際に使用されている日

現 本語の実態を，具休例を取り上げながら分析，講述

する。人類言語学的内容も扱う．

代

日本語表現演習1 事実を正確に伝える文章表現の訓練を行い，更に日・

日 （文章表現） 本語教育の場で求められる適切な練習文や読解用文

例などの創作活用能力を高める。

本

日本語音声学 話しことばの基礎となる音声について，発話を的確

そ三 に聴取し，音声記号によって記述できる能力を与え
ロロ 1

る。日本語の音声に対する意識的把握力の獲得にね

学 らいを定める。音響学的研究領域をも扱う。
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講 日本語表現浪習n 発声，発音練習から出発し，日本語教員にふさわし
（ロ頭表現） い正確で表現力豊かな音声表現能力の訓練を行う。

座 朗読や台詞など，高度の音声表現力も志向する。

応 応用言語学 心理言語学，言語習得理論，言語教育理論，その他

言語の応用に関する実践的理論の成果を踏まえて，

・

用

≡

言語教育のための基礎理論を追究，講述する。

言 コミュニケーション 英語社会及び日本語社会における言語コミュニケー

論 ションの実際例を分析しつつ，非言語コミュニケー

語 ションとの有機的つながりを考察する。また．文章

表現の社会的伝達性，コミュニゲーション・ネット

学 ワークについても論ずる．

講 言語教育工学演習 情報化社会に適応した教育効果の期待できる日本語

教材の開発を目標とする。パソコン，コンパクトデ

座 イスク，レーザーディスクをも使用した教材作成の

実習を通して，言語教育工学の知識，能力を与える。

対照言語学 日本語を主として英語と対照させながら，その特性’

を浮かび上がらせることにより，日本語教育上の問

題点を明らかにする。音声，語彙，、文，非言語行動

の諸領域にわたって比較対照し講述する。

対照音声学1

（ロ本語と英語）

日本語と英語を中心に，特に音声を取り上げ，実験

音声学的手法を用いながら講述する。学習者には実

験作業を課す。

対照音声学n

（日本語と中国語）

日本語と中国語の音声を実験音声学の立場から比較

対照し，中国語話者に対する日本語教育の問題点を

講述する。学習者には実験作業を課す．

言語構造論 言語学の基礎的知織を再確認するために，構造主装

的な言語理論から出発して，言語学的基本事項を重

点的に概観，日本語及び学習者の母語の研究の土台

を作り直す。
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博士課程前期

広島大学大学院
教育学研究科教科教育学専攻

国語科教育

開　設 履修単位数
授　　　業　　　科　　　目

単位数 必　修 選択
語　　　学。　　1 4

国語教育学講義‖ 4

必 国語教育学演習 4

国語教育愚．1　究 4

三　’　　谷字　　　　1 4

修 国語科内容学講義‖ 4

国語科内容学講義薗
国語科内容学講義IV 4

4

20

科 国語科内容学演習 4 12

国語科　容邑特別研究 4

日　　韻　　　子孟　’　1 4

目 日本語教育学講義‖ 4

日本語教育学演習 4

日一語教育冬特別研究 4
、

語　些　　　玉　　　愚
択 日一　語与　　日　　〔　＝
科 一記L　の
目 教育愚研究科開設科目

三 32

備考（D　国語教育学又は国語科内容学を主として専攻する者は，専攻領域10単位を含め

　　　て20単位を必修とする。また，日本語教育学領域を主として専攻する者は，日本

　　　語教育学領域16単位を含め20単位を必修とする。

　　②　日本語教育学領域を専攻する者は，選択科目のうち，主として日本語学及び日

　　　本文学のなかから選択履修すること。

　博士課程後期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1薗語科教育

授　　　業　　　科　　　目
履修単位数開　　設

単位数 必　修 選　択

国　語　教　育　学　演　習

国語教育学特別研究
4
1
2

必
　
修
　
科
　
目

国語科内容学1演習
国語科内容学皿演習
国語科内容学特別研究

4
4
1
2

16

4

日　本語教育学演習
日本語教育学特別研究

4
1
2　尺

科目 日本語学，　日本文学

計 20

備考　（D　主として専攻する領域の演習4単位，特別研究12単位は必ず履修すること。

　　（2）国語教育学又は園語科内容学をt：として専攻する者は，2領域にわたって演習

　　　を履修すること。また、」］本語教育学領域をにとして専攻する者は，日本語教育

　　　学領域から16単位，選択科目から4単位を履修すること。
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開講年度 課 程
担　当週 及び単位数

博
授業科目

時
数

博
士 士

講義題目 授　業　内　容 備　　考

1 2 3 前 後 教　官
期 期

国　　語

教育学

2 4 ○ 国語教育
学研究

（本年度は開講しな
い）

大　槻 教科教育
学専攻

講義1 （国語科

国　　語 2 4 ○ 国語教育 国語教育史上の主要 大　槻
教育）選
択必修専

教育学 史研究 文献を講読し討究す 攻以外選

講義‖ る。 択

国　　語 2 2 2 ○ 国語教育 国語科教育実践の調 吉　田

教育学 学調査研 査・分析を行う。

演　　習 究

2 2 2 2 ○ 国語教育 世界各国の国語科教 大　槻 〃

国 学調査研 育の実態について調
究 査・分析する。

国　　語 2 2 2 ○ 国語教育 各自専攻するテーマ 大　槻 〃

教育学 学特別研 を中心に調査・討究 吉　田
語 特別研究 究 する。

4 4 4 4 ○ 国語教育 大　槻 〃

学特別研 同　上 吉　田

究
科

国語科 2 4 ○ 国語科内 （本年度は開講しな 浮　橋 〃

内容学 容学（国 い）

講義1 語学領域

教 国語科 2 4 ○ 国語科内 古典文学を中心とし 浮　橋 〃

内容学 容学（国 た国語科内容の討究

講義‖ 文学領域

国語科 2 4 ○ 国語科内 （本年度は開講しな 森　野 〃

育 内容学 容学（漢 い）

講義皿 文学領域）

国語科 2 4 ○ 国語科内 漢文学に関する知識 森　野 〃

内容学 容学（漢 の習得（「文選」を使

講義1V 文学領域） 用）

国語科 2 2 2 ○ 国語科内 現代日本語について 江　端 〃

内容学 容学（国 の国語科内容学的探
演　　習 語学領域） 究

国語科 2 2 2 2 ○ 国語科内 国文学に関する文献 浮　橋 〃

内容学1 容学（国 の調査・研究を行う
演　　習 文学領域）

・

国語科 2 2 2 2 ○ 国語科内 漢文学における主要 森　野 教科教育
内容学皿 容学（漢 な問題について考察 学専攻
演　　習 文学領域） する。 （国語科

教育）選
択必修専
攻以外選
択
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開講年度 課 程
担　当週 及び単位数

授業科目
時
数

博
士
博

士
講義題目 授　業　内　容 備　　考

1 2 3 前 後 教　官
期 期

国語科 2 2 2 ○ 国語科内 各自専攻するテーマ 浮　橋 〃

内容学 容学特別 について討究する。 森　野

特別研究 研究 江　端

4 4 4 4 ○ 国語科内 浮　橋 〃

容学特別 同　　上 森　野
研究 江　端

日本語 2 4 ○ 日本語教 （本年度は開講しな 奥　田 〃

教育学 育学研究 い）

講義1
日本語 2 4 ○ 日本語教 日本語教育史上の主 奥　田 〃

教育学 育史研究 要文献を講読し，討

講義皿 究する。

日本語 2 2 2 ○ 日本語教 日本語教育学に関す 奥　田 〃

教育学 育学演習 る内外の文献を購読，

演　　習 討議する。

2 2 2 2 ○ 日本語教 第二言語習得上の諸 奥　田 〃

育学演習 問題に関する最近の
文献を購読討議する。

日本語 2 2 2 ○ 臼本語教 各自専攻するテーマ 奥　田 〃

教育学 育学特別 を中心に，調査，研

国 特別研究 研究 究，討議，報告を行う。

4 4 4 4 ○ 日本語教 奥　田 〃

育学特別 同　　止
研究

国語学 2 4 4 ○ 小　林 教科教育
（文学 学専攻
部） （li国語科

教育）選択
三五

ロロ

国文学 2 4 4 ○ 稲　賀 〃

（文学

部）

国文学 2 4 4 ○ 米　谷 〃

（文学

部）

日本語学 2 4 4 ○ 日本語学 日本語学に関する最 木　坂 〃

科 講　　議 研究 近の文献を講読討究
する。

日本語学 2 2 2 ○ 日本語学 日本語史学研究上の 沼　本 〃

演　　習 演習 基本問題を追求する。

日本語学 2 2 2 2 ○ 日本語学 日本語学に関する問 木　坂 〃

演　　習 演習 題を各自のテーマと 沼　本
結びつけて検討する。

教 日本文学 2 4 4 ○ 日本近代文学におけ 相　原 教科教育
講　　義 る作品と作家の問題 学専攻

を考察する。 （国語科

教育）選
択

日本文学 2 2 2 2 ○ 近代を中心とする日 相　原 〃

育 演　　習 本文学を対象として，
研究法を討究する。
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　　　　　広島大学
　　　教育学部日本語教育学科

日本語教育学科専門教育カリキュラム

日木語教育学
単
位
｜

学
期 日　　木　　語　　学

単
位
学
期

日木語教育学概論　　　②　3 臼木語学概論 ②1・

日木語教育学研究　　　1214

日木語教育史
日木語学研究　　川・

日木語教育研究法　　1216 日木酬耀　　　11・

世界の日桶教育　　212 　　　　　　　　　　　　一一日木融　　　回・
日木語教育課程論　　　1②15

願研触　　川・
「TTT日本語教育課程論演習

日木語教育方法論 1②16 日木締・学　　回・

日木語教育評価法 1217 日木縮声学灘1　川・
㍊1轡’文守：’繍1・13 ・1・

日木語文法指導論 ｜②14

日木締韻論　　上．日木締韻論湖l　l

　一←、一一

ll・
日木語会話指導論　　　　1215

日
木
語
学
●
日
木
語
表
現
法

日木蹴角酷硫　　「丁「「
n木徹字・表記研究1・1・

日
　
木
　
語
　
教
　
育
　
学
・
日
　
木
　
語
　
教
　
育
　
方
　
法
　
論
・
国
　
際
　
教
　
育

n木語文章・表現指導論1218
日木Rl｝文字・表記研究
演習

一一一－一一一一一一一

111・

誤川分析研究　　　　　1215 日木融法研究　1②レ
誤彫蜥研究5贈　　い6

口木語文法演習
一　一≡∨一●111・一一一

1・1・

日木語教育教材・教具開発研究

②1・
日木語語彙論・意味論
研究日木語教育教材・教具開発演習

・16
日木諦悟彙論・意味論
演習 「下日木語教育のための視聴覚機器演習

1「二
n木語表現法研究

②1・一’一一’

日木語教育授業研究 2　　4

日木語教育実地研究　　　11　6 ・木識現沙繍　　川・

日本語模擬授業研究 ・下 晰1編法蹴　同・
一・、

国際教育論1 1②16 同木語談話法演習 ［・
国際教育論II　　　　　l217

国際教育交流論
日木治治現研究　回8

海外教育事情

1217
12「丁 総単位132

海外子女教育研究　　　　　214
合　　　計

必修・1・位1⑩

合　　　訂
総雌数1・8

必修単位 可
りo
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言　語　学　1劉薪 日　木　文　化　学 単
位
学
期

応川言語学概論 ② 3 日木文化概論 ② 4

構造言語学 下1・ 日木文化研究　　川・

社会言語学 一1②15 El木文化獺　　1116

社会言語学演習 ［・ 日木文化・思想史　川・

叉耀塩二「・ 7 11救化・思徽酬川・

備語学　　川・ 比戦化論　　回・
第二言語習得論 比較文化論演習 」・1・
言語習得と二珊糊1］1・レ 文化摩馴　　　国・

言語治療学
　　一一 n木人論　　　国・

第
　
二
　
言
　
語
　
習
　
得
　
論
・
対
　
照
　
言
　
語
　
学

生成文法研究　　　1215

　●

「
1
木
：
文
化
学
●
現
代
l
l
木
文
学

アジア社会文化論 2 8
生成文法演習　　　「16一元r照言語学｝…一「司一元一「一

現代日本文学概論
②1・一一〔炉’A一一一

A－一

対照言llli学演習1 1115．一一一一 獄日本文学研究　レ1・

対照翻学湖III　［G 現代日本鞘・｛習　川…
一一　　　｝｝

対照言群湖IHI　川7 　　　　　　　　　　　一一一一一昧文学蜘論　肉・
対照言語学涯i｛習lv　　　lll8

’一一．

対照語川論研究
一一－一一一一≡1216 n木1！「典文学5i｛習

一一罰111・一一w－一

ll堺の諸翻　　　いい ll！堺文学とrl木文学 ・卜3

　　　　　　　一一一’一㊨一一一一－一　一一実験音声学　　　1215 ∫1木の献芸能　1間　1215
　　　　　　　　　　　　〉－1，≡一実験音声学演習　　1116 r昧の殿1噺　　　1213
言語工学　　　　　　　　2　7 日木の地理概論

一．｝一一，1214

騨位135 n木の政治概説　　1213
合　　　計

　　　　　　一一必ぱ位1⑧ 日木の科学と技術概論
一一一

川4
1塀の政治概説　　い15

合　　　計
総帽立1仰（O印｝ま必修科日38単位，

選択必修科日18単位以上，

なオδ卒業必要靴12騨｛立）

必修雌1⑧

総　単　位 155

総　合　計 　　　　　A必修靴1⑲
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授業科目

単

位

数

担　　当

教　　官
授　　　業　　　内　　　容 学期 備　　　考

日　本　語 2 奥　田 日本語教育学の領域と課題及び外国 3 学科必修

教育学概論 語としての日本語教育の原理・内容・

方法について概説する。

日　本　語 2 奥　田 日本語教育学の原理・内容・方法に 4 学科選択

教育学研究 関する理論的・実践的研究を行う。

日　本　語 2 奥　田 国内・海外の日本語教育の歴史を概 5 学科選択

教　育　史 観する。

日　本　語 2 岡　崎 日本語教育の新時代に対応し得る， 6 学科選択

教育研究法 教育方法のあり方を理論的諸領域にお

いて論ずる。

世　界　の 2 奥　田 北米，南米，ヨーロッパ，オースト 2 学科選択

日本語教育 ほか ラリア，中国，韓国，東南アジア諸国

における日本語教育の現状と課題につ

いて述べる。

日　本　語 2 縫　部 日本語教育の教授・学習過程，カリ 5 学科必修

教育課程論 キュラム，シラバス論について概説す
る。

日本語教育 1 縫　部 日本語教育の教授・学習過程，カリ 6 学科選択

課程論演習 キュラム，シラバス論について演習す

る。　　　　　　　　　　　　　　　．

日本語教育 2 奥　田 日本語教育研究方法論の各自の選ん 6 学科選択

方　法　論 だ研究課題にっいて指導する。

日本語教育 2 縫　部 日本語テストの種類とその作成法及 7 学科選択

評　価　法 び評価法について論ずる。

日本語発音 2 カッケン 日本語の発音・文字・語彙の指導上 3 学科選択

文字・語鍵 ブッシュ の問題について検討する。 （国語学）

指　導　論

日本語文法 2 カッケン 日本語の文法指導上の間題について 4 学科必修

指　導論 ブッシュ 検討する。 （国語学）

日本語会話 2 5 学科選択

指　導　論 本年度

は開講

しない

（国語学）
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日本語読解

指　導　論

2 岡　崎 　スキルシラバスによる日本語読解指

導の方法論，シラバス，教材について

論ずる。

7 学科選択

（国語学）

日本語文章

表現指導論

2 カッケン

プッシュ

　日本語教育における作文指導の問題

について検討する。

8 学科選択

（国語学）

誤用分析
研　　　究

2 長　友 　学習者の誤用例を分析し誤用の原因

を理論的・実践的に究明する。

5
1　　　．
1学科選択　（国語学）］＿一＿

　　、　　　　ヅ

誤用分析
研究演習

1 長　友 　実際の日本語の誤用例の収集，及び

分析の方法について習熟することを目

的とする。

6 学科選択

（国語学）

日本語教育

教材・教具

開発研究

2 岡　崎 　日本語教育におけるマテリアル・デ

ザインの理論と形式を研究する。

5 学科必修

㌘｝

⊇
日本語教育

教材・教具

開発演習

2 6 本年度

は開講

しない

　　　　×
日本語教育

のための
視聴覚機器

演　　　習

日本語教育

授業研究

水　町 　日本語教育の教材試作を通し視聴覚

機器の利用法の演習を行なう。

｜

　　7

『　｝

学科選択

一

日本語教

育学科教

官全員

　日本語の授業の多面性を理解するた

めに，日本語教育学，日本語学，言語

学，日本文化学，のそれぞれの立場か

ら授業研究を行う。

4 学科選択

日本語教育

実地研究1

1 岡　崎 　日本語の授業の計画，教材作成，教

室活動の基礎を実践的に指導する。

5 学科選択

日本語教育

実地研究1

1 縫　部 　日本語授業の理論的実践的指導を行

なう。

6 学科選択

日本語模擬

授業研究

1 カッケン

プッシュ

　日本語教育の教壇実習及びその事前

事後の指導を行なう。

7 学科選択

国　　　際

教育論1

2 1．比較教育学の概念
2．比較教育学の研究方法　　「，

3．教育の国際比較

4．世界の教育動向分析

5 学科必修
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国　　　際 2
7 学科選択

教育論口

国際教育 2 7 学科選択

交　流　論 本年度

に限り

8セメ

に開講

海外教育 2 アジア諸国及び欧米主要国の教育事 3 学科選択

事　　　情 情について概観する。 本年度

は開講

しない

海外子女 2 上原（麻） 海外成長日本人児童及び帰国児童の 4 学科選択

教育研究 教育の実態・問題点について．先進 本年度

国，途上国の日本人学校，補習校，帰 、 に限り

国後の受入れ校の現状を中心に講義・ 3セメ

討議を行う。 に開講

日本語学 2 呆坂 一 日本語を世界の諸言語の1つとして 2 1学科必修

概　　　論 とらえ，新しい視点から日本語の特質 1 （国語学）
について考察する。

日本語学 2 沼　本 現代日本語の音韻・文法・語彙等関 3 学科選択

研　　　究 にする研究の方法について考察する。 （国語学）

日本語学 1 多和田 現代の日本語の音韻・文法・語曇に 4 学科選択

演　　　習 関する分析・記述の方法について演習 （国語学）

を行う。

日本語史 2 沼　本 日本語の歴史的変遷を論述し，現代 6 学科必修

日本語の成立の背景を考察する。 （国語学）

日　本　語 2 木　坂 主として外国人の日本語研究のあと 7 学科選択

研　究　史 を歴史的にたどりその意義について論 （国語学）

述する。

日　本　語 2 町 現代日本語の音声の実態と特質につ 5 学科必修

音声　学 いて考察する。 （国語学）

日　本　語 1 町 日本語の音声を分析しその特質を明 6 学科選択

音声学演習 らかにするための実証的方法を演習す （国語学）

る。

日　本　語 2 沼　本 日本語音韻論の方法を研究し日本語 7 学科選択

音　韻　論 音韻体系の特色を明らかにする。 （国語学）

一 33一



日　本　語 1 沼　本 日本語音韻体系の特色を明らかにす 8 学科選択

音韻論演習 るための実証的方法を演習する。 （国語学）

　　　　φ日本語文字 2 5 学科選択

・表記研究 本年度

は開講

しない

（国語学）

日本語文字 1 白　川・ 日本語の文字・表記の方法・種別な 6 学科選択

・ 表記研究 どの特質について考察演習する。 （国語学）

演　　　習

日　本　語 2 白　川 日本語の文法の特質を明らかにし， 4 学科必修

文法研究 現代日本搭文法論上の諸問題について （国語学）

考察する。

日　本　語 1 白　川 日本語の文法の特質を明らかにする 5 学科選択

文法演習 ため実証的方法を演習する。 （国語学）

日　本　語 2 町 　　　　　　　　　　　　　．日本籍の語鍵・意味の特質について， 6 学科選択

語鑓論・ 語彙論・意味論の立場から考察する。 （国語学）

意味論研究

日　本　語 1 町 日本語の語彙・意味の特質を明らか 7 学科選択

語麺論・ にするための実証的方法を演習する。 （国語学）

意味論演習

日　本　語 2 木　坂 日本語の口頭表現及び文章表現の特’ 3 学科必修

表現法研究 質を明らかにし．表現論上・文体論上 （国語学）

の諸問題を扱う。

日　本　語 1 木　坂 日本語のロ頭表現および文章表現に 4 学科選択

表現法演習 関する分析・紀述の方法について演習 （国語学）

を行う。

川・
日

「
引
1

語

究

　

研

本
法

　

話
日
談

日　本　語　1

談話法演習

　日本語の談話活動・談話表現の特質　　5　　学科選択

を明らかにし，談話分析の方法を考察　　　　　（国語学）

する。

　　　　　　　　　一　　，

木　坂　　　日本語の談話活動・談話表現の構造　　6

　　　　を具体的資料によって明らかにし談話

　　　　分析の方法を演習する。

学科選択

（国語学）
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日本語会話 2 町 日本語会話表現の特質を述べ，会話 8 学科選択

表現研究 表現研究の方法を考察する。 （国語学）

応用言語学 2 城　田 言語学及びその関連領域を概観し， 3 学科必修

概　　　論 日本語教育との関連を考察する。

構造言語学 2 城　田 構造言語学の方法による言語の分析 4 学科選択

・記述について述べる。

社会言語学 2 熊取谷 社会言語学の諸領域を概観し，その 5 学科必修

課題を考察する。

社会言語学 1 熊取谷 社会言語学の研究方法についての理 6 学科選択

演　　　習 解を深めるための演習を行う。

言　語　・ 2 熊取谷 コミュニケーションの民族誌学の視 7 学科選択

非　言　語 点から言語・非言語コミュニケーショ
コミュニケー汀ン ンの諸問題を考察する。

研　　　究

心理言語学 2 細　田 言語行動の心理と発達を第二言語習 6 学科選択

得論の側面から扱う。

第二言語 2 細　田 第二言語習得にかかわる要因につい 5 学科必修

習　得　論 て研究する。

第二言語 1 細　田 第二言語習得について理論的，実験 6 学科選択

習得論演習 ・ 調査的に考究する。

言語習得と 2 細　田
i二元語併用・伴・哩・カニズ・を 7 学科選択

二か国副
併　剛
｛

∈二語習得論の晒から扱う・

i
！

1
｜

言語治療学 2 細　田 第二言語習得に随伴する心理的諸問 8 学科選択

題とその治療について考察する。

生成文法 2 5 学科選択

研　　　究 本年度

は開講

しない

生成文法 1 6 学科選択

演　　　習 本年度

は開講

しない
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対照言語学 2 水　町 　日本語と他の言語の差異や類似点に

ついて考察する。

4 学科必修

対照言語学

演　習　1

1 熊取谷 　日本語と英語の対照研究の演習を行
う。

5 学科選択

対照言語学

演　習　H

1 、沼　本 　古代語・現代語の両面から，日本語

と中国語の対照研究の演習を行う。

6 学科選択

（漢文学）

対照言語学

演　習　皿

1 城　田 　日本語と0シア語の音韻・語麺につ

いて対照研究の演習を行う。

7 学科選択

対照言語学

演　習　IV

1 城　田 　日本語とロシア語の文構造について

対照研究の演習を行う。

8 学科選択

対照語用論

研　　　究

2 熊取谷 　日本語と英語の語用論上の諸問題を

考察する。

6 学科選択

世　界　の

諸　言　語

　2

1
1
｝
｜
1

城　田

　　他

　世界の諸言語を概観し，その特徴を

考察する。

3 学科選択

　本年度

　に限り

　4セメ
’に開講

実験音声学 2 水　町 　実験音声学的方法により得られた言

謡の音声的特徴を日本語を中心に考察

する。

5 学科選択

実験音声学

演　　　習

1 水　町 　主に日本語の音声について実験音声

学的な演習を行う。

6 学科選択

言語工学 2 水　町 言語教育・研究におけるコンピュー

タの利用について考察する。

7 学科選択

日本文化
概　　　論

2 中　村 　日本文化の特質，日本人の思考，行

動様式等について概説する。

4 学科必修

日本文化
研　　　究

2 中　村 5

日本文化
演　　　習

1 木　村 6
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日本文化・ 2 中　村 6 本年度

思想　史 に限り

5セメ

に開講

日本文化・ 1 中　村 7 学科選択

思想史演習

比較文化論 2 斎　藤 日本と西欧の芸術文化の比較研究を 3 学科必修

歴史的に追求し，また美意識論的に吟

味検討する。

比較文化論 1 斎　藤 芸術文化の比較学的研究の基礎づけ 4 学科選択

演　　　習 と方法論について演習を行う．

文化摩擦論 2 斎　藤 日本とヨーロッパにおける芸術文化 7 学科選択

の摩擦問題をとりLあげその異化・同化

を検証する。 馳A

日本人論 2 斎　藤 7 学科選択

他

アジア社会 2 嶋 アジア諸社会の社会構造を比較検討 8 学科選択

文化　論 する。　　　　　　　　　　’

教科書：中根干枝著「社会人類学」

東京大学出版会，1987年

一〕）．

現代日本文 2 相　原 明治以降現代までの日本文学の流れ 3 学科必修

学　概　論 を概観し，各作家の特色について考察 （国文学）

する。

現代日本文 2 相　原 近・現代の日本文学の作家研究・作 4 学科選択

学　研　究 品研究を通じて，読解・鑑賞指導のた （国文学）

めの研究を行う。

現代日本文 1 相　原 戦後の現代文学を主柚として，作品 6 学科選択

学　演　習 分析，作家論・文化論等のアプローチ （国文学）

の方法を追求する。

現代日本文 1 相　原 日本近代文学研究法。 7 学科選択

学　演　習 日本近代・現代文学を対象として本

格的な研究方法を探究する。

レポートのほか毎週全員担当となる

のが関心の深い者のみの参加が望まし

いo
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日本文学史

概　　　論

2 相　原 　古代から近代までの日本文学の流れ

を追跡し，各時代の作風と歴史・文化

との関わりを考察する。

5 学科必修

（国文学）

日本古典

文学演習

1 伊　井

（非常勤）

公任と同時代の文学者たち

　平安時代中期文学形成の中心をなし

た公任について，「公任集」を読みな

がら当時の文学者たちとの交流の様相

や，和歌・物語成立等の背景を深める。

　あわせて，作品に登場する花山天皇

・ 道長・実資・実方のかほ，和泉式部

・清少納言・紫式部・赤染衛門等の人

物や文学活動も考察していく。

テキストr公任集」（桜楓社，980円）

7 学科選択

（集　中）

（国文学）

世界文学と

日本文学

2 水　島 　文学の交流について，象徴詩の翻訳

を中心しとて考察する。

3 学科選択

（国文学）

日本の古典

芸能概説

2 原　田

（非常勤）

　日本の古典芸能（能，狂言．歌舞伎，

茶道，華道等）の成立と展開及びその

特質について考察する。

5 学科選択

日　本　の

歴史概論

2 頼 3 学科選択

　本年度

　に限り

　4セメ

　に開講

日　本　の

地理概論

2 中　山 4 学科選択

日　本　の

政治概説

2 今　中

　　他

「政治学入門」

　戦後日本の政治のしくみと動きを中

心にして講義を行う。

※授業時間は木曜日・7・8時限

3 学科選択

〔法学部
で開設〕

日本の科学　2　未　定

と技術概論

4　　学科選択．

世界の政治　2　　原

概　　　説　　　　　他
5　学科選択

一 38一



　　　愛矢口教育大学
教育学部総合科学課程日本語教育コース

日本語教育コース
日本語教育選修

　　　　　　程課・学年
授業科目

履修

方法
学年別履修単位

言

一般教育
科　　目

人　文　分　野
社　会　分　野自
　
然
　
分
　
野
　
　
　
　
△
、

必修
…　　　　．　・　．　・　・

選択

　2
．　●　■　■　●　■

22
・　．　．　⑳　．　●

1
．
．
・
・
．
・

．　・　．　．

｝1　2

．　・　．　・　◆　．　●

　22

24

外国語
科　　目

英　　　　　語
ド　イ　ツ　語

フ　ランス語
中　　国　　語

選択 6 6 12

保健体育
科　　目

保健体育理論
保健体育実技

必修 2 2 4

課程内共通科目 必修 4 4

コース内共通科目
必修・．・．．．・’． 　4．　・　・　．　■　■

　4
．・．．． ’　．　・　・　s　．　● ■　・　●　●　■

　4・　．　．　’　・　．　・

　4
8

専門教育
科　　目

専　攻　科　目
必修・　・　．　．　■　●　●　■　■

．　・　・　●　■　’

．ユ912

　8

21　　28・・づ・・◎‥・．．・・

8　28
56

教　育　・　目 必修 10 10

卒　業　研　究 必修 10 10

一 自由 10 10
44 30　34　20単　　位　　数　　計 10 138

国際文化・日本語教育コース内共通科目学年別履修基準及び授業題目配当表

学年 1 H 皿’ IV 計

必修
区　　業 単位 4． 4

科　　　選択 ．　．　．　…　　　　　，　．　．　．　．　・　・　…　　　　　．　．　・　●　●　■　●　■　●　■　■　●　・　■ 1　・　．　．　．　・　．　．　．　・　・　．　．　・　・ ．　・　．　’　・　◆　㊨　．　・　●　■　・　■　・　● …　　　　．　・　・　．　・　・　．　・　■　・　・ ・　・　，　つ　・　■　・　・ 8

分 目　　　　単位 4 4

必科

修目 国際関係論 国際関係論　鵠 4

選
比較文化論

比較文化論Ia2

択 比較文化論na2
●　，　・　・　．　■　・　・　…　　　　．　・　・　．　㊨　・　つ　．　．　・　．　’　・　・　．　・　． ・．．・・◆．・．．．亀ξL…　　．・も・．・・・…　　■．●

■　■　●　■　■　●　●　・　■　●　■　■　●　●　■ ・　．　■　・　■　●　・　・　．　・　・　．　・　■　・ ・　・　．　・　．　・　・　．　．　・　…　　　　　． 8
科 情報文化論Ia2
目 情報文化論

情報文在論Ila2
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日本語教育選修専攻科目学年別履修基準及び授業題目配当表

　
学
年
、

1 I
I

n
I

IV 計

分 野

　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　単位
区分　授業　　　　択
　　　　　　科目　　　単位

■　・　●　・　合　会　．　．　ヴ　・　，　．

　　　　　10
．　．　・　．　．　⑳　．　．　・　・　．　．　●　■　■　■　吟　・　・　．　．　・　，　・　．　・　会　．　会

　　　　　12

　　　　16
◆　●　・　．　■　’　●　■　●　■　●　■　■　・　・　●　・　・　．　．　．　・　…　　　　　．　・　◎

　　　　　8

　　　　　2
■●．■■●，■●・■．．．・．可・，．’．・・．，・’

　　　　　8

旦
．
2
8

56

日
本
語
学

一　・　・　．　・　・　．　・　・　．　．　．　・

●　■　■　■　■　■　■　一　．　■　…

■　●　・　・　．　．　■　・　，　・　…

●　●　●　●　●　●　■　●　■　●　…

　日本語学　　I　　a2…蒔欝研究Y’……8ブ■　●　■　■　■　■　●　●　●　■　■　■　，　●　・　■　・　■　．　・　．　・　・　．　．　・　．　．

●　■　■　●　■　●　■　●　●　■　．　■　．　・　■　∋　・　・　・　…　　　　　．　．　・　．　・　・

…　　　　■　．　．　．　・　・　．　・　・　．　．　・　⑳　．　・　．　．　◆　．　．　・　．　．　．　．

■　■　●　■　●　■　■　●　■　●　●　●　■　●　●　■　ふ　●　．　．　・　．　・　．　．　．　．　．

…
蒔吾牽漬習’r……Ω’”百奉語：ぎ声学’’’’’’’”…Ω∫”噛百禾語簑現法’r……b7

■■．．・≡≡≡．・．・令．・．．．会．．．．．．．・⑳

■■●■●■・…．・．…．・・．．・・．一会・．

●．■●●⑳●●■■■■・．会．．．・・㊨・・．・・．．

．．●．●■■■■■■会会・…．．…．．．．．．

1
0必

　
　
　
修
　
　
　
科
　
　
　
目

言
語
学

豊．豊．生＿一逸
烈．照．亘．頴．皇

外国語演習

●　●　■　■　●　●　■　■　楡　・　・　．　・

・…●・．・・．．．．

　言語学概説I　　　a2●　●　■　●　●　■　■　●　●　⑳　■　●　■　■　●　■　■　・　■　．　．　．　…　　　　　4　．　・

　対照言語学I　　　b2■◆●■■■●●…●．■・ウ…．・．会・・．・．
●●●■●●悟■・，会s．■，．．＝．・．、・・．．．．

●・■・■■・・．…■・…．，…．，・．．．
　外国語演習I　　　b2
　外国語演習ll　　　b2

●・．．，．．・．．・…．∋s・，・，．・・．．．．

●●●■・■■■■．会会．・一・．．．．一．・．会・・．
8

曼 現代日本の経済 現代日本の経済　　b2 2

日　教

本　育

語学

日本語教学説
●　●　●　■　’　■　●　■　■　●　■　チ　●

■　■　■　■　，　・　会　．　・　…　　　　　．

，　．　・　．　会　．　．　s　・　…　　　　　，

　日本語教学説　a2●　■　’　㊨　”　．　．　否　・　・　・　…　　　　　．　．　．　．　・　．　．　．　．　．　．　●　・

●　■　●　■　■　■　・　■　．　・　∋　●　●　令　・　■　■　．　㊨　・　・　…　　　　　．　．　．　’

●　■　■　●　■　．　．　■　，　■　・　・　．　．　・　●　■　．　・　．　吟　・　．　…　　　　　，　．

s　．　楡　…　　　　．　・　今合’．　．　．・　．　・　．・　・　．　…　　　．　．　・　・

●■●■●■■，・■，．．s・■．・会．・・．・・．．⑳
　日本語教育演習I　b2‥’百禾裏薮育実曹’‥”でブ

’” 百遠畜薮授法r会”“－’冨2≡・・．・・…．．．．．．．・，．・・．・≡．・．．

．．・s．．会．．，・．⑳・・．．・．・．・会．．●．会

8

．

　日

　本

　語

　学

　　　子　　　’
百ボ’語’孝’研’究

百ぎ喜’孝’演’習

百ボ’藷’表’現’法

・．・．…．s・会．．

．・．．・・．・．．・．・

・．．．．．．．．．．・．

・・一・会．・∋．．．会会

■■■・’・，．・．．．・

■会■会■会会■■■・■会

＿．＿99テ＿亘＿∵．．．．a．．

．　・　．　．　・　．　．　・　．　．　…　　　　　．　．　．　，　．　．　．　，　．　．　，　．　．　．　会

■　．　．　．　・　．　・　．　・　．　・　．　．　・　．　．　．　・　・　●　・　．　．　．　・　，　．　．

” ぎ’吾’生’活’…”…詑’
．　・　・　．　会　・　・　．　．　s　・　吟　・　会　・　・　．　・　・　．　・　．　・　．　．　．　会　・

　日本語史　　　a2．，’“・．・，．，・・唱・．．．・．．唱．・・㊨…

．・≡●●●●●●●●●●●■■■●●■．■…．．．　日本語学研究ll　　b2．●●●●■●●■■●■●■■■．■・．．．・．・．．．
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1年生 国際関係論（必修）

　1総論

　　1）国際関係論の今日的意義。

　　2）分析の枠組。

　2各論

　　1）軍備。　2）地域紛争。　3）南北問題。　4）経済摩擦。　5）人間集団の

　　国際的移動。

　3展望

　　1）国際的紛争管理に向けての試み。

　　2）日本にとっての「国際化」とは。

比較文化論1
　　中江兆民、夏目漱石、加藤周一、本多勝一など、近代および現代の日本人が外国文

化をどのように受容し、体験し、評価したかについて講義する。

比較文化論II

　外国人の見た日本文化。シーボルト「日本」、モースr日本その日その日」、ペネティ

　クト「菊と刀」、プロズナハソ「しぐさの比較文化」その他をとり扱う。他に梅悼忠夫

の文明論、ヘルダーの言語論、ナチズムを生んだドイツ文化等々との対比で、日本文

化に照射をあてる。

2年生 日本語学概説1（必修）

　　日本文法論序説。述語構造の分析を中心として現代日本語文法の基礎的事項を論じ

る。（プリント使用。また，概説IIのテキストも参照する。参考文献は随時指示する。）

　（藤田）

日本語学研究1（必修）

　古代から中性・近代に至る日本語音韻・アクセントに関する文献資料を検討し、日

本語史への理解を深める。（プリント使用。）（藤田）

言語学概説1．II（必修）
　現代言語学全般に関する基礎i的な事項を概説する。（英文教科書使用）（安武）

対照言語学1（必修）

　　日本語と英語のシンタックスの比較対照を行う。文構造や動詞文型、テソスやアス

　ペクト等の比較を通して対照言語学の方法を学ぶ。

　　使用教科書は「日英語比較講座第2巻文法」大修館書店を予定。（小宮）

日本語教育学概説（必修）

　　日本語教育の現状と問題点、教授法、カリキュラム、コースデザイソ等について概

説する。（関）

日本語学概説II

　日本語の音韻・表記・語彙を中心に基礎的事項を概説する。（テキスト：佐田智明・

他「新しい国語学」朝倉書店）（藤田）
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3年生

言語生活
　　「生活の中の言語」ではなく、「言語に関する生活全般」について概説する。特に、

　敬語の問題をとりあげ、非言語的側面からも考察する。（関）

日本語史
　　日本語の歴史的な変遷について概観する。現象面のみでなく、その根拠・原因など

　iこついても考えてみたい。（宇都宮）

心理言語学
　　人間の言語と頭脳との関係に関する研究の現状を概説する。（英文教科書使用）。（安

　武）

日本文化論

　　文化人類学的視点から、日本文化論に関する従来の諸説を再検討し、さらに日本人

　の家族観、宗教観、生死観などを個別に考察する。（前田）

日本文学史

　　日本近代文学史について講述する。（田沢）

漢文学

　　東洋学教室の「漢文学AI」と同じ。

日本史概説

　　日本史の概説及び研究上の問題点を講義する。（西宮）

英米文化論

　　平成元年度英米文化選修の「イギリス文化史II」（2年必修）と同じ。

英米文化史
　　イギリス文化の流れを原点にあたりながら概説する。（久田）

　　アメリカ文学の主要作品を読み、アメリカ文学の特質を探る。（藤平）

日本語学演習1（必修）

　　動詞の意味分析を中心に意味分析の理論と方法を検討する。（テキスト：国広哲弥

　　「意味論の方法」大修館書店）（藤田）

日本語音声学（必修）

　1．調音音声学：　　（】）音声器官

　　　　　　　　　　　（2）調音点

　　　　　　　　　　　（3｝調音方法

　　　　　　　　　　　（引音声の分類：母音と子音

　2．音韻論と音声表記

　3．日本語の語と文：｛Dアクセソト

　　　　　　　　　　　（2）音調

　4．言語音声学
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　日本語の言語音の記述・説明をなし、同時に視聴覚教材を併用して聴取・発話の訓

練を課して、日本語の教授能力を高める。また、音声言語の分析・合成などの手法に

関する知識・情報を授けると共に実習を行う（打田）。

日本語表現法1（必修）
　　日本語における「引用」研究に関する論文を輪続し、「引用」研究の展開を跡づける．

また、現代文学作品の文体分析への「引用」研究の展開の可能性を模索する。（論文の

コピーを指示に従って各自とっておくこと。）（藤田）

外国語演習1（必修）

　英語の速読速解とリスニングの向上をねらいとする。毎回短時間のテストと解説と

いう形式ですすめてゆく。

　使用教科書はrNew　Comets　Grade　Ill」桐原書店

　　　　　　　　「Listening　Fluency」セイドー外国研究所を予定。（小宮）

現代日本の経済（必修）

　企業行動の立場から現代日本経済を分析する。（越前谷）

国際関係論概説（必修）

　1総論

　　1）国際関係論の今日的意義。

　　2）分析の枠組。

　2各論

　　1）軍備。　2）地域紛争。　2）南北問題。　4）経済摩擦。　5）人間集団の

　　国際的移動。

　3展望

　　1）国際的紛争管理に向けての試み。

　　2）日本にとっての「国際化」とは。

日本語教育演習1（必修）

　話しことばを言語行動の観点から検討する。（越前谷）

日本語教育実習（必修）

　授業分析（VTR）、授業見学（日本語教育機関）、実習授業（本学留学生を対象に）

行う。（関）

社会言語学

　　社会言語学の現状について全般的に概観したあと、その位置づけのもとに、言語行

動論、とりわけ、最近注目をあびつつある、言語コミュニケーションにおける情報伝

達構造の問題に焦点をあてて考察する。（森山）

現代日本文学論

　　日本言語文化概説（国際文化コニス・日本文化選修）の〈後期〉に同じ。（谷口）
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日本地誌

　　日本の農業生産地域の動向を地理学的に取り上げて講義する。（松井）

現代日本の政治

　　人類学的視点から、政治や社会を考察する。（前田）

海外教育事情

　平成元年度教育学教室の「西洋教育史演習」（3年選択）と同じ。

日本語教育演習II

　　「日本語教育文法」、なかでも文型のとらえ方を中心に演習を行う。（関）

学年 1 H 皿 IV 計
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．．・・●・．…．．・．．．．． ・　・　・　・　…　　　　　今　・　．　．　…　　　　　’　．　・　・ ●　●　●●●　■　■●●　，■●　●●　■　■■●　・　…　　　　．　．　．　・　吟・　．． ●　■　●　．　・　■　．　づ　＝　・　…　　　　　．　．　．　≡　・ 10
科
教育心理学 教育心理学a2

目 ・■　■　■　●　■　●　●■■●■■．・　・，．・．⇒■●　●　■’■　◆ ・　■　●　．　．　・　●　■　●　●　■　■　●　●　●　■　■　● ⑳　．　．　．　・　．　…　　　　　．　．　■　●　．　●　… ●　●　．　●　●　句　・　・　．　●　●　■　・　・　・　…　　　　．　．　．　．　・　．　・　…　　　　．　・　・ ・　s　．　…　　　　「　．　．　・　．　…　　　　’　・　・

発達心理学 青年心理学a2
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　　　　　　琉球大学
教育学部総合科学課程日本語教育コース

（履修単位数）

専　　　門　　　教　　　育　　　科　　　目

科　　目 一般教育

科目等
コ　　　　　　ー　　　　　　ス

課程基礎

科　　目 必修科目 選択科目 自由科目

　　　　　合’汁
卓叢研究

最低履修

単位数
52 12 20 28 17 4　　　　81

語言と間人

論概語本日
人間と自然　社会と技術
情報科学概論　論文作成法

必
修
科
目

選
択
科
目

日本語教育コース

日本語音声学

日本語文法学

日本語語彙学

日本語史

日本語文字学

社会言語学

対照言語学

日本語教授法

日本語教育教材開発研究

教育原理　1

教育心理学

日本語史　皿

日本語学研究史

言語生活論

日本方言学

言語地理学

言語心理学

社会言語学

比較言語学

日本語音韻論

日英語の対照研究

日韓語の対照研究

日中語の対照研究

日独語の対照研究

日仏語の対照研究

世界言語概説

日本語表現法

日本事情　1

日本事情　皿

外国語講読1

外国語講読∬

外国語講読皿

日本語教育評価法

日本語教育教実習

一 45一



課程基礎科目 ☆印は新規開講予定

授　業　科　目 単位 履修年次 授　　　業　　　内　　　容

☆人間と言語 2 1－2 O言語認識のメカニズム、言語習得の過程、日本人と
欧米人の認識パターンの異同、言語の本質・機能、

伝達、記号論等。

☆人間と自然 2 1－2 O生命体としての人間をとりまく自然環境について、
科学史的見地を含めて自然科学の諸分野からアプロ

一 チし、現代の環境問題等についてもふれる。

☆社会と技術 2 1－2 ○技術の進展と社会システムの変化の関係を概説する。
☆日本語概論 2 1－2 ○世界の中の日本語の特質について、その音声・文法

・ 語彙・文字・表現等の体系的理解と理論化。

☆情報科学概論 2 1－2 ○システム概念、情報と制御、コンピュータ、計算と
情報化社会、情報と生体、自然と情報等。

☆論文作成法 2 1－2 ○人文、社会、自然科学の各分野にわたる論文作成方
法の指導。

日本語教育コース必修科目

授　業　科　目 単位 履修年次 授　　　業　　　内　　　容

☆日本語音声学 2 1 ○音声器管のメカニズム、発音の機構、調音の方法、

音声について、その単音レベル、音節レベル、単語

レベル、文レベル、談話レベルの特徴を理論と実際

的発音訓練を通して習得させる。

☆計量言語学 2 1－2 ○コンピュータによる言語事象及び言語構造の数量化
とそれによる観測値の操作の方法について概説する。

☆日本語文法学 2 2－3 ○日本語の文法構造について、文の成分、文の成文と
なる形態論的特徴について理解させるとともに理論
化させる。

☆日本語語彙学 2 2－3 ○日本語の語彙構造について理論的に学習させる。
基本語彙と基礎語彙、語講成、辞書、語・句・文章
・ 談話の意味について体系的に理解させるとともに

理論化させる。

☆日本語文字学 2 2－3 O日本語の表記体系の特色である漢字及び仮名の構造、
送り仮名、仮名遣い、書記方法を理解さ甘、理論化
させる。

☆対照言語学 2 2－3 ○特定言語間の対照的研究の原理を理論的に理解させ
る。

☆日本語教授法 2 3－4 O日本語教育の目的・方法、日本語教育と言語研究と
の関係、外国語教授法、日本語構造の習得過程、指

導方法、カリキュラムの作成方法等。

☆日本語教育教材開発研 2 3－4 ○日本語教育の教材の具体的使用方法、新しい日本語
究 教材の開発の方法について具体的、理論的に学習さ

せる。

教育原理　1 2 1－2
教育心理学 2 1－2
卒業研究 4 4
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日本語教育コース選択科目

授　業　科　目 単位 履修年次 授　　　業　　　内　　　容

言語心理学 2 1－2 O意味の分析、言語の学習過程、言語と思考等との問
題についての理論。

☆言語生活論 2 2－4 ○コミュニケーション理論、談話語における話し聞く
能力と技術、マスコミによる伝達の特質、異文化間

コミュニケーションの問題など。

言語地理学 2 2－4
社会言語学 2 2－3
比較言語学 2 2－3
日本語史 2 2－4
日本語学研究史 2 2－4
日本方言学 2 2－4
日本語音韻論 2 2－4
日英語の対照研究 2 2－4 ○日英両語の音形構造、文法構造、語彙構造等を比較

対照して、その異同を明らかにし、かつその差異を

手がかりとして両言語の分析をさらに深め、その成

果を日本語教育に応用する。

☆日韓語の対照研究 2 2－4 ○日韓両語の音形構造、文法構造、語彙構造等を比較
対照して、その異同を明らかにし、かつその差異を

手がかりとして両言語の分析をさらに深め、その成

☆日タイ語の対照研究 2
‘2－4
　果を日本語教育に応用する。

○日タイ両語の音形構造、文法構造、語彙構造等を比

較対照して、その異同を明らかにし、かつその差異

を手がかりとして両言語の分析をさらに深め、その

成果を日本語教育に応用する。　　　　　　　・

☆日独語の対照研究 2 2－4 ○日独両語の音形構造、文法構造、語彙構造等を比較
対照して、その異同を明らかにし、かつその差異を

手がかりとして両言語の分析をさらに深め、その成

果を日本語教育に応用する。

☆日仏語の対照研究 2 2－4 O日仏両語の音形構造、文法構造、語彙構造等を比較
対照して、その異同を明らかにし、かつその差異を

手がかりとして両言語の分析をさらに深め、その成

果を日本語教育に応用する。

☆世界言語概説 2 2－4 ○世界の言語、アジアの言語・ヨーロッパの言語・南
北アメリカ大陸の言語などの実情及び歴史を概観し、

それぞれの言語の発生、系統、分類の概要を理解させ
る。

日本語表現法 2 2－4
☆日本事情　1 2 2－4 ○日本語の育景となっている日本の歴史、文化、社会

についての概論を行ない、日本についての総合的理

解を深めさせる。
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☆日本事情　n 2 2－4 O日本の政治、経済、文化、社会、歴史についてさら
に詳しく学習させ、その理解を深めるとともに理論
化させる。

外国語講読　1 2 2－4
外国語講読　H 2 3－4
外国語講読　田 2 3－4
☆日本語教育評価法 2 2－4 O日本語教育の評価の対象・目的・効果・方法の研究、

テストの作り方。

☆日本語教育実習 2 3－4 ○日本語教育に関する知識を集約し、指導案の作成及
び実地実習を行い、テスト結果の分析の方法などに

ついて、理論的具体的に習得させる。
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　　　　　　　　　　　香JII大学

教育学部総合科学課程言語文化コース言語学日本語教育専攻

言語文化コース 言語学・日本語教育，日本語文化

英語文化，ドイッ語文化，フランス語文化　　　　‘

ロシア語文化，中国語文化

人間文化コース 思想，形成，行動，社会，地域，歴史

総合科学
課　　程

情報科学コース 情報科学

情報化自然科学サプコース 情報化自然科学

基礎科学コース 物質生命科学サプコース 物質生命科学

自然史研究サブコース 自然史研究

教育内容

〈言語学・日本語教育〉

　この分野では，諸外国語および言語学，日本語学に関する豊かな知識，能力を身につけ，それを

基にして，言語に関する諸種のテー｝を研究したり，日本語と外国語の対照的研究，日本語教育の

理論や実践に関する研究などを行い，日本語教員となるための能力を養う。

秦隆昌（スベイン語，フランス語などラテン系の言語を中心とした諸言語の

　　　　　歴史的研究）

友沢昭江（日本語学，日本語教育実践論……教授法，教材開発の研究）
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平成元年度授業科目表

コース関係科目

　　　言語文化コース

区
　
　
分

碍、

　授業科目 授　　業　　名

単

位

形

式

担当教官
標準履

修学期

毎
週
時
数

〒
2
修

専
攻
必
修

備　　考

記

録

言語学概論 言　語　学　概　論 4 L 秦 3・4 2 ◎

音　　声　　学 日　本語音声学 2 L （未定） 4 2 ◎

社会言語学 社　会　言　語　学 2 ○ 休講※

言語学特別演習 言語学特別演習 2 E 秦 7・8 2 ◎ 休講

日本語学概論 日　本語学概論 4 L （未定） 4 4 ◎

日本語文法論 日　本語文法論 2 L 6 2 ◎ 休講

国語史講義 国　語　史　講　義 2 L 柴田 4・6 2 ○

日本語文字・表記論 日本語文字・表記論 2 L （未定） 6 2 ○ 休講

日本語語彙論 日　本語語彙論 2 ○ 休講※

言
　
語

・

学
　
　
・
　
日
　
本
　
語
　
教
　
育

日本語学特別演習 日本語学特別演習 2 E 7・8 2 ◎ 休講
古　　典　　語 ギ　リ　シ　ヤ　語 2 E 斉藤 1～8 2 休講

｝麟
〃 ラ　　テ　　ン　　語 2 E 秦 1～8 2

選択外国語 ス　ベ　イ　ン　語
2 E 〃 1～8 2

〃 韓国　・朝鮮語 2 E 韓 1～8 2
蕊勤麟

日本語教育法 日　本語教育法 4 L （未定） 4 4 ○

日本語教育教材教具論 日本語教育教材教具論 2 L 5 2 ○ 休講

日本語教育実習 日本語教育実習 3 P 友沢 7 2 ○ 休講

日本語教育特別演習 日本語教育特別演習 2 E 7・8 2
（○） 休講

（備考）1．当分の間，「社会言語学」は「英語学演習1」を，「日本語語彙論」は「国語学演習（国語学演

　　　　習1）」をもって当てる。
　　　2．日本語教育関連の「日本事情」には，比較文化（異文化間コミュニケーション論），国文学特殊講
　　　　義（日本古典芸能史），日本文化史．B本社会史論を，相当する授業科目（授業名）として指定する。
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日本語教育コース

区　　　分
最低修得　、

授業科目　（授業名） 単位

言語学・日本語学 20 言語学概論 4

社会言語学 2

音　声　学（日本語音声学） 2

日本語学概論 4

日本語文法論 2

国語史講義 2

日本語文字・表記論 2

日本語語彙論 2

日　本語教育 9 日本語教育法 4

日本語教育教材教具論 2

日本語教育実習 3

日　本　事　情 2 異文化間コミュニケーション論 2

日本古典芸能史 2

　　　　‘び日本文化史 2

日本社会史論 2

合　　　　計 31
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　　　　京者B教育大学
総合科学課程言語文化コース日本言語文化専攻

総合科学課程　95名

コ　ー　ス　名 専　　　　攻 募　集　人　員

情　報　数　学 10

情　報　応　用 10

情報教育コース 情　報　生　活 5

情　報　音　楽 5

王　代　社　会 10

社会文化コース 地域・歴史文化 10

日本言語文化 5

言語文化コース 欧米言語　　化 5

自然科学コース
物　質　科　学
生　命　科　学
環　境　科　学

25

スポーツ・健康コース スポーツ教育
健　康　科　学

10

合　　　　　　　計 95
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コース共通・専攻専門科目（7）言語文化コース（日本言語文化専攻）

回　　　生 1 2

　　学期科目
前 後 前 後

コース共通
◎情　　　報　　社

◎言　　語　　文

　会　　　論　4
化　　概　　論　4

◎国　語　　学 概　　説　4 ◎国　　　文 法　　　　論　4
（国　語　学） 国　　　語　　　音 声　　論　4

国　　語　　学 特　　講　　1　4
・・■会・．■・…．・．．．．．．．・・ ．・．．．．．．・◆・．・s・．・．．●・■・・．．・．・．■．．●・．．．．●．●・●■■■ ．．・．．．・・、・・．．・．．・．．・・．▼．．・・会ト．・■．．・．．．・…．・・．・・．●■◆●●●■●●■

◎日　本　語　教 育　概　説　4

日　本　語　史　2

・　．　■　，　●　●　・　●　会　．　．　・　．　・　…　　　　．　ウ　．　▼　■ ．．．㊨㊨．．㊨．．．・．＾’．・、．’・．．・…，・，．・．・．・．■●ss■．●・． ．　・　．　．　．　．　．　・　、　．　，　●　●　■　●　■　．　■　．　…　　　　．　．　㊨　．　7　、　、
．・．■・．．・s・．・．．．・．・■●■●■■●■■㊨

◎国　文　　学 概　　説　4 近　　代　　文 学　　特　　講　4
（国　文　学） 近　　代　文　学 演　　習　　1　2

中　　世　　文 学　　特　　講　4
－．■●■●●●’，，・・．・・・…，， ・’．．．．．＾．．．．．、．w．、、‘’吟．r．．．・㊨㊨．・・，・．÷，．，＾・●．，， ．，・噺・一舎「〉ウr．．…，．．．．．．．．w’、、・…，・・．．…．．．．．▼．，．▼エw・・．・吟

（漢　文　学）
漢　　文　　学

漢　文　学

概　　説　4

演　習　1　2
漢　　文　　学 特　　講　　n　4

．　．　●　・　・　．　．　．　，　．　．　．　．　．　・　．　・　、　・　．　・　、　　　　．　…　　　　．　・　．　．　‥　．　．　．　．　・　…　　　　●　■　■　，　●　㊨　■　㊨　●　■　■　■　■　■　・　・　．　．　・　・　．　．　．　．　．　・　，　■　■　■ ．　・　・　…　　　　．　．　、　，　．　エ　．　・　．　．　・　．
7．，・●ウ●．．．．．，．・．．・．．㊨．●●●●●㊨，■●●

（書　　　道） 基　　　　本 書　　　　法　2
・．●●会■■■■■．・●．・・．．．・・● ・．…．．．・・．．．．・◆・．，・・●．・．●■●■●，s■．．・．．・・●．●．■・■ ．．・．・，・…．・，．・・．・’・＾．．・．．㊨・．・．会．．．．参・．・…．．．．・●■■▼．・㊨・・．

（国語科教育）

・　・　●　、　●　，　●　●　●　■　■　s　■　’　・　■　．　・　．　、　・　●　・

基礎英語　2 実　用　英　語　2

・・㊨◆●●●・奄．．．．．．・・．．．・■ ．　．　．　．　、　呼　・　．　．　．　．　A　．　・　．　．　・　・　，　・　●　・　・ ．　・　．　㊨　・　．　．　．　・　．　・　・　．　●　●　●　■　s　■　⑳　●　●　■

．．・・．・．．、●．●■・●■－．．●㊨．・．・・1 ・　◆　・　．　・　，　・　・　…　　　　“　．　．　．　・　・　．　■　■　■　■　・　・　．　．　．　・　・

（英　文　学）

・．・．・・．．．．．・．・．．・．．．．．．，．・．．．・．㊨・．・．・．…，．．・．・■．・，，■■．●，■s．・．．・．■．・． ．．・・会．．．、．．．・・．．．…．．・・■・．s・．■．・・．．．・．・．・・．・．．．・■．．．●■●．r

（英　語　学）

A．■●●●●●■●●●，●．，”…● ．’・．．，・．’，，．，．．．・●．．舎・．，．．■．．．．．●、．「．r■●■■●●■■■ ．．．・・．・・、，●．．，．．吟・．・・．・．・．．・，●工・．“・．．・…会・・…．●●●㊨■●●●■■

（英語科教育）

s　．　■　，　■　・　・　令　…　　　　舎　・　．　．　・　…　　　　．　．　． ．　・　・　．　．　・　．　…　　　　「　．　．　・　s　・　．　．　，　．　．　．　・　，　．　．　．　・　．　．　・　・　．　．　．　．　・　．　・　●　・　■　．　・　・　■　・
．．・．・・．．、■●■■■・■・．・㊨・．．㊨◆．．．，■，●●s・・．．．．．．・・．令・・．．●．．．．．・．

（倫　理学） 日　　本　　倫 理　　思　　想　4
．・■■…●，…．．・・会．．・．●・ ・．・s．．．．．．．．．、．．㊨㊨・．．．・．・．．◆・・◆s．．・．．・・．s・■．．．・ ・　．・　．　．　．　．　◆　、　・　・　．　．　．　．　．　．　・　．　．　．　・　．　・　・　会　．　．　、　■　●　■　●　■　←　、　s　．　・　・　，　．　．　．　．　．　．　．　■　．　．　s　■　■　■　■　●　■　●

（美学・美術史学）

論　　　文

合　　　計 16 48

備考 1．◎印の授業科目は，指定必修単位である。
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3 4
設　置 必修単位

前 後 前　　　　　　後
単　位 指　定 選　択

8 8 0

国　　語　　学 演　　習　　1　2 国　語　学　演　習　　n　2

国　　語　　学 特　　講　　n　4 国　語　学　特　講　　田　4
●■■、，’・．・…．・．㊨，・㊨．．．・・…．．．・・．．…．．・・．．s．・．・㊨．・㊨㊨ ●●．●●■■■■●●㊨■㊨●■P■●●■■■■・■●．・・●●．●●●●’．．．

日　本　語　教 育　演　習　2

対照言語学　2 社会言語学　2
日本語学史　2
■●■●■・・・…．・・●■．．．●．．◆．ウ．

・　．　．　．　．　・　・　…　　　　．　．　．　．　．　●　■　会　●　■　■　・　・　．　・　・　　　・　・　・　・　…　　　　●　◆　・　●　・　・　・　…　　　　．　．　．　“　s　．　s　・　．　．　．　．　．　．　，　…　　　　，　・　●　．　．　．　．　．　．　．　．　・ 88 16

近　代　文　学　演　習　皿　2

近　代　文　学 演　習　n　2 近　代　文　学　演　習　W　2
近　　世　　文 学　　特　　講　4 古　代　文　学　特　講　4 34

●■7・・．．声・．．．． ．．．．．．．．・・．．・・…㊨．…．・㊨．・・ ，●●ひ・●．．●，．．7工．．、・・ケ．・・．・・．．・・．…．．．・・・・…

漢　　文　　学 特　　講　　田　4

■▼、■エ■，，吟・・，・㊨・．．．．・．．・．…．．・．．．・．、．．s．．．・，．．L ．・．．．．．．．・㊨．・・．．．．・㊨…．・・，．㊨．・．・㊨．．・㊨㊨”…

．…． ■■●●●●●●■■・◆●●■・．・・●●■●●㊨ ●ウ．・，■．■●●■●●■●．■●，「●．．．、．・．．・・．．・．，．．・．．．．・

国語科教育特講02

教育工学　2 論　　理　　と　　意　　味　4
■　・　．　．　・　会　・　．　・　・　◆　・　．　．　・　．　・　．　．　．　・　．　．　．　．　・ 会■吟■．・．・・．．．．．・・．．…．．・． ・．・．．・．7、．●■●■■●●●■■●・●．・．．．．．．．．s・．・■・、◆．．．．．

英　米　文　学 講　読　1　2 英　米　文　学　講　読　n　2
・会．・．・．・，●●．●■●●●●■●，．’，，．．．・吟．・・●．●・・，・．●工，’．・　．　、　■　．　・　■　●　■　●　■　●　■　■　■　7　●　・　．　・　．　．　・　嚇　，　・　・　．　．　．　会　．　・　…　　　　．　．　・　・　“　s　・　．　・　，　，　．　．　．　．　・

英　　　文 法　　　　1　4
く

・　・　．　●　．　●　．　●　■　■　，　■　●　●　■　●　■　・　．　ケ　．　．　．　．　．　．　．　．　．　…　　　　．　．　．　・　・　．　，　，　．　．　・　・　．　町　．　“　．　・　・　．

……”……’…’二’………’………”…
30 0

応　　用　　言　　語　　学　4
・　．　．　・　，　…　　　　．　．　．　■　・　．　■　●　●　●　●　■　㊨　■　●　●　’　●　一　・　．　．　・　・　．　．　・　・　・　…　　　　．　．　・　．　・　…　　　　，　…　　　　　　　．　．　．　．　．　．　・　・　A　・　・　．　＾　㊨　7　．　．　．　．　㊨　．　．　．　・　．　◆　・　・　．　・　．　．　．　・　．　…　　　　．　．　．　㊨　・　・　噺　．　・

■　●　●　…　　　　．　．　　　　　　　　　　　・　・　．　．．　・　．　・　・　．　　　　　　　エ　・　●　■　■　●　㊨　●　㊨　・　・　●　S　w　．　．　・　．　・　・　．　・　．　・　・　会　・　・　㊨　＾　・　… ．．．・．・．・．・・．．・．＾．．…．㊨㊨．．㊨．．s．．s・・■■s．・■・エ■，〉・

日　本　美　術 史　概　説　4

O卒　　業　　論　　文　6 6 6 0

30 銅
38 30 132

臼
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近世文学特講 通 4 2 野々村 （不開講）

中世文学特講 通 4 2 野々村 （不開講）

古代文学特講 記紀および万葉 通 4 2 野々村

漢文学概説 漢文学の各ジャンルについての作品を読解し 通 4 2 青　木 指定必修
ながら，その特質について論述する。

漢文学演習1（A） 前期は，『史記」。列伝の数編を三家注によっ 通 2 2 青　木 指定必修
て読解する。 原則として国文
後期は，r論語」。朱子の「集注」によって読解 学科受講者用
する。

漢文学演習1（B｝ 漢文学演習1｛A）に同じ。 通 2 2 寺　門 原則として国文
学科以外の受講
者用

漢文学特講IA 未定 前 2 2 隔年開講（開鋤

集中実施

漢文学特講IB 未定 後 2 2 隔年開講（開謝

集中実施

漢文学特講皿 通 4 2 青　木 （不開講）

漢文学特講田 通 4 2 青　木 （不開講）

国語科教育特講n 表現教育（特に書くことを中心に）の課題， 後 2 2 位　藤
内容・方法，歴史について，理論と実践の両面
から問題点本位にとりあげる。

基　本　書　法 美術科（書道）欄参照 通 2 2

言語文化概論 言語は文化の重要な一要素であると同時に文 通 4 2 武　内

化を映しだす鏡でもある。本講義では，言語と

思考様式，宗教・性・社会階層と言語，情報社
会における言語などのトピックをとりあげ，言
語と文化・社会のかかわりあいを多角度から論
じたい。

情報社会論 産業技術科学科欄参照 通 4 2

日本語教育概説 外国人が日本語を学習する上で，どういう問 通 4 2 糸　井

題があるか，日本語の様々な側面（音韻表記，

文法，語彙，言語生活など）や日本文化におけ
る，その特質をとりあげながら，日本語教育の
あり方を概観する。

日　本　語　史 後 2 2 （不開講）

卒　業　論　文 通 6 6 各教官 4回生指定必修
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授業科目 授　　　業　　　内　　　容 期間
単位

数

毎週

時数
教官名 備　　　考

国語学概説 音韻・語彙’語法・文字・方言・表現・文 通 4 2 大　塚 指定必修

体・国語学史などの諸領域を対象として国語学 音声言語及び文
の大要を述べる。 章表現に関する
テキスト：山ロ明穂編「新国語概説」（くろし ものを含む。

お出版）

国語音声論 一般音声学的な説明をもとに，国語音声の 通 4 2 大　塚

個々からアクセント，音韻との関係，方言音な

どについて解説する。国語音韻史についても述
べる。

国　文　法　論 古典語と現代語を対照しつつ，国語の文法に 通 4 2 糸　井

ついて述べる。

テキスト；渡辺実r国語文法論」（笠間書院）

国語学演習1 国語学の諸分野にわたるトピックスをとりあ 通 2 2 糸　井
げて研究する。

テキスト：r国語学研究法」（武蔵野書院）

国語学演習口 狂言のことば 通 2 2 大　塚

国語学特講1 国語学の諸問題（演習形式による） 通 4 2 大　塚

国語学特講n 歴史物語の言語空間一語彙と語法。 通 4 2 糸　井

テキスト：岩波文庫本r大鏡」など

国語学特講田 通 4 2 （不開講）

近代文学演習1 通 2 2 隔年開講（不開講）

近代文学演習n 韻文学一俳句・短歌 通 2 2 坪　内 隔年開講（開講）

俳句・短歌の特色を作品に即してとらえた
い。この近代の二つの定型詩は，いわゆる自由

詩のあり方にも深くかかわっているので，近代
の詩歌の諸問題を，定型詩の側から考えること
にもなる。

近代文学演習田 樋ロー葉「たけくらべ」研究。諸注も参考に 通 2 2 出　原 隔年開講（開講）

しながら，読解を深めるために多面的にアブ
ローチする。

テキスト：近代文学初出復刻「樋ロー葉集」
（和泉書院）

近代文学演習1V 通 2 2 隔年開講（不開講）

・国文学概説 日本近代文学の特質 通 4 2 堀　部 指定必修．

国文学史を含む

近代文学特講 正岡子規の文学 通 4 2 坪　内
子規は，俳句・短歌という伝統詩を再生させ，

写生文を創始して今日の文体の基礎を築いた。
明治という時代とともに生きた彼の文学には，

近代文学の草創期の若々しさにみちている。時
代と同時代の人々とのかかわりの中で，その子　　　　　　　　　　■・

規の文学の世界を考える。

1 ‘
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　　　東京学芸大学
教育学部国際文化教育課程日本研究専攻

国際文化教育課程

日本研究専攻（日本文化）（K類）

基　礎　科　目 専　　門　　科　　目
　科
　目

学　学

年　　期

一
般

教

育
科
目

保

健

体

育

科

目

外
国
語
科
目

課

程

基
礎
科
目

共

通

専

門
科
目

専

門
外
国
語
科
目

率
業
研
究

専

門
選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

計

総

計

用
意
履
修

用
意
履
修
用
意
履
修

用
意
履
修

畑 2

4年次 w 2
4 4

VI 34 2 33 2

74

～
2
0

3年次
V 34 39

IV 1 9
8

11
44 16

1
68

2年次 III 1
6 16 8

9 11 1
14

I
I

72 24
1 4 4 1

24

60

～
1
1
4

1年次 1 1
6 12

4 4 1
18

計 24 4 12 12 8 8 6 44 16 134

（1）開設授業科目

1年次 2年次 3年次 4年次

授　業　科　目 授　業　内　容

講

演

実

前 後 前 後 前 後 前 後 計 備　　　考 担　　　当

1 I
I
皿 w V VI w 珊

世界の中の日本 同　　　　　左 講 ④ 4
法学，経済．歴史

地理．国語

日　本　文　化　史 〃 〃 ④ 4 歴史．哲学
国語

地　域　研　究　論 〃 〃 ④ 4 地理，社会

計 6 6 12
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国際文化教育課程日本研究専攻専門選択科目

　（1）開設授業科目

1年次 2年次 3年次 4年次選

　
修
授　業　科　目 授　業　内　容

講

演

実

前 後 前 後 前 後 前 後 計 備　　　考 担　当

1 H 皿 w V w w 孤
現代日本語学概論 同　　　　　左 講 4 ★ 国　語

日本語言語生活 〃 〃 2 2 〃

日本語教育概論 〃 〃 ④ 4

現代日本語学1 音声・音韻 〃 2 2 ★ 国語A
・

　　〃　　　　II 文　　　　　字 〃 2 2 ★ 〃

〃　　　　m 語法・文章構成法 〃 ④ （④） 4 ★ ’ノ

現代日本語演習1 文　章　表　現 演 1 1 ★

〃　　　　II 音　声　表　現 〃 1 1 ★ cド

現代巳本語学特講1 意　　味　　論 講 2 （2） 2 偶数年開設

〃　　　　II 語　　彙　　論 〃 2 （2） 2 奇数年開設

日本語教育法演習 同　　　　　左 演 1 1

言語教授方法論 〃 講 2 2

日　本　　語　　史 〃 〃 ④ （④） 4 ★ 国語
日　本　語　学　史 〃 〃 ④ （④） 4 ，

∫

日本語方言学 〃 〃 ④ （④） 4 ★
7”

社　会　言　語　学 〃 〃 2 （2） 2
γ

言　語　学　概　論 〃 〃 ④ （④） 4

心　理　言　語　学 〃 〃 2 （2） 2

群
言　語　調　査　法 〃 〃 2 （2） 2 国　語

言　　語　　工　　学 〃 〃 2 （2） 2
．ノ

｛評価法研究 〃 演 1 （1） 11

｛教材開発研究　　　　　〃　　　　　　」
〃 1 （1）1

教育工学研究
一一A・P－

〃 〃
一

’一「 、一

1 （1）
i
1

　一1A－1

日本語教育実地研究 〃 〃 1 1

　日本語教育を主として履修する者は，上記A群及びB群★科目から44単位以上，日本文化を主と

して履修する者は上記B群及びA群★科目から44単位以上選択履修しなければならない。
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1年次 2年次 3年次 4年次選
　
　
修

授　業　科目 授　業　内　容

演

演
実

前 後 前 後 前 後 前 後 計 備　　　考 担当

1 I
I m w V VI V皿 珊

日本の文学　1 上代～近世 講 ④ 4 ★ 国語

〃　　　　　II 近　　　　　代 〃 ④ （④） 4 ★

B
日本の文学各論1 〃 〃 ④ （④） 4

〃　各論II 上代～近世 〃 ④ （④） 4

〃　　演習1 近　　　　　代 演 ② 2 ★

日本の文学演習II上代～近世 演 ② 2 ★ 国語

日本の歴史概論 日本歴史通論 講 ④ （④） 4 ★ 歴史

日本の思想概論 同　　　　　左 〃 ④ （④） 4 ★ 哲語

日本の思想演習 〃 演 ② （②） 2 ★ 哲学

日本の児童文学 〃 講 ④ （④） 4

中国文学と日本文学 〃 〃 2 （2） 2 国語

世界文学と日本文学 〃 〃 2 （2） 2

海外の日本文学研究 〃 〃 2 （2） 2

日本の前近代史 〃 ” ④ （④） 4 歴史

〃　　　演習 〃 演 1 （1） 1

日本の近現代史 〃 講 ④ （④） 4

〃　　　演習 〃 演 1 （1） 1

日本の古文書学演習 古文書の読解 〃 1 （1） 1 歴史

日本の文化史演習 同　　　　　左 〃 ② （②） 2 ★

日本の民俗学演習 民俗資料調査方法 〃

1

1 （1） 1

日本の地誌概論 同　　　　　左 講 ④ （④） 4 ★

日本の人文地理 〃 〃 ④ （④） 4 地理

〃　　　演習 〃 演 ② （②） 2 ★

日本の経済地理 〃 講 2 （2） 2

〃　　　演習 〃 演 ② （②） 2

群

日本の倫理思想 〃 講 ④ （④） 4 哲学

日本の民俗思想 〃 ” 2 （2）

2
1

哲史

日　本　の　宗　教 〃 〃 ④ （④） 4i 哲学

〃　　　演習 　　、〃 演 1② （②） 2i

（日本語教育） 8 6 12 13　21 24 1 85：
計

（日　本　文　化） 4 4 U 11　39 33 102

一
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早府旨田大学
教育学部国語国文学科

　　　　　　　　　日本語教育に関する科目の設置について

　外国人のための日本語教育に従事する日本語教員に対する日本語教育能力検定試験が昭

和62年度から実施されている。これに対処するため，国語国文学科学生のために，関連す

る科目を設置してある。希望の学生は下記により履修することができる。

左に対応する当学
科設置科目 単位

配
当
年
配当種目 履修方法

日本語の構造
国語・日本語学演習1 2 1 国語国文学科必

修科目

に関する体系 国語・日本語学演習皿 2 2 ”

的，具体的な 必　　修
知識 国語・日本語学演習皿 2 3 〃

国語・日本語学 4 3 〃

日本人の言語
生活等に関す
る知識・能力

国語学史・国語史
　　（日本語学）

4 3～4
国語国文学科専
門選択科目 必　　修

日本事情 囎竪錯管） 国語国語学科必
修科目 必　　修

言語学的知識
能力

言　　　　語　　　　学 4 3～4
国語国文学科専
門選択科目 必　　修

日　本語教授法 4 3 国語国文学科随
意科目

日本語の教授 日本語教育演習 2 3～4 〃

に関する知 必　　修
識・能力 日本語教育実習 3 4 ’ノ

視聴覚教育及び実習五 2 3～4
教育学科専門選
択科目

（注）　1．　教員免許状（国語）を取得することが必要である。

　　2．国語国文学科専門選択科目のうち「劇文学」，「芸能研究」，「民俗学」，「書道史及美術

　　　史」を履修すことが望ましい。

　　3．　「日本語教授法」未履修者の「日本語教育実習」の履修は認めない。

一 60一



講 義 要　項

国語・日本語学演習1（A・8）　　　　　　　　　岩淵　匡
　中古仮名文学を資料に，仮名文の特徴について，表記・語彙・語法などの面から考えた

い。なお，随時，小テスト・レポートなどを課する予定である。テキストについては，お

って指示する。

国語・日本語学演習皿（A・B・C）　　　　　　　 櫻井光昭
　『宇治拾遺物語』をテキストとして，技術としての古典読解法による演習を行う。テキ

ストについては，授業開始後，指示する。

　なお，参考文献として下記論文を用意すること。

　参考文献：桜井光昭「視覚法による古典の梗概分析の実際」（r学術研究』37号）

国語・日本語学演習皿（A・B）　　　　鈴木豊
　藤原定家は数多くの文献を書写し，後世に貴重な古典を伝えた。定家書写本には国語史

研究の資料としても重要な情報が豊富に含まれている。授業では定家書写本の価値につい

て考察し，そこから各自が国語史に関するテーマを設定し，報告してもらいたい。なお，

開講までに国語史に関する概説書を読んでおくことが望ましい。テキストについてはおっ

て指示する。

国語・日本語学（A・8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩　淵　　　匡

　日本語とはどういう言語であるか，音韻・表記・文法・語彙などの面から，その特徴を

概説し，同時に，身の回りにあるさまざまな言語現象を取り上げてみたい。また，日本語

研究の現状についてもふれるつもりである。なお，随時，小テスト・レポートなどを課す

る予定である。テキストは，おって指示する。

国語学史・国語史（日本語学）　　　　　　　　　　　　　　　　　岩　淵　　　匡

　日本人の言語意識の展開をたどるとともに，現実における言語意識との関係や日本語研

究の成立過程についても考えたい。また，それぞれの時代に生まれてくる言語意識は，日

本語の変化ともかかわれるので，それとの関連についてもふれるつもりである。テキスト

は，おって指示する。

言　語　学　　　　　　　　　　　　矢野安剛
　言語は音声によって思考・感情を表現・伝達する手段である。伝えられる意味内容の分

析（意味論）およびそれを伝える語句・文の構造・機能の分析（統語論）を中心に言語の

本質を考察する。さらに発話者・受話老の関係，発話の場面，前提などの語用論的．談話

分析的考察を加え，講義内容を我々の日々の言語生活に即した身近なものにしたい。

　テキストは柴谷方良・他r言語の構造：意味・統語篇』（くろしお出版）
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日本語教授法　　　　　　　　　　　　北條淳子
　日本語学習歴のない外国人に日本語を教える場合，どのようなことが問題となるか，音

声，表記∫語彙，構文などについての具体的な問題を，その背景となるぺき外国語教授法，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も現在の日本語教育事情，日本語教育の歴史などとも併せて扱う。

　教材には「外国学生用　日本語教科書　初級」（早稲田大学日本語研究教育センター編）

を使用する。

日本語教育演習　　　　　　　　　　　　 野村雅昭
　現代日本語の文字・表記について，文字の体系，文字の形，文字の機能，文字列と表記

規則，漢字の機能，文字・表記の歴史などを中心に考える。授業は問答形式で進め，随時，

小テスト・小リポートを実施する。

　教材にはr国語学研究法』（武蔵野書院）の一部を用いるが，その使用法および参考文

献は教室で指示する。そのほか，まえもってr新しい国語表記ハンドブ7ク』（三省堂，

400円）を用意しておくこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒲　谷　　　宏
日本語教育実習

　このクラスは，演習形式により日本語教育の実習を行うものである。実習作業としては．

日本語研究教育センターの日本語クラスの見学・教案および教材の作成・教壇実習などを

予定している。その他，外国人の日本語の誤用例分析や学習理論についても実習できるよ

うに配慮したい。

なお，受講都臼本語搬法」の単位を取得した都限る・

視聴覚教育及び実習五（A・B）　　　　　　　　　　　　『　　　　　高　橋　　　勉

　学校の教育課程を科学的に検討し，教育効果をあげるための視聴覚的方法が，どのよう

に究明されてきたかを史的に考察し，あわせて伝達と理解との関連を実証的に考究する。

　授業では，視聴覚資料を随時活用し理解を深め，実習では，機器の操作や教材の企画・

制作・編集・整理・発表などを行う。
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　　　　　芦屋大学
教育学部教育学科日本語教員養成コース

日本語教員養成に関する専門科目および配当年次

配　当　年　次
授　　業　　科　　目

1 2 3 4

日本語の構造に関
する科目 国　語　学　概　説 4

日本人の言語・生
活に関する科目 日本文化概説 4

日本文化研究 4日本事情に関する

科目 日本文学概論 4

言語学に関する科
目 言　　　語　　　学 4

日本語教授法 4

日本語の授業に関

する科目
日本悟教育教材・教具論 4

日本語教育実習 4

計　　　　　　　　　　　　　　　32

履修方法

　　イ．全科目を履修し、32単位取得のこと

　　ロ．教職課程合格見込のこと

修了証

　卒業所要単位を充し、教職課程に合格、6に定める所定の科目を履修し

　合格した者に対して修了証を授与する

その他

　教務委員会が日本語教育実習に不適格と判定した者は履修要件が

　充足していても実習は認めない
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横浜国立大学
教育学部日本語教育基礎コース

　　日本語教育基礎コースは、外国人に対する日本語教育の教員養成のために設けられたも

ので、それぞれの専攻を持つ学生に、その専門の教育とあわせて、日本語教員として最低

限度必要な知識・能力を習得させることを目的としている。
　　　　　　　授業科目

教 科 授業 期間 履修単位 履修 備考・履修

科 目
授　業　科　目

形式 単位 必修

選
択
必
修 選択 年次 上の注意

授　業　内　容

日 8本語教育概論
L 全4 4 2 日本語教育について

の概要
本 日本語教授法講義 L 半2 2 3

江
●口

教 日本語教育教材論 L 半2 2 3

育
日本語教授法演習 S 全1 1 4

言語学基礎講義 L 半2 2 2 言語学の基礎的な概
念を概説する

昔
言語学特殊講義 L 半2 2 2．3 言語学の最近の流れ

を概説する
o
日本語基礎講義 L 半2 2 2

語
日　本　語　文　法 L 半2 2 2

学
日本語音声学 L 半2 2 2 日本語の音声につい

ての基礎的知識
●

漢字・仮名1ζっいて

日本語表記法 L 半2 2 2 その文字としての働き
日 を考察しつつ日本語

本 日本語文法各論
L 半2 2 3 の文章表記を概説す

る

B本語の語彙、国語
語 日　本語語彙論 L 半2 2 3 （日本語）辞典のあり

方等‘ζついて

学
日本語の分析方法を

日　本　語　演　習 S 全2 2 3 身につけるためのゼ
ミ

対照言語学演習 S 全2 2 3 日本語教育をめぐる
諸問題（誤用分析）

比 日本の文化と科学 L 1 1 2．3 集　中
較
文

化

合　　　計 24 2

　　授業形式：L（講義）S（演習、外国語）、E（実験、実習、実技）

　　期　 間：全（通年開講）、半（半期開講）

（注）1．選択科目の2単位は国語教室で開講の「国搭史」、「国語学特殊講義（現代）」で充当できる。

　　2．「日本語教授法演習」は、必修科目を16単位以上修得した者1ζ限り受講できる。

　　3．「日本の文化と科学」は別途指示する他の科目で充当できる。

　　4．なお、日本語教育基礎コースの単位は、特に認められた場合を除き、各専攻の専門単位には

　　　数えられない。
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　受講資格

　このコースの登録は2年次の学年初めに行う。2年次に指定されている必修科目のうち

10単位以上の科目を当該年次に受講可能な学生に限り登録を受け付ける。

　受講希望者は、所定の用紙に必要事項を記入し、教室代表の承認をえて、期日までに教

務第一係に届け出ること。ただし、希望者多数の場合は、選考することがある。

　単位修得証書

所定の授業科目のすべてを修得した者には、「日本語教育基礎コース」の単位修得証書

（証書）が交付される。
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大阪外国語大学
　　外国語学部日本語学科

日本語学科

科 目 単位数

一　般　教　育 科 目…………………………………・・……………・・…・ 36

保　健　体　育 科 目…………・……・・………・………・………一…・…・ 4

外国語科目………………・・……・……・……・…………・……・・………… 8

器灘｛：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 】6

36

専攻科目
．副
灘1学｛涯‡：：：：：：：：：：：：：：：：： 10

10

専門教育科目 卒業論文・…・…………・……………… 8

関　連　科 目………………・・……・…・………・……… 16

関連外国語科目………・・………・…・・……………・…・’… 自由選択

合 計 144

注　1・2年次を前期，3・4年次を後期と称する。

授　　業　　科　　目 籠単位 履修年次 単位計算基準 備　　　考

日本語

科　目
（講義演習）

前　　期 16 原則として

1・2年次

後　　期 36 3・4年次

週2時間（1回）

通年　　4単位

専
　
　
　
攻
　
　
　
科
　
　
　
目

副専攻

語　学

（実習）

第1年次 10 1　年　次

「授業科目表」

専攻科目の項

　参　　照

第2年次 10 2　年　次

週2時間（】回）

通年　　2単位

専
　
　
　
門
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

卒　業　論　文 8 4　年　次

必　　　　修

卒業論文に関

する規程参照

関　　連　　科　　目 16 原則として

3・4年次

週2時間（1回）

通年　　4単位
但し教育実習は

2週間　2単位

選択必修

関連外国語科目
原則として

3・4年次

週2時間（1回）

通年　　4単位
または　2単位

自由選択
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〔授業科目〕

講　　座 授層一．業　　科　　目 題　　　　　　　　　目 履修年次

日本語学

日本語学概論

日本語史・語学史概論
日本語学研究1，n
日本語学特殊研究1，H
日本語学演習1，口
言語生活概論・

音声学、音韻論、語彙論、文字論、

文体論、表現法、国語史、現代語
法、談話、言語生活

1年
2年
3・4年
　〃
4年
3・4年

日　本　語

教　育　学

日本語教育学概論
日本語教育史・学史
日本語教育研究
日本語教育特殊研究工，II
日本語教育演習1，n●日本語教育実習

教育方法、教材研究、文型誤用分
析、表記発音指導、母語列指導、
基本応用

1・2年
2・3年
2～4年
3・4年
4年
3年

言　語　学

言語学概論
言語学研究工，n
言語学特殊研究工，口

言語学演習1，H

社会・対照・心理・指造言語、世　∨

界の言語の例と特長、音声学、文
法論

2年
3・4年
　〃　．

4年

日本文学

日本文学概論
日本文学史

日本文学・芸能研究1，n
日本文学・芸能特殊研究1，n
日本文学演習1，n

近代・古典文学史、古典芸能、現
代文学、古代文学、作家作品論、

芸術論

2年
2・3年
3・4年
　〃
4年

日本文化学

日本文化学概論
日本文化史

日本文化研究1，n
日本文化特殊研究1，皿

日本文化演習1，n

思想史、宗教史、美術史、民俗学、

人類学、文化交流史、外国人の’日

本研究、現代日本社会

2～4年
3・4年　
：
4
年

比較語学
・ 文化学

比較語学文化学概論
比較語学研究
比較文化学研究
比較語学演習1，∬

比較文化学演習1，H

コミュニケーション、異文化の接
触、地域学、比較学、アイデティ
テイー論

2～4年
3・4年
　〃
4年
〃

※講座の特色

　日本語学　学科の基幹講座で、現代語の構造を中心に、語史・理論など体系的な知識を研究

　　　　　　する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　日本語教育学　日本語学の教育・応用面に関する理論と実際を研究する中心的講座で、基礎と

　　　　　　実習を体得する。

言語学日本語学専門としての必要な言語学の理論と諸言語の特徴をかえりみ、日本語を
　　　　　　国際的・客観的に研究する講座。

　日本文学　世界の中の日本文学としてその諸相・特色をどらえ、日本語による美の表現の実

　　　　　　態を多角的に研究する講座。
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日本文化学　異文化としての日本文化理解に有用な、日本人の文化事情を多角的に追求する日

　　　　　　本研究の講座。

比較語学・文化学　外国語・副専攻語などを活用し、対外比較対照研究を通じてその本質に迫る

　　　　　　と共に、日本語学を総括する位置にある講座。

専門教育科目

課程 講座 科目番号 授業科目 題　　　　　目 種別 教官名
毎週
時数
単
位 備　　考

前
講

　
　
　
　
　
義

日本

語学

日　本

文化学

日本語

教育学

言語学

1001

1002

1003

1004

1005

1006

日本語学概論

日本文化学概論

日本語教育学概論

日本語教育学

特殊研究
言語学概論A

言語学概論B

日本語学概論

日　本　の　思　想

日本語教育学概論

教　材　の　研　究

言　　語　　理　　論

言　　語　　理　　論

講義

〃
〃
〃
〃
〃

小矢野

子　安

大　倉

小　林

小　泉

小　泉

｝
　
1
年
必
修
集
中
講
義
2
年
必
修
2
年
集
中
講
義
｝
　
2
年
選
択
必
修

期

　副専攻語学
　下記の外国語のうち、いつれか一つの外国語について、
実
　　1年次に5科目（10単位）、2年次に5科目（10単位）の　実習

　計10科目・20単位を副専攻語学として修得しなければ

　ならない。

習

中国語、朝鮮語、モンゴル語、インドネシア語、

フィリピン語、ヒンディー語、ウルドゥー語、タ

イ語、ベトナム語、ビルマ語、アラビア語、スワ

ヒリ語、ペルシア語、英語、ドイツ語、デンマー

ク語、スウェーデン語、フランス語、イタリア語、

イスパニア語、ポルトガル語、ロシア語。

10　10　1年必修

’’ 10　10　2年必修

後

講

義

本
学
日
語

本
学
日
文

1007

1008

1009

1010

1011

1012

1013

1014

1015

日本語史、日
本語学史概論

日本語学研究I

B本語学研究II

日本語学演習1

日本語学演習II

漢　文　学

日本文学概論

日本文学史

日本文学・
芸能研究1

辞　書　史　研　究

語　用　論　研　究

現代日本語文法

近代文学概説
近　　世　　文　　学

芥川龍之介の短篇演習

　

泉

野

垣

野

垣

北
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習

日本文学・
芸能研究II

B本文学演習1

日本文学演習II

日本語教育学

研　究　1
日本語教育学

研　究　II
日本語教育学
演　習　　1

日本語教育学

演　習　II
日本語教育学

特殊研究
言語学研究II

言　語　学
特殊研究1

言語学演習1

言語学演習II

日本文化学研究1

日本文学の比較文学的研究

「古今和歌集」〈序文〉考

翻訳の諸問題
日本語の音声と音韻

教育方法の研究

教材の研究
教　材　の　研　究

教　材　の　研　究

意　味論研　究

言語学的論理学

語彙機能文法

談　　話　　分　析

日　本　思　想　史

〃　村　上

演習　尾　上

”　村　上

講義　角　道

〃　大倉

演習　山　本

〃　大倉

講義小林

”　　林博

”　　林博

演習　小　泉

〃　　林博

講義　子安

ウ
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2
2
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？
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9
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り
’
2
9
白

第1期集中講義

第2期

期1

L
1029 日本文化学演習ll 日本人の一生 演習 奥　西 2 4

比　較
語学・ 1030 比較語学概論 対照研究の基礎概念 講義 三　原 2 4

文化学

講 1031 比較語学研究 日英語句構造の比較 〃 三　原 2 4

義
　
・
1032 比較語学
特殊研究

日英語文法の比較 〃 三　原 2 4

演
1033 比較語学演習 外　　書　講　　読 演習 三　原 2 4

習 1034 比較文化学概論 比較文化論概説 講義 奥　西 2 4

1035 比較文化学演習 演習 頓　宮 2 4

実
習
日本語

教育学 1036 日本語教育実習 教　　育　　実　　習 実習 」・林・山本 3

　　　　　　　　　　　　　　　　講義内容要旨

　日本語学概論（日本語学概論）　　　　　　　　　　　　　　　　小矢野　教　官

　日本語学の研究対象である「音声・音韻」「文字・表記」「語彙」「文法・敬語」「文章・

文体」「方言」「言語生活」を取り上げて、学習・研究の導入の役割をはたすように概説す

る。なかでも、「語彙」「文法」に重点をおく。
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　受講者は主体的に講義に参加し、それぞれの関心の対象をしぼっていくように心がけること。

　テキスト：『国語学研究法』北原保雄・徳川宗賢・野村雅昭・前田富覗・山口佳紀

　　　　　　　（武蔵野書院）

　日本文化学概論（日本の思想）　　　　　　　　　　　　　　　子　安　講　師

　前期は日本思想史上の主要な人物を中心に、その思想をめぐっての講義を予定している。

後期は時代を近世江戸時代に限定して、儒学と国学についての概説を予定している。

　テキスト：『日本思想史読本』古田・子安編（東洋経済新報社）

　日本語教育学概論（日本語教育学概論）　　　　　　　　　　　大　倉　教　官

　日本語教育学の成立基盤を概説したうえで、日本語教育の理念、目的、内容、方法なら

びに学習者論について述べるとともに、研究の動向とその課題についても説く。

　日本語教育史も概観する。

　言語学概論A・B（言語理論）　　　　　　　　　　　　　　　小　泉　教　官

　多様な言語伝達の社会にあってはぐ言語を客観的に考案することが必要である。そこで、

構造言語学から生成文法に至る言語理論とその分析方法を紹介する。内容は、言語学の研

究対象、音声学、音韻論、形態論、統語論、意味論、比較方法に及ぶ。

　テキストとして、小泉保著『教養のための言語学コース』（大修館書店1984）を用いる。’

　日本語史・日本語学史概論　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　　　教　官

　語史研究の主眼は、通時的立場によって時間的変遷の有法を説明しなければならないが、

と同時に共時的立場からの研究によって、語史を明らかにする必要を考える。

　テキスト：『新編国語史概説』春日和男編（有精堂）

　日本語学研究1（辞書史研究）　　　　　　　　　　　　　　　北　　　教　官

　本邦最古の国語辞書である倭名⑨は、最も素性の明らかな辞書である。本書について従

来の説を批判しながら、諸問題を究明していく。

　テキスト：『倭名類聚紗』古活字版三十巻本　源順（勉誠社）

　日本語学研究II（語用論研究）　　　　　　　　　　　　　　　小　泉　教　官

　最近は、意味論から分立した語用論が独自の理論体系を組み立てている。語用論全般に

わたり概説するとともに日本語への適用を考えてみる。講義内容は、意味分析、直示、推

意、前提、発語行為に及ぶ。

　日本語学演習1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　　　教　官

　British　Museum所蔵本ESOPONO　FABVLASの影印本を使用する。ローマ字本の本

書は、口語文献としての価値は大きく、仮名文献の及ばぬ国語史的事実の解明に役立てる。

　テキスト：『天草本伊曾保物語』1593年イエスズ会天草学林刊（勉誠社文庫3）

　日本語学演習II（現代日本語文法）　　　　　　　　　　　　　小矢野　教　官

　現代日本語の文法の中の重要なトピックについて、先行の業績をふまえたうえで、問題

を解決する方法を考察する。受講者は担当するトピックについて十分に調査し、考察して
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報告することが義務づけられる。担当者以外の受講者も積極的に演習に参加しなければな

らない。

　テキスト：『ケーススタディ　日本文法』寺村秀夫・鈴木泰・野田尚史・矢澤真人

　　　　　　（桜楓社）

漢文学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北

漢字の起源、漢文法、漢字音韻史及び、日本語と漢語の諸問題を扱う。

テキスト：『漢語と日本語』藤堂明保著（秀英出版）

日本文学概論（近代文学概説）　　　　　　　　　　　　　　　　西　垣

小説を読む意味、並びに近代文学の史物展開についての講義。

テキストは講義中に指示。

日本文学史（近世文学）

教　官

講　師

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小矢野　教　官

　井原西鶴の『好色一代男」の講読を通して江戸前期の社会・文化のありさまを知り、西

鶴の文章における語法・文体および先行文学との関連をさぐる。

　テキスト：「日本古典全書井原西鶴集（一）』藤村作校註。田崎治泰補訂（朝日新聞社）

　参考書：『岩波古辞典』大野晋・作竹昭広・前田金五郎編（岩波書店）

　日本文学・芸能研究1（芥川龍之助の短篇演習）　　　　　　　西　垣　講　師

　芥川の短篇を演習形式で研究する。

　テキスト：『楡盗・戯作三昧」芥川龍之助（芥川龍之助全集第1巻・第2巻筑摩文庫版）

　日本文学・芸能研究II（日本文学の比較文学的研究）　　　　　村　上　講　師

　日本文学の作品を比較文学の視点から研究する。まず、比較文学の方法について概説し、

続いてそあ方法を用いて個々の作品を検討する。明治期の演劇、能、浄溜溜などを、とり

あえず取り上げる予定。

　日本文学演習1（『古今和歌集』〈序文〉考）　　　　尾上教官
　言語をどう使うかはどう生きるかだという考えがある。この考えの内には、無論人間は

精神だという規定性が含まれている。又（意味たる）言語は、人間存在の意味とその出所

を同じくするという前提が踏まえられている。そこでは、自然、言語は文学となる。但し、

こういった言語観乃至文学観は今日一般的でない。それなら一般的でない理由は奈辺に存

しよう。我が国では、伝統的に言えば、文学の創作乃至享受は、己れを知る問題の中で行

なわれてきた。自己の自覚の問題は、徹底して言えば、形面上学的問題と化す。国文学が

特に中世「道」に結びついたのはその事である。これは、一つには、仏教思想の影響によ

る。だが、しかし、日本語の性格それ自体に由来するとも考えられるのであって、この事

を『古今和歌集』〈序文〉は深く考えさす。国際化の時代にあって、自国の文学の研究はい

かなる意義そして意味をもつのだろうか。何にしろ、学生各自がいかなる問題に対しても、

主体的に思考する方法と根拠を身につける事が演習という授業の最終目標である。自国の

文学研究は、この点でこそ、真に存在理由を発揮する・ものである。

　テキスト：『古今和歌集」（岩波文庫）
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　日本文学演習II（翻訳の諸問題）　　　　　　　村上講師
　翻訳の研究は比較文学の方法の大きな柱であるが、実際に作品を分析してみることによ

って、この方法が異文化間の文学的方法の違い（あるいは同一性）、価値観の違い、風俗習

慣の違いなどをいかに明らかにしていくかを追究する。

　日本語教育学研究1（日本語の音声と音韻）　　　　　角道教官
　日本語の母音、子音、アクセントなどにっいて音声と音韻（音素）の観点から考察する。

次に外国人の日本語の発音を記述し、正しくない発音の原因を探り、矯正する方法を検討

する。標準語のみならず方言についても考察するので、受講者は自分の母語を内省し記述

する力を養ってもらいたい。テキストはとくに指定しないが、参考文献は必要に応じて紹

介する。

　日本語教育研究II（教育方法の研究）　　　　　　　　　　　　大　倉　教　官

　日本語教育に取り入れられた外国語授法の流れをふりかえり、その長短を論じながら、

教育方法の今後の課題を考える。

　日本語教育学演習1（教材の研究）　　　　　　　　　　　　　山　本　教　官

　既存の日本語教材に見られる文型をもとに日本語教育文法のすがたを観察し、学習者に

応じた指導内容の適性化の理念、方法などについて考える。

　日本語教育学演習II（教材の研究）　　　　　　大倉教官
　日本語学習者の誤用例の分析を通じて、母語別の教材や教育方法の開発を目標とする実

践的課題に取り組む。

日本語教育学特殊研究（教材の研究）

教育実習に必要な知識を習得する。

特に教材に見られる特徴を検討し、教材のあり方にっいて講義する。

言語学研究II（意味論研究）　　　　　　　　　　　　’

小　林　教　官

林博　　講　師

　語彙素・意義素の問題、語レベルの意味構造、文レベルの意味構造、生成文法における

意味の扱い、など意味論の各分野を広く概説する。但し、語用論の分野は別の授業で取り

上げられる予定なので扱わない。また、（記号）論理学は別に独立して取り上げる予定であ

る。教科書は用いないが、参考書は授業中に適宜指示する。

　言語学特殊研究1（言語学的論理学）　　　　　　　　　　　　　林博　　講　師

　（記号）論理学はともすれば無味乾燥で、自然言語の記述に向かないと感じられること

もある。しかし言語学にとって必要不可欠の部門でもある。本授業では、できるだけ自然

言語を念頭に入れて、論理学を考えていきたい。

　テキスト：Eηθη2εηεsq〆Foγ％1　Sβ彿0ηガσS・、4η∫Mγ04με∫‘0η》o　Logi6／bγ＆μ4θηおq〆

　　　　　Lακβ㎎召Jo㎞N．　Martin（Academic　Press）

　言語学演習1（語彙機能文法）　　　　　　　　　　　　　　　小　泉　教　官

　最新の言語理論は、統語論を主題として、いくつかの支派に分かれて進展しているが、

一 72一



とくに「語彙機能文法」を取り上げ、その基本的な考え方を考察してみる。テキストとし

ては、P．　SenslLectures　on　Contemporary　Syntactic　Theories（CSLI　1985）の内Lexica1・

Functional　Grammarの章を演習の題材とし、外国語文献を読みこなす実力を養成する。

　日本文化学研究1（日本思想史）　　　　　　　子安講師
　「岩波講座・東洋思想」の「日本思想』1、2をテキストとして、同書所載の論文を読

みながら、日本思想史上の諸問題を考察する。

　テキスト：岩波講座・東洋思想・15、16巻「日本思想』1、2（岩波書店）

　日本文化学演習II（日本人の一生）　　　　　　　　　　　　奥　西　教　官

　日本人が一生の間に経験する儀礼、即ち通過儀礼を、外国のそれとの比較をも含めて、

様々な角度から調べることによって日本文化の一端の理解を深める。演習であるから、履

修者は与えられた課題を調べ、発表しなければならない。その方法等については授業で指

導する。

　比較語学概論（対照研究の基礎概念）　　　　　　　　　　　　三　原　教　官

　1980年代に統率・束縛理論（GB理論）と呼ばれる理論が登場して初めて、生成文法研究

は普遍文法の観点から個別言語を検討するための十分な理論を獲得したと言える。本議義

では、GB理論の立場から言語の対照研究を行うための基礎概念について詳説する。

　比較語学研究（日英語句構造の比較）　　　　　　　　　　　　三　原　教　官

　統率・束縛理論（GB理論）の観点から日英語句構造を比較検討する。主なトピックは次

のようなものである。X・bar理論、階層的言語と非階層的言語、日本語動詞句の問題、

Stowellの句構造不用論、　Fukui（MIT博士論文）の日本語句構造に関する提案、その他。

　なお、GB理論の基礎概念については「比較語学概論」で講義するので、そちらもあわせ

て受講することが望ましい。

　比較語学特殊研究（日英語文法の比較）　　　　　　　　　　　三　原　教　官

　テキストとして「日英語比較講座第二巻：文法」（1980年、大修館）を用いる。演習的要

素を大幅に取り入れ、理論的枠組みにはあまりとらわれず言語現象そのものについてのデ

ィスカッションを中心に授業を進めたい。テキストは各自入手のこと。

　テキスト：日英語比較講座第二巻『文法』國廣哲彌（大修館）

　比較語学演習（外書講読）　　　　　　　　　　　　　　　　　三　原　教　官

　テキストとして、Bernard　Comrie：Language　Universals　and　Linguistic　Typology（1981

年、Basil　Blackwell，　Oxford）を用い、言語類型論の立場から、普遍文法的特質・個別文

法的特質（パラミター）を抽出する試みについて検討する。本年度は、方法論、語順、主

語、格表示、関係詞節を扱った章を読む予定。テキストは各自入手のこと。

　テキスト：Lαηg磁gεひWθバ体αη∂〃η8泌∫‘6乃φoZogγBemard　Comrie

　　　　　　（Basil　Blackwe11）
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比較文化学概論（比較文化論概説）　　　　　　 奥西教官
比較文化の方法を具体例を紹介しながら概述する。年度末にレポートを課す。

　比較文化学演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頓　宮　講　師

比較文化の目的の一つは、自国の文化の理解を深めることである。

文化で把えられる側面は多岐に渡るが、ここでは主として「ことば」及び「宗教」の点

から文化の比較を試みる。適宜配布するプリント等を基に授業を進めていく。

　日本語教育実習（教育実習）　　　　　　　　　　　　　　　小　林他教　官

　日本語教育の実際を習得する。実習は、担当科目の準備、教室作業、反省のための授業

を含み、指導教官による模範授業の見学を通して、教材と教具の研究、問題作成と評価の

あり方も学習する。

　テキスト等はプリントを配布する。
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東京外国語大学
外国語学部日本語学科

　　　　以下の説明において日本語学科の日本語・日本文化専攻第一（日本人学

生）はrJ第一」，日本語・日本文化専攻第二（外国人留学生）はrJ第二」とい

う。

卒業必要単位二覧表（了第二を除く）

期

　
　
　
別

　　　　　　　　　　　必要単位数

　　　　　　修年次

科目別

卒業単位最低修得数 備　　　　考

人文 4単位

一 般教育科　目 社会 4単位 36単位

自然 4単位

一

般
教
育
科
目
等

初　　　　級 4単位 （注）参照

前
期
　
（
第
一
　
・
二
年
次
学
生
）

外　国　語　科　目
上　　　　級 4単位

保健体育講義 2単位保健体

育科目
体育実技 2単位

第1年次 12単位専科
門
教
育
目

専攻語学科　目
第2年次 12単位

専門語学科目事情講義 第1，2年次 4単位

後
期
（
第
三
・
四
年
次
学
生
）

語学文学
専修課程
履　修　者

国際関係

専修課程

履修者

第3年次に進
級した際選択
必修する。

専攻語学科　目 36単位 28単位専科
門
教
育
目

専　　修　　科　　目

後期2年間
のうちに修
得 20単位 28単位

卒　　業　　論　　文
最終年次に

8単位 8単位

合　　　　　　計 140単位 140単位

（注）　外国語科目「英語」については，特に初級・上級の区別がないので「英語」を履

　　修する者は，最低8単位履修すること。「英語」以外の語学については，初級・上

　　級を継続履修すること。
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専攻語学科目及び修得単位数

最低修得単位数
前　　　期 後　　　　　　期学

　
　
　
　
　
科

講

座

授

業

科

目

第
1
年

第
2
年

語学文学
専修課程

国際関係
専修課程

必修

単位

必修

単位
計
必修

単位

選択
必修
単位
計
必修

単位

選択
必修
単位
計

日　　本　　語 12 12 24

日本語学概論

日本語音声学

日　本　語　史
日
本
語
学
第
『

日本語学特殊研究1

4 4

日本語学特殊研究皿

日本語学特殊研究囮

日本語学演習1

日本語学演習皿 36 28

日
　
　
　
本
　
　
　
語
　
　
　
学
　
　
　
科

日
　
本
　
語
　
・
　
日
　
本
　
文
　
化
　
専
　
攻
　
第
　
一

日本語学演習皿

20

（24）

12

（16）

日本文学概論

日本文学史
日本文学特殊研究1

日
本
語
学
第
二

日本文学特殊研究‖

日本文学演習1

日本文学演習皿

言語学特殊研究1

言語学特殊研究皿

4 4

言
語
学
言語学演習1

言語学演習皿
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日本文化概説

・日本文化特殊研究［
日
　
本
　
文
　
化

日本文化特殊研究皿

日本文化研究演習1

日本文化研究演習‖

日本事情概説

目本事情特殊研究1 4 4
日
　
本
　
事
　
情

日本8‘情特殊研究皿

日本事情研究演習1

日本事情研究演習ロ

日本語教育学概論 4 4

日本語教育学
　　　ψ　癖　1

日
　
本
　
語
　
教
　
育

日杢語教育学　　　　　寮　口

日本語教育学演習1

日本語教育学演習‖

卒業論文演習 4（0） 4（0）

（関連科目）

漢文学概論
漢文学特殊研究

宙　道1（宙写）

沓　道∬
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専修科目及び修得単位数

最低修得単位数
語学文学専修課程 国際関係専修課程

講　　座 授　業　科　日
必修単位 選択必修

単　　位
計 必修単位

選択必修
単　　位

計

言語学概論
比較言語学

言語学 日　本　語　学
古　典　語　学
言語学特殊研究

音声学概諭

音声学 実験音声学音声生理学
音声学特殊研究

文　　学　　論
比　較　文　学

文　　学
日　本　文　学

美　　　　　学
芸　　術　　史

演　　劇　　論

哲　　学　　史

思　　想　　史

哲　　学
宗　　教　　学
論　　理　　学

心　　理　　学
教　　育　　学
日　　本　　史

史　　学
世　　界　　史
地　　理　　学

16

（20）
20

24
（28）

28

地　　誌　　学

社会学概論
社会人類学

社会学 文化人類学
社会心理学
新　　聞　　学

民　　族　　学

政治思想史
政治理論

政治学 政治過程論
比較政治学
行　　政　　学
一
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民　　　　　法

商　　　　　法

経　　済　　法

法律学 行　　政　　法
労　　働　　法

国　　際　　法

国　際　私　法

経　　済　　史

経済　理　論
経済　学　史

経済体制論

経済学 国際経済論経済　政　策
社　会　政　策

財　　政　　学

金　　融　　論

統　　計　　学

経営管理論
労務管理論
財務管理論
会　　計　　学

経営学 マーケプティング論
産　　業　　論

貿　　易　　論

保　　険　　論

経　済　英　語

国際関係概論

国際関係論
国際政治史

国際関係論 国際機構論
地域研究1
地域研究皿
地域研究皿
卒業論文演習 4（0） 4（0）

備考　　（　）内の数字は卒業論文を作成しない者及び専攻語学科目について卒漿論文を作

　　　成する者の修得すべき単位数を示す．
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学科 講座　　授　業　科　目 講　義　題　目 単位 教官名 備　　考

日本語学概論
　　　　　　一
日　本　語　学　概　論 4 湯　　本

日　本　　語　　史 日　本　語　史　概　説 4 小　　杉

日本語学特殊研究1 日　本　語　音　声　学 4 志　　部

日本語学特殊研究n 日　本　語　構　文　論 4 工　　藤

日
本
語
学
第
一

日本語学特殊研究皿 木版本r源氏物語』講読 4 小　　杉

日本語学演習1 待遇表現の諸問題 2 窪　　田

日本語学演習皿 現代　日　本語研　究 2 湯　　本

日本語学演習田 日　本　語文法演　習 2 工　　藤

専修科目
共通授業

64年度開講

専修科目

共通授業

日
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
科

日本文学概論 日　本　文　学　概　　論 4 林　（達）

日　本　文　学　史 4

日
本
語
学
第
二

日本文学特殊研究1 昭和文学の諸問題 4 国　　松

日本文学特殊研究n 古今和歌集の研究 4 村　　尾

日本文学演習1 日本近代文学演習 2 国　　松

日本文学演習n 古　典　文　学　演　　習 2 村　　尾

言語学特殊研究i 記述言語学の方法 4 松田（徳）

言
語
学

言語学特殊研究0 意　　味　　と　　論　　理 4 松田（徳）

言語学演習　1 音　　　　韻　　　　論 2 松田（徳）

言語学演習　n 日英擬音　・擬態語 2 尾　　野

日文
本化 日本文化概説

1920～30年代の「農村
問題をめぐる動向」

4 沼　　田
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学科 講座 授　業　科　目 講　義　題　目 単位 教官名 備　　考

日
本
文
化

日本文化特殊研究1 日本宗教の指導者と民衆 4 島　　薗

日本文化研究演習1 日本農村の社会的変容 2 沼　　田

日本事情概説 近代　日　本思想　史 4 成　　田

日
本
事
情

日本事情特殊研究1 農　　地　　政　　策　　史 4 沼　　田

日本事情研究演習1 戦時期日本の精神史 2 成　　田

日本語教育学概論 日本語教育学概説 4 窪　　田

日
本
語
教
育

日本語教育学
特　殊　研　究　［ 日本語の文の特徴

4 近　　藤

日本語教育学演習1 教　　　材　　　研　　　究 2 窪　　田

日
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
科

日本語教育学演習ll 外国語教育理論と
日　　本　　語　　教　　育

2 佐久間

現代日本語の研究と教育 4 窪　　田

対　　照　　研　　　究 4 松田（徳）

卒業論文演習
日　本　近　代　文　学 4 国　　松

日　　　本　　　語　　　学 4 湯　　本

日　　本　　語　　文　　法 4 工　　藤

日本事情・日本文化 4 成　　田

（関連科　目）

漢文学特殊研究 日本漢文学の諸問題 4 村　　尾

（関連科目）
書　道　｛（書写） 書写指導の実践と理論 2 塚　　本

（注）3．参照

昭和63年度開講
（隔年講義）
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　　　　　　　　　　　　　　　　日　本　語　学　科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　購　義　概　要

基礎教育科目

日本地理基礎　成田龍一
　　日本事情を考察するうえで必要となる基本的な事柄について講義をする。

　　日本の産業構造や風土的特徴のほか戦後史についてもふれる。

日本文学基礎　国松　昭
　　日本の近代の社会的背景から，近代文学の外面的特色を概説し，その上で，坪内道遥，二葉

　亭四迷……と，近代文学の代表的作家とその代表的作品を1順次紹介していく。

　　　テキスト：日本語学科（国松）　　　『日本文学入門　近代文学編』　1～3部

日本史基礎　沼田京子
　　。明治維新から15年戦争にいたる日本近代の歴史を概観し．　「近代化」への歩みを把握する。

日本語学基礎　工藤　浩
　　。日本語学のおおよその枠組を概観する。

　　。音韻論，語彙論，文法論等に関する基本的なものの見方．考え方を身につける。

古文基礎　小杉商一
　　日本語・日本文学・日本事情を専攻する学生として必要とする古文解釈の力をつけるために，

　古典文法を中心とした授業をする。

　　古典辞典さえあれば．古典を現代語に訳すことができるようになることを目的とする。

　　　テキスト：東京外国語大学日本語学科編r古文基礎』　（改訂版），『古典文法問題集』

日本語学第一

日本語学概論（日本語学概論）　　湯本昭南

　主として，下記のテキストによりながら，日本語文法の概説をするが，必要に応じていくら

かの補足をする予定。

　　　テキスト：鈴木重幸　　　r日本語文法・形態論』　　むぎ書房　　L800円

日　本　語　史（日本語史概説）　　小　杉　商　一

　　奈良時代，平安時代，院政・鎌倉時代の日本語を文法・音韻・表記の面を中心として概観す

　る。
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　　躰言吾．躰文化轍第2（外臥留学生）で受講する都パ故基礎」の靴を取得し

　た者に限る。

　　　テキスト：佐藤喜代治　　r国語史・上』　　桜楓社　　1，800円

日本語学特殊研究1（日本語音声学）　　志　部　昭　平

　　ω　調音音声学の基礎

　　②　日本語音声学概観

　　｛3｝外国語音との対照一主に朝鮮語を事例として

日本語学特殊研究II（日本語構文論）　　工　藤　　　浩

　　。日本語構文論の対象と方法について概観する。

　　。講義中に指定する参考図書・論文はかなりの数になるだろう。

　　。講義資料はコピーする。

日本語学特殊研究IU（木版本r源氏物語』講読）　　小　杉　商　一

　　日本語・日本文学・日本事情を専攻する学生にとって，活字以前の資料が読めることは望ま

　しいことであろう。本講座では木版本の読み方に習熟することを目的の一つとして研究する。

　あわせて，古典の日本語を，語法を中心として研究する。

　　日本人学生と共学の授業であるので，受講者は「古文基礎」の単位を取得した者に限る。

　　　テキスト：稲賀敬二編　　r首書源氏物語・若紫』　和泉書院　1，300円

日本語学演習1（待遇表現の諸問題）　　窪　田　富　男

　　主として敬意表現に焦点を当て，参加者の問題解決にウエイトをおく。講義も折りまぜるが，

　各自が問題意識をもって授業にのぞむこと。

　　　参考書：日本語学科編「資料集一敬語と敬語意識一」

　　　　　　　野元菊雄「敬語を使いこなす」　講談社新書．　480円

　　　　　　　南不二男「敬語」　岩波新書　480円

日本語学演習H（現代日本語研究）　　湯　本　昭　南

　　現代日本語の語彙と文法の基本的な諸問題のうちから．参加者の関心などを考慮した上で，

　テーマをきめ，講読と資料の収集，分析とをおこなう。

日本語学演習皿（日本語文法演習）　　工　藤　　　浩

　　。テーマを一つか二つぐらいにしぼりこむ。

　　。参加者が分担して，基本文献の講読・紹介と調査資料の収集とを行なう。　（前半）

　　。資料の分析にもとついて研究発表する。　（後半）
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日本文学概論（日本文学概論）林達也
　本年は，近世初期の散文を素材として，近世文芸が形成されていく過程を見ると同時に，そ

　こに影響をおよぼした過去の諸作品にも目を配り，日本の古典文芸の傾向をも見ていくことに

　したい。教材は，教場で配布する。

日本文学特殊研究1（昭和文学の諸問題）　　国　松　　　昭

　伊藤整あたりからはじめて，戦時下の文学を考えていきたいと思っている。今年こそ，特定

の作家に終始するのではなく，多少巾広く取り上げるようにしたい。

　なお，J第二の学生は，「日本文学基礎」を履修したものに限る。

日本文学特殊研究n（古今和歌集の研究）　　村　尾　誠　一

　　『古今和歌集』の四季歌を読む。日本の四季の美しさをうたう折々の歌を楽しみながら，古

典和歌に関するさまざまな問題に言及していきたい。

　　　テキスト：小町谷照彦訳注　　r古今和歌集』　　（旺文社文庫）　旺文社　480円

日本文学演習1（日本近代文学演習）　　国　松　　　昭

　　。学生の発表とそれにもとずく質疑応答を中心とする。

　　。大正末期から昭和初期あたりの作品という範囲に限る。

　　。参加者は，少くとも1回の発表と，1回の責任質問担当役をしなければいけない。

　　。くわしくは最初の時間に説明する。

日本文学演習H（古典文学演習）　村尾誠一

　鴨長明のr発心集」を読む。仏教説話に分類される作品だが，「中世奇人伝」とでも呼びた

いくらいに，奇矯な魅力に富んだ人物が登場する。この作品を楽しみながら，古典散文の読み

方を演習する。

　　　テキスト：三木紀人校注　　『方丈記　発心集』　（新潮日本古典集成）　新潮社　2．100円

言　　語　　学

言語学特殊研究1（記述言語学の方法）　　松　田　徳一郎

　　　テキスト：ライオンズ著近藤達夫訳r言語と言語学』

言語学特殊研究H（意味と論理）　　松　田　徳一郎

　　限量化と限量型式をとりあげる。

　　　テキスト：クワイン著杖下隆英訳　『現代論理入門』　大修館

岩波書店　3，400円

1200円
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言語学演習1（音韻論）　松田徳一郎

　　トルベッコイの音韻論を180ページ「5韻律的特徴」から読み続ける。

　　　テキスト：トルベッコイ著長嶋善郎訳　r音韻論の原理』　岩波書店　4，700円

言語学演習皿（日英擬音・擬態語）　尾野秀一

　　日英擬音・擬態語の比較対照研究

　　　テキスト：尾野秀一　　r日英擬音・擬態語活用辞典』　北星堂書店　3．200円

日　本　文　化

日本文化概説（1920～30年代の「農村問題」をめぐる動向）　　沼　田　京　子

　。1920～30年代に農村を舞台に展開した諸運動（農民運動，農政運動，農村文化運動等）を取

　　りあげ，それらが何を課題とし．何を達成しようとしたかについて検討する。

日本文化特殊研究1（日本宗教の指導者と民衆）　　島　薗　　　進

　　日本の宗教史の中から，いく人かの宗教運動指導者を選び出し，彼らが民衆に強い影響力を

　及ぼすことができたのはなぜかを考える。それを通して，日本人の宗教意識の特性についても

　考えていきたい。

　　　テキスト：宗教社会学研究会　　r教祖とその周辺』　雄山閣出版　2β00円

日本文化研究演習1（日本農村の社会的変容）　　沼　田　京　子

　。都市化・工業化にともない，戦前から戦後にかけて，日本農村がどのように変容していった

　　かを検討する。同時に変容の基底にある連続性についても考えていきたい。

　。テキストは開講時に指示する。

日　本　事　情

日本事情概説（近代日本思想史）　　成田　龍一

　。日本における思想史研究の成果と問題点を紹介したのち，明治以降の思想史を講義する。今

　　年度は多分，’明治期から大正初期あたりまでとなろう。

　。思想家の思想を軸としつつも，ひろく精神状況といったものにもふれる予定である。

日本事情特殊研究1（農地政策史）　　沼　田　京　子

　。農村社会の変動を踏まえながら，小作立法や自作農創設が現実的課題となる1920年代以降，

　　農地改革を経て現代に至る農地政策の流れを検討する。参考文献は適宜紹介する。
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日本事情研究演習1（戦時期日本の精神史）　成田龍一

　。15年戦争下の思想がどのようなものであったかを，思想家にとどまらず，ひろく国民の精神

　状況に目をくばりつつ考察する。

　戦争が日本人に，どのように影響を与えているかを思想一精神の面から探ってみる。

　　テキスト：鶴見俊輔　　r戦時期日本の精神史』　　岩波書店

日本語教育

日本語教育学概論（日本語教育学概説）　　窪　田　富　男

　　日本語教育の目的・内容・方法について概説する。　（外国語教授法の流れ，日本語教育の歴

　史と現状，日本語の扱い方，教師論，教材論などに触れる。）

　　特定のテキストはないが，下記の参考書は必ず読むこと。また，教科書はできるだけ多く揃

　えたり，目を通しておくこと。

　　　テキスト：石田敏子　　『日本語教授法』　大修館　2，200円

　　　参考書：リヴァース（天満訳）『外国語学習のスキル』　研究社3．000円

日本語教育学特殊研究1（日本語の文の特徴）　　近　藤　安月子

　　日本語教育の立場から，日本語の文の基本的な特徴について考える。

　　下記テキストを考慮中。詳しくは開講後教室で指示する。

　　　テキスト：久野　瞳『日本文法研究』　大修館

日本語教育学演習1（教材研二究）　　窪　田　富　男

　　既成の教科書の長所・短所を見極めながら，望ましい教科書・教材について考える。各種の

　教科書に触れる予定であるが，次の2冊は購入しておくこと。

　　　。国際交流基金　　『日本語初歩』　凡人社　1，900円

　　　。Osam＆Nobuko　Mizutani：∫η’γ04με’鋤’o　Moばθγηノαρoηesθ

　　　　ジャパンタイムズ社　3，300円

日本語教育学演習∬（外国語教育理論と日本語教育）　　佐久間　勝　彦

　　外国語教育・日本語教育に関する資料を読む。

卒業論文演習（現代日本語の研究と教育）　　窪　田　富　男

　　日本語教育に関連する分野（日本語研究をふくむ）で卒論を執筆する者を対象とする。

卒業論文演習（対照研究）　松田徳一郎

卒業論文演習（日本近代文学）　国松　 昭
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卒業論文演習（日本語学）　　湯　本　昭　南

　　現代日本語に関する論文を執筆する学生を対象とする。

　　日本語学概論と日本語学演習をすでに履習したものに限る。

卒業論文演習（日本語文法）　工藤　 浩

　　日本語の文法に関する卒業論文を書く者を対象とする。

卒業論文演習（日本事情・日本文化）　　成田　龍一

　　日本事情・日本文化で卒業論文を書く学生を対象とする。

講座外科目

日本語教授法（日本語教授法の理論と実際）　　窪　田　富　男

　　望ましい日本語教育の内容・方法等について検討する。既存の教科書のいくっかについては，

　その内容・構成等について既に知っていることを前提とする。

　　　テキスト：M．フィノキアーo，C。ブラムフィット「言語活動中心の英語教授法」

　　　　　　　　（M．Finocchiaro＆C。　Brumfit，　7’カθFμηc∫↓〈豹o／一∧励（万20／・4ρργooεん：

　　　　　　　From　Theory　to　Practice，　Oxford　Univ．　Press，　1983）

　　　　　　　大修館　2．700円

関　連　科　目

漢文学特殊研究（日本漢文学の諸問題）　　村　尾　誠　一

　　古代・中世における日本漢文学のいくっかの問題を考察する。教職希望者を主な対象とした

　講義なので，できるだけ多くの漢文を実習的に読む機会となるようにもしたい。

書　道　1（書写）　（書写指導の実践と理論）　　塚　本　　　宏

　1．書写教育の現状と今後のあり方について考え，書写の実技力，指導力を習得する。

　2．実技は毛筆書写を中心として，硬筆，刻字，拓本などを加味し，理論は書写の基本事項に

　　文字学，書道史を加える。そして全体を実技7割，理論3割を目標としたい。

　　　テキスト：加藤達成監修，書写書道教育教材研究会編集　　『大学書写・書道教育』

　　　　　　　第一法規　1．900円
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杏林大学
外国語学部日本語学科

専門教育科目

授案科目の名祢

授藁を”　　　　　　・π　　つ

年　時

m位散又は
．時　湖　敬 口　ぴ　f巨　次 伽　　　　　　　考

必ほ 遇択 自由 1年 2年 3年 4年

日本婚学限絵 2 4 4

日本35音声掌 3 4 4

日本15音声学演習 3・4 2

日本35」5矢論 3 4 4

8本語文法は 3 4 4

o本語又寧
　・表兄巨悦 2 4 4

日本語意o未」● 3・4 4

a　本　ほ　史 4 4 4

日本人の言語
　　　　生活 2～4 」

日本悟教擾法
　　　　民姶 3 4 4

日　本　塘　教　冒

教tイ・敦真論 4 2 2

日本語孜百
測定・ξ予価法 4 2 2

日本35敦資実習 4 2 2

o本語教胃史 2 4 4

言搭学　概　論 1～4 4

日本繕文丘2…現渚 1～4

社会　9　語　字 1～4 4

日
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
1
5
叩
　
　
　
　
学
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
句
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
日

o　本」5学　史 3・4 4

　　　　．

（3年次以上履修）

必修13阿目　461n位以上

沮択9斜目　34m位以上

　（3年次以上ロ修）

　（　　　’　　　）

　（　　　〆　　　）

　（　　　’　　　）

　（　　’　　　）
　（　　　”　　　）

　（　　　〆　　　）

対照　言　捻　学 1～4 4

日　　本　　史 1～4 4 4

近代　日　本

　　世　帽　史 1～4 4

日本之学殿絵 1～4 4

日　本　文　化　論 1～4 」

富悟　と　文　化 1～4 4

比，2　文　化　論 1～4 4

地域闇研究　1
（　巾　国　　） 1～4 4

地域国研究　1
（ア　ジ　ァ　） 1～4 4

地域国研究　ロ
（アメ　リ　カ） 1～4 4

地域1劉研究ロ
（ヨーロッパ） 1～4 』

国娯！増　係　捨 1～4 4

1n旬　｝ヒ会3念 1～・1 4

日　フ仁　曜　蓄　姶 1～4 4

外　交　政　泣　恰 1～4 4

㊦　態　】亀　文 3・．1 8’

計 801n　Ω　以　上
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B本語教師養成科目

授業科目の名称
授業を
行　う
年　時

単位数又は

時　間　数 履修年次 備　　　　　　　　考

必修 選択 自由 1年 2年 3年 4年

日本語学概論 2 4 4

日本語音声学 3 4

日本語語彙論 3 4 4

日本語文法論 3 4 4

日本語文学・

　　・表記概説 2 4

日　本　語　史 4 4 4

日
　
本
語
教
師
養
成
科
　
目

日本語教授法

　　　　概論 3 4 4

必修7科目　24単位以上

選択1科目　4単位以上

日本語教育
教材・教具論

日本語教育

4 2 2

測定・評価法

日本語教育

4 2

実習 4 2
．

2

計 28単　位　以　上

（英米語学科・中国語学科の学生については、日本語教師養成のための履修科目のうち2科目8単位ま

で専門科目の選択科目の単位に含むことができる。）

講義要項
　　　　言語と文化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴　木：孝　夫

　　　　人間の使うことばと、広い意味での文化はどのように関係するのか、日本語

　　　と外国語はどこがどのように違うのか、日本人は自分たちの言語である日本語

　　　を、どのようなものと考えているのか、そして最近ようやく始った日本語の国

　　　際普及をどう考えて行くのか、英語がよく世界語と言われることの意味とはど

　　　んなものかなどについて講義する。

　　　　（教科書）

　　　　　　鈴木孝夫「ことばと文化」昭和49年、岩波新書、480円

　　　　　　　〃　　「ことばの人間学」昭和56年、新潮文庫、360円

　　　　（参考文献）　　　　　一

　　　　　　鈴木孝夫『閉された言語・日本語の世界』昭和50年、新潮選書830円

　　　　　　　〃　　『武器としてのことば』昭和60年、新潮選書、1，050円
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　言語学概論（後期集中）　　　　　　　　　　　　　鈴　木　孝　夫

　人間の言語の音声上のしくみ、語彙や文法のしくみ、世界の言語の分布、言

語の変化の様子などについて講義する。

　（教科書）　未定

　（参考文献）未定

　日本語文章表現法　　　　　　　　　　　　　　　　伊　藤　芳　照
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　椎　名　和　男
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　草　場　　　裕

　日本語で文章を表現する際の表記上、構文上の約束事を理解し、類義語の意

味・用法の違いを認識することにより、伝達性の高い文章の書き表し方を考え

る。適宜プリントを配布する。

　比較文化論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊　谷　文　枝

　国際化時代の今日、外国人の日本に対する関心は着実に高まっている。その

情勢のもとでの若者に必要とされる能力のひとつは、まず日本を客観的に理解

し、異文化との比較において、その同一性及び相違を把握し、自分の意見を明

確に国際語で表現できることといえよう。それは、国際人の条件のひとつとも

いえる。そこで、本講では、異文化時代のコミュニケーションを、日本文化と

アメリカ文化を比較対照させつつ考察する。

　　（教科書）

　　　我妻洋「日本人とアメリカ人ここが大違い」1985

　　　　　　　ネスコ（日本映像出版株）／文芸春秋　720円

　　　小松達也「英語で日本を話そう」1986　サイマル出版会　1．500円

　　（参考文献）

　　　図書として　熊谷文枝「マージナライゼーションの青春」1985

　　　　　　　　　Ymca出版　1，200円

　　　　　　　　　小松達也「英語で話そう」サイマル出版会　1．400円

　　　　　　　　　石川島播磨重工広報部編「ザ・ニホンゴ」1985

　　　　　　　　　学生社　980円

　　　　　　　　　Dバーンランド「日本人の表現構造」1986サイマル出版会　1，400円

　　　　　　　　　B．クリッシャー「住んでみた日本」

　　　　　　　　　　　サイマル出版会　1，300円

　　　　　　　　　J．コンドン「異文化間コミュニケーション」

　　　　　　　　　　サイマル出版会　1，700円
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対照言語学 安　藤 浩

　日本語を意識化し客観的に捉える姿勢を身につけることを目的として、

1．タイ語の文字、発音、文法、語彙の全般にわたって概観し、その文化特性

に基づく発想法、表現形式との関連を探り、日本語と対照する。

2、タイ語を母語とする学習者による誤用例について、その原因を探り匡正法

を考える。

　（教科書）

　　　プリント

　日本史　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村　山　光　一

　この「日本史」では、原始から現代にいたる歴史をできるだけ多面的に、か

つ総合的に考察してゆきたい。そこで、本年度はまず原始・古代の歴史を講説

する。その際、①国際関係（特に東アジアの）と国内問題とのかかわり、②一

般民衆の生活、③各時代の文化の特徴の三点については特に留意して話を進め

るつもりである。なお、本講義の中では、史料にもとついて諸君とともに歴史

を考えることもしてみたい。

　（教科書）

　　　教科書は使用しない。

　（参考文献）

　　　講義の際適宜指示する。

日本文化論 井之ロ　章　次

　日本人は日本文化論が好きで、おびただしい数の書物が出まわっている。そ

ういうものに眼を配ることも必要であるが、‘単なる評論に終わることなく、何

かに焦点をあてて見つめてみたい。

　大きな転機を迎えた農業について、主に近世に刊行された「農書」や、その

後の農業技術の近代化などを考える。スライドを多用するほか、博物館見学に

よって実物‘ζ接することにしたい。

　（教科書）

　　　筑波常治・「日本の農書」1987・中央公論社（中公新書）・540円
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日本文学概論 中　村　三代司

　〈日本近代文学と古典〉をテーマに講義する。明治期以降の近代文学は、西

洋との交流によってそれまでと区分され、伝統の断絶が自明のように見なされ

てきた。しかし、日本人の美意識や風土が変わらない以上、通底するものもあ

るはずである。そこで、古典の影響の強い芥川龍之介・谷崎潤一郎等の諸篇を

取り挙げながら、原典との比較を試み、そこに辿れる共通認識と彼等の独創性

を考察する。

　（教科書）

　　　講義で指示する。

　（参考文献）

　　　「日本近代文学大系・芥川龍之介／谷崎潤一郎」（昭45～46、角川書

　　　店、L300～1，600）

　　　「吉田精一著作集」全25巻（昭54～56、桜楓社、各1．800～2．800）
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　南山大学
外国語学部日本語学科

日本拾学科学生は，教養科目を52単位以上，専門教育科目を92単位以上，合計

144単位以上をそれぞれ指定の年次に履修しなければならない。

日本語学科学生は，専門教育科目のうち，必修科目48単位，選択科目，自由科目

をあわせて44単位以上，履修しなければならない。

日本語学科に開設する専門教育科目と，その単位数および履修年次は，下記のと

おりとする。

日本語学科専門教育科目

必修科目
　日本語学概論｛2｝1
　日本語学基礎演習（212
　日本文化概論（4｝2
　現代日本語の構造1（413

　日本語史（4｝3
　B　本　文　学｛4）3
　演　　　習　　　1㈲3
　日本語教育実地研究｛414
選択科目
　日本語資料研究｛1）〔412

　日本文化研究｛412
　外書講読（日本語学）｛4｝2

　外書講読（日本文化）　｛4）2

　国際英語1（4）3
　日本語特殊講義（1）｛4）3・4

　日本語特殊講義｛3）（4）3・4

　日本語教育特殊講義ぽ｝｛4）3・4

　日本文化特殊講義（11｛413・4

　国際英語口㈲4　自由科目
　外国語学部　他学科開講専門教育科目

　他　学　部　開講専門教育科目

日本語教育概論②1
日本文化基礎演習｛2）2

キリスト教思想ll2）2
現代日本語の構造口｛4）3

外国語教育方法論㈲3
キリスト教思想肛｛2｝3

演　　　習　　　∬｛4｝4

　　　　　　　　計48単位

日本語資料研究｛2）㈲2

外書講読（日本語教育）　｛4｝2

日本語特殊講義（2｝｛4｝3・4

日本語特殊講義（4】（413・4
日本語教育特殊講義（2｝｛4】3・4

日本文化特殊講義｛2｝（4｝3・4

　　　　　　　　計44単位
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講義概要

4101　日本語学概論　（必・1年次・2単位・前期）　　　　　駒　井　　　明

　　言語学的視点から日本語を研究・分析する方法とその結果を概観し，日本語教育

　にとって，どのような知識・研究が必要かを考察する。

4111　日本語教育概論　（必・1年次・2単位・後期）　　　　　加　藤　俊　一

　　外国語教育としての日本語教育の歴史的変遷から現状と問題点を概観し，将来の

　日本語教育のあるべき姿と日本語教師に求められる知識と教養について考察する。

4201　日本語学基礎演習　　（必・2年次・2単位・前期）　　　　坂　本　　　［E

　　日本語教育に必要な文法とは何かを考察し，日本語教育への応用を考えながら，

　研究・討議する。

4206　日本文化基礎演習　　（必・2年次・2単位・後期）　　　　土　田　友　章

　　今年度は，世阿弥のr風姿花伝』を用い，中世日本文1ヒを思想的に展望する。テ

　クストには，r日本思想史大系24　世阿弥・陣竹」を使用し，ほかに英語訳も参照

　する。

4211日本文化概論　（必・2年次・4単位・通年）　　　　J．Swyngedouw

　　国際化社会の到来や，それに対する日本の貢献を念頭に置きながら，とくに外国

　人の理解をうながす方向で，現代B本人の文化構造を支えている基本的価値体系を

　概観する。

45Gl　日本語資料研究〔1｝　（選・2年次・4単位・通年）　　　　丸　山’　徹

　日葡辞書

　　16世紀後半から17世紀にかけて来日したイエズ会宣教師の残した日葡辞書につい

　て，その作成された背景を考えながら，共に学ぶ。

45n　日本文化研究　　（選・2年次・4単位・通年）　　　　　　土　田　友　章

　　今年度は，中世から近世にかけての思想史・文化史を概観する。外国語（主とし

　て英語）による研究・紹介をも含めて，基礎的な文献に親しむと同時に，方法論・

　視座を検討する。

4521外書講読　　（選・2年次・4単位・通年）　　　　　　　阿　部　泰　明

　　In　this　course　we　wm　read　several　articles　selected　from　various　liguistic　books

such　as（1）』一一（2）T々∫’7w・
缶πgμ々ノ0ρα溜sε伝外8曳48己and（3）Eカ8’‘sλ＆ノφ　嬬5θ‘鴛（為n伽αsL　Articles　written

for　students　with　1輌ttle　linguistic　backgro凹nd　will　be　selected．

　We　will　use　both　EngUsh　and　Jap飢ese　m　class：the　class　will　be　conducted　biling・

uaUy．　Students　wnl　be　encouraged　to　use　English　for　writing　and　speaking　in　class．

Materials　will　be　xeroxed　and　distributed．
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4522　外書講腕　（選・2年次・4単位・通年）　　　　　　伴　　　紀　子

　　外国語教育と第2言語習得1ζ関する英語文献を読み，読解力の基礎を養うととも

　に，外国語としての日本語の教育についての理解を深める。又，同時に外国語教育

　学用語をその理論的枠組みの中でとらえられるようにする。

4523　外書講読　　（選・2年次・4単位・通年）　　　　　　　伴　　　紀　子

　　異文化間コミュニケーションを図るにはまず自国の文化について理解していなけ

　ればならない。日本の文化の諸相について書かれた英文テキストを講読し．その姿

　を眺め，英語で説明出来る能力を養う。
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女臣路i濁協大学
　外国語学部日本語学科

外国語学部・日本語学科　専門教育科目一覧表

区分
2年次から開講 単

位
数

3年次から開講 単

位
数

4年次から開講 単
位
数授業科目名 授業科目名 授業科目名
備　　考

日本語文献講読1 く6∫

日本語文献講読o 4

日本語学概論 、4・

必
修
科
目
言
1
’
2
6
単
位

白本文学概論 4

演　　．習 鷲 演、・、習 4

12矩， 第：殊国語演習（英語） 2 Bグループ
必　　　ち

日本語表現研究1－1 2

日本語表現研究1－2 2

2
単
選
位
択
以
必
上
修日本語表現研究置一3 2

日本語表現研究n－1 2

計

6
単
位
以
上
選
択
必
修

専
　
　
　
門
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

日本語表現研究‖－2 2

2
単
d
§
位
択
以
必
上
修

必

修
科
o
選
択
科
目
を
合
8
て
合
訓
’
5
6
単
位
以
上
を
修
得
す
ξ
と

日本語表現研究n－3 2

日　本　語　史 4

日本語学特別研究 4

口本文学各論 4

日本文学特別研究 4

日本文化論 4

計
2
0
単
位
以
上
選
択
必
修

日本文化1 4

日本文化n（政治） 4

8
単
位
以
上
選
択
必
修

日本文化m（経済） 4

日本文化特別研究 4

〔備考〕　　1：’蒲鎌印は必修科目

　　　　日本語学科Aグループは外国人及び長期外国滞在者、日本語学科Bグループは国内高等学校卒業者を対

　　　　象とする。

◎　日本語学科の専門教育科目は、共通専門教育科目（17ページ参照）を含み、必修科目及び選択科目を合わせて

　合計76単位以上を修得しなければならない。
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外国語科目

　　　日本語1－A　　　　　　　　　小出詞子、吉田金彦、尾崎明人、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古藤友子、長谷川啓、木川行央

　この講座は、日本語を母語としない学生（留学生、及び帰国学生）に、大学の

講義がとれるようにバランスのとれた能力［話し（会話）・聞き（聴解）・読み

（読解）・書き（作文）］をっけることを目的とする。毎年入学時に能力試験を

行い、その結果により次のようにクラス分けをする。

【1－A－a】　［28単位（2単位×14）通年］＋［7単位（1単位×7）］

　1，全くの初心者を対象とし、10月に開講する。

　2．この講座を

　　　　1－A－a－1　…　理解

　　　　1－A－a－2　…　読み書き

　　　　1－A－a－3　…　話し方

　　　　1－A－aLL

　　　に分ける。

　3．2学期終了後は、1－A－bの2学期目に合流する。

【1－A－b】　［14単位（2単位×7）］

　1．この講座は原則として4月に開講する。

　2．この講座を受講するには、基礎的能力（基礎分型、基礎語彙3，000ぐらい、

　　漢字1，000ぐらい）を具えていることを前提とする。

　3．この講座を理解、話し方、読み書き／作文に分ける。

注：帰国学生は、話しことばは十分できることを前提として、読み書き、語彙、

　慣用句などの習得にっとめること。

日本語1－B　　［8単位（2単位×4）　　通年］

　　　　　　　　　　　　　　　　　小出詞子、吉田金彦、真継伸彦、

　　　　　　　　　　　　　　　　　古藤友子、長谷川啓、木川行央

この講座は、日本語を母語とする学生を対象とする。
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　韮難”次

　1年次学生は次のように4科目に分けて行う。

1－B－a（文法を中心とする時間）　　　　　　　吉　田　金　彦

　現代日本語の文法的な面を、基礎的な所から学習・反省し、従来の偏向した部

分を批判し、日常生活とこれからの日本語教育に役立つよう訓練する。また、英

語・中国語との対比にも関心を向けさせ、現代日本語の慣用表現の特徴や、外国

人の文法上の誤用、悪用の傾向があることに気付かせ、日本語の修辞上の良否に

っいても自覚させる。正確で美しい日本語の文法とは何であるかを考え、習得さ

せる。

　使用テキスト：鈴木康之　『日本文法の基礎』　（三省堂）

1－B－b（文字を中心とする時間）　　　　　　　真　継　伸　彦

　現代日本語の文字の面を中心に、現状を考察・学習してゆく。漢字・仮名の構

造、その略字体、ローマ字・外来語の表記法、送り仮名・振り仮名などの諸問題

にっいても現在における問題点を考え、基礎研究の一部に進行してゆく。正しい

表記法とは何か、文字の合理的整備、運用などについて反省し、訓練する。

　使用テキスト：真継伸彦「青春とは何か」　（岩波ジュニア新書）

1－B－c（音声を中心とする時間）　　　　　　　木　川　行　央

　現代日本語の発音・音声・アクセント・イントネーションの方面を中心として、

音声言語の面に注目してその正確な基礎的知識を学び、奇麗で正確な日本語の標

準語音とは何であるかを考え、体得する。外国語音との差異、日本国内における

方言音なども参考に取り上げる。随時、対話・会話・座談・発表などをさせ、朗

読などを行い、音声言語にっいての豊かな感覚を養う。

　使用テキスト：天沼、大坪、水谷　『日本音声学』　（くろしお出版）

1－B－d（対照）　　　　　　　　　　　　　　　小　出　詞　子

　日本語を客観的にとらえるために、英語との対照研究に基づいて問題点を考え

る。外国語としての日本語を認識させるため、日本語教材をテキストに選ぶ。

　使用テキスト：小出詞子　『日本語・にほんご・にっぽんご』　（開拓社）
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　2年次学生は次のように4科目に分けて行う。

1－B－e（文法と音声を中心とする時間）

　1年次において学習した日本語1－B－a．

日本語文法並びに日本語音声の知識をさらに深め広げ、かつ、文法と音声との関

連するところ、それぞれの特質を徹底的に考察し、専門的な研究へのアプローチ

となるよう学習する。1年次の学習体験を基礎とするから、1年次の使用テキス

トも随時参考書として併用する。

　使用テキスト：　〈文法〉　徳田政信　　『近代文法図説』　（明治書院）

　　　　　　　　　〈音声〉　随時指示する。

　　　吉田金彦、小出詞子

Cの習得に基づいて、それぞれの

1－B－f（文字・仮名遣いを中心とする時間）　　真　継　伸

　1年次に学習した日本語1－B－bの体得と反省に基づいて、

名遣い等を中心とする方面の日本語について、広く深く研究し実践する。

学習し残した面を取り上げ、専門的研究へのアプローチとなるよう考察する。

　使用テキスト：『夏目漱石評論集』　（中央公論、日本の名著42）

　彦

さらに文字・仮

　　　1年次に

1－B－9（作文を中心とする時間）　 長谷川啓
　1年次において学習し実践した日本語1－B－cの成果・向上に基づいて、そ

の方面の補完作業としての意識を担う時間である。より高度の作文実践力を養い、

将来の学術論文作成、社会における各種実用文、並びに文芸作品執筆の練習到達

など、並びにその批判研究を行う。

　使用テキスト：随時指示する。

1－B－h（対照）　　　　　　　　　　　　　　　古　藤　友　子

　日本語を客観的にとらえるために、中国語との対照研究に基づいて問題点を考

える。

　クラスでは、現代中国語の音声、文字、語彙、構文等について、日本語との対

照という観点から、そのポイントを学習する。また、中国の社会や文化の特質に

ついても言及し、中国及び中国語に対する関心を喚起する。

　使用テキスト：『ドリル式中国語テキスト1』　（くろしお出版）

　　　　参考書：図書館配備の指定書（参考文献リストは開講時に配付する）
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専門教育科目

　日本語学概論　　［4単位　　　通年］　　　　　〈前期〉吉　田　金　彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈後期〉小出詞子

教科書：吉田　…　中本正智　　『日本語の原景』　（金鶏社）

　　　　小出　…　随時指示する。

　口ん｝1～学秘生専9『の只左語ぞ学の畷論として、合鍔〔も重要にLてかつ必要に基礎

的であり、また普遍的な日本語についての特質を考察する。すでに学習してきた

ところの日本語1－Bとアレンジするもので、日本語を内側からと外側からの両

面より研究する立場に分かれる。

　日本文学概論　　［4単位　　　通年］　　　　沖　塩　徹也

　文芸とは何か、作者の創作及び読者の鑑賞活動の両面から、その本質を探って

ゆく。特に「時間」とか「現実性」にっいて考える。各論としては、小説、詩、

戯曲、評論、随筆の特質を把握する。さらに具体的な探究として、日本文学展望

をかねた十篇。現在では翻訳作品も重要な位置を占め、愛読せられてもいるので、

世界文学展望をかねて十篇。これらを鑑賞してゆきたい。

　ノート講義（ただし、自著『日本文芸学序説』が間に合えば、それを教科書と

する予定。）

　参考書については講義中に指示する。

　日本文学概論　　［4単位　　　通年］　　　　長谷川　　　啓

　日本文学とは何かを考察する。今年は明治時代以降の文学にしぼり、小説を中

心に、俳句・短歌・詩・評論・戯曲等のジャンルを取り上げながら、身体・性・

社会・制度・文化・自然といった角度から言語表現の本質に迫ってゆきたい。

　特に男性中心のパラダイムを問い直すフェミニスト・クリティシズムの視点か

ら、近代文学の記述のありようを検討し、これまで軽視されがちだった女性文学

に照明をあててみたいと思っている。

　テキストには『短編女性文学近代』　（桜楓社）を引き続き使用する他、東西の

文学論や漱石・晶子・朔太郎等々の作品を扱うが、この点については講義中に適

宜指示することにしたい。
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　明海大学
外国語学部日本語学科

（　、；部共通）

授業科目の名称

日　本　語　表　現　法

日　本　語　学　概　論

日　本　語　研　究　法

日　本　語　史　概　鋭

日　本　語　音　声　学

日　本語文法険　1
（形態鎗）

日　本語文法論　II
（構文捨）

日　本語文法論川
日　本 （古典文法）

語　学 言　　語　　学　　概　　竃禽

対　　照　　言　語　　掌

社　　会　　言　　語　　字

臼木語教授法概籏
昌　本88教材已究
日本語教授法拷α
日本語教授iε蒲習
日　本　語　富　習　1
（文1圭鎗）

日　本　：吾　漬　習　u

（語彙倹・穫味論）

日　本 日　太　文　竿　i既　坑

文　学 日　　本　　文　　掌　　史

日　本

研　究

臼　木　　思　　口　　史

日　　木　　文　　化　　蛤

日　氷　　経　　済　　論

比　　較　　文　化　　論

異文化コミュニケーション1

（バーハル）

異文化コミュニケーションll

（ノンハーバル｝

中　　国　　事　　惰

国　際

研　究

英　　　米　　　事　　情

ヨ　ー　ロ　ッ　パ事慣

マク0国際経済論（一部のみ）
ア　メ　　リ　カ　ま蚤　済　論

ヨーロッパ経済論（一部のみ）
中　　国　　経　　済　　論（一部のみ）

．

東南アジア経済論（一部のみ｝
’、

多　国　籍　企　莫　論（一部のみ）

社会主義経済論（二部のみ）

●専門教育科目
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1年生専門教育科目 ○印は必修科目

授　業　科　目
第　　一　　部 第　　二　　部

授業担当者
外国語学部 外国語学部

コーF

番号
名　　　称 氏　　名

コード

番号：

日
本
語

英

米
語

中
国
梧

経

済
学
部
日
本
言
吾

英
米
2
吾

中
国
語

経
済
学
部

102 日本藷学概論1武井 睦雄ioo4い④ i
l

i

「一一一…一マ
1山ロ　仲美1004011　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　ト一 1

④
日
　
本
　
語
　
学
　
科

155 日本語特別演習 7ンにオ・

　7ル78ンソ

0042 2 2

小堀　郁夫 0043 2 2

福地　　務 OlOl 2 2

佐・木文彦i・1・2 2 1 2

2年生専門教育科目 ○印は必修科目

第　　一　　部 第　　二　　部

授　業　科　目 授業担当者
外国群部．」　経

，済

外国語学部　　　経

コーF

番号

名　　　　称 氏　　名

コード

番号

日
本
言
吾

英
米
語

中
国
語

学
部
日
本
語

｝英

　米

　語

中
国
▲
吾

済
学
部

103 日本言吾研究法 豊田　豊子 ・・451④ ④

104 日本語史概貌 i山ロ　仲美
0040　④」 i

ト　　，1林　四郎iOO461
‘　④

．

④i　l
106 日本語文法論1 谷光忠彦loo44 ④ i ④　1

」
括

109 言3吾学概論 福井　　玲 OlOO ④ 1 ④

日
　
　
　
本
　
　
　
語
　
　
　
学
　
　
　
科

127 日本文学概論 塚田　晃信 0004 4 1

128 日本文学史 塚田　晃信 0004 4 4

133 日本経済論 阿部　照男 0108 4 4

137 比較文化論 中村俊亀智 0005・④

138 異文化〕ミュニケーション

1
金岡　秀友

　　；OlO71　4　　1

i
l

4　i

’

i
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専門教育科目

（科目コード）

科　目　名

単　　　位

担当者氏名

（担当者コーD

授　　　　業　　　　概　　　　要

　（102）

日本語学概論

　　　　4単位

武　井　睦　雄

　（0041）

1，授業概要

　　「日本語」とはどのような言語か、それをさまざまな視点からとらえっっ

その輪郭を明らかにし、さらに、その歴史的な推i移のあとを概観する。また、

研究の対象として把握されるべき「日本語」が内包する諸問題にっき検討を

加え、あわせて、その背景として存在する諸要素につき言及する。

　なお、当面とくに教科書を指定することはせず、講義中に随時参考文献名

を示し、必要に応じ、参照するものとする。

　（102）

日本語学概論

　　　　4単位

山　口　仲　美

　（0040）

1，授業概要

　　「はな（花）」と発音してみて下さい。どの人の発音も、よく耳をすます

　と、少しずつ違っています。でも、みんな間違いなく、「花」と聞きとって

　います。なぜでしょうか。

　　こんな日常の身近な問題を考えることからはじめ、音声や音韻、文字、語

彙、文法といった日本語の問題を考えて行きたいと思います。

2．テキスト

　書　　名　　　国語学研究法

　著者名　　　北原保雄　ほか4名

　出版社名　　　武蔵野書院

　（155）

日本語特別演習

　　　　2単位

アン｝ニオ・了ル万ンソ

　（0042）

1．授業概要

　母国語及び第二言語としての日本語研究法。日本国内と海外で教える際の

教授面の比較。日本語教授法の現状。文化的、社会言語学的側面。専門職と

　しての日本語教育。目標並びに将来への展望。

2．テキスト

　書　　名　　　Japanese　A　Basic　Course

　著者名　　　ALFONSO／NllMl

　出版社名　　　Sbphia　University　L．L．　Center　of　Apphed　Linguistics
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（155）

日本語特別演習

2単位

小　堀　郁　夫

　（0043）

（155）

日本語特別演習

2単位

福　地　　　務

　（0101）

（155）

日本語特別演習

2単位

佐々木　文　彦

　（0102）

1　授業概要

　　日本語を学ぼうとする外国人に対して、日本人の国語教科書をそのまま使

うわけにはいかない。それでは外国人学習者にどのような教材が必要なのか。

言語的教材である教科書、特に入門期レベルの教科書について、次のような

項目に従って見ていきたい。

①学習目的と学習レベルによる教材

②教材と指導法（特に入門期レベルを中心として）

③教科書の構成・内容にっいて何種類かの教科書をとりあげ、その指導上

　の留意点等について検討してみる。

2　テキスト

①書　　名

　著者名
　出版社名

②書　　名

　著者名
　出版社名

日本語教科書ガイド

国際交流基金編

北星堂書店

日本語教材リスト

凡人社

凡人社

1　授業概要

　外国人に日本語を教えるためには、普段はほとんど意識していない日本語

を、一歩離れて客観的にみる能力が必要とされる。このコースでは、日本語

に関する知識を得ることに努めると同時に、私たち自身そして私たちの身の

回りで、日本語がどのように使われ、話されているかを観察したり、時には

外国人の日本語を例にとりあげたりして、より客観的に日本語を見る目、聞

　く耳を養うことを目的とする。

2　テキスト

　下記のものを主要なテキストにする。それ以外は授業の時に指示する。

　書　　名　　　日本語の文法（上）（下）（日本教育指導参考書4）

　著者名　　国立国語研究所編

　出版社名　　　大蔵省印刷局

1　授業概要

　日本語の文法についての基礎的な勉強をしていきます。それを通してあな

たがなぜ言葉の研究を志すのかという動機を明らかにしていくことが、本演

習の最大の目標です。ある決まった知識を身につければそれでよいというの

ではなく、日本語を話し、日本語で考え、そしてその日本語を研究しようと

　しているあなた自身に目を向けていくということを常に意識する時間にして

　いきましょう。

2　テキスト

　　、こヒ
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（103）

日本語研究法

4単位

豊　田　豊　子

　（0045）

1　授業概要

　　日本語のネイティブ・スピーカーである私たちは、毎日無意識のうちに日

本語を話しています。しかし、なぜそう言うのかと考えると、自分で話して

いるのに、分からないことがいっぱいです。例えば、何かを聞かれて答える

　とき、　「分かりません」　「分かります」または、　「知りません」　「知ってい

ます」と言いますね。なぜ「知る」の肯定のときだけ「知っています」と

　「ている」がつくのでしょう。　「知ります」では変ですね。こんな日本語の

身近な問題を取り上げ、どうしてそうなるのか研究してみます。みんなが考

察に参加する形式で授業を進めますから、出席を重視します。

2　テキスト

　テキストは講義のときに指示します。

（104）

日本語史概説

4単位

山　口　仲　美

　（0040）

（104）

日本語史概説

4単位

1　授業概要

　われわれは、小学校に入るとすぐに五十音図を教えられる。あの五十音図

は、いっ頃、どのようにして生れてきたのか？　いろは歌は、どうか？　わ

れわれの今書いている漢字かな交り文は、どうか？　こんな疑問を持ったこ

　とが、あるだろうか。

　　この講義では、現在のわれわれの言語生活を基点にして、日本語の歴史の

話をしたいと思う。

2　テキスト

　書　　名　　　国語史資料集　　一図録と解説一

　著者名　　国語学会編
　出版社名　　　武蔵野書院

林　　　四　郎1

　（0046）

1　授業概要

　古代から現代まで、各時代の日本語の姿を、代表的文献によって、ひとと

おり眺める。①これまで、国語史家によってとらえられている、国語史上の

主な話題の展望。②古事記を代表とする文献から知られる、漢字で記された

古代日本語のありさま。③祝詞・宣命に見られるテニヲハの意識。④今昔物

語集に見られる漢字仮名まじり文の始まり。⑤平安朝仮名文字文学作品の文

体。⑥中世軍記物の和漢混清文。⑦「っれつれ草」の文章史上の意味。⑧江

戸時代初期小説の簡潔文体。⑨江戸時代小説文章の変遷（井原西鶴、上田秋

成、滝沢馬琴、柳亭種彦）。⑩江戸時代の話しことばがわかる作品。⑪明治

普通文の文体。⑫言文一致文体の誕生。⑬昭和の日本語。

2　テキスト

　使用せず。
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（106） 1．授業概要

本講座は形態論を中心に日本の文法学説の基本的な考え方を講述する。特

日本語文法論1 定の文法学説にとらわれず、なるべく多くの学説を紹介するが、殊に重要な

橋本文法、山田文法、時枝文法を中心とするつもりである。

4単位 2．テキスト

プリントによる。

谷　光忠　彦

（0044）

（109） 1．授業概要

言語学の様々な分野（音韻論・形態論・文法論、通時言語学・共時言語

言語学概論 学）について我々の身近にある題材を用いてわかりやすく概説する。

2．テキスト

4単位 テキストは用いず、必要な資料・参考文献等はその都度プリントとして配

布する。

福　井　　　玲

（0100）

（127） 1．授業概要

日本文学の歴史にとって、花鳥風月の美学は、欠かすことのできないもの

日本文学概論 であった。その美学を、もろもろの古典文学作品の中に確認し、伝統と創造

の意義を学ぶこととしたい。

4単位1 2．テキスト

塚　田　晃　信・

　（0004）

1璽者：麟のこころ
1　　出版社名　　　新潮社
1

（128） ｝　1．授業概要　　長い歴史を持つ日本の文学は、それぞれの時代の社会や人々の心情を反映

・本文学∋ して、すぐれた成果を挙げて来た。ここでは、上代から江戸時代末まで、い

i　わゆる古典文学をとり上げ、実際に作品に触れながら、多面的に考えること

4単位11　としたい。

巨テキスト

塚　田　晃　信i

（0004） 1　　著者名　　　秋山度・桑名靖治・鈴木日出男　編

出版社名　　　筑摩書房
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（133） 1．授業概要

日本経済論の直接の目的は、日本経済の現状理解と将来展望を行うことに

日本経済論 ある。しかし、そのためには、日本経済がこれまでたどった足跡を知らなけ

ればならない。我々は、先ず、明治以降戦前の日本経済の状況と特質を知る

4単位 ｝　ことから始める必要がある。講義は、日本経済を絶えず世界経済の中に位置
1づけるという観点を堅剖っっおよそ次のような川頁序でお・なう．1近代

阿　部　照　男i

　（OlO8）

　資本主義体制の成立と変遷。2　日本経済の近代化とその矛盾。3　第2次｝i　大戦終了と現代経済の形成。4　戦後日本経済の諸改革。5　戦後日本経済

1　の復興過程。　6　日本経済の高度成長過程。7　国際通貨危機とオイルシ

ヨック。8　世界不況と貿易摩擦。9　日本経済の「虚業」化。10　NIE

Sの台頭と世界経済の新動向。

2．テキスト

書　　名　　　生産的労働と不生産的労働

著者名　　　阿部照男

出版社名　　　新評論

（137）

l
l
l
．
授
業
概
要
1

1　　異る文化をどう学び、それをどう自分のものにしていったか。そのなかで

比較文化論
｜　どのような比較文化論がうみだされたか。この講義ではいくっかの自伝を紹

介しながら、工業化社会の文化とそれ以前の文化との出会い、文化的にみた

4単位 ヨーロッパ北・南、ヨーoッパと北米、先進文化圏としての欧米文化と日本

文化の自立などにっいて考える。とくに人類学者、芸術家、建築家、ディザ

中　村　俊亀智 イナーたちの自伝をとりあげる。

（0005） 2．テキスト

参考書はその都度指示する。

（138） h．授業概要

ヨーロッパにおいて、ギリシャ哲学とキリスト教とが、今日に至るまで、
異文化コミュニケーショ 彼らの共通で基本的な考えとなった如く、アジア全域においてその役割りを

ン1 果したのは、仏教とインド哲学とであった。西アジアを除くアジア全域は、

4単位 かくてアジア全域に共通のコミュニケーションを持っと同時に、それぞれの

地域に特徴的な文化との接触一アカルチュレーションを起こしたのであっ

金　　岡　秀　友1
（。1。7）I

　　　　　　　l

　　　　　　　1

　た。歴史的・地域的に考察を加えて行きたい。

　2．テキスト
「書　名　イ．ド哲学史概説　　著者名　　　金岡秀友

｛　　出版社名　　　佼成出版社
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専門教育科目

部 学　　　部 学　　　科 必　　　修 選　　　択 修得単位

日本語学科 26単位 必修2単位
　　58単位

86単位

第
　
　
一
　
部

外国語学部

英米語学科 32単位 54単位 86単位

中国語学科 28単位 58単位 86単位

経済学部 経済学科 28単位 必修20単位
　　38単位

86単位

日本語学科 26単位 必修2単位
　　58単位

86単位

外国語学部
　　■
英米語学科 28単位 58単位 86単位

第
　
　
二
　
部

中国語学科 28単位 58単位 86単位

経済学部 経済学科 28単位 必修20単位
　　38単位

86単位
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麗澤大学
外国語学部日本語学科

●日本語学科教育課程モデル

一般教育科目　2824単位

外国語科目　128単位

　保健体育科目　4単位

基礎教育科目　4（12単位

専
攻
科
目

基礎言語学講義
日本文化概論
現代日本語講読
古典日本語演習
現代日本言吾演習

現代日本事情
研究入門科目

前
1
蟹
響

1
8
単
位

第1群科目〔上　級　演　習〕
　　　　　語学・文学研究科目第2群科目〔　　　　　　　　　　　　　〕　　　　　文化・地域研究科目

菖
警
冒
蟹
位

まと（l
l

28

単
位

第3群科目醗蒜蹴：〕　　　　　経済経営研究科目第4群科目〔その他の関連科目〕

篇
曇
讃
・
目

※日本語を第一言語としない学生について必修単位数が異なる場舎

は（）で表示。計！36単位
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コード 授業科目名 単位 年次 学期 区分 担　当　者 備　　考

40110 基礎言語学講義1 2 1 1 講 北村　　甫教　授

40210 基礎言語学講義II 2 1 2 講 北村　　甫教　授

40310 基礎言語学講義m 2 2 1 講 坂本比奈子助教授

40410 基礎言語学講義IV 2 2 2 講 高橋　太郎教　授

40120 日本文化概説1 2 1 1 講 大塚　真三教　授

日
本
語
学
科
前
期
専
門
教
育
科
目

40320 日本文化概説II 2 2 2 講 美和　信夫教　授

40130 現代日本語講読1 2 1 1 講 松本　哲洋講　師

40230 現代日本語講読Il　　　， 2 1 2 講 坂本比奈子助教授

40430－1 1 講 生方　徹夫教　授

40430－2
現代日本語講読111 2 2

1 講 岩見　照代助教授

40340 古典日本語演習1 1 ★2 1 演 安藤　靖治助教授

40440 古典日本語演習II 1 ★2 2 演 安藤　靖治助教授

40151 現代日本語演習lA 1 ★1 1 演 高橋　太郎教　授

40152 現代日本語演習lB 1 ★1 1 演 大坪　一夫講　師

40153 現代日本語演習lC 1 ★1 1 演 戸田　昌幸助教授

40251 現代日本語演習IIA 1 ★1 2 演 高橋　太郎教　授

40252 現代日本語演習llB 1 ★1 2 演 大坪　一夫講　師

40253 現代日本語演習11C 1 ★1 2 演 戸田　昌幸助教授

40351 現代日本語演習mA 1 ★2 1 演 松本　泰丈講　師

日
　
本
　
語
　
学
　
科
　
前
　
期
　
専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

40352 現代日本語演習Ill　B 1 ★2 1 演 坂本比奈子助教授

40451 現代日本語演習IVA 1 ★2 2 演 松本　泰丈講　師

40452 現代日本語演習IVB 1 ★2 2 演 坂本比奈子助教授

40501 現代日本事情A 1 1 1 演 小野博司教　授

40502 現代日本事情B 1 1 2 演 長谷川教佐講　師

40503 現代日本事情C 1 2 1 演 山崎　益吉講　師

40504 現代日本事情D 1 2 2 演 高　　　巖講　師

40600 言語学研究入門 4 2 1 講 黒川　　洋教　授

40700 日本文学研究入門 4 2 2 講 岩見　照代助教授

40800 日本地域研究入門 4 2 通 講 桜井　良樹講　師
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コード　授業科目名 単位年次1学期区分1担　　当　者 備　　考

40901 日本語上級演習A 1 ※3・4 休講 演

40902 日本語上級演習B 1 ※3・4 休講 演

40903 日本語上級演習C 1 ※3・4 休講 演

41001 対照言語学演習A 2 ※3・4 休講 演

41002 対照言語学演習B 2 ※3・4 休講 演

日
本
語
学
科
後
期
専
門
教
育
科
目

第
　
　
一
　
　
群
　
　
科
　
　
目

41003 対照言語学演習C 2 ※3・4 休講 演

41004 対照言語学演習D 2 ※3・4 休講 演

41101 日本語教育演習A 1 ※3・4 休講 演

41102 日本語教育演習B 1 ※3・4 休講 演

41201 言語学上級演習A 1 ※3・4 休講 演

41202 言語学上級演習B 1 ※3・4 休講 演

　
i
日
1
本
甑
1
第
ロ
ロ
　
｜

41301 日本文学上級演習A 1 ※3・4 休講 演

41302 日本文学上級演習B 1 ※3・4 休講 演

41401 日本文化上級演習A 1 ※3・4 休講 演

41402 日本文化上級演習B 1 ※3・4 休講 演

41403 日本文化上級演習C 1 ※3・4 休講 演一
　
　
　
群

41404 日本文化上級演習D 1 ※3・4 休講 演

41501 日本事情上級演習A 1 ※3・4 休講 演

41502 日本事情上級演習B 1 ※3・4 休講 演

学
　
科
　
後
　
期
　
専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

　1
門1科

41601 上級特別演習A 1 ※3・4 休講 演

41602 上級特別演習B 1 ※3・4 休講 演竺
1 41603 上級特別演習C 1 ※3・4 休講 演
目
ー 41604 上級特別演習D 1 ※3・4 休講 演

41605 上級特別演習E 1 ※3・4 休講 演

1

41606 上級特別演習F 1 ※3・4 休講 演
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コード 授業科目名 単位 年次学期 区分 担　　当　者 備　　考

41700 言語学概論 4 ※3・4 休講 講

41800 日本語学概論 4 ※3・4 休講 講

41900 日　本　語　史 4 ※3・4 休講 講

　
l
　
l
日
i
　
i
第
　
i
本
i
已
　
1
謝

42001 日本語学特殊研究A 4 ※3・4 休講 講

42002 日本語学特殊研究B 4 ※3・4 休講 講

42101 日本語教育
特殊研究A

4 ※3・4 休講 講
1群
42102 日本語教育
特殊研究B

4 ※3・4 休講 講

42201 言語学特殊研究A 4 ※3・4 休講 講

42202 言語学特殊研究B 4 ※3・4 休講 講．
科

　
　
目
　
　
　
A

42300 日本文学概論 4 ※3・4 休講 講
科1

　1

42400 日本文学史 4 ※3・4 休講 講

42501 日本文学特殊研究A 4 ※3・4 休講 講

42502 日本文学特殊研究B 4 ※3・4 休講 講

42600 漢　　文　　学 4 ※3・4 休講 講

42800 日本語教授法 4 ※3・4 休講 講
二
群
科

目
A

42810 特　別　研　究ゼミナールA 4 ※★3 休講 講1

42910 卒業研究A　4 ※★4 休講 」

学
　
　
　
科
　
　
　
後
　
　
　
期
　
　
　
専
　
　
　
門
　
　
　
教
　
　
　
育
　
　
　
科
　
　
　
目

43000 日本文化史概論　4 ※3・4 休講 講i 十
43100 日本の宗教思想研究114 ※3・4 休講 剰

｜

43201 日本文化特殊研究A 4 ※3・4 休講 講．

43202 日本文化特殊研究B 4 ※3・4 休講 講 i　　　　　　　　l

43300 異文化コミュニ
ケーション論

4 ※3・4 休講 講
i

43400 日本歴史研究 4 ※3・4 休講 講

第
　
　
二
　
　
群
　
　
科
　
　
目
　
　
B

43500 現代日本政治
社　会　研　究

4 ※3・4 休講 講

43600 現代日本経済
経　営　研　究

4 ※3・4 休講 講

43701 現代日本事情
特殊研究A

4 ※3・4 休講 講｛

43702 現代日本事情
特殊研究B

4 ※3・4 休講 講｝

43820 特　別　研　究ゼミナールB 4 ※★3 休講 講：

43920 卒業研究B 4 ※★4 休講
1
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日本語学科前期専門教育科目

140110 基礎言語学講義1 1
期
学次

－
年立

2
到
尊 北村甫教授

題　目：　フィールド言語学1

内　容：　フィールド言語学field　linguisticsでは、対象言語についての情報を、

　　　　その言語の研究者あるいは教師、その言語にっいての参考書などの文献

　　　　から得るのではなく、その言語を母（国）語mother　tongueとする話し

　　　　手の言語行動や音声を直接観察したり、その話し手と対話することによ

　　　　って収集していく。この場合の話し手をインフォーマントinformantと

　　　　いう。具体的な方法は、研究目的によって異なるが、ここでは話し言葉

　　　　の構造を把握するための情報の収集・分析の方法を取り上げ、担当者自

　　　　身、学生諸君をそれぞれの話す言語・方言のインフォーマントとみたて

　　　　て収集・分析を実演しながら、その方法を学習する。

　　　　　フィールド言語学1では音声情報、IIでは文法情報に重点を置き、1、

　　　　IIを通して、言語の構造を明らかにする記述言語学の基本的概念や重要

　　　術語が理解できるようにしたい。

教科書　教科書は使用しないが、必要な資料もプリントして随時配布する。

40210 基礎言語学講義ll
期2
学

次
－
年位2

単
北村甫教授

目
容
題
内

フイールド言語学II

「基礎言語学講義II」は「基礎言語学講義1」の継続。

40310 基礎言語学講義lll －
期学次2

年
位2
単

坂本比奈子助教授

目
容

題

内

対照言語学

対照言語学の目的と方法について学ぶ。内容の概略は次のようである。

1．言語の対照研究の歴史

2．対照分析の理論

3．対照分析の手順

4．外国教育と対照分析
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教科書：『日英語比較講座3巻意味と語彙」　大修館書店

指定図書：r構造的意味論一日英両語対照研究』　国広哲彌　三省堂

40410 基礎言語学講義IV 2
位
単

2　　　2

年次　学期
高橋太郎教授　；

目
容

題

内

教科書：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿」

　文法調査法

　文法の研究法について講義する。あわせて資料の収集、整理について

の技術にもふれ、可能ならば調査実習も行なう。

「日本語研究の方法』　むぎ書房

40120 日本文化概説1 「⇒　≡
　
大－

期

　

学

　
次1
年
2
位

　

単

目
容

題

内

教科書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
　日本文化の諸相

　芸能、芸道といわれることや、庭園、建築、絵画などの日本芸術、さ

らに年中行事、生涯行事などを略説しながら、日本文化の伝統の現象と

精神を確かめる。

　それによって内外学生ともに、日本を理解し、国際的に日本を活用す

る力を身につけられるようにする。

ノート方式による。

40320 日本文化概説ll 次2
年
2
位

　

単
♂期美㌫憂

題　目　　身辺の日本文化

内　容　　衣食住や風俗習慣など現代日本人の身辺の生活上の諸相を通して、日

　　　　本文化、日本人に関する理解をすすめる。プリントによる資料を読みな

　　　　がらすすめる予定。

40130 現代日本語講読1 －
期学
1
次
年2
位
単 松本哲洋講師

題　目　　現代対講読1

内容．　「話しことばと日本人一日本語の生態一」を読む。現在、実際に

　　　　話されている日本語の「話しことば」に焦点を当て、ことばが果してい
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　　　　る役割を考え直し、その「ことば」の裏にある日本人の思考及び行動様

　　　　式を探る。

教科書　r話しことばと日本人一日本話の生態一」水谷修　創拓社　￥1．200

40230 現代日本語講読ll 2
期
学次

－
年位2

単
坂本比奈子助教授

題　目　　現代文講読II

内　容　　言語活動や社会活動を含めた文化には、すべて意識されることがない

　　　　が、独自のパターン・構造があることを理解し、異文化に触れたときに、

　　　　ショックをうけたり拒否反応を起こす仕組みを解明し、異文化理解の一

　　　　助となることを狙いとして授業をすすめる。

教科書：「ことばと文化」　鈴木孝夫　岩波新書

指定図書：『日英語比較講座」第4巻（文化と社会）　大修館

　　　　　　「ことばとイメージ」　川本茂雄　岩波新書

　　　　　　『記号論への招待」　池上嘉彦　岩波新書

　　一1
40330

　　－2
現代日本語講読川 －

期学
2
次
年2

位
単

生方徹夫教授
岩見照代助教授

題　目　　現代文講読

　　　　　〔生方徹夫〕

内　容　　日本人の目に触れても、看過しやすい日本語文の表現、言いまわしが

　　　　ある。さらに古代からの伝承をふまえたもの、現代の事象をふまえたも

　　　　のもある。それらを外からの目としてキャッチしたとき、内と外からの

　　　　協同による現代日本語の解釈または相互理解（表出と受容）が生ずる。

　　　　　方法としては、読み方や語句・内容にっいて、各自が調べてくる事前

　　　　学習を重視する。そのため、分担方式を取り、各自の分担部分の発表か

　　　　ら授業は始まる。なお、クラス全員は発表者に対する質問の義務を有す

　　　　る。

教科書　　『風俗学」　多田道太郎　　（ちくま文庫）　￥400

　　　　〔岩見照代〕

内容　日本近代文学史の出発を実質的になったr破戒jを講読する。明治とい
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　　　　う時代がその背景なので、今では埋もれてしまった言葉も出てくるが、

　　　　“日本”を理解するためにも、ぜひ挑戦してほしい作品である。受講生

　　　　に読解させることもあるので、十分に準備して講義に臨むこと。

教科書　　『破戒』　島崎藤村　新潮社

40340 古典日本語演習｜ －
期学2

次
年

－
位単

安藤靖治助教授1

題　目　　「竹取物語」読講

内容　竹取物語を読む。今日の物語研究は、きわめて活発な状況を呈してい

　　　　ることは周知のとおりで、その方法も〈語り〉・〈空間〉・〈時間〉・

　　　　〈話型〉・〈視点〉・〈異境〉・〈本文〉（テクスト）・〈本文相互関係〉・

　　　　〈引用〉・〈表現構造〉等々と、まことに多彩である。そこで、この「物

　　　　語の出で来はじめの祖（おや）」（源氏物語・絵合巻）として知られる竹

　　　　取物語を、上記の今El的な物語研究の状況にも配慮しつつ、一方、この

　　　　物語の特色ともされる、たとえば中国の神仙謹に新しい様式を加え、昔

　　　　話を宮廷の貴族向きの物語に変形し、日本の伝奇文学の源流となった、

　　　　というあたりの基礎的な確認作業から今年度は出発したい。古語辞典は

　　　　必携である。

教科書・r・本古典文学全集嬬纏：睾整纏片桐洋一他・端

指定図書：『古語辞典』（角川新版）　久松潜一・佐藤謙三　角川書店

　　　　　『日本文学要説』　春田宣編　秀英出版社

40440 古典日本語演習ll

　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　コ

題　目：　『伊勢物語」講読

内　容．　歌物語として知られる伊勢物語を読む。この物語は一人の男性を主人

　　　　公として、恋と友情とを主題とした作品である。「昔男ありけり」で始ま

　　　　る段が多いことでも明らかなように、一つの昔物語でもあった。また、

　　　　竹取物語と並び、物語文学の源流に位置している。作品に流れる時間は、

　　　　大体、奈良の古京の記憶がまだ消えやらぬ平安京の初めの頃の物語とし

　　　　て書かれ、古今和歌集でいえば、読み人知らずの歌の時代から六歌仙の

　　　　活躍する頃までということになる。物語の主人公は、…見して在原業平
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　　　　（六歌仙の一人）とわかるように書かれていて、本文中の和歌も主に彼

　　　　および彼の周囲の人々の作歌を上手に使っている。歌物語といわれるゆ

　　　　えんである。授業では、いずれにしても和歌を心として純愛に生きた主

　　　　人公のすがた、その生き方を凝視する精神として味読したい。

教科書：「古典日本語演習［」と同じ。

40151 現代日本語演習lA 次
－
年

－
位単

　1

学期
高橋太郎教授

題　目　　文法1

内　容：　現代日本語文法について講義をすすめながら、その理解を深めるため

　　　　に、問題または個別的な分析を課する。

教科書：プリント

40152 現代日本語演習lB －
次年

－
位単

－
期学
大坪一遍
　　　　　　　｛

内　容 　我々は、日本語の話しことばにあるイメージを持っている。そのイメ

ー ジがはたして現実の日常用いられている日本語を正しく反映している

のか、それとも我々の日本語についての直観が現実の日本語とは異なる

のかを知る基礎を作ることを目的とする。そのために外国人の話す日本

語を観察し、なぜある言い方が日本語らしく、なぜある言い方が日本語

らしくないのかを考える。それぞれ発音、文法、場面との関係での適切

性といったレベルに分けて授業を進める。

　日本人学生と外国人学生でペアーを作り、外国人学生がどこまで日本

人らしく話せるようになったかによって成績をつける。

40153 現代日本語演習｜C 　l
l単位 1
次
年 1
期

　

学
戸田昌幸助教授1

題　目　　文字・表記法1

内　容　　欧米言語の文字・表記が比較的単純であるのに対し、日本語の文字・

　　　　表記は特異な姿をしているといわれている。そこで、現代日本語の用字

　　　　法と表記法について、その成立課程を踏まえながら、その特徴を分析す

　　　　る。

　　　　　O文字の知識　○日本語の表記法　○日本語の表記の基準　○文字の
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　　　　指導法　○その他

教科書：『表記」　国際交流基金　凡人社

　　　　『公用文の書き表し方の基準』　文化庁　第一法規

40251
　　　　　　　　　　　　　1
現代日本語演習｜lA　　　　　　　　　　　　単位

　1

年次

2
学
期

　　　　　　　’1

高橋太郎教授，

　　　　　　＿」

題　目　　文法II

内　容　　　「現代日本語演習IA」の継続で、両方あわせて日本語の文法を概観

　　　　する。

教科書：プリント

40252 現代日本語演習llB 2
期
学

－
次年

－
位単

大坪一夫講師

内　容 「現代日本語演習IB」の継続。

40253 現代日本語演習llC
期2
学

次
－
年

－
位単

戸田昌幸助教授

題目　文字・表記法II

内容：　「現代日本語演習IC」の継続。

40351 現代日本語演習｜llA 1
期
学次2
年

位1
単

松本泰丈講師

題　目　　文構造1

内容，文の意味構造の問題にアプローチする準備段階として、文の組み立て

　　　　る材料である単語の組み合わせ（連語）の構造を記述した論文を読むこ

　　　　とから授業にはいっていく。連語の記述は、『日本語文法・連語論（資料

　　　　編）』に主要な論文が集められているが、そのなかでも代表的な、奥田靖

　　　　雄「を格の名詞と動詞とのくみあわせ」を中心に記述の方法を学ぶこと

　　　　にする。

40352 現代日本語演習lllB 1
期
学次2
年
1
位
単

坂本比奈子助教授
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題目　語彙・意味1

内　容　　ことばの意味にかかわる問題を、語彙のレベルで学習し、また意味の

　　　　構造分析を実地に練習する。

　　　　　1．語彙の意味単位

　　　　　2．語彙の構造

　　　　　3．構造分析の方法

　　　　　4．語彙の分類

　　　　　5．意味の記述

教科書：『ことばの意味一辞書に書いてないこと」　柴田武（他）　平凡社

指定図書：「岩波講座日本語」第9券（語彙と意味）　岩波書店

　　　　　『日本文法研究」　久野障　大修館書店

　　　　　『意味論の方法』　国広哲彌　三省堂

40451 現代日本語演習IVA
期2
学

次2
年

－
位単

松本泰丈講師

題　目’　文構造II

内　容　　自動詞述語文における主語と述語との関わりを中心に、具体的に文の

　　　　意味構造の問題を検討する。演習IIIA「文構造1」で学んだ連語の構造

　　　　の扱いを踏まえるが、IIのほうは、実際に資料（用例）を集めて分類・

　　　　記述していく作業を行なう。そのなかで、主語と述語に関わる諸問題に

　　　　も、できるかぎり網羅的に触れていく予定である。

40452 現代日本語演習IVB
期2
学

次2
年

－
位単

坂本比奈子助教授

題　目　　語彙・意味II　　　　　　＾

内　容　　語彙分析を実地に行ないつつ、意味の諸相に対する理解を深める。前

　　　　半は、・テキストの実例を検討して、これでよいか考える。後半は、自力

　　　　で分析をやってみる。

教科書：rことばの意味一辞書に書いてないこと』　柴田武（他）　平凡社

指定図書：『ことばの意味一辞書に書いてないこと」2、3　柴田武（他）　平

　　　　　凡社
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40501 現代日本事情A 1
期
学

－
次年

－
位単 小野博司教授

題　目　　日本の地理と風土

内　容：　日本の地理の概要を以下の項目に従って講義する。特に留学生には重

　　　　要な地名を地図とともに記憶させる。

　　　　　1．日本の自然

　　　　　　ア．日本の地形の成り立ち　イ．日本の気候

　　　　　2．日本の産業と経済

　　　　　　ア．高密度社会日本　イ．拡大する都市圏

　　　　　　ウ．工業列島の形成　工．エネルギー・交通・通信

　　　　　　オ．農山漁村の近代化　力．国土計画の歩み

　　　　　3．日本の暮しと文化

　　　　　　ア．日本文化の東西　イ．暮しの変化と人間の行動

　　　　’ウ．日本の食生活　工．盆と正月

　　　　教科書として下記の地図帳を使用するほか、教材としてプリントを配布

　　　　する。

教科書：『現代地図帳」（1989年版）　二宮書店　￥1，300

40502 現代日本事情B 2
期
学

－
次年

－
位単

長谷川教佐講師

題　目：　現代日本の社会と政治

内　容　　この授業では、現代日本の社会や政治の諸側面についての概観を行な

　　　　い、現代日本の現状と問題点についての理解を深めることを目ざす。

　　　　　主な内容は、以下のとおりである。

　　　　　1．人口と社会構成　　　6．大衆社会

　　　　　2．家族　　　　　　　　7．社会病理

　　　　　3．農村社会　　　　　　8．経済開発と社会開発

　　　　　4．都市社会　　　　　　9．政治構造

　　　　　5．産業化と職場の変化　10．今後の日本社会

教科書　「現代日本社会論」　福武直　東京大学出版会

　　　　ただし日本語を第一言語としない学生は、以下の翻訳を利用することが

　　　　できる。
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Tadashi　Fukutake　、μραηθsθSoε‘θ砂70磁y”　Tokyo　Univ．　Press

宋明順訳　「現代日本社會論」　茂昌図書有限公司

40503 現代日本事情C －
期学次2

年

－
位単

山崎益吉講師

題　目．　現代日本経済・産業

内容’　今日、日本の一人あたりのGNPはアメリカをも凌ぐようにさえなった。

　　　　経済大国日本の原動力は何か。戦後日本経済、とくに高度成長時代の日

　　　　本経済を分析することによって、この課題にせまってみたい。とくに今

　　　　年は、日本経済の原動力となっている儒教との関係について、できる限

　　　　り遡って追求し、アジア・ニーズとの関係はこれをどう進めていったら

　　　　いいのかを考えてみたい。単なる日本経済賛美論では困ると思うからで

　　　　す。すなわち、日本経済の根底を流れているエートスは何かを追求した

　　　　いと考えるからである。そうすることによって、世界経済における日本

　　　　経済の位置づけはどうなのかということも合せて追求できればと考えて

　　　　いる。

40504 現代日本事情D 2
期
学次2
年

－
位単

高　巖　講　師

題　目　　世界の中の日本

内　容　　戦後日本の歴史を概観するとともに、現在の日本が抱える問題を政治

　　　　経済の視点から見ていくことにする。また、日本の国際化という観点か

　　　　ら世界の動きも逐次追っていきたい。

指定図書：η陀みψαη¢sθ7⑳∂oy，　E．　O．　Reischauer，　Harvard　Univ．　Press

40600 言語学研究入門 －
期学次2

年
4
位
単 黒川洋教授

題　目　　言語のフィールド・ワーク、その実践的方法の基礎

内　容　　未知（ないし既知）の言語を、生きた現場で観察・記述し、分析し、

　　　　構造化する所謂フィールド・ワーク（現地調査）の実践的方法の基礎に

　　　　ついて、その大筋を明らかにする。あわせて、そこで直面するであろう

　　　　基本的な課題への対処法について考える。
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　　　　　1）オリエンテーション

　　　　　2）フィールド・ワークの目的と方法論上の特質

　　　　　3）旅立ちまでの諸準備

　　　　　4）インフォーマントや媒介言語の選択と使用上の問題点

　　　　　5）言語記述（記録）と分析の具体的諸方法

　　　　　6）その他、予想される諸困難への基本的対処法

　　　　　7）むすび一まとめ、今後の課題

教科書：’プリント教材（英語・日本語など）

補助教材：「現代言語学20章一ことばの科学」　G．ユール　大修館書店

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥2，600

40700 日本文学研究入門
期2
学

次2
年

立4
劇

岩見照代助教授

題　目　　日本文学研究入門

内容　日本文学を通史としてとりあつかうのではなく、ひとつひとつつの作

　　　　品を徹底的に検討するなかで、“文学を研究する”とはどういうことなの

　　　　かを考える。（扱う作品は未定、追って掲示する。）

40800 日本地域研究入門
次2
年

位4
単

通年 桜井良樹講師

目
容

題

内

教科書

　日本近現代史

　明治維新前後から第2次世界大戦の高度成長期までの政治過程（外交・

経済政策も含む）を題材として、以下の3つの内容で授業を進める。（1）

最近論争となっている事件を中心に日本近現代史の概観を講義する。②

国民や立場による歴史認識の違いを手懸かりに、歴史とは何かについて

考える。（1×2）を通じて各人なりの同時代認識を深めたい。（3）歴史学研究

入門として、文献・史料調査および論文の書き方などを学ぶ。

旧本現代史」　藤村道生　山川出版社　￥1，800
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神奈川大学
外国語学部日本語教員養成課程

　日本語教員の資格

　現在の日本語教員養成は，（1）大学に日本語学科を設置し，そこを卒業した者を認定する　②大学に日本語教

育副専攻の講座を設け，その単位を修得した者を認定する　（3）各種学校等における日本語教員養成課程を修了

した者を認定する，の3つの方法で行われている。本学での日本語教員養成課程は，このうちの（2）に該当する

ものである。

　カリキュラムの内容は別表のようになっており，このカリキュラム表は，文部省から昭和60年5月にでた

「日本語教員の養成等について」の大学の学部・日本語教育副専攻の標準単位に準拠しており，合計50単位以

上科目が用意され，うち30単位が必修である。ただ，教職科目，社会教育及び学芸員課程との共通選択科目が

あり，30単位程度で修得可能である。

　本課程修了者には，本学が発行する「日本語教員養成課程修了証」（仮称）が授与されるが，このことが直

ちに日本語教員として活躍する場が得られるということではなし㌔資格取得のために設けられた講座である。

　「日本語教育実習」について

（1）日本語教育実習は，原則として4年次生を対象に実施する。

（2）日本語教育実習は，必修科目22単位，選択必修科目8単位（日本文化及び日本文学の系列から1科目4単

　位，教職科目のうち1科目4単位）を修得済みの者でなければ履修できない。

（3）実習の詳細についてのガイダンスは4月（予定）に実施する。ガイダンスに無断で欠席した場合は履修を

　認めない。

　一般的注意事項

（1）必修科目のうち「教育原理」，「教育心理学」を教職課程において修得済みの者は，履修する必要はない。

（2）必修科目の修得単位は，卒業に必要な単位には算入されない。
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日本語教員養成課程に関する科目

文部省「日本語教員の養成等について
　　　　　　　　　　　　（60．5．30） 」

日本語教育施策の推進に関する調査研究
会報告から考えられる科目及び単位並びに
大学の学部・日本語教育副専攻の標準単位

日本語教員に必要な知識・能力 科　　　目　　名 単位 標準単位 本学開講科目名

日本語学（概論，語彙・ 4 ○日本語学1（概論， 語彙・意
意味を含む） 味を含む）

日本語の構造に関する 日本語学（音　　　声） 2 ○日本語学n（音 声）

1

体系的，具体的な知識 日本語学（文字及び表記）
2

12
○日本語学皿（文字及び表記）

日本語学（文体及び文法） 2 ○日本語学W（文体及び文法）

日　　本　　語　　史 2 ○日　　本
呈五　　　　　dコロo　　　　　　　入

n
言語学及び日本人の言語

生活等に関する知識・能力

言　語　学　概　論

言　語　生　活　論

対　照　言　語　学
4
2
2

6

○言　　語　　学

○対　　照　　言
　　英語・スペイン語・中国語

概　　論

語　　学

皿 日　　本　　事　　情 日　本　事　情　概　論 2 1 ○日　本　事　情 概　論

IV
日本文化に関する 日　本　文　化　概　論 4

日　本　史（教職）

日本文化史
○選択必修

知識・能力 日　本　文　化　史 4
民　　俗　　学 4単位

日本文学に関する 日　本　文　学　概　論 4 日本文学持殊講義1
V

知識・能力 日　本　文　学　史 4 日本文学特殊講義ロ

日　本　語　教　育　法 4 ○日　本　語　教 育　法

日本語の教授に関する 日本語教育教材教具論 2 ○日本語教育教材教具論VI 9

知識・能力 日本語教育評価法 2 ○日本語教育 評価法

日本語教育実習 2 ○日　本　語　教 育　実　習

教職に関する基本的 教　　育　　原　　理 4 教　育　原　理 ○選択必修
w

知識・能力 教　育　心　理　学 4 教育心理学 4単位

54（038）
単　位　合　計 （56） 28

○印は必修科目を示す
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日本語学1（概論，語彙・意味を含む）　　　2年次　4単位　　教授　高野繁男
　本講義は，日本語教員養成課程の「日本語1」（必修）で，日本語概論・日本語の彙論・日本語の意味を内

　容とする。

　　前期は日本語学概論，後期は日本語の語彙・意味論を講義・演習する。前者では，主として現代日本語の特

　色と，日本語の国際化に対応するための問題点を概観・検討する。また，後者では，現代の日本語の基本語彙

　を中心に外国語と対応させ，語彙の構造と意味について検討する。

　〈使用沓〉　プリント（実費）　講義で指示する。

日本語学五　（音声）　　　前期　　2年次　　2単位　　　　　　　講師　金田章宏
　本講義は，日本語教員養成課程の「日本語【1」（必修）として開講されている。従って，ここでは，主に実

用的な面から音声学を扱っていく。生きている日本語の1｝声的特性をただしく認識するとともに，日本語の標

　準的な発音や音韻体系を学習し，外国人に対する教授法を身につける。

　〈使用醤〉　プリントを使用。

日本語学皿（文字及表記）　　　後期　3年次　　2単位　　　　講師　金田章宏
　　　　　　　　　　　　　　ロ
　本講義は，日本語教n養成課程の「日本語田」（必修）で，Fl本語の文字・表記を内吝とする。外国人に

　とって，日本語学習のうち，この文字・表記は，もっとも困難なものである。日本語の文字・表記を体系向ぐ」に

捉えながら，とくに，表音表意文字である漢字の，現代H本語における位道づけについて考えてみたい。

　〈使用書〉　「にっぼんご7」　〔むぎ山房〕

日本語学y（文体及文法）　　　後期　　4年次　　2単位　　　　　助教授　　氏　家洋子

　　日本語の構造についてその体系を慨観し，特色を知る。また，日本人が生活する上で現尖にその醤菓をどう

　使っているのかについて考える。

　〈使用醤〉　講義時に指示する。

　〈参考轡〉　寺村秀夫　「日本語の文法（上）（下）」　〔大蔵省印刷局〕

日本語史　　　前期　　4年次　　2単位　　　　　　　　　　　　助教授　　氏家洋子

　　日本人が既存の言葉をどのように変えてきたかを見ることで日本列島に生活する人達の精神文化の流れを読

み取っていく。

　〈使用沓〉　講義時に指示する。

　〈参考畜〉　　「日本語の歴史」（1巻～8巻）　　〔平凡社〕

言語学概論　　　2年次　　4単位

　　1　言訂｝学二と関連言者↓十弓ら　　2　言訂｝とは

　　6　比絞百語学　　　7　構造言語学　　8

　　〈参考普〉　そのつど教室で指示する。・

　　　　　　　　　　　　　　講　師　　松　本　幹　男

　3　11t界の言語　　4．言語圭∫1型論　　5　言語研究史

生成変形文法
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対照言語学（英語）　　前期　3年次　2単位　　　　　助教授　深澤俊昭
　　Fl本語と英語の亘語構造の違いを，主として音声の観点から分析して記述する。これを通じて・そこから・

　　　1　英語を母国語とする者が，日本語を学ぷ際に出会う，沿在的な問題点を；蕗き出す。

　2　同様に，日本語を母国語とする者が，英語を学ぷ際に出会う，潜在的な問題点を導き出す。

以上を通じて，日本語教育，英語教育における，現場での指導及び教材作成等の理論的わく組みを提供する。

〈使用書〉　追って指示する。

対照言語学（スペイン語）　　　前期　　3年次　　2単位　　　　　講師　木村政康
　　授業時間数が限られているので，スペイン語と日本語の相違点，類似点を，音声を中心に比較考察し，どの

　ように日本語教育の現場で実践応用していくのか検討する。なお，必要に応じて，日西両言語の比較だけでな

　く，その他の欧米語やアジア諸語を母語とする学習者の日本語の誤用についても考察していきたい。

　　〈参考書〉　木村匡康　　rスペイン語の発音矯正」　　〔上智大学聴覚言語障害研究センター〕

　　　　　　　　木村匡康ほか　「日本語の発音指導」　〔凡人社〕

対照言語学（中国語）　　　前期　　3年次　　2単位　　　　　　　教授　那須　　清

　　中国語を日本語と比較対照して考察する。日本語は大量の文字と語彙を中国語から借用し，文化面で大きな

　影響を受けている。全く系統の異なる二言語間の借用がいかに行われているかを知り，文化交流の状況もあわ

　せて見ていきたい。

　　〈使用書〉　開講時に指示する。

日本語教育教材教具論　　　後期　　3年次　　2単位　　　　　　　助教授，氏　家洋子

　　1　日本語教育の教材教具にはどんなものがあり，それぞれどんな特性をもつのか。

　　2　その教材を現実に使う場合にはどのような教え方が可能であり，また，必要か。

　　3　1，2の考察を通して，教育者が既成の教材教具を補い，また，新しく作っていくにはどうするか。

　等について検討する。

　　〈使用書〉　講義時に指示する。

　　〈参考書〉　木村宗男　　「日本語教授法一研究と実践一」　　〔凡人社〕

日本語教育法　　　　3年次　　4単位　　　　　　　　　　　　　　　助教授　　氏家　洋　子

　、日本語学習の初心者が日本語という記号の体系に慣れていくことに始まり，その言葉に含まれた日本人の精

神文化を習得していくに至る迄をどう教えることが必要なのかについて考える。

：㌫ζ｝講義時・指示す・・

日本語教育実習　　　前期　　4年次　　2単位　　　　　　　　　　教授　小池　栄　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　　氏　家　洋　子

　教育実習の実務的指導を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　　上　條　雅　子

　　「教育実習についての講義」の発展として実習校へいく前の諸連絡，学外者による特別講義，教育実習期間

　中の指導（研究授業の指導を含む），実習終了後の総括的指導などについて，教室における授業形態または研

　究室における個別指導の形態で実施する。
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日本語教育評価法　　　後期　　4年次　　2単位

　　1　日本語教育の評価のしかたにはどんなものがあり得るか。

　　2　それを作成していく上での留意点は何か。

　　3　テストの結果などに対してどんな見方が成り立ち得るか。

　等につき考える。

ミ蓼纂｝櫟に指示す・・

助教授　　氏　家　洋　子

日本事情概論　　　前期　　2年次　　2単位　　　　　　　　　　　助教授　　氏家洋子

　日本社会の成立・歴史を検討することから始め，

るかについて考える。

ミ錫：≧｝繍・指示す・・

日本の精神文化と社会が世界全体の中でどう位置づけられ

日本文学特殊講義1　　　3年次　4単位　　　　　　　　　　助教授　　日高昭二
　　日本近代文学の諸相について考えます。日本の近代小説の主題や方法を，読者論的な立場に立っていくつか

見直し，小説の歴史に対する思考および批評の実践を深めることとします。また近代詩歌の韻律や構成などに

ついても探求することにします。なおテキストは追って指示します。

日本文学特殊講義∬　　　3年次　　4単位　　　　　　　　　　　教授　佐野正　巳

　　「今昔物語」とr万葉集」戯笑歌（言語遊戯）を読む

　　序章　驚きの文学　万葉集，日本霊異記との比較

　　第一章　小説としての今昔物語

　　　1）テーマ　2）素材　3）構成　4）描写

　　第二章　今昔物語の描写

　　　1）自然描写

　　　2）人間描写　心理，行動，本能

　　　3）社会描写　貴族社会，受領社会，武士社会，僧侶仕会，庶民社会等

　　第三章　表現と文章

　　　　　　ユーモア（喜劇的構想における，人間描写における，物云いにおける）

　　〈使用書〉　授業時に指示する。

日本史（教職）　　　2年次　　4単位　　　　　　　　　　　　　講師　　沼田　　誠

　　教職のための日本史であることを考慮して，通史的に各時期を検討する子定である。しかし，日本史全般に

　わたる概説ではなく，対象を農業や土地制度の側面に置いて，その節目となると思われる時期をとりあげて，

　その歴史的意味を考えることにしたい。

　　その際，1　史料に即して，そこから何を読みとることができるのか，2　そのことによって，どのように

　歴史を見直すことができるのか，を充分に留意するつもりである。なお，史料はできる限りプリントにして講

　義中に配布する予定である。

　　〈使用書〉　特に指定しない。

　　〈参考書〉　講義中に随時指示する。
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民俗学　　　　2年次　　4単位

　　主に以下のテーマに即して具体的に述べていく。

　　　。慣習と制度

　　　。習俗と時代

　　　。山村と海村

助教授　　香　月　洋一郎

日本文化史　　　　3年次　　4単位　　　　　　　　　　　　丁　　　講　師　　藤　田　敏　明

　　日本の「文化」とは，どのやうな「ものごと」であるのか，現代に生きてゐる日本人として．我々はそれを

　どのやうに受け継ひで行けばよいのか（それとも，継がなくてもよいのか｝，過去・現在の．多種多様なテキ

　スト（基本的には「ことば」に関連するもの）を参考にしつつ，白分の頭で考へをまとめる．という講義にし

　たい。参考魯は講義時に指示するが，相当多量にする予定。

教育原理　　　　2年次　　4単位　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　　村　田　泰　彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　入江直子

　　本講義は，主として中学校と高等学校の教育を対象とするが．そのほか社会教育課程・学芸n言菓程・日本語

　教員養成課程の履修者に必要な教育の基本問題についても十分考慮してすすめる。

　　その主要な内容項目は，教育の本質（目標・目的・人間像など），教育の内容（教育課程・教科書など），教

　育の方法（授業過程・生活指導・教育評価など），学校の経営と管理，生涯学習，教育改革などである。・

　’なお，年に数回，レポートの提出を求めるほか，平常点を重視し，定期試験は行わないので注意されたい。

教育心理学　　　　2年次　　4単位　　　　　　　　　　　　　　　教授　　小池栄一

　　現代の教育心理学は社会のあらゆる領域で，より広い人問形成の過程を科学的に解明するために研究されて

　いる。

1　教育心理学（概念・研究領域・研究）

3　学習の心理（学習Pl！論・動機づけ）

5　損り定と訂三価（知能検査・学：力｝貧査）

7　学級の心理（学級集団・教師の心理）

2

4
・
6
8

成長と発達（発達段階・発達課題｝

　　　　　　　　　　　も人格の心理（適応・人格検介｝

教授の心理（教秒指1尊・教授方法）

生活指導の心理（Jl写’f・相談心理）

　基礎科目なので広範にわたりトピックを取り上げる。内容を聴き考えてもらわなければ無意味なので出席を

重視する。レポートも課し平常学習期川内で評価する。

　〈使用書〉．教師養成研究会　　「新教育心理学」　　〔学芸図書〕

　〈参考書〉　小池栄一ほか　　「入門心理と教育」　　〔東通仕〕

教育心理学　　　　2年次　　4単位　　　　　　　　　　　　　　　教　授　　渡邊恵　子

　　教育における諸々の決定や教師の日常の行動は，それが意図・意識されているか否かは別にして，心理学的

　理論により解釈可能である。本来，教師は理論に裏づけされた理念に基づき教育にあたることが要求されてい

　る。本講では．教師として必要な心理学的理論の基本的理解を目標とし，具体的な教育事象を教育心理≡7：的に

　分析・考察する。主な内容は，発達，教授・学習，集団，測定・評価，生活指導である。

　　主要領域については，年数回レポートおよび小テストを課す。レポート作成については，希望者には個人指

　導をする予定。

　　なお，本講の受講者は，一般教育科目の「心理学」を受講済みであることが望ましい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けムほくしや
　く使用村〉　加藤，塚田編　　「図説　教肯心珊学入1”1」　〔建出｝上〕

　〈参考再〉　随時指示する。
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関西外国語大学
外国語学部日本語教員養成（課程）

日本語教員養成（課程）に関する履修の取扱

1．履修要件（受講資格）

　　　1　各学年の終了時、TOEFLテストの得点が500点以上であること。

　　2　各学年の終了時、学業成績が優秀であること。

豆．履修方法

　　　1　日本語教員養成に関する専門科目および配当年次

　　別表｛3）
配当年次単位数

授　　　業　　　科　　　目
1 2 3 4

必　要

単位数

日　本　語　学　概　論 4
日本語の構造

に関する科目
必修 日本語学1（音声・語い） 4 12

〃　　n（文法・意味） 4

言　　　　語　　　　学1 4 1日本人の言語1選択
　　　　　1必修に関する科目

日　英対照言語学 4
4

日　本　語　教　育　法1 4

日本語の教授　選択 〃　　　　　H 4

に関する科目 必修 日　　　　本　　　　語
4
10

日　本語教育実　習 2

日本学研究1（文　　　学） 4

．　　　　　ク　　　　　U　　↓コミュニケーション｝　　　　　4

；欝罐…誓蓼i〕→、拍日本事情に関

する科目
選択 “　　V（宗教．事情す「一「一丁

ト L土L」

4

日　　本　　思　　想　　論 41

考　　　　古　　　　学 14

日　本　　文　　化　　史 4

合　　　　計　　　　‘ 30

2　履修方法

　　（D　日本語学に関する専門科目の単位数　　必　　修　12単位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選択必修　14単位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選　　択　　4単位以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言十　　　　　　　30単f立以一上二

　　（2）本学が定める「教職課程」を合格（見込）していること。
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皿．日本語教育実習履修要件

1　日本語演習

　　4年次に本学が併設する留学生別科に於て笑習を行う。実習期間は2週聞

とし、実習後論文を提出しなければならない。また、3年次終了時に下記の

要件を充足していること。

　（1）別表（3｝の専門科目中、3年次までの専門科目を合格していること。

　川　卒業所要単位数のうち、未履修の単位数が20単位をこえないこと。

　（3）学業成績が下記基準に達していること。

　　　　　一般教育科目等の平均が　　　　　　　75点以上

　　　　　専門必修、選択科目の平均が　　　　　80点以上

　　　　　別表に定める専門科目の平均が　　　　80点以上

2　その他

　（D実習委員会が不適格と判定した者は、履修要件を充足していても実習

　　は認めない。

　②　別表（3）に定める科目については再試験は行わない。

　③　聴講による履修方法など実施要領については別に定める。
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濁協大学
外国語学部

外国語学部共通自由科目（新）（昭和60年度以降入学者）

部　門 科　　　　　　目 単位 担当教員

　　　一

　備　　　　　　考・一・

日　本　語　表　現　法 4 大　熊　五　郎

日　本　語　教　授　法 4 井　口　厚　夫
中　西　家栄子

日　本　語　学　概　論 4 金田一　秀　穂概

論

日　本　語　文　法　論 4 新　屋　映　子
日　本　語　音　声　学 4 伊豆山　敦　子

言
　
　
　
　
　
　
語

日本語教育概論 4 守　屋　三千代

日　　本　　語　　史 4 小　島　幸　枝

対　照　言　語　学 4

⌒家縛一
言語学特殊鰭・； 4 神　尾　昭　雄

宗　宮　好　和
各
論
言語学特殊講義　B 2 本年度休講

日本語学特殊講義　A 4 井　ロ　厚　夫

日本語学特殊講義　B 2 本年度休講

　日本語表現法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　熊　五　郎

　テキスト：角川書店編r新しい常用漢字の書き表し方」角川書店

　おおよそ，次のことを行う予定である。

　1．パブリック・スピーキング

　2．文章では，叙事文・読書報告・論説・説明文・公用文など。

　授業の進め方は，大体，講義，文章（スピーチの原稿）の執筆・推敲・清書，その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
発表またはスピーチの実演と評価等である。ただし以上のことは，受講者の実態に応

じて変更することがある。なお常用漢字の練習等も行いたい。

　定期試験は，前期・後期とも行わない。単位の認定は，一定の回数以上の出席，指

定の方法による実習・実演の達成度その他による。

日本語教授法

最初の授業で指示する。

井　ロ　厚　夫

日本語教授法

最初の授業で指示する。

中　西　家栄子

　日本語学概論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金田一　秀　穂

母語として，自己のうちにある日本語を客体化し，共時的に分析していく。語彙と

意味の面を中心にする予定である。
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　日本語文法論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新　屋　映　子

　テキスト：未定

　我々はふだん無意識に話したり聞いたりしているが，言語を使って相互理解ができ

るのは，そこに単語があり，文法があるからである。では我々は日本語のどんな単語

を，どんな文法によって，どんな文に仕立てているのか。これまで学生が中学校や高

校で学習してきた文法とは違った目で，身近な日本語のしくみを考え直してみたい。

　日本語音声学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊豆山　敦　子

　テキスト：教師用日本語教育ハンドブック⑥r発音」国際交流基金

　日本語の音声に関する一般的基礎知識を習得し，また，その音声教育の実践面も学

ぶ。それは日本語教育・外国語教育ともに有用であろう。

　日本語教育概論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　守　屋　三千代

　テキスト：未定

　日本語教育において，どのような知識や能力が必要とされるのか，外国語教育，及

び，言語学，日本語学の立場から概説する。

日本語史
日本語音韻史を講義する。

小　島　幸　枝

　言語学特殊講義A－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗　宮　好　和

　テキスト：参考図書はその都度指定する

　前期には音韻論，統語論，意味論，語用論の概略を講義する。後期には，名詞表現，

間接引用，様相などの個別テーマを考える。参加者自身にもレポート発表をしてもら

います。

　言語学特殊講義A－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　神　尾　昭　雄

　テキスト：なし

　現在の語用論において関心を集めている話題をいくつか選び，講義する。教科書は

使用せず，参考書ならびに参考論文を講義の進度に合わせて教室で紹介する。

　日本語学特殊講義A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井　口　厚　夫

　テキスト：寺村秀夫（編）rケーススタディ日本文法」桜楓社（1987）

　「窓があいている」と「窓があけてある」はどう違うのか。このような使い分けは

日本語を母国語として育った者なら誰でも日頃意識せずに行っていることであるが，

外国人留学生や労働者，帰国子女が増える中で，このような違いを意識して教えるた

めの日本語の文法知識が日本人にも必要になりつつある。

　この講義では従来の伝統的な国語学とは違った観点から「日本語」を改めて観察し

なおしていく。現代語の文法を中心に取り扱うが，音声・言語生活なども併せて触れ

ていくつもりである。学生の積極的な参加を望む。

　各期末試験に加えてレポートを課す。
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　　　　大阪大学
文学部日本学科日本語教育学講座

日本語教員養成課程（コース）の履修について

　日本語教員養成に関して文部省が示した学部主専攻課程、同副専攻課程、大学院修士

課程Aコース、同Bコースにおける標準的な教育内容は、次に示す表の通りである。将

来、日本語教員になるためには、この表に従って所定の単位を履修することが望ましい。

　なお、主専攻とは、この課程で用意する授業を中心に学びつつ卒業のために必要な単

位を修得する課程をいい、副専攻とは、他の授業を中心に学びつつ、一方、この課程で

用意する授業を併せて学び、卒業のために必要な単位を修得する課程をいう。Aコース

・Bコースとは、大学院生のためのコースであって、前者は学部主専攻課程を修了した

もの、後者はそれ以外のものを対象とする。

　本学部日本学科および大学院日本学専攻そρ他で開講される各講義題目の備考欄に示

すローマ数字は、この表に対応するものである。したがって、各課程・コースを履修し

ようとするものは、その点に留意すること。

主専攻 副専攻 Aコース Bコース

1一ω
日本語の構造に関する体系

的、具体的な知識
18 10 4 11

1－｛2｝
日本人の言語生活等に関す

る知識・能力
1　4 2

4 2

n 日本事情 4 1

田 言語学的知識・能力 8 4 7 5

I
V

日本語の教授に関する知識
・ 能力

11 9 9 10

計 45 26 24 28

（表中の数字は最低修得単位を示す）
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科目

番号
授業科目 担当教官 講義題目および内容の概略

毎週
授業
時数

単

位
備　考

217
現代臼

木語学

普　通

講　義

寺村教授

徳川教授

佐治教授

日本語学概論

　日本学村，‘悟系に進むものに対して導

入となる諸問題を扱う。

2 4

なるべく2

年次に聴講

すること。

1一川

218
現代日

本語学

特　殊

講　義
寺村教授

現代日本語文法研究

　日本語の構文と意昧の関連の諸問題を、

諸外国語と対照しながら考える。

2 4 1－｛n

219
現代日

本語学
演　習 寺村教授

現代日本語学文献研究

　現代日本」5の言語学的研究に関する論

文等を輪読し、討論を通じて卒業論文を

考える．

2 4

　　　貝

1－｛1）

220
現代日

本語学

特　殊

講　義
仁田助教授

日本語文法と日本文法研究史

　日本語文法の概要と明治以後のB本文

法研究史を概観する。

2 4 1～｛u

221
現代日

本語学
演　習 ”

動詞の語彙論・統語論

　動詞め語彙論的な個性と動詞の統語的

な性格を考える。

2 4 1一川

222
現代日

本語学

特　殊

鵠　義
玉村講師

日本語の語彙

　日木語の語彙の基本事項にっいて考察

する。

2 2 第1学期
1一日｝

223
現代日

本踊学

特　殊

講　義
渡辺講師

叙法副詞の研究

　叙法刷詞の意義と用法の分析を通して、

心と言葉のかかわりあいを探る。

集中 2 第1学期
1一川

224
現代日

本岳学

特　殊

講　義
石綿講師

日本語の機械処理

　日本語のコンピュータ処理における言

語学的な諸問題にっいて解説する。

集巾 2
第1学期
　　田

225
現代日

本語学

特　殊

講　義
徳川教授

日本音声学

　日本語の音声にっいて考究する。
2 2 第2学期
1－ln
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226
社　会

書討｝学

特　殊

講　義
〃

日本の方言研究

　諸研究文献の輪続と討論。（継続）
2 4 1一ω

227
社　会

言語学
演　習 徳川教授

　　　　　　　　　　　　・L＝．

社会言語学入門

　社会言語学に関する基礎的な問題を扱

う。

2 2 第1学期
　　皿

228
社　会

言語学

特　殊

講　義
真田助教授

日本の社会言語学

　日本における社会言語学的な研究の流

れを検討し、将来の展望を論じる。

2 4 1－（2｝

229
社　会

言語学
演　習 ”

方言の動態に関する調査研究

　フィールドワークで得たデータにっい

ての分析、討議。

2 4 1－｛2｝

230
現代日

本語学

特　殊

講　義
森山講師

現代日本語学の諸問題

　文の文法と文を越えた文法に関する諸

問題を考察する。

2 4 1－｛1）

231
社　会

言語学

特　殊

講　義

鈴木（孝）

　　　講師

言語・文化・社会に関する諸問題

　日本人の言語（国語）観、国際語と外

国ヨ吾教育、文化意味論、人称代名詞の構

造など。

集中 2 第2学期
　　皿

232
対　照

言語学

特　殊

講　義
大河内講師

日本語と中国語の対照研究

　語彙論、文法論を中心に日中語の距離

を測りたい。受講生は中国語ができるこ

と。

2 2 第2学期
　　皿

233 言語学
特　殊

講　義
井上講師

言語の普遍性と個別性（日・英語を中心に）

　生成文法に基づき言語の普遍性に関わ

る原理と個別性を扱うパラメータにっい

て論じる。

集中 4 皿

234
日本語

教育学
演　習
佐治教授

郡司講師

日本語教育実習

　日本語教授の実際に即して、教科書、

教材、副教材、練習問題など検討・研究

していく。

4 1 第1学期
　　w
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日本語文型の研究

B本語 特　殊 日本語教育の基礎の一っである文型の
235
教育学 講　義

佐治教授
問題を、教科書等を賓料として研究して

2 4 w

いく。

日本語教育学の拷問題

236
日本語

教育学

特　殊

講　義

奥田（邦）

　　講師

　日本語教育の原理・内容・方法につい

て、国内外の文献をとり上げながら考え
集中 2 第1学期

　　w
る。

日本語 特　殊
日本語教授法

第2学期237 山本講師 主として、初級レベルの日本語の教授 2 2
教育学 講　義

法を扱う。
w
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東ゴヒ大学
文学部日本語学科

　　日本語教育学専攻

　日本語教育学専攻は，昭和64年度に設置され，65年度から3年次進学者を受け入れる予

定である。

　この専攻は，具体的には，現今の日本の国際的な立場から緊要とされている外国人に対

する日本語教師の養成のため設置されるものであるが，本学の場合は，単なる教員養成の

ためだけではなく，日本語学・言語学・言語文化学等の学問を土台にした日本語教育学と

して，研究の推進とそれの実用化を計るものである。すなわち，外国人に対する日本語の

教授について，具体的にその内容・方法・技術・教材等を研究検討するとともに，新しい

学問としての日本語教育学の理論と学問体系の構築を目指すのである。

　この学問は，まず，現代日本語についての，世界に通用する客観的，合現的分析，次

に，学習者の母国語と日本語を対比した場合の相違点・共通点の認識，そして、外国文化

と対比した日本文化の特質の把握，外国人への日本事情の説明等を目指すもので，かなり

の国際性と幅広い視野を要求する。

　卒業生はまだ出していないが，外国で仕事をする場合は、その国の学校等における第二

外国語としての日本言吾の教師，政府機関・企業等における日本語指導ないし日本語使用に

かかわる職種，国内で目：事をする場合は，外国人留学生の日本語教師，滞日外国人や外国

からの転校生の円本語指導等が卒業後の進路として考えられる。

学 ｝矛 専 攻 収　容　定　員

日　本　語　学　科

昔　　　　　　　話
に1　　　　　　　　　　ロロ 学

国 語　　　　学

日　本　語　教　育　学

1　5

1　5

1　5
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専門教育科目

　　概論は1科目以上，講読は進学しようとする後期課程の学科・専攻に応じて指定して

　いる2科目を含めて3科目以上，計4科目以上を選択履修すること。

　学科・専攻別の指定講読及び履修要望授業科目

1学科1専
1＿　｜

攻

学語言

日

本

瓠

1

ロロ

・学ト旦旦ヱ・

門（日本語教育学）

指定講読【2講読］（）は履修要望授業科目

国語講読Aと国語講読B

国語講読A・国語講読B，英語講読A・英語講読B、ドゴッ語、
（鱗議謬誼、羅・蹴・・フラ・ス語酬
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工 ω q 。 ー

2

こ の 規 程 は 、 平 成 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る ，

平 成 元 年 度 以 前 に 進 宇 及 び 編 入 字 を し た 者 の 授

業 科 目 、 単 位 数 及 び 履 修 方 、 に つ い て は

に カ カ 　 ら な お

　 　 　 　 　 　 　 　 や 」
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、

国 語 学 、 日 本 語 教 育 学

哲 学 科

　 哲 学 、 倫 理 学 、 美 学 ・ 西 洋 美 術 史 、

　 印 度 学 仏 教 史 、 中 田 哲 学

社 会 学 科

　 社 会 学 、 行 動 科 学 、 心 理 学

史 学 科

　 田 史 、 東 洋 史 、 西 洋 史 、 　 　 　 ．

　 美 術 史 、 考 古 学

宗 教 学 宗 教 史

日 本 思 想 史 、 東 洋 ・ 日 本

　
　
　
第

　
　
文
ニ

　
フ
田
学
条

　
ラ
文
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字
科
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文 学 、 英 文 宇 、 英 語 字 、 ド イ ツ 文 字

次 の 学 科 及 び 専 攻 を 置 く



　文教大学
文学部日本語日本文学科

日本語教員養成コース（1級）

科　　　目 単　　位 受講年次 備考（開講学科）

日本語学概論 4 1 日本語日本文学科

日　本　語 日本語学基礎演習
2 1 〃

日本語学演習1 2 2 〃

日本語学講義1 4 2 〃

日本事情 B　本　語　史 4 2 〃

日　本　事　情 4 2 基礎教育科目

日本語教育概論 4 2 日本語日本文学科

日本語教育法1 4 3 〃

日本語教育
日本語教育法n

日本語教育法田 4
4
3
4

〃

〃

日本語教育法W 4 4 〃

対照言語学 4 2 〃

上欄の12科目44単位は全て必1彦科目です。

日本語教員養成コース（2級）

科　　　目 単　　位 受講年次 備考（開講学科）

日　本　語

日本事情

日本語学概論
日本語学講義1

日　本　事　情
4
4
4

3
2
2

中国語中国文学科

日本語日本文学科

基礎教育科目

日本語教育

日：本語教育概論

日本語教育法1

対’照言語学
4
4
4

2
3
2

英米語英米文挙科
中国語中国文学科

　　　〃

　　　〃

上欄の6科目24単位は全て必修科目です。
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講義概要

【共通基礎教育科目】

日本語表現法　　4単位（通年）

川　言語表現の意義、日本語表現の特徴などを考察する。

働　近代の文章研究を行なう。

（3）さまざまな文章表現の演習を行なう。

（4｝その他

森島久雄他

　比較文化論　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国　松　夏　紀

　欧米及び韓国・中国の人々によって書かれた目本（人とその文化）論をいくつか検討すること

によって、彼我の文化的差異とその基盤を明らかにする。

　　　　テキスト　『外国人による日本論の名著』佐伯彰一・芳賀　徹編　　中央公論社（中公

新書）

　文学概論　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　石　原　　　武
　文学の〈成り立ち〉と、〈不思議さ・面白さ〉を、言葉という生きものの挙動を追って、小説、

詩、劇などのジャンルについて考える。

　　　　テキスト　『English　Literature』Larner，　Lawrence英宝社

　　　　参考書　　『新しい文学のために』大江健三郎　岩波新書

　言語学　4単位（通年）　　　　　　　　　南　不二男
　世界の諸言語の分布を概観したあと、ことばのいろいろな側面一音声、語彙、文法、表記、

言語行動、歴史的変遷など一についての研究方法およびその成果を、日本語の事例を多用しな

がら概説する。

　日本事情　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　遠藤織枝
　日本語教育を目指すものに不可欠な要素である日本人の国際化について考える。また、日本語

を国語としてでなく、数多くある言語のひとつとして外から客観的に眺める視点を獲得し、そこ

から日本語の国際化の必要性と可能性を考えていきたい。

　人間行動の理解　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　稲　越　孝　雄

　文学は人間行動の理解の方法である。本講では人間が人間を理解する方法として、先ず言語以

前の感覚や知覚を通しての人間の理解をとりあげる。次に人間が他者に自己を伝える方法として

の書情・動作、サインランゲージの問題をとりあげながら、主として感情伝達を中心にしながら、

相互理解に触れる。なるべく文学作品にも言及する。
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【専門教育科目】

日本文学概論　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　田　口　和　夫　他

日本文学の特質、その研究方法について、具体例をあげて講義する。

　　テキスト　『日本の心日本の説話』（一）説話研究会　大修館書店

　日本語学概論　4単位（通年）　　　　　　　　 山ロ雄輔他
　これまでの研究の成果を踏まえて、日本語がどのような言語であるかを、音韻・文字・語彙・

文体・言語生活・方言などの分野にわたって概説する。なお、文法については「日本語学講義1」

で体系的に講ずるつもりであるので、本時では、敬語法などに簡単に触れるにとどめる。

　　　　テキスト　『国語学要論』福島邦道　笠間書院

　　　　参考書　『国語学』築島裕　東京大学出版会

　漢文学概論　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　藤　　　敏

　漢字・漢語の特質と変遷について基本的な理解をめざす。また漢文の構造と訓読法を概説し、

漢詩文の表現の特色を明らかにして漢文読解の基礎力を養う。

　日本文学基礎演習　、2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　平　田　澄　子

　百人一首の古注釈をテキストとして演習を行なう。古注釈の本文を正確に読解し、さらに個々

の注釈を比較・検討することによって和歌の解釈・鑑賞の変遷について考察を進める。また百人

一首の中世から近世における享受のあり方などについて各歌ごとに検討する。

　日本文学基礎演習　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　松　沢　信　祐

　自然主義文学の濫脇となった藤村の「破戒」を、半年ほどで読みあげてみたい。各グループで

演習形式により、研究し、発表する。

　　　　テキスト　『破戒』島崎藤村　新潮文庫

　日本語学基礎演習　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　大　石　初太郎

　敬語論・敬語の本質・はたらき、敬語の組織・きまり、敬語の正誤等、敬語の問題全般にわたっ

て討究し、敬語についての認識を固めさせたい。学生の発表・討議を中心として進める。

　　　　テキスト　『敬語』（ちくま文庫）大石初太郎　筑摩書房

　日本語学基礎演習　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　山　ロ　雄　輔

　『紫式部日記』をきめ細かく読みながら、中古語法の基礎力を養う。演習は文法を中心に進め

るが、表現や文体の問題も考察し、異本間の比較も試みつつ、問題意識を高めるようにしたい。

古語辞典（出版社は自由）を必ず携行すること。

　　　　テキスト　『日本古典文学大系枕草子・紫式部日記』校注　秋山度他　岩波書店

　　　　参考書　　『紫式部日記全注釈上・下』萩谷朴　角川書店

　漢文学基礎演習　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　加　藤　　　敏

　『論語』『孟子』『老子』などによる講読演習を行ない、漢文の読解力を身につけることをめざ

す。また中国古代思想・中国古典のわが国に及ぼした影響についても考察する。

　他は後に教室で指示する。

　　　　テキスト　『標注論語集註』渡辺末吾　武蔵野書院
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　書　道　1　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　氷田作治・米本美雪

　漢字を中心として実技を行う。楷書および行書の基礎基本から出発し、硬筆と毛筆との運筆上

の関連と差異について理解を深める。さらにその代表的古典の臨書を行う。さらに漢字の草書・

隷書・策書について概略を研究し、現在使用している常用漢字の実生活に役立てたい。

　　　　テキスト　別途指示する。

　　　　参考書　『文字の書き方（講談社学術文庫）』藤原　宏・氷田光風　株式会社講談社

　　　　　　　　　『筆順と字形のポイント』氷田光風　光村教育図書出版株式会社

日本文学史1　　4単位（前期・後期）　　　　　　　　　　　　　　田　ロ　和　夫

日本文学史の特質、その主要な思潮について考える。

　　　テキスト　別冊国文学『日本文学研究必携』（雑誌79秋）市古貞次　学燈社

　日本語史　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　崎　みどり
　日本語の変遷を、文章という言語の最大単位でたどってゆく。主として平安時代を中心として、

語彙・語法・修辞法等の種々の角度から、竹取物語・伊勢物語から源氏物語を経て、大鏡までを

見てゆく。

　　　　参考書　r平安朝文章史』渡辺実東大出版会

　日本文学演習1　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　松　沢　信　祐

　明治・大正・昭和の代表的な作家15人の代表作品を中心に、作品研究と作家研究を、演習形式

で行いたい。

　　　　テキスト　r近代小説』分銅惇作編　東京堂出版

　日本文学演習1　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　平　田　澄　子

　近世の戯曲中、近松門左衛門の時代浄瑠璃をいくつか取り上げ演習を行なう。演習を通して浄

瑠璃文の特色や、その作品の拠り所となる題材、先行作品とのか〉わりなどについて考察し、近

世演劇、近世文化などへの理解を深めたい。

　日本語学演習1　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　大　石　初太郎

　現代語助詞の研究・現代語助詞の総説から始まり、個々の助詞の接続・働きを討究する。学生

の発表と討議を中心として進める。

　　　　参考書　『日本文法大辞典』松村　明編　　明治書院

　　　　　　　　　『現代語の助詞・助動詞』国立国語研究所編　　秀英出版

　日本語学演習1　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　高　崎　みどり

　現代日本語の文法・語彙・言語生活などについて、研究する。研究の基本的方法を身にっけた

のち、自分で問題点を発見し、調査し、追究してゆくカがつくようにしたい。

　日本文学講読1　　4単位（通年）　　　　　　　　鯵　　　　　　　　小　泉　満　子

　白樺派の代表的作家である有島武郎と志賀直哉の、それぞれの代表作r或る女』とr暗夜行路』

を対比的に読み、日本の近代の特質の一一端に触れる。

　　　　テキスト　『暗夜行路』志賀直哉　角川文庫
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　日本語学講義1　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　山ロ雄輔・近藤　豊

　文語文法の体系的・基本的な事項について、語史的考察も加えっっ大要を説く。そこで学んだ

文法事項を、古文解釈にどう適用するか、問題点を含む用例の検討も怠らないようにしたい。

　　　　テキスト　『国語法概説』杉崎一雄　有精堂

　　　　参考書　　r国語史概説』今泉忠義　白帝社

漢文学講読　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　藤　　　敏

唐代の詩を読み、漢詩文の表現に対する認識を深め、その特質と変遷について考える。

　　　テキスト　『唐詩新⑳』近藤春雄　武蔵野書院

　　　　　　　　他は後に教室で指示する

　国語科教育研究　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　森　島　久　雄

　次年度開設の「国語科教育法」の序論的講義。今日の中学校・高等学校の国語科授業の実際や

具体的な教材を踏まえつつ、国語科教育の前提、本質、理念、内容（構造）、方法などを明らかに

する。実際の教材研究や授業研究も随時、取り入れてゆく。

　　　　テキスト　『増補現代国語教育序説』森島久雄　教育出版

　書道n　2単位（通年）　　　　　　　　 氷田作治・阿部綾雄

　現在最も多く使用されている仮名についての基礎基本から、平安中期の仮名古筆について実技

と研究をする。平仮名とともに変体仮名もあわせて研究し、現代使用されている仮名文字を書く

上に役立てるようにしたい。

　　　　テキスト　別途指示する。

　　　　参考書　　『高野切三種』二玄社編集部　株式会社二玄社

　日本語教育概論　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　遠藤織枝・山下暁美

　日本語教育の現状と問題点を、学習者の側から国内・国外の各地域での実態や、学習する目的、

要求水準、階層などに分けて考えてみる。また、教育する側としては、どのような資質・知識・

技術が求められているかを知り、それに対処するための準備段階として、どのような心構えと方

法が必要かを考える。

　　　　テキスト　『日本語教育入門用語集』「日本語教師読本」編集部　アルク

　対照言語学　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉　田　　　洋

　日本語、英語など、受講者がよく知っている言語を主としてとりあげ、次のような諸点につい

て比較・対照研究の成果を、清く、正しく、明るく、易しく紹介し、あわせて将来の専門的研究

への指針を与える：　言葉の仕組み（発音、語句、文法、意味など）、言葉の習い方、言葉の使い

方、言葉の移り変わり、言葉と文化、言葉と生活。楽しく、ためになる「宿題」を課する。

　　　　テキスト　とくになし。参考文献はその都度紹介、指定する。

　卒業研究　（通年）
　4年次卒業研究の基礎をつちかうため、視野を広くするとともに、

いて考える。

　　　田　口　和　夫

さまざまな研究の方法につ
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　卒業研究　（通年）　　　　　　　　　　　　　　山ロ雄輔
　卒業研究に要求される主体性・独自性を獲得するために発想法の学習から出発する。関連論文

の探し方、資料の扱い方、カードの操作法など、学ぶべきことは少なくない。ときに演習形式を

とりつつ、3年次では、方法論を具体的に身につけることに目標を置くが、読むべき参考文献の

リストの作成ぐらいは済ませておきたい。願わくは、生涯研究の端緒とならんことを。

　卒業研究（通年）　　　　　南不二男　現代日本語の諸側面一音韻、語彙、文法、待遇表現、方言など一を概説しながら、その研

究上の基本概念をおよび問題点のいくつかについて論じる。

　卒業研究　（通年）
　本格的な卒業論文執筆に入る前提として、以下の研究を行う。

①国語教育に関する各種論文の講読・討論。

②国語教育の領域別指導についての研究。

③国語教育史の概観。

④各種教材研究。

森島久雄・甲斐雄一郎

　卒業研究　（通年）　　　　　　　　　　　　　　　氷田作治
　書写・書道についての研究部門を、大きく専門的部門とその教育部門とに分けられる。専門的

部門には、表現技能・書道史・書論等の分野に分けられる。書写・書道の教育はそれらの総合か

ら論じなければならない。書写・書道の全般的な内容から一方向を定めて研究を進めていく。ど

こまでも文字文化に対する教養を深めるようにしたい。

　　　　テキスト　追って指示する（研究方向に従って）

卒業研究　（通年）　　　　　　　　　　　　　　　松沢信祐
近代文学の文学理論や評論を、原文を中心に読んでみたい。演習発表形式をとりたい。

　　　テキスト　『展望近代の評論』　双文社

　卒業研究　（通年）　　　　　　　　　　　　　　　高崎みどり
　各自が自由に選択したテーマについて、文献リスト作成、資料選定などから始めて、周辺分野

や関連分野への広がり、日本語学の中での位置づけ、など、自らのテーマをより明確に認識して

ゆくことをめざす。深く広い勉強が必要となろう。

　卒業研究　（通年）　　　　　　　　　　　　　　平田澄子
　卒業研究に古典分野を選ぶ者にとって必要な基礎的知識・理解を深めることを前期の目的とし、

講義形式をとる。後期は演習形式でそれぞれの研究テーマに従った発表をしながら古典研究にお

いて現在問題となっているさまざまの疑問に対応していく。

　卒業研究　（通年）　　　　　　　　　　　　　　　加藤　　敏
　中国の漢詩文、日本漢文について、それぞれ自らが興味のあるテーマを選定し、これまでの学

習・研究の総括として創造的な研究を行ない、卒業論文にまとめることをめざす。また、論文を

まとめる際の方法等についても修得する。
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　日本文学講読n　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　田　ロ　和　夫

　『つれづれ草』研究。影印によって『つれづれ草』を読み、その表現を考究することによって、

新しい解釈を考える。

　　　　テキスト　『つれづれ種』上・下『徒然草』吉田幸一・大西善明・三木紀人編

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠間書院講談社（学術文庫）

　　　　参考書　　r徒然草全注釈』上・下安良岡康作　角川書店

　日本文学史n　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　松　沢　信　祐

　日本近代文学史を、文学思潮の流れを軸に、巨視的・体系的・理論的にとらえて行くものであ

る。もちろん、個々の作品を読む必要は多いにあるが、何よりも大きな流れをつかみたい。各グ

ループの発表形式をとってゆく。

　　　　テキスト　r近代日本文学思潮史』長谷川　泉　至文堂

　日本語学講義n　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　南　　　不二男

　現代日本語の文法、とくに文の構造について概説する。とくに、述語の部分の構造と、述語以

外の諸成分との関係の分析に重点をおいて述べる。

　日本文学演習n　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　小　泉　満　子

　日本文学基礎演習、日本文学演習1をふまえて、本演習では近代日本文学の研究方法をめぐる

多彩な方法論を、それぞれの論文や評論に即して検討し学んでいく。

　日本語学演習n　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　高　崎　みどり

　現代語の性格を種々の角度から考えてゆく。演習参加者が全員で一つのテーマを調べ、議論す

るという方法で、今のことばの断面を切りとって見てゆきたい。

　中国文学史　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　加　藤　　　敏

　古代から近代に至る中国文学の流れを概説する。特にその時代やジャンルを代表する作品につ

いては演習形式で読解し、理解を深めたい。テキストは開講後に指示する。

　国語科教育法　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　島　久　雄

　中学校・高等学校国語科教育の理念・内容を考察し、実際の教材研究を通して、理解・表現そ

の他の指導方法を身につける。なお、この講義はこれまでの一般教養・教職・専門を総合するも

のであり、国語科教師としての人間的資質の形成を目指すものである。

　　　　テキスト　『増補現代国語教育序説』森島久雄　教育出版

　書　道　皿　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　氷田作治・阿部綾雄

　漢字および仮名交り文を主とし、生活上の必要な実用書式全般にわたり、なお書道鑑賞書式と

必要な事項について実習を行う。

　　　　テキスト　別途指示する。
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　書　道　IV　　2単位（通年）　　　　　　　　　　　拓植昌汎・磯野浩之・氷田作治

　国語科学習指導要領（小・中学校）書写指導についての概要。

　学年別漢字配当を考慮しながら、常用漢字を中心として楷書および行書について、硬筆、毛筆

の関連を計りながら指導法をあわせて実習を行う。さらにこれらに調和する仮名（片仮名も含む）

についても実習を行い、日常生活における一般書式（実用書式・鑑賞書式）についての概説と実

習も行う。

　　　　テキスト　別途指示する。

　　　　参考書　　『筆順と字形のポイント』氷田光風編書　光村教育図書出版KK

　　　　　　　　　『文字の書き方』藤原　宏・氷田光風　講談社

　日本語教育法1（基礎1）　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　　近　藤　　　功

　日本語の音声、表記、語彙の特質をふまえたうえで、日本語教育は外国語教育であるという観

点に立ち、導入、練習、定着がいかなる方法で行われるのが効果的であるかを考える。

　　　　テキスト　『音声と音声教育』水谷　修・大坪一夫　文化庁（日本語教育指導参考書）

　　　　　　　　　『表記』改訂版富田隆行・眞田和子　国際交流基金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教師用日本語教育ハンドブック）②

　　　　　　　　　r語彙』浅野百合子国際交流基金（教師用日本語教育ハンドブック）⑤

　日本語教育法II（基礎1）　　4単位（通年）　　　　　　　　　　　’遠　藤　織　枝

　外国語としての日本語を教えるための、日本語の文法を、特に助詞・助動詞を中心とした文型

の面からみて、国文法と比較しながら考える。主として、表現意図との関連で、類似の助詞や文

型の異同と区別に関する知識の習得を目的とする。

　　　　テキスト　r教師用日本語教育ハンドブック皿・文法1』　国際交流基金

　　　　参考書　　『日本語教育事典』　大修館書店
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学習院大学
文学部国文学科日本語教育系

国文学科
◎専門教育科目は国文学系と日本語教育系とに分れる。学生は志望に基づき、そ

　れぞれの履修規定に従って、必修単位を履修しなければならない。

◎61年度以前の入学者は、国文学系の履修規定による。

日本語教育系

1　専門教育科目として履修を必要とする授業科目および単位数は次のとおり

である。（合計97単位以上）

a．必修科目および単位数（77単位）

授　業　科　目 単位 履修年次 備　　　　　　　考

国　語　学　概　論 4 2～4

国　語　史概　説 4 2～4
国　　　文　　　法 4 2

国語学講義1 4 1

国文学講義1 4 1

国文学講義II 4 2～4

現代B本語研究1 4 2～4

現代日本語研究II 4 2～4

現代日本語研究III 4 2～4

現代日本語研究IV 4 2～4
対　照　言　語　学 4 2～4
国　語　学　演　習 4 2～4 （近世以前の言語に関するもの）

国　文　学　演　習 4 2～4
言　語　学　概　論 4 2～4 各学科共通科目

基　礎　演　習　1

基　礎　演　習　II 2
2
1
2

｝漢字の書捌を含む

日本語教授法1 4 2～3

日本語教授法II 4 3～4

日本語教授法III 3 4 実習を含む

作　　品　研　　究 6 4

計 77
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　b．選択科目および単位数（5科目20単位以上）

1．次表の3系列にわたり3科目12単位以上選択

授　業　科　目 単位 履修年次 備　　　　　　　考

国文学史概説1
国文学史概説II

国文学史概説m
4
4
4

2～4

2～4

2～4

日　本　史概説

日本史特殊講義

日本政治過程論

日本政治思想史

日本政治外交史
日　本　経済　史

日　本　経　営　史

日　本　経　済　論

4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4

～

～

～

～

～

～

～

～

2
2
2
2
2
2
2
2

｝史学科授業科目

｝法学一

｝…部一

現代B本語研究V
現代日本語研究VI

中国文学講義

社会心理学
特　殊　講　義
　　　（文化人類学）

思想　史講義

美術史講義
比較芸術学講義

比較文化論講義

神　話学講義
文化史特殊講義

民俗学特殊講義

4
4
4
44
4
4
4
4
4
4
4

刀
惜
4
4
4

～

～

～

～

2
ワ
●
2
2

4
4
4
4
4
4
4
4

～

～

～

～

～

～

～

～

2
2
2
2
2
2
2
2

心理学科・法学部授業科目

法学部授業科目

各学科共通科目

｝博物館・関す・特設科目

II　第1年次必修の国語学講義1、国文学講義1、基礎演習1以外の専門教育科

　　目は第2年次からでなければ履修できない。

III　「日本語教授法III」の履修にあたっては、履修する年の4月に行う実習説明

　会に出席した後、所定の手続により実習履修費を納入し、同時にr実習履修

　　申込割を提出しなければならない。
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講義題目および担当者

国語学概論（日本語の研究分野）　　　　　教授田中－章夫

　テキストによって、日本語の音韻・文字・表記・語彙・文法・文体・方言など、

種々の分野の研究を概観する。

　「テキスト〕和田利政・金田弘「国語要説」秀英出版

国語史概説　　　　　　　　　　　　　　教授土井洋＿

古代語から近代語への流れを、特徴的な事象を通じて概説する、

国文法　　　　　　 教授大野　晋
　日本語の古典語の文法の大要を講義し、あわせて現代日本語に通じる日本語の

骨格を解説する。

　｛テキスト：〕日本文法（古典篇）角川書店　大野著

国語学講義IB（国語学の基礎知識）　　　教授土井洋一

　日本語とはどんな言語であるか、また、国語学とはどういう学問であるか、な

どについて解説し、基礎知識の習得を計る。

国語学講義IC（現代日本語の文法）　　　教授田中章夫

現代日本語の文法と表現について、各自のテーマを決めて考察する。

〔テキスト〕未定

現代日本語研究1（日本語音声挙）　　　　講師上野善道

　一般音声学をふまえつつ日本語の音声について講ずる。各地の方言を含む日本

語の音声を聴き取り、発音できるように訓練する。頭の中で理論的に理解するだ

けにとどまらず、実際に運用できる技術をも身につけることを目的とする。独習

はしにくい分野であるので、できるだけ欠かさずに出席することが望ましい。

　〔テキスト〕川上藁『日本語音声概説』（桜楓社）
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現代日本語研究∬（文章論研究）　　　　　講師永野　　賢

　文章の構造を語学的に分析・究明する文法論的文章論につき、理論的・実証的

に解説する。とりわけ、助詞・助動詞が文の骨格の構成にいかに参画するか、ま

た、文が連続して一編の文章が構成される際に助詞・助動詞がいかなる役割を果

たすかについて考察する。このような文章論的観点から、現代口語における助

詞・助動詞の機能（意味・用法）を概観し、現代日本語研究における文法上の新

たな問題点を掘り起こそうとするものである。

　〔テキスト〕永野賢『文章論総説』（朝倉書店）

現代日本語研究皿（日本語の構文）　　　　教授大野　　晋

　日本語の「文」の基本的構造を説明し、そこに見られる型式によって、現代日

本語の新聞、小説その他の文章を分析する。

現代日本語研究IV（日本語の語彙）　　　　教授田中章夫

　日本語の語彙について、その意味的構造・語種的構造・位相的な特徴などを考

察し、さらに、語彙の数量的性格や基本語彙の問題などにも触れる。

　〔テキスト〕プリント配布

現代日本語研究V（文体研究）　　　　　　教授田中章夫

　日本語の文章のスタイルを概観し、文体と接続表現の関係などを中心に考察す

る。

　〔テキスト〕プリント配布

現代日本語研究W（集中）（方言の研究）　　講師徳川宗賢

　日本語の地域差を材料として、どのような研究が行われうるかを、先学の諸業

績を通じて考える。

講義日程：平成元年9月8日（金）

　　　　　　　　　　9日（土）

　　　　　　　　　　11日（月）

　　　　　　　　　　12日（火）

　　　　　　　　　　13日（水）

　　　　　　　　　　14日（木）

　　　　　　　　12月22日（金）

　　　　　　　　　　23日（土）

1～4限

1～2限

1～4限

1～4限

1～4限

1～4限

1～4限

1～2限
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対照言語学（ヨーロッパ語と日本語）　　　　教授下宮忠雄

　対照言語学（COntrastive　linguistlcs）は同系または異系の2言語を比較・対照

して類似点・相違点をきぐり、当該言語の特性を浮き出すことを目的とする。日

本語の特性はヨーロッパの言語と比較することによって、より鮮明に描き出され

基礎演習IA（短篇・1・説読解） 講　師　紅　野　謙　介

　小説をどのように読むか。基本的に読み方は自由だけれども、批評・研究を進

める上では一定のゲームの規則を知る必要がある。その規則を自覚化することを

通して自分たちのそれまでの読み方を支配していた様々な制約や規範が見えてく

るはずだ。とりあえず日本の「小説の神様」と言われた志賀直哉、その批判者で

もあった太宰治の小説を対象とする。参加者は全員、作業と発表が課せられる。

　〔テキスト〕志賀直哉「清兵衛と瓢箪・網走までJ（新潮文庫）

　　　　　　太宰治「晩年J（新潮文庫）

基礎演習IB（森鴎外） 講　師　高　橋　博　史

　鴎外の歴史小説を読む。作品を読み込み、論ずるための基本的な姿勢を体得す

ることを目指す。

　〔テキスト〕授業時に指示する。

基礎演習IC（『三四郎」を読む） 講　師　山　本　芳　明

　夏目漱石の『三四郎』という作品をいろいろな角度から徹底して読みこむこと

によって作品分析の基本を学び文学作品の読みの可能性をさぐっていきたい。

　〔テキスト〕夏目漱石『三四郎』新潮文庫

基礎演習ID 教　授　大　野 晋

　広く文学を読む上でのいろいろな問題、ことばを学ぶ上での手続きなどの初歩

的なことを練習する。また、よい日本語を書くための練習も併せ行いたい。

　〔テキスト〕夏目漱石「こころ」、その他

基礎演習HA 教　授　木　村　正　中

　古写本に習熟することを目的とする。あわせて古典読解の基本的な知識を身に

つけるようにする。

　〔テキスト〕萩谷朴編「影印本・土佐日記』（新典社）
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基礎演習HB 助教授　佐々木 隆

　変体仮名と漢字諸形の習得のために、影印本を読んでいく。また、その途中で

出て来るはずの疑問にいかに対処すべきかということも考える。

　〔テキスト〕高野本『平家物語』〈一〉（笠間書院）

基礎演習皿C 講　師　我　妻　多賀子

　変体平仮名の演習を行う。古文に読み慣れることが、変体仮名習得のためにも、

きわめて大切なことと思われるので、できるだけ多くの教材を取り挙げることに

したい。よってテキストは、解読の手引きとして「字典かな」を用いる外、適宜

コピーする。

　〔テキスト〕「字典かな一出典明記」笠間書院

基礎演習∬D 教授　土　井　洋　一

　写本のプリントを用い、変体仮名の習得を通じて、古典の研究に必要な基礎知

識を養う。

　〔テキスト〕「字典かな」（笠間書院）

日本語教授法1（外国語としての日本語一学習上の問題点）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　師　宮　崎　茂　子

「高くて買いません」これはよくある外国人の誤用例である。一方、「高いから

買いません」「高くて買えません」は文法的におかしいところはない。

　外国人に日本語を効果的に教えるには、彼らの学習上の問題点を知らねばなら

ない。それには日本人がふつうは気付いていない日本語の語法を知る必要がある。

本授業では、日本語の文法初め、音声、表記等をあらためて外側から見直す。

　〔テキスト〕‘Japanese　for　Busy　People”（講談社インターナショナル）

　　　　　　　ただし、指示するまで各自購入しないでください。
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日本語教授法皿（日本語教育の実際） 講　師　宮　崎　茂　子

　日本語教育の現場の諸問題を総括的に、しかし具体的に講義し、演習・見学も

交えて授業をすすめ、次の実習にそなえる。

・　教案、教室内指導法、ドリル、テスト、音声教育、文字教育等日本語教育の

　　実際

・　教科書、教具、視聴覚教材の紹介

・　近年の外国語教授法の紹介

・　多様な学習者に対するコースデザイン

　なお、受講生は、教授法1をすでに、あるいは平行して受講していることが望

ましい。

　〔テキスト〕「日本語教授法」（桜楓社）

　　　　　　　3月下旬出版予定

言語学概論 講師小沢重男
　言語とは、如何なるものなのか。こ＼から講義を説き始め、言語の性質、特徴、

言語と文化、言語と社会等の関係を考察し、合わせて言語の変化、言語の系統に

まで及びたい。言語一般、外国語学習に興味のある学生諸君の聴講をのぞむ。

　〔テキスト〕入門言語学　㍍ム竜謎績　（金星堂）
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松蔭女子学院大学
文学部国文学科日本語教育コース

　日本語教育コースは、必修科目38単位、選択必修科目m群より4単位以上、IV

群より4単位以上、V群より8単位以上、　V1群より・4単位以上、　W群より4単位

以上、棚群より2単位以上、α群より4単位以上、選択科目（各学科共通専門教

育科目を含む）より17単位以上を修得すること。

授業科目一覧表

系列 授　業　科　目 単位
週
時
間 担当者

優先
年次
開講
区分

備 考

国語学講読1丁 2 2 高山　善行 1 通年

国語学講読II丁 2 2 下田美津子 2 〃

必 国語学講読II1
2 2 坂本　　勉 3 〃

国文講読V丁
2 2 喜多川恒男 1 〃

国文講読VI丁
2 2 根来　　司 1 〃

修
現代日本語概論 4 2 坂本　　勉 1 ノ

ノ

国　語　学　概　論 4 2 浅見　　徹 2－4 38単位必修

科 国　　　語　　　史 4 2 辻田　昌三 2－4

言語学演習　1 2 2 坂本　　勉 3－4 前期 2クラス開講

言語学演習II 2 2 坂本　　勉 3－4 後期 2クラス開講

日本語教授法 2 2 下田美津子 2－3 前期

日本語教材論 2 2 下田美津子 2－3 後期

卒　　業　　研　　究 8 2 4 通年

選
川
群

日　本文学史　1

日本文学史　II 4
4
2
2

片岡　利博

上條　彰次

2－4

2－4

通年

ノノ

｝・単位以・

択

必 近　代　文　学　史
4 2 青木稔弥 2－4 通年

中　国　文　学　史 4 2 高橋庸一郎 2－4 〃

修
l
V
日本文化史　1 4 2 2－4 〃 B9年度不開講

4単位以上

科 詳
日本文化史II
日本文化史m 4

4
2
2
阿部　泰郎

2－4

2－4
〃
〃

旭9年度不開講

目 日　本文化史IV
4 2 西岡　陽子 2－4 〃
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系列 授　業　科　目 単位
週
時
間 担当者

優先
年次
開講
区分

備 考

国語学特殊講義1 4 2 清水　　彰 3－4 通年

V 4 2 大鹿　薫久 3－4 〃

8単位以上
群 国語学特殊講義II 4 2 前田　　均 2－3 〃

国語学特殊講義III 4 2 大鹿　薫久 2－3 〃

W
群
国語学第1演習II

4
4
2
2

下田美津子

坂本　　勉 3
3

通年

〃

｝・単位以上

択 Vl1 社会言語学特論1 4 2 前田　武彦 3－4 通年

社会言語学特論II 4 2 3－4 〃 ’89年度不開講 4単位以上
群
比　較　文　明　論 4 2 中田　睦子 3－4 〃

必

珊
対照言語学講読1 2 2 長谷川信子 2－4 通年

修
群
対照言語学講読II

対照言語学講読III 2
2
2
2

2－4

2－4
〃
〃

鴇年度不開講

鴇年度不開舗

2単位以上

科 英　　　会　　　話

2
2
2
2

んE∫ackson

K．A．Watts 2
2

通年

〃

｝綱獅入幽

目 IX
英　　　会　　　話 2 4 1 後期 「オーラルイングリッシュ1」を履修

英　　　作　　　文 2 2 1 通年 ’89年度不開講
4単位以上

中　国　語　会　話 2 2 原田松三郎 2－4 〃

群 ス　ペ　イ　ン　語　（会話を含む）
2 2 ノ

ノ 鴇年度不開講

日本語文法教授法 2 2 下田美津子 2－3 前期

日本語音声教授法 2 2 下田美津子 2－3 後期

日本語教育実習 1 下田美津子
坂本　　勉

3－4 通年

漢文講読　1甲 2 2 大谷　雅夫 1 〃

乙 2 2 大谷　雅夫 1 〃

丙 2 2 上條　彰次
福島　理子

1 〃

国文講読　1丁 2 2 毛利　正守 2 〃

選 国文講読IV丁
2 2 松原　秀江 2 〃

1

漢文講読II丁 2 2 川上　恭司 2 〃 ‘

国文講読II甲
2 2 片岡　利博 3 〃 l

I乙 2 2 清水婦久子 3 〃 1

国文講読II1甲 2 2 青木千代子 3 〃

択 乙 2 2 青木千代子 3 〃

国文学特殊講義1 4 2 浅見　　徹 3－4 〃

国文学特殊講義II 4 2 上條　彰司 3－4 〃

4 2 根来　　司 3－4 〃
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国文学特殊講義Ill 4 2 信太　　周 3－4 〃
科 4 2 寺島　樵一 3－4

ノ
ノ

国文学特殊講義IV 4 2 秋本　鈴史 3－4 〃

4 2 大高　洋司 3－4 〃

国文学特殊講義V 4 2 陳　　舜臣 3－4 〃

4 2 田中　励儀 3－4 〃
目
漢文学特殊講義 4 2 3－4 〃 ’89年度不開諸

書　　　道　　　1 2 2 鳥居　和美 1 〃

2 2 花田　仁人 1 〃

書　　　道　　　II 2 2 鳥居　和美 2－4 〃
17単位以上

書　　　道　　　III 2 2 花田　仁人 2－4 〃
（選択必修科目の余剰単位及び

書　　　道　　　IV 2 2 花田　仁人 2－4 〃 各学科共通専門
教育科目を含む）

書　　　道　　　V 1 2 花田　仁人 3－4 後期

書　　　道　　　史 2 2 鳥居　和美 集中

系列授業科目単位晶 　　　　　優先開講担当者　　　　　年次区分 備 考

選

択

科

目

　
概

現

語

語
語
語
飾
活

術

　
表
　
　
　

服

　
学

章
国
国
国
国
本
生

美
文
文
中
中
中
中
日
食

※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濠
　
※

…学
ぷ

…

　
　
リ

…

文
文

…英

∴

史　4　2　清水　芳子2－4通年

論　4　2　陳　　舜臣　　　〃

法42｛馨釧聾3－・〃

122南部稔　〃2クラス開講
II　2　2　原田松三郎　　　〃　2クラク開講

III　2　2　高橋庸一郎　　　’〃

VI　22南部稔　〃
史　2　2　岩崎　雅美　　後期

史　2　2　高谷とし子　　　前期

史　4　2　社本　時子　　　通年

史　4　2　松平　陽子　　　〃

化　4　2　社本　時子2－4　〃

「中国語1・II」を修得した者

「中国語1・II」を修得した者

’88年度以前入学生用
「英米文化特殊講義1」を履修

論

法

論

n
I
I

代
本
本
語
会
照

現

日
日
国
社
対

峯

　
峯
　
巌
　
※
　
※
　
※

日
本
語
教
育
関
係

4
2
り
白
4
4
2

2
2
り
●
り
倫
2
2

紙谷　栄治　1通年

下田美津子2－3前期

下田美津子2－3後期

前田　　均2－4通年

前田　武彦3－4　〃

長谷川信子2－4〃

（注）1．余剰単位：各系列に示されている最低必要単位数を超えて取得した単位。

　　2．中国語Ill，　IVは，’87年度（昭和62年度）以前入学生の中国語IIに相当する。従って

　　　　この中国語IIの既修得者は，中国語m，　IVを履修できない。

　　3，87年度入学生が「イギ．リス文化」（英米文学科の「英米文化特殊講義1」）を修得

　　　　した場合，「英国文化史」で認定される。

　　4．日本語教授法，日本語教材論は英米文学科の場合は卒業必要単位には入らない。
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授 業 内 容

国語学構読1（丁）　　（通年週2時間　2単位）　　　　　　　高山善行
現代語文法の諸問題

日常、われわれが話したり書いたワしている言葉の使い方のなかから、ふだんは気づかな

い「法則性」を探り出す。参考文献の講読と各自興味あるテーマについての発表。

教科書：プリント使用

参考書：「ケーススタディ日本文法」寺村秀夫・鈴木泰・野田尚史・矢澤真人編（桜楓社）

国語学旗読II（丁）　　　（通年　週2時間　2単位）　　　　　　　　　下　田　美津子

日本語教育概論

日本語教育全般にわたる様々な問題をとりあげ、その問題に関する文献を講読する。問題

は日本語の言語的な側面だけではなく、日本語をとりまく社会的な問題にまで及ぷ予定。

教科書：プリント使用

国語学講読III　　（通年週2時間　2単位）　　　　　　　　　　坂　本　　　勉

現代日本語文法

最近の言語学の成果をふまえた上で、現代日本語の文法に関する諸問題を考察する。各自

　が日本語に対して意識的に考えろ態度を持ち、積極的に講義に参加されることを希望しま

　す。

　教科書：益岡隆志「命題の文法一日本語文法序説一」（くろしお出版）

　　　　久野吋「日本文法研究」（大修館）

国文講読V（丁）　　（通年　週2時間　2単位）　　　　　　　　　　喜多川　恒　夫

メ（iE期の文芸

テキスト「大正∂）文芸」所収の詩・小説・評論各数編を選んで、受講生の予習・発表を中

心として精密な読解をすすめ、かつ大正期文芸の特色をも把握する。

教科書：「大正の文芸」坂上博一一・網野義紘編（双文社出版）

国文旗読Vl（丁）　　　（通年　週2時間　2単位）　　　　　　　　　　根　来　　　司

平安女流日記を講読するが、夢に生き夢を追い続けた作家菅原孝標の娘の更級日記を主に

考究していく。

教科書：菅原孝標娘著「更級日記」〈新潮日本古典集成〉秋山度校注（新潮社）

漢文講読1（甲）（乙）　　（通年週2時間　2単位）

漢文の基礎より始め、多様な漢文作品を多読する。プリント使用。

教科書：西田・福島共著「漢文語法便覧」（中央図書）

大　谷　雅　夫
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漢文講読1（丙）（通年週・時間・単位）　　　罐詩

中国文学と日本の詩人たち

女流を含む、中国及び日本の漢詩人達の作品をとりあげ、日本文学における美意識や文学

観の源泉を探る。

教科書：プリント使用

現代日本語概論　　（通年　週2時間　4単位）　　　　　　　　　　　坂　本　　　勉

言語研究の基礎

言語（コトバ）を研究するために必要とされる基本的な概念・方法論を考察する。言語学

における諸問題を概観することによって、「日本語」をひとつの研究対象として捉える態度

を身につけることを目的とする。

教科書：プリント使用

国語学概論　　　（通年　週2時間　4単位）　　　　　　　　　　　浅　見　　　徹

国語における体系というものを、音韻・文字・文法・語彙の各面より眺め、その本質を、

諸外国語との対比からする特徴づけによって具体化していくよう考えたい。

国　　語　　史　　（通年週2時間　4単位）　　　　　　　　　辻田　昌三

日本語の歴史について、音韻、文法、文字、語彙等、上代よりの基礎的な事項を講義する。

教科書：松村明著「国語史概説」（秀英出版）

日本語教授法　　（前期週2時間　2単位）　　　　　　　　　下田美津子
日本語教育の現状を概説した後、誰を対象に、何を、どう教授するか、それぞれの場合を

実際に則しつつ学習する。また、文法、文字（表記）、音声などの具体的な教授法について

も、VTRなどの視聴覚教材などを利用して講義する。

教科書：プリント使用

日本語教材論　　　（後期　週2時間　2単位）　　　　　　　　　　　　下　田　美津子

前期の日本語教授法に続く講義となる。多様化してきた日本語教育の教材を紹介し、それ

ぞれの特徴と効果を概説する。また、既存の教材を使用する際の留意点、あるいは新たな

教材を作成する際の注意点など、実際に教材を使用するうえでの問題点を指摘する。

教科書：プリント使用

言語学演習1　　（前期　週2時間　2単位）　　　　　　　　　　　坂　本　　　勉

理論言語学

言語のレベルを「音」・「文」・「意味」の三つに分け、それぞれ、「音韻論」・「統語論」・

　「意味論」の諸理論を考察する。

教科書：プリント使用
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言語学演習II（後期週2時間2単位）　　　坂本勉
応用言語学
言語の実態を考察するための手がかりとして、社会言語学（方言学等を含む）、心理言語学

　（言語習得、言語処理など）、文体論などの応用言語学の諸問題をとりあげる。

教科書：プリント使用

国語学特殊講義1　　（通年　週2時間　4単位）　　　　　　　　　　大　鹿　薫　久

文法用語再考

文法を考える上で基本的な用語について、その概念規定と適用の妥当性を丹念に考察して

みる。この作業を通して、文法現象の整理に近づくこと（ある程度の統一的な解釈並びに

説明が可能になること）を目標にしたい。

国語学特殊講義II　　（通年　週2時間　4単位）　　　　　　　　　　前　田　　　均

日本語音声学

自分の日本語の発音の内省、教育上必要な模範的な発音の習得、外国人日本語学習者の発

音上の誤りの把握に役立たせるため、一般音声学・日本語音声学の両方にわたって講義す

る。内容は日本語教育能力検定試験の出題範囲のうち、「音声」の分野に対応させる。前後

期とも試験期間中に試験実施。

教科書：川上藁著「日本語音声概説」（桜楓社）

　　　　文化庁「日本語教育指導参考書1　音声と音声教育」水谷修・大坪一夫編

　　　　　（大蔵省印刷局）

　　　　プリント使用

参考書：城生伯太朗著「改訂音声学」（アポロン音楽工業）

　　　　服部四郎著「音声学」（岩波書店）

国語学特殊鯖義m　　（通年　週2時間　4単位）　　　　　　　　　　大　鹿　薫　久

国語語彙論

日本語の語彙について、さまざまな角度から考えてみる。語彙そのもののさまざまな性質

や構造はもちろん、ことばという現象に対する語彙論的な把握の特質や限界についても考

察する。

教科書：「ケーススタディー　日本語の語彙」森田良行他編（桜楓社）

日本語文法教授法　　　（前期　週2時間　2単位）　　　　　　　　　　　下　田　美津子

日本語教育の現場において、文法や基本文型がどのように教えられているのか、実際の教

科書に則しながら概説する。特に文法教授上の基本的な視点と、それぞれの文法項目の問

題点を明らかにし、学習者のレベル別の具体的な方法について講義する。

教科書：下田・鈴木・長谷川著　⑨o〃6η力ραη¢sε，AKP同志社留学センター（凡人社刊）

　　　　プリント使用
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日本語音声教授法　　（後期　週2時間　2単位）　　　　　　　　　　下　田　美津子

日本語音声学の基本的事項を復習しながら、それを日本語の教育現場でどのように生かし

ていくか、様々な具体例に則しての教授法を考えていく。

教科書：プリント使用

日本語教育実習　　（通年週2時間　1単位）　　　　　　　　　下田美津子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂　本　　　勉

前期は、各自分担して教育実習の模擬クラスをする予定。できればL、L．実習も行いたい。

後期は、授業見学、留学生のチューターなどを教育現場での実習とする予定。

現代日本語概論　　　（通年　週2時間　4単位）　　　　　　　　　　　　紙　谷　栄　治

現代日本語の音韻・文法・語彙・表記・方言の概略をのべるとともに、それぞれの歴史的

な変遷についてもとりあげる。

教科書1紙谷栄治著「国語学資料集」

日本語教授法　　（前期週2時間　2単位）　　　　　　　　　下　田　美津子

日本語教育の現状を概説した後、誰を対象に、何を、どう教授するか、それぞれの場合を

実際に則しっつ学習する。また、文法、文字（表記）、音声などの具体的な教授法について

も、VTRなどの視聴覚教材などを利用して講義する。

B本語教材論　　（後期週2時間　2単位）　　　　　　　　　下田美津子

前期の日本語教授法に続く講義となる。多様化してきた日本語教育の教材を紹介し、それ

ぞれの特徴と効果を概説する。また、既存の教材を使用する際の留意点、あるいは新たな

教材を作成する際の注意点など、実際に教材を使用するうえでの問題点を指摘する。

国語学特殊講義II　　（通年　週2時間　4単位）　　　　　　　　　　前　田　　　均

日本語音声学

自分の日本語の発音の内省、教育上必要な模範的な発音の習得、外国人日本語学習者の発

音上の誤りの把握に役立たせるため、一般音声学・日本語音声学の両方にわたって講義す

る。内容は日本語教育能力検定試験の出題範囲のうち、「音声」の分野に対応させる。前後

期とも試験期間中に試験実施。

教科書：川上藁著「日本語音声概説」（桜楓社）

　　　　文化庁「日本語教育指導参考書1音声と音声教育」水谷修（大蔵省印刷局）

参考書：城生伯太朗著「改訂音声学」（アポロン音楽工業）

　　　　服部四郎著「音声学」〈岩波書店）

社会言語学特論1　　（通年　週2時間　4単位）　　　　　　　　　　前　田　武　彦

コミュニケーション行動研究

例えば、言い訳をする、謝罪する、など、日常生活における言語行動の諸相を分析し、理

解するために、コミュニケーション行動一般に関する理論とモデ’レを概観していく。

教科書：プリント使用
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対照言語学講読1　　（通年　週2時間　2単位）　　　　　　　　　　長谷川　信　子

日英語の文法比較

英語圏向けの日本語教師・学習者用参考書を系統立てて読み、（平易な英文で書かれている）

日英語の類以・相違点、特性等を、各語の統語的全体像や言語の普遍性に触れつつ考えて

ゆきたい。

教科書：Seiichi　Makino・Michio　Tsutsui．、4α泌o泌りq／8ク5‘τμρoηθsθGm功微れ

　　　　（Japan　Times）
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昭和女子大学
文学部日本文学科日本語教育

授　　業　　科　　日
中心可能　蹴；i鶉環91胴勺容

騰i灘糞

異文化間コミュニケーション概説1 山田 ② ② 1 ◎

異文化間コミュニケーション概説H 山田 ② ② 1 ◎
　1・

一

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

異文化問コミュニケーション演習 山田 ① ① ① ① 2 ◎

i 対　照　言　語　研　究　A 高見沢 ① ① ① ① 3 ◎

対　照　言　語　研　究　B 伊藤㈱ ① ① ① ① 4 ◎

日本語教育言語分析法研究 伊藤㈱ ① ① ① ① 2 ◎

日本語文法論〔対照研究） 山田 ① ① ① ① 2 ◎
　日
　本
，橿
日　本語表現法研究　1 伊藤㈱ ① ① ① ① 2 ◎

日　本語表現法研究　II 山田 ① ① ① ① 3 ◎

日　本　語　教　育　概　説　1 山田 ② ② 1 ◎

日　本　語　教　育　概　説　II 山田 ② ② 1 ◎

旧　本　言吾　」旨　導　法　概　説　　1 西川㈲ ② ② 2 ◎

日　本　き吾　↑旨　導　法　概　説　　II 西川㈲ ② ② 2 ◎

☆

☆

☆　（本年度後期のみ開講）

☆（本年度後期のみ開講｝

　（本年度後期のみ開講）

☆

☆

☆　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　i☆　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　↓☆（本年度後期のみ開講）

☆

☆（本年度後期のみ開講｝

☆（本年度後期のみ開講）

☆

☆

☆

☆※

本

　
　
　
語
　
　
　
教
　
　
　
育

外国語・第二言語教育概説 伊藤㈲ ② ② ② ② 3 ◎

日本語†旨導法　I　A（音声） 高見沢 ① ① ① ① 2 ◎

日本語指導法lB（書写） 戸田㈱ ① ① ① ① 1 ◎

外
国
語
．
第
二
言
語
教
育

日本語指導法IC（文法） 戸田㈹ ① ① 2 ◎

日本語8旨導法IIA（全話・聴鯖｛） 伊藤⑭ ① ① ① ① 3 ◎

日本語指導法IIB（作文・読解） 伊藤㈱ ① ① ① ① 3 ◎

日本語教育教材・教具論 戸田㈹ ① ① 2 ◎

外国語・第二言語習得過程論 西川㈲ ① ① ① ① 4 ◎－
　
1 日本語教育コースデザイン論 西川㈲ ① ① 4 ◎

1
｛
l
l
l
i

日　本　語　教　育　評　価　法 西川㈲ ① ① 4 ◎

日本語教育指導法演習 西川㈲ ① ① 4 ◎

注1．☆：a本語教育の基礎科目であるので履修することが望ましい。

　2．※：教育実習を含む。関係科目の履修後受講することが望ましい。

　3．この他にも，基礎通論の「言語学」・「表現学」，国語学の諸科目，国語国文学演習IIA国語学演習（調査研究法），

　国語国文学科のr日本語学IB（文字論）」などを関係科目として履修することが望ましい。
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講　義　概　要

［唾コ異文化間コミユニケーシヨン概説1　　　［画コ対照言語研究B　　　　　講師伊藤　博文
　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授山田　　泉　外国人とのコミュニケーションにおいては，発生する

　我が国がおかれた状況を考えると，今後市民レベルで問題は単に文法的音声的なものだけではない。実際の言

の「国際化」がますます進展し，恒常化していくと思わ語行動運用を，コミュニケーションの観点から日本と欧

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　米とを比較し，検討したい。
　異文化間の対人接触で，相手の文化を理解し自分の文E＝1．言語行動運用　2非言語行動　3．発話意図　4．中間

化を正しく伝えていく方途を探り，併せて日本語教育の言語　5・コミュニケーション　6・文化的背景

あり方を考える。

鳳鷲㌍蕊：二；：ヨ：・題［縣語二欝鷲欝恕1彙凱竺
　　7．異文化相互理解擦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，母国語としての見方と外国語としての見方の差異を

㊥異文化間…ニケーシ 遵跳泉鞘；麟慧三者に役立つ鰍教轍し

蹄醐・・的・，学習者がも・て・・価値観・行碧本三品籔。；釈誓順晋。㌻鷺晶

動様式・社会システムに対する認識と日本社会・日本人

のそれとの差異を餓する能力を養成することと計る・
［1092］躰語文繍（珊研究）

文化の差異をもった者同士のコミュニケーションにおけ

る問題を探り，併せて指導法について考える。

【i：：】Lインクーカルチュラル・コミュニケーション　2．文

化差と個人差　3．ノンバーバール・コミュニケーション

4．異文化（不）適応　5．カルチャー・ショック　6．異文化相

互理解　7，日本語・日本事情教育

［亘］異文化間コミュニケーション演習

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授　Llj田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉5補語

現在，我が国が直凧てい紗↓文化擁上の問題磯導

訓＝鷲二纂㌻織：蒜1㌶匝］・本語表現法研究1…酬・文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここでは，通論として，日本語の様々な表現法を概観

ススタディ（調査・分析・考察まで行う）を行い報告書し，表現形の運用と，特定の場面・文脈における表現形

にまとめる。

　〔課題図書がある。〕

【：：】L文化の差異　2．日本人　3．日本社会　4．日本文化

5．母文化・異文化　6．在日外国人　7．中国帰国者　8．自己表

現　9．異文化適応　旧．異文化共存　U．第三の文化

　　　　　　　　　　　　　　　　　助教授山田　　泉

　前期は日本語の文構造を述部と補語の関係でとらえ，

特に日本語の動詞の問題についてその幾つかを考える。

　後期は外国人の文レベルでの誤用を例に文法指導上の

問題点を考える。前・後期とも主に中国語・英語とEl本

語を対照し進める。

1…：コ1．日本語口語文法　2．構文論　3．文構造　4．述語（部）

　　　　6．格　7．動詞　8．助詞　9．誤用（分析）　10．文法指

の機能について考察する。

【コL表現法2．表現の運用3．灘見の機能4・表現意図
5．場面　6．文脈　7．社会言語　8．文字化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［亘コ日本語表現法研究II　　助教授山田　　泉

［1089］対照言語研究A　　　　　講師高見沢　孟　日本語にょるコミュニケーション活動中に現れた言語

　外国人に対する効果的な日本語教育を行うためには，素材を「表現Jとすると、ある表現の送り手と受け手の

その学習者の母語と日本語の対照研究は必須である。本間には，その表現に対してある共通認識がある。ここで

講義では日米両語の比較を通して日本語の特質を探り，は，それをルール化し，談話及び機能という観点から分

あわせて，英語国民に対する日本語教育において発生す析し，n本語指導上考慮すべき点を考える。

る諸問題を検討する。プリントと参考図書。　　　　　【i：コL文法と表現法　2．表現形　3場面（シチュエーショ

【：コ1．日本語の特質　2．日本語学習の困難点　3．母語の干　ン）　4・文脈（コンテキスト）　5談話（分析）　6・椴能（分

渉　4．音声　5．日本語らしさ　6．語順　7．基本文型　8．テン析）　7・言語表現　8・非言語コミュニケーション要素　9・送

スとアスペクト　9．主語　10．助詞　ll．動詞の種類　12．待遇　り手と受け手　10・文化情報　lL日本語教育

表現
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［亜］日本語教育概説1　　　助教授山田　　泉匝コ日本語指導法IA（音声）講師高見沢孟
　国の内外でn本語を学ぶ人々が激増しており、手日本　　日本語の音声的特徴を一通り紹介した上で，それらが

語教師の供給が逼迫していると言われる。しかし日本語外国人に対する日本語教育ではどのように扱われ、いか

教師に求められる資質・能力は高く，逆に職業としてのなる指導が行なわれているかを解説する。オーディオテ

日本語教育現場は働きやすいよう整備されているとは言一プやVTRによって教室活動の実例を示し，音声指導や

えない。日本言再教育とは何か、現状を概観する。　　　会話指導の方法論と技法を検討する。

E：コL日本語教育　2．学習者と教師　3．国内における日本　【：コL発音　2．聴き取り　3．音声　4．母音と子音　5．音素

語教育　4．海外における日本語教育　5．日本語教育能力検定　6．音節　7．リズム　8．アクセント　9．イントネーション

試験　6，日本語教育と関連領域　　　　　　　　　　　　　10、通じる日本語　日．学習困難な音　12．コミュニケーション

E唾コ日本語教育概説II　　　助教授山田　　泉［〕口日本語指導法IB（書写）講師戸出　佐和

　日本語教師に求められる資質・能力にはどんなものが　　4種の文字（平仮名、片仮名，漢字，ローマ字）を使

あるか，また，それらを養成するにはどうしたらよいかう日本語の表記について各々がどのような機能をもち，

を考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特徴があるかを整理する。その上で外国人に対する書写

　さらに，多様な日本語教育に対応するため教師として指導法を考えてみたい。

どうあったらよいかを考える。　　　　　　　　　　　　　【：：】1．日本語表記の特徴　2．文字の機能　3．音声と表記

【：：：】1．日本語教師　2．日本語の構造　3．日本語の運用　　　4・仮名遣い’送り仮名　5・和語’漢語　6・仮名指導法　7・漢

4．日本事情　5，言語学　6，教授法　7，異文化間コミュニケー　字指導法

ション　8．学習目的と指導法

［画コ躰語指導法概説1　・・西戊・1籟亜躰語指導法1・（文法）…戸田佐和
　放送大学のVTR等を通じて，日本語教育の実際に馴染　　日本語教育における文法指導は国語教育のそれと同じ

むことを目標とする。その中から，日本語教師になるたでいいのだろうか。授業では身近な言語事実からきまり

めに今後，何を学んでいかなければならないかを各自にを見い出す作業を通して外国人に対する文法指導を考え

自覚していってもらいたい。課題図書有り。　　　　　る。

Cコ・・一・デザイン2．学辞の・一ズ3．キ刀級の指導【】L鉢文型2・品言司3・主語◆主題4活用5・テ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6、ヴォイス4，文型　5．授業計画　6．言語項目の分析　7．中・上級の指導　ス’アスペクト

8．プロジェクトワーク　9．日本語教育の多様性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［亘亜コ日本語指導法IIA（会話・聴解）

匝］日本語指導法概説II　　　講師西川　寿美　　　　　　　　　　　　　　　　　講師伊藤　博文

　いくつかの代表的教授法について，その裏にある言語　　音声・文法の具体的な知識を前提として，教室活動の

学，学習心理の理論的背景および，教材，教授の実際を　実例を紹介し，分析する。さらに、その考えられる問題

概観する。それを通じて、外国語学習，教授のさまざま

な側面を認識してもらいたい。テキスト使用。

【：：：I　LAudlo・Lingual　Appro∂ch　2．The　Natural　Approach

3，Total　Physrcal　Response　　4・Cognltive　ApProach　　5・Silent

way　5．C。mp・ehensi・n　ApP・。ach　7・H・manistic　ApP・・ach　8・

Suggestopedia

［1099］外国語・第二言語教育概説講師伊藤　博文

　現在に至るまで言語の様々な教授法が提唱されてきた

が，各々の背景，長所，短所または問題点，その教授法

に必要な条件．教材等を考察する。また・学習者心理の

観点から．効果的な授業をするために教師として心得て

おくべきことも考えたい。

Cコ1，直接法2・A・di・“・g・・1　ApP・。ach　3・G・amm…

Translation　Method　4．CLL　5．Communicative　ApProach

6．S目ent　Way　7．Natural　ApProach　8・Sagest　Pedia　9・TPR

lO．学習者中心のカリキュラム

点、考慮すべき点を考える。

【：：L言語行動　2．非言語行動　3，音声　4．発音　5．聞き

取り　6．場面　7，自然な日本語

匝］日本語指導法IIB（作文・読解）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　伊藤　博文

　書写・文法の具体的な知識を前提に，実際に使われて

いる教材を分析し，望ましい指導内容，効果的な方法を

検討する。

【：：　L教科書　2．原稿用紙　3．誤用分析　4．表記　5．フイ

ー
ド・バック　6．読解指導　7．作文指導
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匝コ日本語教育教材・教具論　講師戸田　佐和

　外国語教授法のいろいろ／教育目標／初級及び中級の

教授内容／教科書概観／対象別による教科書比較／補助

教材の使い方／教具／視聴覚教材の利用

【：コL外国語教授法　2．教育目標　3．教授内容　4．教科書

概観　5．教科書比較　6．補助教材　7．教具　8．視聴覚教材

匝外国語・第二言語習得過程論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　揖師　西川　寿美

　主に第二言語としての英語の習得過程を扱った研究を

紹介し，第二言語習得研究の現状，アプローチの仕方と，

第二言語習得に関わるいくつかの内的要因，外的要因を

概観する。

【：：I　l．The　Acculturation　Model　2．Accornmodatiorl　Theory

3．Discourse　Theory　4．The　Monitor　Model　5．The　Variable

Competence　Model　6．The　Universal卜lypothesis　7．Language

Environment　8．Personality　9．Age　lO．Contrastiue　Analysis

ll．Error　Analysis

匝日本語教育コースデザイン論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　西川　 寿美

　学習者のニーズを反映したコースデザインのあり方と

その具体的手順を考察した後，日本語教育で採用されて

いるいくつかのシラバスを紹介・分析し，その理念を考

えたい。テキスト使用。

【ニコ1．コースデザイン　2，ニーズアナリシス　3．アプティ

チュード　4．レディネス　5．シラバス　6．カリキュラム

7．フィードバック

匝コ日本語教育評価法　　　　講師西川　寿美

　教育的評価のあり方と，その種類・手順について考察

する。ハンドアウト使用。

C：】1．コースデザイン　2．テスト　3．信頼性　4．妥当性

5．フィードバック　6．コンサルティング　7．記録　8．授業分

析9．統計的処理

〔亜コ日本語教育指導法演習　　講師　西川　寿美

　日本語教育現場の授業見学，実際の授業を想定した指

導案の立案，模擬授業の実施等，実践体験を通して，日

本語教育の実務内容を理解する。関係基礎科目の履修i麦，

受講することカ「望ましい。

【：コ1．授業見学　2，授業計画　3．指導案　4．導入　5．練習

6，教材作成　7．テスト　8．フィードバック　9．コースデザイ

ン　10．授業分析
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聖心女子大学
文学部日本語教員課程

日本語教員課程必修科目

日本語の構造

に関する科目

日本人の言語

生活等に関す

る科目

日本事情に関

する科目

言語学に関す

る科目

日本語教授法

に関する科目

外　国　　語

合　　計

単位数

18

4

4

8

10

8

52

日本語学概論
（国語学概論）

日本語学演習
（国語学演習）

日本語の文法

日本語学特講
（国語学特講）

文章表現法
（国語表現法）

日本語史概説
（国語史概説）

日本文化論

その他

言語学概論

対照言語学

日本語教授法1

日本語教授法1

日本語教育実習

3　年　次

4　年　次

各単位数

4

2

4
4
4

4

4

4
4

4
4
う
白

4
4
52

備 考

複数の指定科目

中から1科目選

択

外国語外国文学

科内の同種科目

を選択すること

も可

2週間

どの外国語でも

よいが、級別又は

種別について未

履修のもの

1象学年

2・3

2～4

3
4

・

～

2
∩
乙

2・3

2～4

2～4

4
4

～

～

り

乙
今
乙

う
倫
3
4

3
4

　（）内は旧名称。既修の学生については、（）内の科目でよい。

　現在のところ、社会的に共通化じた免許制度は行われていないので、課程修了者

には、大学卒業を前提として、本学において修了認定証が与えられる。
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標準カリキュラム

単位数 2年次 3年次 4年次

日本語学概論 4 ◎

日本語学演習 2 ○

日本語の文法 4 ◎

日本語学特講 4 ○

文　章　表　現　法 4 ◎

日本語史概説 4 ○

日本文化論その他 4 ○

言　語　学　概　論 4 ○

対　照　言　語　学 4 ○

日本語教授法1 4 ◎

同　　　皿 4 ◎

日本語教育実習 2 ○

外国語3年次
4 ○

同　　4年次 4 ○

◎は、日本語教育実習を行う前に必ず履修すべき科目を示す。
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1．日本語学概論

iZ・日嬬史概説

la日本語の文法

1生文章表現法

5．文章表現法

　　　担当者
＾『’T－ 「一一’

　陣田雪子

i山［コ

雪子1

週時対象学年

la3 　1⑮

佳紀・1・ト・

間宮 ⇒4 3つ】

㊧　国語国文

学専攻生以外

の場合は、国

語科教員免許

状取得希望者

および日本語

教員課程登録

者に限る

1．音韻・文字・文法・語彙の各分野にわたって日本語の姿を見ていくことにより、
　日本語研究の基礎をつくる。

Z　上代から現代に至る日本語の変遷を通観して、基礎的な事実を知るとともに、

言語史を動かす要因は何かを考える。

　母語として無意識に使っている日本語を改めてながめなおし、
に把握、分析できるようになることを目標とする。

牛．日本語の言語表現は、いかにあるべきか。文章による表現を中心として、理論

を考え、実践をはかる。国語科教員免許状取得希望者および日本語教員課程登録
者を主な対象とする。

5、使用語彙を豊かにし、日本語を自在に運用出来るようになるための訓練を様々
な形で行なう。実際に色々な文章を書いてもらい、「書く」ことを通して、「考
える」ことを深めたい。国語科教員免許状取得希望者および日本語教員課程登録

者を主な対象とする。
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系列 授　　業　　科　　目 担当者 単位 週時 対象学年 備　考

1．日本語学特講　1 山ロ　明穂 4 2 2，3．4

（古典語研究）

2．日本語学特講　H 佐久間勝彦 4 2 2，3．4 国語国文学専
（現代語研究） 攻生以外の場

合は、日本語
教員課程登録

日 者に限る

3．日本語学演習　1 山口　佳紀 2 2 2，3．4 同上

（大和物語）

4日本語学演習　H 沖森　卓也 2 2 2．3．4 同上

本

＆日本語学演習　皿 古田　　啓 2 2 2，3．4 同上

（日本語文法の諸問題）

も日本語学演習　W 清水　康行 2 2 2，3．4 同上

鑑
（近代日本語の記述的分析）

ロロ

7．日本語学演習　V 山田　　進 2 2 2，3．4 同上

8．研究法演習　W 山口　佳紀 2 2 4

勺．研究法演習　珊 阪田　雪子 2 2 4

学

1●研究法演習　IX 山田　　進

　　　　　i　　　　　｛　　　　　1 2
　
i

　2

1
「
1
…

4
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義

古典語の特徴と、現代語へ移り来る過程とを考え、日本語をとらえる。

2．外国人日本語学習者の音声資料や日本語教材（教科書）を材料1ζ、日本語の音

声表現について考える。余裕があれば、発声・発音など音声表現の実技面の練習
　も行いたい。

　「大和物語」は、　「伊勢物語」と並ぶ歌物語の代表的作品であるが、その割に

言語面の研究が進んでいない。本年度は、これを取り上げて、平安時代語の諸問
題について考える。

4．　『万葉集」を通して、7・8世紀ごろの日本語について考察する。どの巻を取
　り上げるかは、受講者と相談の上決定する。

ハとガなど、現代日本語文法の諸問題1ζついて考える。先行研究のうのみでは

なく、自覚的に日本語を分析する態度が身につけば幸いである。

テキスト 藁‖秀黍ま饗編rケースス・デ・日本蜘（桜楓社）

6．若松賎子訳r小公子」　（1890－92発表、1897単行本刊行）の読解・分析を申心

に、近代日本文章語の諸問題にっいて考えていく。

　生成文法にもとつく文の分析方法を検討する。発表者・参加者ともに相当量の
文献を読むことが要求される。

日本語史の研究方法について考え、卒業論文の作成に役立てる。

日本語学（現代語）の研究方法について考え、卒業論文の作成に役立てる。

ω，言語学（現代日本語・対照言語学）の研究方法について考え、卒業論文の作成
に役立てる。
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系列 授　　業　　科　　目 担当者 単位 週時 対象学年 備　考

1．言語学概論 山田　　進 4 2 2．3

Z．対照言語学 山田　　進 4 2 3．4

3．日本語教授法　1 阪田　雪子 4 2 2 日本語教員課

そ 麟耀窪） 程登録者に限
る

4．日本語教授法　H 佐久間勝彦 4 2 3 日本語教授法
（外国語教授理論と日本語教育の実際） 1を履修済み

の者に限る

ら．日本語教育実習 阪田　雪子i
2 2 4 所定の5科目

を履修済みの

！ 者に限る※

の

　　　　　　　　　　　　i

6，中国文学史
…顯重彦 14

　1

2
　
1

12，3．4
㊧　隔年講義

7．中国文学講読 黒須　重彦 4 2
12a、

⑮

8．書道　A 柳下　昭夫 4 2 2，3．4 ㊨国語国文学

専攻生以外の

場合は、国語

科教員免許状
取得希望者に

他 限る

9書道　B 椥下　昭夫 4 2 2，3．4 ⑮　同上

lc．日本文化論

　　　　　　　　　　　　「

山崎　渾子 4 2 2，3．4

　　　　　　　　　1
※「日本語教育実習」

　　　　　1
を行う者は、

1

3年次までに「日本語学概論」
「日本語の文法」 「文章表現法」 「日本語教授法 1」 「同n」を履修
しておかなければならない。
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　言語を研究するときに必要となる基本的な事項および考え方を習得することを
めざす。原則として毎回課題を与え、レポート提出を求める。

Z，対照研究の諸分野を概観した上で、シンタクスを中心に対照分析の方法を検討
する。自宅学習として相当量の文献（主として英文）を読むことが要求される。

　何をどのように教えるのか、国語教育とのちがいは何かを理解することを目的
とするが、特に、入門期を中心に教育内容・各種の教授法などからその問題点を
考える。

4　代表的な外国語教授理論を確認することから始め、日本語教育における、主と
　して「話しことば」の教育内容・教授法・教材などから、その問題点について考
える。

　実際に授業を行う際の具体的な作業にっいて考える。（5月中に模擬授業を行う。）

適宜、日本語教育機関の授業参観を行う。

b、中国文学の特質を考えっつ、その文学の概略史を辿る。特に日本文学との比較
を考慮していく。

　中国唐代伝奇小説を読む。杜子春・道服記等を読み、伝奇小説の中国文学史上
における位置と役割を考え、同時にわが国にどのように受容されたかをも考える。

　小学校、中学校の国語科書写の領域と高等学校芸術科書道の学習内容について
概略を説明し、楷書及び行書と、それらに調和したかなを取り上げ、書写指導の

基礎基本を実技を中心に実習する。その際、指導法をも加味して取り扱い、教員

としての指導力をも身につけるように配慮する。

9、書道Aに同じ。

lC．日本史を通して、異文化に接した日本人の体験を中心に、文化的触発、人間観、

世界観の変化について考えてみる。
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梅花女子大学
文学部日本語教員養成コース

日本語教員養成コース修了証明書取得のための課程

1．証明書の発行

　本コースは文部省施行予定の「日本語教員能力検定試験」の合格をめざすもので、

コース修了者には本学学長名での「日本語教員養成コース修了証明書」の授与を行
う
。

2．修了証明書授与の条件

　ω　本学を卒業して学士の称号を有すること。

　②　次の表に示す最低単位（42単位）を修得した者であること。

科　　　　　目 単位 履修年次 備　　　考

現代日本語学概論 4 1
1

日　　本　　語　　史 4 1・21

日　本　語　学　　1 4 3・4 （注）1

日　本　語　学　　2 2 3・4 （注）2

2 言　・語　　生　　活 2 2 （1期）

3 日　本　の　生　活 2 ．2 （1期）

社　会　言　語　学 4 2 （注）3
4

対　照　言　語　学
‘1 2 （注）3

日本語教育法（評価） 4 3

日本語教材・教具論 2 4
5

日　本　語　教　育　史 4 4

実　　　　　　　　習 2 4

6 オーラルイングリッシュ 2 2 （注）4

教　　育　　原　　理 4 2
7

教　育　心　理　学 2 2・3 （1期）

（注）U｝日本語学1は、国語学特講（日本語学1）を受講する。従って日本文学科

　　　　学生は専門科目の特講として、他学科の学生は共通専門選択科目として、

　　　　卒業に必要な単位とすることができる。
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②　日本語学2は、国語学演習（日本語学2）を受講する。従って日本文学科学

　　生は専門科目の演習として、卒業に必要な単位とすることができる。

｛3｝「社会言語学」「対照言語学」は隔年開講で、選択必修とする（その年度に開

　　講されている方を履修すればよい）。また、この単位は共通専門選択科目（言

　　語学概論）として、卒業に必要な単位とすることができる。

（4｝日本文学科・児童文学科の学生は本コースのために設けられたものを履修

　　し、英米文学科の学生は当該学科において履修したオーラルイングリッシュ

　　の単位をもってこれにふりかえることができる。

※　このほかに、「国語学特講（国語表現法）」・「英語学概論」・「書道1」を履修

　　しておくことがのぞましい。

日本語教員養成コースに関する専門科目

授業科目 単位 週時間数 年次 担当者 備　　考

現代日本語学概論 4 2 1 紙　谷

日　　本　　語　　史 4 2 1・2 米　川

日　本　語　学　　1 4 2 3・4 ※

日　本　語　学　2 2 2 3・4 ※

言　　語　　生　　活 2 2（1期） 2 渋谷

日　本　の　生　活 2 2（1期） 2 渋谷

㎜
後期

必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

日本語教育法（評価） 4 2 3 ※

日本語教材・教具論 2 2 4 ※

日　本語教育　史 4 2 4 ※

実　　　　　　　　習 2 2 4 ※

オーラルイングリッシュ 2 2 2 Swan

教　　育　　原　　理 4 2 2 幅西｛働

教　育　心　理　学 2 2（1期） 2・3 佐久間

教育専門科目と

共通

社　会　言　語　学 4 2 2 渋谷選
択
必
修 対　照　言　語　学 4

2 2 本年度
間講せず

隔年交互に開講

一科目必修

※は、62年度入学生が当該年次となる年度に順次開講する。
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鹿児島女子大学
文学部日本語教員養成副専攻課程

日本語教員養成副専攻課程科目表

単 履修 必 選

授　業　科　目 位 備　　　　　　　　　　考
数 方法 修 択

日本語学概説 4 講義 4 国語学概説で読み替える。

日本語の音声 2 〃 2

日本語の語いと意味 2 〃 2 国語学演習1又は英語学概論で読み
替える。

日本語の文法 2 〃 2

日本語の表現 2 〃 2 文章表現法で読み替える。

日　本　　事　　情 2
〃 2

一言　語　学　概　論 2
〃 2

対　照　言　語　学 2
〃 2 英文法概論でも読み替えられる。

日本語教育概論 2 〃 2

日本語教授法1 4 講義
演習

4

〃　　　1 4 〃 4

日本語教育実習 1 実習 1

比　較　文　化　論 2 講義 2

視聴覚教育　1 2 〃 2

教育心理学特講兀 2 〃 4
2比較教育概論 2 〃
2

小　　　　　計 37 33
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授　業　科　目 区分 単位 開講期
必選
の別
授業者 講　　義　　内　　容

履修基
準年次

備　　　考

B本語学概説 講義 4 通年 必 糸　井 201「国語学概説」で読み替える。 自　由

日本語の音声 講義 2 前期 必 瀬戸ロ 　203「日本語の音声」で読み替
える。前期から受講のζと。

自　由

日本語の語彙と

意味
講義 2 前期 必

瀬戸ロ

小　城

205「国語学演習1」又は309
「英語学概論」で続み替える。

自　由

日本語の文法 講義 2 前期 必 糸　井
　202「日本語の文法」で読み替
える。

自　由

日本梧の表現 講義 前期

後期

必 瀬戸ロ
　204「文章表現法」で読み替え
る。前期から受講のこと。

自　由

日　本　事　情 講義

2
L
一
甲
．
一
’
2

必

四　本

服　部
θ｝佐山

　林

　日本語の学習者を指導するために

必要な日本の歴史・地理・法律・文
芸について概説する。

自　由

言語学概論 講義 2
集中

講義
必 徳　川 自　由

元年度休講

隔年講義

対照言語学 講義 2 後期 必 新　内’

．

　日本語と英語，日本語と中国語の
対照研究。

23．4
年

312「英文法概，

論」でも続み替
えられる。

日本語教育概論 講義 2
前期

後期

必 新　内
　日本認を母語としない人々に対す
る日本語教育について概説する。

自　由 前期・後期講義
内容同じ

日本語教授法1
講義

演習
4 通年 必 3，4年 元年度休講
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授　業　科　目 区分 単位 開講期
必選
の別
授藁者 講　　義　　内　　容

履修基

準年次 備　　　考

躰語撒皿
講義

演習
4 通年 必 3，4年 元年度休講

日本語教育実習 実習 1 通年 必 3，4年 元年度休講

比較文化論 講義 2
前期

後期

選必 新　内 104「’比較文化論」を参照 自　由 前期・後期講義噛

内容同じ

視聴覚教育1 講義 2 後期 選必 園　屋 414「視聴覚教育1」を参照 2　年

教育心理学特講

　　　　　n
講義 2 後期 選必 水　元 449「教育心理学特講n」を参照 自　由

比較教育概論 講義 2 後期 選必 二見 508「比較教育概論」を参照 自　由
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岐阜女子大学
文学部日本語教員養成コース

日本語教員養成コースに関する専門科目

学科目・授業科目
単位 礪1‖

日
…
日
…
日

埠位必修1、
願1に募次1目

本　語　学　1④141
云’”“語◆’”享’…’”

開　講　単　位

1年2年13年14年
前i後1前i後1前i後前i後

　本　語　学
百…㌃る一享「研…

　　　　　　い　　　　　　　　　2i2｜

灘｝耳1三ll［】ll癖

日
…
言
…
言
…
対
…
日

本　語　　史②1 2 3
一羅活調 i 3
．s．・．・．．．．◆　　　　・　　　－．　　　　　　　．　　　　　　　　　　◆・・　　　　　　　　　　　　　　　●

語学概論②1 2 2
・●

颪言語学②「 2 3

　　　　．本語　学　史②1 2 3
．

るロ　ら

1．　2又は2

斗÷
日本事情蚕論はは1 3ー

㌫三…三一隻…禦L ±L
．　‘

．豊2L＿五＿竺＿璽工巴L＿竺」＿
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「国語学概論」及び「国語
表現学」と内容が同じ。
「困搭学講軽1（音声）」　と
内容が「司じ●
「国語学ニ工磯五（文法）」の
前期と内容が同じ。
「国語学民襲1（文字表記）」
と内容が同じ。

註
㌣
蜷

「
l
l
一
　
　
「
ー
ー
1
ー
ー
」

　
…

・
…
…
：

　
…　
…
2

二
2
…

90●’●”一●●●◆●念一

●●●

…
．

■■゜

°
り
6

”

㌻
1

i4－1

2ilやエる　エロコ
2i

弔
ー
｛
ー

：：i舞1：：lll！ヒ　馴

教　育　原’理1④
．‥．．〔●・一●一．．・一一…　．．一．・．．・．．．．．．．」．⑪“．

教　育　心　理1④
‡H一暢1－一

拒2…
．
…
、

　
，
，
～
．
．
◆
．
呼
．
．

2
一
　
…

ー
⊥
丁
゜

　
一
　
　
一

，
，
，
，
〔
．
…
．
吟

　
一
　
　
一

ヱ
…

1
［
1
ー
°

99
°”
　一一 一

　
　
一
2

　
…
は

…
，
．
…
又

　
‥
2

　
㎝
ウ
●
一

…
」
…
沖
＝

　
↑
2
”

　
一
1
－
ー
ム
ー
ー
1
，

2
↑
2

　
一

り
‘
“

　
　

り
6
　
1

　
　
　
　
　
　
　　一

仁

I
I
」
f
I
l
・

．・・．．◆．●．

l
l
I
↑
l
l
°

22
・・

2
一
2
・

　左記科目国文・英文の
専門科目と内容が同じ．

◎5科目中．1科目以上
2単位以上退択必修

教職専門科目と内容が同じ。

教職専門科目と内容が同じ。

中　国　語　演　習［21 12い311 匡1i

注　1．○印の単位は，国文・英文及び教職専門科目の単位と同じである。
　　2．日本悟教員養成専門科冒は．卒業に必要な単位に算入できない。
　　3．外国語（英搭・フランス語・申国梧等）の十分な掌力が必要とされる。
　　4．コース履修者は．上記の科目を1年次～4年次までの間に適宜履修すること。
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　　日本語

日本語学　1　　　　　　単位前2・後2

　　文学部国文学科「国語学概論」と内容が同じ

日本語学　ll　　　　　　　　単位　半期2

　　文学部国文学科「国語学各論」と内容が同じ

日本語学　111　　　　　　　　単位　前2

　　文学部国文学科「国語学講義1」と内容が同じ

日本語学IV　　　　　　単位前2

　　文学部国文学科「国語学講義V」と内容が同じ

日搬 ，　　単位前2
　　文学部国文学科「国語学講義ロ」と内容が同じ。

言語生活論　　　　　　　　　単位　後2

　　文学部国文学科「国語学講義IV」と内容が同じ

言語学概論　　　　　　　　　単位　半期2

　　文学部馴相「語学」と内容綱じ，

対照言語学　　　　　　　　　　単位　半期2

　　文学部英文学科専門科目と内容が同じ

日本語学史　　　　　　　単位前2

　文学部国文学科「国語学講義皿」と内容が同じ

教員養成に関する専門科目

幸芳谷住

雄政松高

男久田長

一正
瀬高

幸芳谷住

幸芳谷住

一正
瀬高

子知真我曽

一正
瀬高
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日本事情概論 3・4年　単位前1 藤川　正数

　日本のこと、あるいは日本的なことを概観する。国際的な視野に立って日本の地理・

歴史’・文化等の特殊性と世界的な普遍性とを理解して、日本梧学習に役立てようという

のがさし当たりの目標である。

　　1．日本の地理

　　2．日本の歴史

　　3．日本の文化

　　4．日本の風土

　　5．文化と言語

〔教科書〕

プリント使用

〔指定図書〕

黄遵憲のく日本国志〉　　　　藤川正数著　　　桜美林大学国際文化研究所発行

日本文化史 単位　前2・後2 杉山　博文

文学部国文学科専門科目と内容が同じ

単位前2・後2 増田　澄子

文学部国文学科専門科目と内容が同じ

国文学史　i 単位　前2・後29

文学部国文学科専門科目と内容が同じ

国文学史　ll 単位　前2・後2 根岸　正純

文学部国文学科専門科目と内容が同じ

社会思想史 単位　半期2 鈴木　洋昭

文学部専門科目と内容が同じ

日本語教育法 2・3年 単位　前2・後2 吉村侑久代

　　（前期）　日本語教育と国語教育の違い、B本人なら誰でも日本語教師になれるのか

　　　　　等を導入に、これから日本語教師になろうとする人々のための具体的な指導

　　　　　法、教師の心構え、さらに日本語教育の歴史・外国語教授法の概要にふれる。

　　r後期）　前期で学んだ指導法を実際に教室内で模擬クラスを作って教授法を具現化

　　　　　する。

〔教科書）

前期　日本梧教授法　　　　　石田敏子著　　　　　　大修館書店

後期　にほんこのきそ1（本冊かんじかなまじり版）　　財団法人海外技術者研修協会

　　　にほんごのきそ1　教師用指導書　　　　　　　　財団法人海外技術者研修協会
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日本語教材教具論 3・4年　1単位分（集中） 小林　以久

　日本語教育のための教材・敏具にっいて概観する。

　また、中国語を母国梧とする日本語学習者を対象とした教材・教具や、日本語教育に

ついても触れる予定である。

〔教科書〕

プリントを用意する。

日本語教材教具論　　　3・4年　1単位分（集中）　吉村侑久代

　　日本語教育における教材・撃具の種類と、学習者に応じた教材教具の使い方を考察す

　る。

〔教科書〕

　B本経教授法　　　　　　　石田敏子著　　　　　　　大修館書店

〔参考書〕

　日本語教科書ガイド　　　　国際交流基金編　　　　　北星堂書店

中国語演習 3年 単位前1・後1　大野小次郎・木田弥三旺

　1、2年次に学習した程度の語い・文体を使った会話・作文などを更に練習しながら、

「申国語語法」のまとめを行ない、日中両国語の特徴・異同に注目したい。

　後期には手紙・論文・新間などを読み、や、程度の高い「購読・作文」の演習を予定

している。

　前後期を通じて「劇映画・記録映画」のビデオ観賞、申国人留学生・研修生との交流

を通じて’なま’の中国語に接し、併せて国際感覚を養いましょう。

〔教科書〕

簡明中文課本　　　　　　　　山下輝彦著　　　　　　　白水社

〔参考書〕

中国語入門Q＆A101　　　相原　茂他著　　　　　大修館書店

日本語実習 4年 単位1

夏期　実施予定

教育原理 単位　前2・後2 高橋　正司

教職専門科目と内容が同じ

教育心理学 単位　前2・後2 内田　照彦

教職専門科目と内容が同じ
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　　　　　筑紫女学園大学
文学部日本語・日本文学科日本語教員養成副専攻課程

（日本語教員養成副専攻課程の修了）

　　日本語・日本文学科，英語学科において日本語教員養成副専攻課程修了

証書を受けるためには，別表第三に定めるところにより，所定の単位を修得し

なければならない。

日本語教員養成副専攻のための教育内容

本学で開講する

科目

単
位
数

最低
修得
単位
数

備　考

日本語学概論 4

日本語文法論 4
日本語の構造に

関する科目 日本語音韻論 4 10

日本語学演習1（占代） 4

日本語学演習ll（近世） 4

日　本　語　史 2日本人の言語生活

等に関する科目 日本語表現演習 4
2

日　本　事　情 日　本　事　情 2 1

言語学概論 4

本学で開

講する科

目，単位
は別表第一による

英語学科
の「現代
日本文法」

は「日本
語文法論」

と読み替

える

英語学科
の「日本
語表元i膿」

は「日本

語表現演

習」と読

み替える

言　語　学　的
知　識　能　力 対照言語学

4 4

方言学概論 4

日本語教育法1
憤材論・教具謝

4

日本語の教授に

関する科目
日本語教育法II
（教授法・評価法）

4
9

日本語教育実習 2

英語表現法 4

英　　会　　話 4外国語・外国事
情等に関する科
目

フランス語又は
ドイツ語
又は中国語
（外国語科目）

4

4
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日本語表現演習　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋　田　義　昭

　いくつかの古典文学を資料として，国語・国文学的研究法によりアクセント，

表現の特色，俗語，歌詞などについての検証を行い，表現についての理解を深め

る一助としたい。

日本語学概論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋　田　義　昭

　言語と民族，人種と言語という観点から国語（日本語）を定義付け，言語事実

の本質をソシュールの言語理論に求め，詳細な批判を加える。さらに，言語の共

時的（横）研究と通時的研究（縦）について講義を進め，国語（日本語）そのも

のを具体的に概観したい。

対照言語学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村　良　廣

　言語学・応用言語学の基本的概念の理解をめざすとともに，対照言語学の方法

論を学びその技術を習得することを目的とする。特に音声・意味・構造の面に焦

点をあて，日本語と英語の比較・分析をおこなう。さらに，言語と異文化間コミュ

ニケーションとのかかわりについても観察する。授業は講義・ディスカッション

を中心に進めレポートの提出も予定している。

日本語学演習1（古代）　　　　　　　　　　　　　　　小　野　　　望

　上代・中古・中世の時代の中から，日本語学に関するテーマを自由に選び演習

する。いずれの題材においても，現代に至る日本語の流れの中に占める位置につ

いて，常に念頭に置きながら考察を進める。

日本語教育法1（教材論・教具論）　　　　　　　　　　　井　手　恒　雄

　まず総論として，日本語・日本文学の教育における教材論・教具論の意義とそ

の重要性とについて考え，次に応用編として外国人に対して普通に日本人の自然

美に対する態度の特殊性と言われている課題について語るときに必要な教材・教

具を揃え，そのうえでこの課題に対する解答を得たい。教科書：「新古今和歌集」

（岩波文庫）。参考書：松田修「古今・新古今和歌集の花」同「源氏物語の花」（国

際情報社）。
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東泉家政学院大学
　　　人文学部日本文化学科

日本文化学科専門教育科目

必修選択単位数 履　修　年　次
授業科目 単位数

必修 選択 1 2 3 4
備　　　　考

一日本文化論1
－一

2 2 ○

1
肺
対
ヒ
謝
1
’

2 2 寸・

1鉢の桧と教育1
2 2 ○

H本の杜会
と教育II

2 2 ○
A

H本思悪史1 2
24一 ○日

　
　
　
　
　
本

H本思想史II 2 ｝2 ○

1日幡教 2 工 ○

2 ○

h
体
社
会
史
文
1
后
…
・
「
轟
＝
・

2
三
2

一2 （）

42 ○

’怜欝元 2 2
一

○

民
俗
文
化
ト

2 2 ○

「

己古学
2 2 ○

i紺学蹴 1 1 ○

遮欝 2 2 ○

1東洋の生活
1と文化ll

2 2 ○
1

西洋のきk活

と文化1
2 2 ○

’

西洋の生活
と文化ll

2 2 ○

西洋の生活
と文化川

2 2 ○

比

　
　
較
　
　
文
　
　
化

東洋文化史 2 2 ○

文｛ヒ交流史論 2 2 ○

近代の生活
と　文　化

2 2 ○

比較文化論 2 2 ○

国際理解教育 2 2 Q
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必修・選択単位数 履　修　年　次

授業日目 単位数

必修 選択 1 2 3 4

備　　　　考’

文章表現法 2 2 （⊃

日本語概論 2 2 ○

日本語の歴史 2 2 ○

日本語研究1 2 2 ○

日
　
　
　
本
　
　
　
語

日本語研究ll 2 2 ○

日本語音声学 2 2 O
日本語教育法 2 2 ○

日本語学演習 2 2
○

書　道　史 2 2 ○

il日致学史 2
．」一」L

2 i「一．
1．

01…
．．

日本芸能史 2 2 ○

江戸の文学 2 2 ○

東京の文学 2 2 ○

日本文学
特殊講義1

2 2 ○

日本文学
特殊講義II

2 2 ○

日本文学
特殊講義lll

2 2 1 O

日本文学研究1 2 2 ○

日
　
　
　
本
　
　
　
文
　
　
　
学

昨文学研究ll 2 2 ○

漢文学講読 2 2 ○

漢文学研究 2 2 ○

古代文学
演習1散文

1 1 ○

古代文学演習II韻文
1 1 ○

中世文学演習 1 1 ○

近世文学演習　　1 1 斗
近代文学　　　　　　】

．「．＾一一「噛．．．r．、

　1

←

　　lc）演習1散文
r　　　－一一一近代文学演習ll韻文

一一一一一．一一

　1 1
「”－－

1’…

　　1

一｝

ゴ

一一一1一

「・・嚇1‘一奄・一一

一 186一



侯業’特目 単位数
必修・選択単位数 履　修　年　次

必修　　選択 1 2 3 4
備　　　　巧’

｜1韻演習1音声

一＿＿1五助緒1順｝し

　2

－一一
　2

L三L－－1　2　　i （
⊃
A
一
｝
≡

一 丁← i
l十

　　l　l

＿

1
…
一
L
　
　
　
　
　
　
l
川
　
　
｝

・1＿岬
　2

、－

　2

］
’

1｝一一’．

†
・
　
　
一 「一｝

乍　　一一一一A一

　　葺適演習1借書文　1実桟を含ω

　　　　　　　　2

－　ヰー ○

．一一A　．

化離賠 2
T
　　　2 ○

， 、

演髄浪習田仮名
　　　戌技を含ω

2 2 O
習　　髄演習鴫合

　　　　　を含む，

　．

2

，

2
隠．．、作

4

、寸　　　」 （
⊃
　
’
・
つ

授業科目概要

　　　　文章表現法　　講義　2単位　　　　 福井貞助
　　　文章の形態および修辞について講述する。

　　　　文章表現法　　講義　 2単位　　　　 細窪　　孝

　　　日記や手紙，記録，報告や説明，さらには創作など，すぐれた文章や作品

　　に学ぷことを前提としながら，表現上の一定のきまりや慣習を理解し，話し

　　手の思想・感情の伝達が的確に行われるようにしたい。このことは，これか

　　らのレポートや論文作成のヒでぜひ習得しておかなければならないことてあ

　　る。

　　　　文章表現法　　講義　2単位　　　　 石崎公子
　　　本諭は受講者の文章表現力を養うことをE服とする。そのために，すぐれ

　　た文章を味読し，実際に手紙文，意見文，エッセイなどを書いてもらう、ま

　　た今後のために，レポートや論文作成に当り知っておくぺき知識や方法を学

　　ぷことも重視する。

　　　日本語概論　　講義　2単位　　　　　渡辺富美雄
　　　日本語を構成している音韻及び語彙，語法等について，歴史的な変遷に基

　　づいて，組織的，系統的に考察をするとともに，現在の各地域に行われてい

　　　る地域共通語の現状について具体的に研究を進め，日本」吾の特質を解明する。
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　日本語の歴史　講義　2単位　　　 渡辺富美雄
　上代，中占，中世，近世等の時代区分に従って，文献資料を中心に，日本

語の特質を明らかにしながら，変遷過程について通時論的な考察を加え，現

代の文法体系について解明する。

　日本語研究1　　演習　　2単位　　　　　　　熊倉　千　之

　平安時代の語法を中心に，日本語の本質を音韻とその意味，助詞・助動詞

の用法，物語の文体などを分析することによ一，て検討する。日本語が情意的

な和歌・物語文学を生み，日記・随筆といったジャンルを形成する基底とな

るのは，話し手の視点であり，ものの見方であることを論究する。

　日本語研究n　　演　習　　2単位　　’　　　　渡　辺　富美雄

　日本語における音韻及び語彙，語法等について，研究課題を中心に．調査

研究等に基づゼて実証的に研究を進め，問題点を明らかにする。

　日本語音声学　　 講義　　2単位　　　　　　　渡辺富美雄

　日本語における各地域の音声現象，すなわら，アクセント及びイントネー

／ヨンや言葉の抑揚等の特徴について，実証的に研究を進めるとともに，日

本語の音声，音韻等の体系的な特質を明らかにする。

　日本語教育法　　 講義　　2単位　　　　　　　熊　倉　千之

　外国人に日本語を教える際に，特に／｝：意を要する日本語の本質に関わる言者

相，例えば日本人の時間空間意識和語の意味や統語法などにみられる日本

人の考え方を考察し，学習者の母国詰，学習日的などの条件にみあ一，た教授

法を考える。又，教科書の撰択，視聴覚教材，教場での教え方の技術などに

ついて検討する。

　日本語学演習　　　演　習　　2単位　　　　　　　　渡　辺　富美雄

　日本語学の文献資料に基づいて，資料のもつ課題を分析的に解明し，その

特質を実証的に研究をする。

　書　道　史　講義　2単位　　　 鈴木和昭
　中国・日本の書の歴史を通して各ll寺代を背影に生きた著名な書作家の古筆

を理解鑑賞する。「書の真の美とは何か、をも併せて追求する。

　　専門教育日目の構成ヒ履修単イ、ン数ノれ・履修トの注意dし項

　　日本文化学科及び工芸文化学科何れの学科とも各専門教育科目を履修す

る以前に「学部共通専門教育科目」を履修しておくこと。

　　日本文化学科は、学部共通専門教育科目のうち必修科目6単位、専門教

育科目の必修科目40単位及び学部共通専門教育科目、専門教育科目の選択科

目から26単位の外、卒業研究・制作4単位を含め計76単位
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　　　　　　　　二松學舎大学
　　　　　　　　文学部日本語教員養成課程

日本語教員養成課程カリキュラム

分野 科　　　　目　　　　名
必修
単位
選択
単位
配当
学年 備　　　　考

日本語学①（概論、語彙・意味を含む） 4 2

日本語学②（音声） 2 2前

日本語学③（文体及び文法） 2 2後
日
　
本
　
語
　
学

日本語学⑨（文字及び表記） 2 3前

日本語学史 2 3後

日　本語史 2 4前

小　　　　　　計 14

※言語学概論 4 3

対照言語学①（英語）

対照言語学②（中国語）

対照言語学③（韓国語）
2
2
2

3
3
3

2単位選択必修

言

　
　
　
語
　
　
　
学

韓国語④
韓国語⑧ 2

2
1
2

「対照言語学③」
受講者必修

比較言語学 4 4

小　　　　　　計 6

日本事情概論 2 3

日文

　化

本学

※国文学概論 4 3

小　　　　　　計 6

日本語教授法
4 2

日本語教育教材教具論 2 3前

日本語教育評価法 2 4後
自
本
語
教
育

日本語教育実習 2 輔｛｝

日　本語　教　育史 2 3

小　　　　　　計 10 2

教
　
職

※教育原理
※教育心理学（青年心理学代替不可） 4

4

】
2
4単位選択必修

小　　　　　　言十 4

単　　　位　　　合　　　計 40

※印は関連科目・専門科目・教職科目と共通
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1．本課程の修得単位は、教職課程と同様卒英に必要な単位数に算入し

　ない。

2．　日本語教員としての資格に必要な単位数は16科目、40単位以上

　を修得すること（ただし教職課程履修者は】4科目、32単位）

3，本謀程の履修は2年次からとし、履修者は登録された者に限定する。

　登録は2年次に行う。

4．　3年次の「対照言語学③（韓国語）」をとる者は、「韓国語④・⑧」

　を必修とする。

　本課程は学年進行で65年度にすべてが完成する。本課程の修了者に

は、本学が発行する「日本語教員養成課程修了証」（仮称）を授与する。

これは日本語教員として必要な単位を修得した者即ちその教員資格あり

と本学が認定するものである。教職課程でのような「教員免許状」は設

けられていないが、別に「日本語教員能力検定試験」（財団法入日本国

際教育協会主催）がある。この試験は教員になるための必須条件ではな

いが、合格圏にはいるレペルは最低限必要である。

　「日本語教育実習」について

L　日本語教育実習は、4年次生を対象に実施する。

2．　日本語教育実習は、必修科目26単位、選択必修科目6単位（対照

　言語学①～③から1科目2単位、教職科目のうち1科目4単位）を修

　得済みの者でなければ実習を許可しない。

　一般的注意事項

　必修科目のうち「言語学概論」、「国文学概論」、選択必修科目のう

ち「教育原理」または「教育心理学」を修得済みの者は、履修する必要

はない。
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◇　日本語教員養成課程

必 選 学 ク 教

授業科目 担当者
ラ
ス
教　授概　要　（補　説） テ　キ　ス　ト　名

科

書

修 択 年 数 凡

日本語教育の娯要を解説したあと，王 「ケースス’ディ日本語
として日本語の頗彙について痕習する。 の語其」

日本語学① 林　鎌太郎 4 2 2 森田・村木・稲澤　繍 19・1

桜楓社

、 日本語の音声および音韻Kついて．そ r発音」（数師用日本語

日本語学②

（前期）
林　謙太郎 2 2 1

の基本的事項を学ぶ。随時，外国人が
犯しゃすい発音の誤りにも触れていく。

教育ハンドブック⑥）
今田滋子
凡人社

195

日本語救授の観点より，日本語音声の 「発音」（教師用日本語
特依について述べる。 教育ハンドブ・ク⑥）

渡過了好 2 2 1 今田滋子 195
凡人社

助詞・助動詞を中心として，日本語教 「文法　1」　鈴木　忍

日本語学③

（後期）
林　謙太郎 2 2 1

育のための文法を学ぶo 凡人社
「文θ…　山阪田官子・倉持保男

196

197
凡人社

日本頗救授の観点より，日本語の文法 「文法」1，ロ　（教師
（主に動詞・助動洞・助詞）及び文体 片｛日本言吾教育ハン　ト’ブツ

渡邉了好 2 2 1 の特徴κついて述べる。 ク③◎） 198
国戯交流基金

かなづかい・送りがな・漢字の用口…等 「文字・表記の救動

日本語学①

（前期）
林　謀太郎 2 3 1

κついての実際的知識を季ぷ。 （日本甜致育指導疹考」｝

“）
国立国語研究所

199

日本語教提の鋭点より，日本語の表記 「文字・表記の教育」

法κついて検討する。 （日本語教育指導参考轡

渡邉了好 2 3 1 14） 199
国立国語研究所

日本語と外国語との接触κよって生み

日本語学史

（後期）
林　謙太郎 2 3 1

出された日本語研究の歴史をたどる。

日本語．日本文化が他の言語，他の文 授業時κ指示する。
化と接触する過提で生寸れた日本語研

渡邉了好 2 3 1 究の莱繊を債酎する。

日本語史
（前期）

2 4 2年度開講
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必 選 学 ク 教

授業科目 担当者
ラ
ス 教授概　要　（補　説） テ　キ　ス　ト　名

科

書

修 択 年 数 叱

　≡9L

対照言語学
まず，対照菖語学とは何かということを，

比較言語学・歴史言語学との関係をとか
授楽時に指示。

① 野上　　明 ② 3 2 して考え，次κ，日本語及び錨の体系
（前期） と迷用を対照する。更1（，そ才レ’どれの盲

語行動・言語生活の対照も行う。

対照言語学
日中両1玉踏を音韻・甜法・甜鍍の面か
ら比較しつつそれぞれの特倣をつかむ。

② 野村邦近 ② 3 1

（集中）

対照言語学
日韓両語の構造を対照し，韓国語を母
語とする学習者の日本語学習上の諸問

授菓時K指示する。

③ 渡邉了好 ② 3 1 題を分析する。
（後期）

鱒1迅措人門。発音の訓ぱより韓国語K 授某時に指示。
工るコミュニケーシgンへ。

韓国語㊨
渡邉了好 2 1 2

韓国曲κよるコミ⇒ニケーションの訓 授菜時に指示する。
2 1 練を行う。

韓国語⑱ 渡邉了好 2 対照言語学受講のための準備を行う。
3
1
中

．

2年度開閉

比較言語学 4 4

日本事情 ．、

海外KおWる目本の芸能の父仇史を明
らかκしたい。

能κみる日本の芸術
（開粥の蕨K指示）

概　　　論 松田　　存 2 3 1

（集中）

教科世やビデオ教材等を使って，現場 「日本語教育の方法」

日　本　語

教　授　法
林　謙太郎 4 2 1

ですぐK便える救授法をめざす。 山中　望
大繕館轡店 2Ul

各種ビデオを通して実際の授藁を超介 「日本語教甫の方法」

しつつ日本語教授上の緬問題を倹討す 田中　望

渡邉了好 4 2 1 る。国外で日本語を教授するとさの問 大修館世店 2u2
題点κもふれる。

日本語教育 ＼

日本語教育に利用される教材・救具を
作成し，演習する。

教材教具論 林　謙太郎 2 3 1

（前期）

日本語学習に利用する教材・教具を英 授英時K指示する。
際κ企画・作製して演習を行う。

渡邉了好 2 3 1

■、
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必 選 学 ク 教

授業科目 担当者
ラ
メ 教授概要　（補覗） テ　キ　ス　ト名

科
書

修 択 年 数 施

2年度開講

・，

日本語教育
評　価　法 2 4

（後期）

2年度開閉
日　本　語

教育実習 2 4

（前期）

日　本　語
日本語及び日本語教育の歴史的な把握’と理解Kつとめ，日本語教育の問題点

教　育　史 武田　祈 2 3 2 を明らかにする。

（前期）

「関迷科目」参照
平成元年度科目名：言語学

言語学概論 松村一登’ 4 3

〆　　　　　　　　　　　　　　，

山崎正之
「文学部共通専門科目」参照

国文学概論 青山忠一 4 3 3

松本寧至

「教職謀程」参照

教育原理 中村重康 ④ 1 2

「教職謀程」参照

教育心理学 中村重康 ④ 2 2

※　　平成元年度のみ「韓国語⑬」は沼南佼舎通年開講のほか千代田佼舎で夏期集中授莱も開講。
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梅光女学院大学
文学部日本語教員養成副専攻課程

学　部 学　　　科 授　業　　科　　目
必　修
単位数

選　択

単位数
備　　考

文学部 日本文学科 日本語教員養成副専攻 最低修得

英米文学科
課程に関する科目 単位数

英米語学科
日本語の構造に関する
科目

日　本　語概　説 4

日本語学演習 2

10
日　本　　文　　法 4

日本語学講義1 4

日本人の言語生活等に

関する科目

　　日　本　語　史

　　日本語表現法
日本事情に関する科目

　　日　本　事　情

　　近　代　文学　史

　　日　本　文化史

言語的知識・能力に

関する科目

　　言　語学概論

　　社会言語学
　　対　照言語学
　　英　語　学概　論

日本語の知識・能力に

関する科目

　　日本語教育法1

　　日本語教育法n

　　日本語教育法皿

　　日本語教育法IV

　　日本語教育法演習

4
4

4

iト

4
4
刀
％
刀
9

り

乙
2
り
白
2
2

4

10

学　　則

　　第9条 日本語教員養成副専攻課程修了証を受けるためには、本学の定

める日本語教員養成副専攻課程に関する科目および単位を取得

しなければならない。
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日本語教員養成副専攻課程に関する科目内容

単 位
但　　当　　者 履習学年 履習方法 講　義　内　容　　　（概　略　）授業科目

必 選 選必

日本語概悦 4 岡　野　信　子 1 通　　年

週2時間 を概説する。基礎的な知識を得させると

ともに、日本商のよき使用者、考察者た

らんとする自覚を育てたい。

日本語学 2 岡　野　信　子 口 逓　　年 現代語を対象として、前期は表現法、

演　　　習 週2時問 後期は語彙を中心に演習を進める。教室

内の演習とともにフィールドワークをお

こなわせて、ことばの蒐集法、考察法、

整理法を体得させ、開拓させたい6

日本文法 4 岡　野　信　子 紅 通　　年 日常の書きことば、話しζとばの中に

週2時問 通っている法則性が発見できるようにな

ることを目標に授業をおこなう。後期に

は、古典語法と近代語法との比較にまで

授業を進めたい。

日本語学 4 7

小　野　　　望 w 通　　年 従来の日本語研究史上重要な業績をと

講　義　｜ 週2時間 りあげ、日本語研究の対象、方法にっい

　　　　　　　　　　　　　．て考察する。

日本語史 4 小　野　　　望 　　皿 通　　年 現代日本語の具体的事象をもとに、そ
F’

週2時間 こからさかのぼって現代に至るまでの推

移を見る。言語の内部要因のみならず、

文化史・社会史的要因との相関をも考え

てみたい。

日　本　語 4 占　部　良　彦 1 通　　年 日本文学、外国語・外国文学を問わず、

表　現　法 遍2時間 その研究に日本語による文章表現力の習

得・錬磨は必須の課題である。この観点

の下に、作文実作指導とその添削を中心

に指導を進め、筆力の向上に努める。文

章を書く喜びを伝えるのが、一番の狙い

である。

近代文学史 2 鶴　谷　恵　三 1 前　　期 明治・大正に焦点を据え、近代文学の

㌧ 週2時間 流れを概観する。節目となる作品をその
人

都度講読して行く予定で、副続本の使用

’

ている
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単 位
担　　当　　者 履習学年 履習方法 講　義　内　容　　　（　概　略　）授業科目

必 選 選必
・・

一

A「「一
日本文化史 4 木　下　尚　子 皿 通　　年 奈良時代～平安時代を中心に、生活復

週2時間 元を行う。当時の庶民、貴族の日常生活

の様子、海外の文物の流入と受容、人々

の意識の表現、土地の開発、災害などに

ついて、具体的資料を示しながら講義を

行う。歴史的事実・歴史像のっくられ方

を理解してほしい。

言語学概論 4 高　路　善　章 皿 通　　年 音韻論、形態論、統語論、意味論に関

週2時間 する基本的な理論を学習し、言語学とは

どのような学問であるかを考えてみたい。

余裕があれば言語修得論や社会言語学に

ついても触れたい。

英語学概論 4 松　崎　　　透 皿 通　　年 教科書、河井「英梧学リーダー」によ

週2時間 り捕義を行うので、中、大辞典を活用す

，

ること。

日　本　語 2 田　尻　英　三 口 前　　期 日本語教育の基礎的な事項、特に外国

教育法　1 週2時間 人に教える時に問題となる音声・音韻・

文字の問題について説明する。

日　本　語 2 田　尻　英　三 口 後　　期 日本語教育の基礎的な事項、特に外国

教育法ll 週2時間 人に教える時に問題となる文法・表現の

問題にっいて説明する。
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　　ネ畠岡大学
人文学部日本語教員養成課程

福岡大学日本語教員養成課程に関する規程

第1条　本学の日本語教員養成課程（以下「課程」という。）の履修に関し

　ては、学則に定めるもののほか、この規程による。

第2条　この課程を履修できる者は、人文学部の学生に限るものとする。

第3条　人文学部の学生は、所定の手続を経て、別表に定める授業科目を履
　修することができる。

第4条　この課程を履修し、別表の履修要件による必要な単位（34単位以
　上）を修得した者には、本学所定の認定証を授与する。

第5条　この課程を履修する者は、所定の期間内に、別に定める受講料を納

　入しなければならない。ただし、この課程の授業科目が当該学科に開講し

　ている授業科目と同一である場合、その授業科目の受講料を免除する。

第6条　この課程の授業科目の履修により修得した単位は、当該学科の卒業

　に必要な単位数に算入しない。ただし、その授業科目が当該学科に開講し

　ている授業科目と同一である場合は、卒業に必要な単位数に算入する。

第7条　この規程の実施に関し必要な事項は、別に定める。

　　　附　則

　この規程は、昭和64年4月1日から施行し、昭和63年度以降の
人文学部の入学生に適用する。
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日本搭教員に必要

な知識・能力

本学における

　授某科目

単

位

配当

年次 要件

必要

単位

授藁科目を設置して

いる学部・学科

日本語学概論 4 2 必修日本悟の構造に関　　　　　　　、

する体系的具体的

な知訟 日本塔学特ほ【 4 3－4

　　　：、、、　　、　、、

12単｛f

　以　上

日本悟8本文学特
英三吾学科

独」5学科

仏15学科

日本繕学特ほロ 4 3－4 日本悟日本文学科

日本悟学特ほ匝 4 3－4

2科目
以上

選　択

日本塔学特扉w 4 3－4

8本人の言搭生活
等に関する知識・

能力

日本梧史 4 2 必修 4単位

日刺58本文学科
芙悟学科　　　　．

独15学科
仏塘学判

日本事情に関する

知識 日本文学顧論 4 1
人文学部の各学科
（歴史学科を徐く）

日本文学史 4 1 日本1吾日本文学科

日本思想史 4 3－4

1科目

以上

選　択

4単位

以　上 歴史学科

日本悟日本文学科

日本文化史 4 3－4 人文学部の各学科

言梧的知識・能力

言1吾学概論 4 2
人文学部の各学科
（歴史学科を除く）

英繕学擾論 4 12 英語学科

独語学概論 4 3
1科目

以上

選　択

4単位

以　上

独塔学科

仏搭学概論 4 3 仏悟学科　　　・

比校言悟学研究 4 3－4 日本悟日本文学科

日本搭の教授に関

する知識・能力

日本搭教育法1 2 2 必修

日本悟教育注∬ 2 2 必修

日本悟教育法皿 2 3 必修
10単位 日本語日本文学科

日本悟教授法演習 4 4 必修

計 19科目（70単位）　　　　　　　δs
34単位
以　上
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1．専門教育科目一覧表

盛岡大学
文学部日本文学科

毎週授業時数
区
分
授　業　科　目

単
位
数 1年 2年 3年 4年 備　　　　考

必 選 前 後 前 後 前 後 前 後

日　本　語　概　論 4 2 2

日本文法概論 4 2 2

日　本　語　　史 4 2 2 「日本語教員」必修

日本語学特殊講義 4 2 2

日本語表現法 4 2 2

日本語学演習 2 2 2

日本文芸講読1 ④ 2 2

日本文芸講’読∬ ④ 2 2

｜8単位以上選択必修

日本文芸講読皿 ④ 2 2

日本文芸講読IV ④ 2 2

専
　
　
門
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

日本文芸演習1 ② 2 2

日本文芸演習∬ ② 2 2

日本文芸演習皿 ② 2 2

｜4単位以上選択必修

」
日本文芸演習IV ② 2 2
東
北
郷
土
文
学
研
究
I
l

② 2

東北郷土文学研究H ② 2

，文学遺跡調査 ② 2 2

4単位以上選択必修

」
漢　文　学　講　読 ④ 2 2

中　国　文　学　史 ④ 2 2

、
4
単
位
以
上
選
択
必
修
り

i言　語　学　概　論 4 2 2 「日本語教員」必修

日英比較表現論 4 2 2
．

「日本語教員」必修

日本語研究外書講読 2 2 「日本語教員」必修
三　本　事　情一一一＿

2 2 　　　　　　T－←「日本語教員」必修　　　　　　・一

卒業論文・卒業試験 6 、

一
　　　1
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2．教職に関する専門教育科目一覧表

毎週授業時数
区
　
分
授　業　科　目

単
位
数 1年 2年 3年 4年 備　　　　考

必 選 前 後 前 後 前 後 前 後

国語科教育法 4 2 2

書道科教育法 4 2 2

日本語教授法 2 2 「日本語教員」必修

教　　育　　原　　理 4 2 2

教　育　心　理　学 4 2 2

教

職

に

関

す
る
専
門
教
育
科
目

青年　心　理　学 4 2 2

日　本　教　育　史 2 2

西　洋　教　育　史 2 2

道徳教育の研究 2 2

教　育　　実　習 2 2

計 30 6 4 10 6 4

【履修方法】

（1）必修科目　　　　　　　　44単位

｛2）選択必修科目　　　　　　20単位

　①日本文芸講読1～IVから

　②　日本文芸演習1～Wから

　③　東北郷土文学研究1～H及び文学遺跡調査から

　④　漢文学講読、中国文学史から

｛3）選択科目　　　　　　　　12単位以上

8単位以上

4単位以上

4単位以上

4単位以上
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l N O 〒

授
業
科
唱
．
と
履
修
方
法

の 　 　 別

必 修 選 択

必 修

1
手 目 選 択 必 修 科 目

科 目 番 号

文
日
10
1

文
B1
02

文
日
20
1

文
日
20
2

文
日
30
1

文
日
30
3

文
B3
05

文
日
30
7

文
日
30
8

文
日
40
1

文
日
40
2

文
日
40
3

文
言
22
1

文
言
22
2

文
菖
23
2

文
言
33
4

文
言
33
6

授
業
　
科
　
目

日
本
語
学
概
説
」

日
本
語
学
概
説
n

日
本
語
学
概
説
m

日
本
語
学
概
説
IV

B本
語
学
特
舗

日
　
本
　
．
語
　
史

日
　
本
’
事
　
情

日
本
語
教
材
研
究
1

日
本
語
教
材
研
究
n

日
本
語
教
授
法
1

日
本
語
教
授
法
H

日
本
語
教
育
演
習

言
語
学
概
説
1

苔
語
学
概
説
n

音
　
　
声
　
　
学 学 学

語 語
言 言
会 用

社 応

単 位 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 12 2 2 ワ ● ワ 一

週 時 間

（
2－
0）

（
2－
0）

（
2－
0）

（
2－
0）

（
2－
0）

（
2－
0）

（
2－
0）

（
2－
0）

（
2－
0）

（
2－
0）

（
2－
0）

（
0－
2）

（
2－
0）

（
2－
0）

（
2～
0）

（
2－
0）

（
2－
0）

学 期 前 後 前 後 前 前 後 前 後 後 前 後 後 後 後

授
　
　
業
　
　
内
　
　
容

備
考

（
注
1）
参
照
。

（
注
2）
参
照
。

（
注
3）
参
照
。

（
注
4）
参
照
。

（
注
5）
参
照
。

（
注
6）
参
照
。

多
数
の
講
師
の
合
1司
｝
受
業
と
す
る
。

日
本
語
教
育
の
教
材
に
っ
い
て
知
識
を
養
う
。

言
語
の
研
究
に
関
す
る
重
要
な
諸
相
、
す
な
わ
ち
体
系

的
組
織
と
し
て
の
言
語
の
特
質
、
意
志
伝
達
手
段
と
し

て
の
役
割
、
言
語
記
述
の
諸
方
法
な
ど
を
概
観
す
る
。

　
文
言
22
1の
連
続
。

　
言
語
音
声
を
研
究
す
る
た
め
の
理
論
的
知
識
の
修
得
及

　
び
音
声
分
析
の
実
地
訓
練
。

各
種
社
会
機
構
内
に
お
け
る
言
語
の
役
割
を
概
観
す
る
。

菖
甦
賭
護
魍
踏
㌣
這
顯
ξ
麗

の
他
の
分
野
に
応
用
す
る
。

必
修
合
計

23
単
位

2科
目
4単

位
以
上
必
修

　 　 閲 訓 嵩 》 帖

× 味 関 H 樟 摯 田 耕 脳 鐸 剛 里 畑 渇



ー N O N －

文
言
33
1
特
殊
言
語
研
究
1

2
（
2－
0）

前
印
欧
語
族
以
外
の
特
定
言
語
の
構
造
の
組
織
的
研
究
。

文
言
33
2
特
殊
言
語
研
究
H
2
（
2－
0）

後
文
言
33
1の
連
続
。

文
英
43
4
日
英
両
語
比
較
研
究

2
（
2－
0）

後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

日
英
両
語
の
音
韻
、
支
法
、
語
貴
等
を
比
校
し
英
語
学

習
上
及
び
指
導
上
の
問
題
点
を
考
察
す
る
。

文
国
31
3
中
国
語
概
説
1

2
（
2－
0）

前
φ
国
語
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
養
う
。

文
国
3M
中
国
語
概
説
n
2
（
2－
0）

後
〃

（
注
1）
「
文
国
11
3日
本
語
概
説
1」
で
読
み
替
え
る
。
　
　
　
（
注
3）
「
文
国
12
1国
語
学
概
論
1」
で
読
み
替
え
る
。

（
注
2）
「
文
国
11
4日
本
語
概
説
皿
」
で
読
み
替
え
る
。
　
　
　
（
注
4）
「
文
国
12
2国
語
学
概
論
且
」
で
読
み
替
え
る
。

（
注
5）
r文
国
14
1国
語
学
特
講
1
」
「
文
国
14
3国
語
学
特
講
皿
」
　
「
文
国
12
5音
声
学
1」

　
　
　
「
文
国
12
6音
声
学
皿
」
の
4科
目
の
内
、
何
れ
か
1科
目
で
読
み
替
え
る
。

（
注
6）
「
文
国
14
2国
語
学
特
講
n」
　
「
文
国
14
4国
語
学
特
講
W」
　
「
文
国
12
7古
典
文
法
1」

　
　
　
r文
国
12
8古
典
文
法
n
」
の
4科
目
の
内
、
何
れ
か
1科
目
で
読
み
替
え
る
。

必
の
科

単
週

受
学

修 選
目 番

授
　
業
　
科
　
目
位

時
講 年

授
　
　
　
業
　
　
　
内
　
　
　
容

備
考

択
別

号
数

間
次

期

選 〃
文
国
11
3

　
　
11
4
日
本
語
概
説
1

　
　
〃
　
　
　
　
n
2 2

（
2－
0）

（
2－
0）
2～
3
2～
3

前
又
は
後

　
〃

音
韻
、
文
法
、
語
い
、
表
記
法
な
ど
日
本
語
の
構
造
に
関
す

る
体
系
的
、
具
体
的
な
知
識
を
養
う
。
　
　
　
　
　
〃

必
12
1
国
言
吾
学
概
論
1
2
（
2－
0）
2～
3

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

国
語
学
に
っ
い
て
の
基
礎
知
識
を
養
う
。

〃
12
2

〃
　
　
　
　
n
2
（
2－
0）

〃
ぷ

〃

選
12
5
音
　
　
声
　
　
学
　
　
1
2
（
2－
0）
2～
3

〃
音
声
学
・
音
韻
論
に
っ
い
て
理
解
し
研
究
す
る
。

〃
12
6

〃
　
　
　
　
皿
2
（
2－
0）
2～
3

〃
〃

〃
12
7
古
　
典
　
文
　
法
　
1
2
（
2－
0）
2～
3

”
国
文
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。
　
（
基
礎
）

〃
12
8

〃
　
　
　
　
n
2
（
2－
0）
2～
3

〃
”
　
　
　
　
　
　
　
（
応
用
）

〃
14
1
国
語
学
特
講
　
1
2
（
2－
0）
3～
4
前
又
は
後
国
3吾
の
特
殊
な
事
項
に
つ
い
て
考
究
す
る
。

〃
14
2

〃
　
　
　
　
皿
2
（
2－
0）
　
　
シ

3～
4

”
”

〃
14
3

〃
　
　
　
　
m
2
（
2－
0）
3～
4

〃
〃

〃
14
4

〃
　
　
　
　
w
2
（
2－
0）
3～
4

二
〃

｜



　　　　筑波大学
第二学群日本語・日本文化学類

履修の要領

（1）卒業に必要な授業科目および単位数

　本学類の学生が卒業するために必要な授業科日および単位数は表1および表2のとおりであ

る。本学類で開講する授業科nは開設授業‡：｝n一覧を参照すること。

　国語科教員免許状の取得を希望するものは教1挽許の教科に関する専門科nに対応する開設授

業科目一覧表を’参照すること。

表1

f：1目区分

基礎科目

惇攻科目

閲連｝相

　A

閲連利・日

　B

単位数

13

43、5

34

12

馳

ゼF

11

選択

必修

　2

必修

29

選択

必修

M．5

必修

17．5

16，5

1年　（’ド位数｝

現代11本ハ1｝研究概論　　3

n本51iの歴史概，論　　　2

1」本語教育研究概論　2

工：三三亘頭
　ll本の■史概論

　ll本の文学概論

文化幕礎論

コンピュータF†語学掲L論

国際教育概論

縮5学慨給　　　　　3

現‘℃lj本35研究13

｛2）

（2）　のうち

（2）　から

対照訂語学研究　　　　3

社会言語学研究　　　2

ll本人の伝統ll勺思惟　2

現代ll本目会の構造　　2

3‘r｛‘帆位蜘　　　，

¶

4
∫
ド

・

現代日本語研究ll

　　　〃

　　　〃
異文化問教育

巨舗教育法

l
l
l
w

2
2
3
3
丁

1体語牧f「り

jll．jl2，及びjl3で始まる授業科ll（1亨攻科ll，閲連fWlAで指定された

必修授栗科11および，閲連利・11Aとして選択する授業科1｜を除く｝

並びに卒粟給文（6｝のうちから選択

ul1．仲．散）

1

現代1レFI；「i硯究V　　3

　　〃．　　　w　　3

　　〃　　　　⑱1　　2

＿」元

縫曇繊li［

　Vl日こ語研究1特講l　l．1本語敦育

　ウ　　　　　w特講1　　　研究ll演習1．5

ll本渦・ll本文化学頚｝ξが指定する授業｛：1・日のうちから凋択’↓『るもの

日4こ語・Il本文化学矧の1，1）攻冊ll，帳礒fl・ll．及び．問建｛：日1Aとして

履修した授粟料「1（共通49Hlを除く）のうちから選択†るもの
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」51　（基礎ネ…｝目）

授　　業　科　目 履修年次 単位

現代日本語研究概論 1 1　3

日本語の歴史概論 1 2

B本語教育研究概論 1 2

日本の歴史概論 1 2

日本の文学概論 1 2

文化基礎論 1 2

コンピュータ言語学概論 1 2

国際教育概論 1
！
　
2
i

」11（日本語）

授　業　科　目 履修年次 1単位

〕す照言語学研究 2・3 3

▲寸照言語学演習 3・4　・　　　｜ 1．5

社会言語学研究

社会言語学演習

　2・3　ill3’4　、　2

1L5
言語学概論 …　　1 　

3
…

コンピュータ言語学研究1 2～4 3

コンピュータ言語学研究1演習 2～4 L5

B本語教育法 3 3

日本語教育法実習 4 1

日本語処理演習 2・3 1．5

現代日本語研究1

（音声・音韻｝ 2・3 3

現代日本語研究n

〔文字表記・語彙） 2・3 2

現代日本語研究田（意味） 2・3・ 2

現代日本語研究W

（文法・文体1） 2・3 3

現代日本語研究V

（文法・文体m 2・3 3

現代日本語研究VI

（談話文法・文章謝 2・3 3

現代日本語研究W（言語生活） 2・3 2

現代日本語研究1演習
　
3
・
4
｝

　
L
5
1

現代日本語研究1特講　　　　　1 3・41 1
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5
1
5
－
5
　
9
5
5
1
5
1
1
1
2
5
］
　
　
3
3
3
　
　
3
5
5
5
2
2
2
　
　
3
3
　
　
3
　
　
2
2
　
、
5
5
5
5
5
6
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1



」12（日本文化）

位
単

2
5
2
2
2
2
ゐ
2
5
2
5
3
3
2
2
3
3
2
2
2
2
0
2
2
ゐ
2
5
2
5
2
5
1
．
1
－
6
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1

次
年
修
履

3
4
3
3
3
3
4
3
4
2
4
3
3
4
4
3
3
4
3
3
4
4
4
3
4
3
4
3
4
3
4
4
4
4
・
　
～
　
・
　
…
　
～
　
・
　
～
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
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目
科
業
授

」13（海外教育）

授　業　科　　目 履修年次 単位

異文化問教育 2 3

異文化問教育演習 2～4 L5

異文化問教w特講 3・4 3

国際理解教育 3 3

国際理解教育i寅習 2～4 1．5

国際理解教育特講 3・4 3

比較学校教育論 2・3 3

比較学校教育論演習 2～4 L5

比較学校教育論特講 3・4 3

比較教育思潮論 2・3 3

比較教育思潮論液習 2－4 1．5

比較教育思潮論特講・ 3・4 3

教育人類学 2・3 3

海外子女教育 3・4 3

日本の教育 1・2 3

海外教育事情1（中国） 3・4 3

海外教削‘情1仲国）i蓼i習 3・4 1．5

海外教育那情11（韓国） 3・4 3

海外教育～」端u（韓国）i寅習 3・4 L5
海外教育η‘情田

（アジア・アフリカ・中近東） 3・4 3

海外教育氷情田演習

（アジア・アフリカ・中近東） 3・4 1．5

海外教育1｝端W仲南米） 3・4 3

海外教育事情［V（中南米）演習 3・4 L5
海外教育］1哨V（欧米） 3・4 3

海外教育事情V　（欧米）演習 3・4 1．5

国際教育実習1 3 1

因際教育実習n 3 1

卒業論文 4 6

（2）専門科目履修に際し留意すべきこと

●日本語

　本学類では日本語教員になるための基本的知識および訓練は必修科1］で行うように計画されて

いる。したがって選択科目を選ぶに際．しては，個人の将来構想や興味，適性等に応じて，少数の
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　分野としては，現代日本語，言語学，日本語教育，日本語の歴史，コンピュータ言語学などが

あり，対象としては，音声・音韻，文字表記，語彙，文法・文体，意味，談話，文章，言†語生活

などがある。

　選択の方法としては，分野を選び，その中でいろいろの対象を学習，研究するのも・’つの方法

であり，また，対象を選び，それに関して，いろいろの分野で学習，研究するのも・・つの方法で

ある。

　前者をとれば，例えば現代日本語の分野を選ぶとすれば，現代日本語研究の各科1］（現代ll本

語研究1－W講義，演習，特講のうち必修で履修したものを除く）を選択するようなことが考え

られる。

　後者なら，例えば，文法に関して，現代日本語研究IV，　V講義．演習．特講，1・「照言語学研究

演習，日本語の歴史m，日本語教育IV，日本語工学研究，演習，特講などで必修として履修して

いないものを選ぶようになろう。

　卒業論文を提出する場合も，分野および対象をしぼることになる。

●日本文化

　日本文化を学習するには，日本語についての基礎的な理解をふまえ，J12（日本文化）に関す

る授業科目のみならず，比較文化学類の日本研究をはじめ，人文学類，社会学類等の関連授業の

選択が望まれる。選択に際しては，思想，文学，文化と社会等，各人の興味と関心に基づき系統

的に学習するように努力すべきである。その際，実験学習に関する科目は，知的理解を問い直す

場となるものだけに，大切にすることが望まれる。また，講義と演習は系統的にとらねばならな

いo

　選択に際しては，現代社会との関わりにおいて，思想，文学，文化，技術，社会等の歴史的あ

りかたを理解するように務め，卒業論文として勉強の成果をまとめることが望まれる。そのため

には，演習等で自学自習の訓練を身につけ，自己の考えたことを他人に伝えることが出来るよう

に学習することをなすべきである。かつ，何を学びたいのかについて，講義や演習の場で自らに

問いかけることは，学ぶべき内容を豊かなものとするうえでの基本的な態度であるだけに，如何

なる選択をなすにしてもつねに心にかけておくべきことといえよう。自学自習する心を大切にし

て選択をしてほしい。

●海外教育

　日本語と日本文化についての基礎的な理解をふまえ，国際教育についての幅広いそして系統的

な学習をしていただきたい。第1学年では国際教育概論（基礎科目），日本の教育，第2学年で

は異文化間教育（必修科目），教育人類学，比較教育思潮論，第3学年では国際理解教育，比較

学校教育論，海外教育事情，その他，第4学年では海外教育事情，その他が履修できるように教
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育課程が用意されている。

　国際教育に関する授業科目は，本学類のほかに，人間学類教育学主専攻でも開設されているの

で，それを利用することもできる。

　4年間の学習の成果は卒業論文にまとめることが望ましい。

授業科目の概要

基礎科目

科目番号 授　業　科　目
単
位
標準
履修 担 当 教 官 授　　　業　　　概　　　要

数 年次

J51　1101 現代日本語概論 3 1
草
湯
薙

澤 質
裕
幸

　世界の言語の中での日本語の位置，その研

究の流れ，音韻，語彙，文法などについて．

日本語教育とのかかわりをかえりみつつ講義
野 田 尚 史

する。

言語を研究する学問である言語学について．

考え方，方法論，発展の歴史等その全体像に

J51　1201 言　語　学　概　論 3 1 高 田 誠 ついて述べる。英語のほか，ドイツ語，フラ

ンス語についても若干の能力のあることが望

ましい．

外国人に対する日本語教育の諸問題を．対

J51　1301 日本語教育概論 3 1 石 田 敏 子
象・学習目標・学習段階・言語技能等の違い

に応じて整理し，教授法や教材について検討

する●

日本人の生活と文化を歴史的に概観し，主

J51　2101 日本の歴史概論 3 1 大 濱 徹 也 として，近現代社会における生活文化の諸相

を検討する。

日　本　語

単 標準
科目番号 授　業　科　目 位 履修 担　当　教　官 授　　　業　　　概　　　要

数 年次

J11　0111 現代日本語　1 3 1～3 湯　澤　質　幸
　「現代日本語概論」，「言語学概論」，をふ

まえ日本語音韻，また．表記について講義

を進める。

外国人の日本語学習者の発声した音声，資

料を調音音声学，音響音声学等の面から分析

J1｜　0112 現代日本語演習1 1．5 2～4 大　坪　一　夫 し，記述し，それが何を原因としているかを
考察する。また，その考察を基にして，正し

い日本語の発声の指導法を考える。

現代日本語の語彙に関して講義を行う。特

J11　012｜ 現代日本語n
3 1～3 塩　澤　和　子 に，書きことば，話しことばなどに関して実

■、

際の資料を用いて分析を行う．
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科目番号

＿＿⊥『＿
授　業　科　｛ヨ一⊥纏雑1担

　　　，
一　＿＿．＿．．．＿，

当　教　官 授 集 概

ー

1

　
　
　

発

にめ

れ

治

　

　　

　
　
の
で
　
　
語
か
　
　
本
な
　
　
日
る
　
　
代
す
　
　
現
照
　
　
　
対

め

本

　
゜
え
本
・
‘
3
考
日
が
を
　
な
ど

樹
美
井
坪

史
尚
田
野

史
尚
田
野

子

樹
美
井
坪

幸
質
澤
湯

幸
質
澤
湯

樹
美
井
坪

↓
2

弓
1

↓
2

↓
2

吋
2

↓
2

↓
2

つ
ー

↓
2

↓
ク
一

↓
2

口

3

口

3

口

3

口

3

5
L

3

5
一
L

田
語
本
日
代
現

W
語
本
日
代
現

V
語
本
日
代
現

1
史
語
本
日

n
史
語
本
日

辺
0
1
1
J

問
0
1
1
J

磁
0
1
1
J

4
1
0
1
1
1
J

随
0
1
1
J

田
0
1
1
J

ぽ
0
1
1
J

川
1
1
1
J

1
2
1
1
1
1
J

m
1
1
1
J

㎜
1
1
1
J
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科目番号 授　業　科　目
単
位
数

標準
履修
年次
担　当　教　官 授　　　業　　　概　　　要

　　　　　　　　　　　　　　　　　」

J1｜　2111 日本語学史　1 3 2・3 坪　井　美　樹
　近世以前における日本語研究のあり方を考

える。テキストは，開講時に指示する．

J11　2121 日本語学史n
3 2・3 野　田　尚　史

　明治時代から現代までの日本語研究の流れ

を文法研究を中心に概観する，山田，松下，

橋本．時枝をはしめとする伝杭的な国語学の

研究だけでなく，最近の国内・国外における

さまざまな研究にも目を向けたい。

J11　3m 言　　語　　学　　1 3 2・3 竹　沢　幸　一

　母語である日本語に対する直観（内省）を

出発点として，他言語との比較を混えながら．

どうしたら人間のことばの構造（直観の裏側

に潜む言語能力）に体系的にアプローチ出来

るかを考える。生成文法入門。

J11　3｜12 言語学演習　1 1．5 3・4 竹　沢　幸　一

　主に日英語の比較を通して，言語構造の普

遍的及び個別的側面について理論的に考える

と共に，言語構造に関する議論を具体的デー

タからどのように組立てるかを学ぷ。（文献

は日英語半々）

J11　3121 言　　語　　学　　n 3 2・3 高　田　　　誠

　二つ以上の言語をつきあわせて，その細部

にわたる異同を論じる対照言語学について．

方法論を中心に全体像を述べる．日本語を中

心に，ドイツ語、フランス語，英語等を例に

用いる。

J｜1　3122 言語学演習E 1．5 3・4 高　田　　　誠

　対照言語学的研究について，先行研究を検

討しつつ，その方法論を考察し，各人の設定

したテーマについて，日本語と外国語との対

照研究を行う。先行研究は，ドイツ語圏のも
のが多い．　　　’．「1rL．”

　言語と社会とのかかわりを通して，広く言

語を見ようとする社会言語学について，内外J11　3131 言　　語　　学　　田 3 2・3

　　　．一L層一・

高　田　　　誠
の諸研究を検討しつつ，その概要を把握する。

J11　4111 日本語教育1
3 い2 石　田　敏　子

　主要な外国語教授理論や教授法を紹介し，

日本語教育への導入の可能性について検討す

る。また，これらの理論や教授法の背景につ

いて考察する。

Jl1　4112 日本語教育演習1 1．5 3・4 堀　ロ　純　子
　日本語教胃Cにおけるコースデザインとシラ

パスについて，さまざまな角度から分析する。

J11　4121 日本語教育口 3 2・3 堀　口　純　子
　教師と学習者のインターアクションの分析

を通して授菓の在り方を検討し，より効果的

な指導方法について考える．
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科目番号 授　業　科　目
単
位
標準
履修 担　当　教　官 授　　　業　　　概　　　要

数 年次

外国語敦育のための教材研究に関する文献

J11　4122 日本語教育演習n 1．5 3・4 砂　川　有里子 の講読，日本語教材の分析．日本語教材の作
成などの作業を行う。

外国語としての日本語敦育でほ何を教えな

J11　4131 日本語教育田 3 2・3 砂　川　有里子
ければならないか，また．そのための牧材は

どのように作ればよいのかを，各種の教科書

を分析するなかで考える。

日本語教育用試験の作成・実施上の問題点

Jn　4141 日本語教育w
3 2’3 石　田　敏　子 を考察し，よりよい外国人の日本語能力診断

法について考える。

日本語教育演習田 1．5 3・4

石　田　敏　子

大　坪　一　夫 クラス方式による日本語教育を．観察とカ

J11　4202 日本語教育実習 1．5 4 佐久間　まゆみ リキュラム作成．教材作成，実習を通して実

砂　川　有里子 践する。

堀　口　純　子

日常言語をコンピュータで処理するための

Jn　51日 コンピュータ言語学1 3 1・2 草　薙　　　裕 基礎的技術を概説し，自然言語処理上の言語
学的問題の検討を行う。

日常言語の処理のためのLISPの使い方

Jll　5n2
コンピュータ言語学

　　　　　　演習1
1．5 2～4 草　薙　　　裕

を訓練する。（「言語学概論」及び「コンピュ

ー タ言語学IJの既習者あるいは，｛司時履習

者に限る。）

カナ漢字変換の話題を中心に，コンピュー

J11　5121 コンピュータ言語学n 3 2・3 荻　野　綱　男 タが日本語をどのようにして処理するのかを
考察する。

パソコンを使って，日本語データの処理を

行う。プログラミング言語PASCALの解説

J11　5122
コンピュータ言語学

　　　　　　　演習口
1．5 3・4 、荻　野　綱　男

から，日本語関連の課題，各自の課題の発表

を行う。（「言語学概論」と「コンピュータ言

語学韮」の既習者または，同時履習者に限
る．）

言語をコンピュータで処理するには，宮語

J11　5131 コンピュータ言語学皿
3 2・3 草　薙　　　裕 のどんなところに着目し．どのように問題を

解決すぺきかを考察する．　　’

’、
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単 標準
科目番号 授　業　科　目 位 履修 担　当　教　官 授　　　業　　　概　　　要

数 年次
．一一．．

B本語処理のコンピュータ・プログラムを

Jl1　5132
コンピュータ言語学

　　　　　　演習田A
1．5 3’4 草　薙　　　裕

LISPで作り，実際の日本語文の処理を行い
ながら．日本語処理の問題を考察する。1「コ

ンビュータ言語学田」の既習者に限る。）

それぞれの学生の興味に合わせながら，日

J11　5142
コンピュータ言語学

　　　　　　演習皿B
1．5 3・4 荻　野　綱　男

本語処理に関遅した話題を扱う。学生の発表

が中心になるので．各自が主体的に取り組む

ことが要求される。（コンピコL一タぎ語学関

連授業の既習者に限る。）

field　workを中心に，日本語の方言につい

て実際の姿を求める．調査地域は茨城県北，

J11　6103 日本語実験実習 1 2・3 高　田　　　誠 時期は夏を予定している。集中授業ではある
が，準備，整理のため定期的に時聞をとる予
定、

日本語の意味の問題を扱う．話題としては，

意味の分析，類義語，動詞句の分析，意味と

J11　7111 日本語特講　1 3 2－4 石　綿　敏　雄 世界のとらえ方，（誤用文の原因となる）語
の意味用法のずれ，借用語の意味のずれ，な
ど。

日本における「言語生活」の研究を概観し

J｜1　7121 B本語特講　n 3 2－4 荻　野　綱　男 その特徴や意義・方法論・研究課題などにつ
いて講義する。

　　　　．
一般言語学的観点から特徴的とみられる日

J11　7131 日本語特講m 3 2～4 湊　　　吉　正 本語の言語体系上の緒問題にっいて．受講生
緒君と共に考察を進めていきたい。

日本語特講W
3 2－4

J11　9901 日本語・日本文化研究 3 4 関　係　教　官 卒菓研究にかかわる頴義を行う。

J11　9902
日本語・日本文化研究

　　　　　　　　演習
1．5 4 関　係　教　官 卒業研究にかかわる指導を行う。
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国際基督教大学
教養学部語学科日本語教育プログラム

　　コースの内容

　「大学要覧」などを参照にしてほしいが、次に主専

攻のための概略を記す。

　基礎科目：言語学入門、日本語学概論のほかに、

　　言語学概論、コミュニケーション概論、フラン

　　ス語、中国語、ドイッ語、日本文学概論、日本

　　史、コンピェータなどの中から18単位

　専攻科目：日本語史概論、日本語構文論、日本語

　　教授法（見学、模擬実習を含む）、日本語文体

　　論、日本語論文の書き方、日本語の歴史、日本

　　語古典講読、日本語学講読、日本語学特別研究

　　などの中から24単位以上＋6単位（語学科のほ

　　かの分野からでもよい）＝30単位

、

日本語史概論 3

日本語論文の書き方 3

日本語講読1 3

〃　　II 3

日本古典講読1 3

〃　　　II 3

日本語構文論 3

日
日本語梼文の問題 3

日本語文体論 2

本
日本語の歴史1 3

〃　　　II 3

〃　　　III 3

語 日本語に関する諸問題 2

日本語学講読 3

外国語としての日本語教授法1 3

学
〃　　　　　　II 3

日本語学特別研究1 3

〃　　　　II 3
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日　本語学
　日本語の構造の分析に応用できる方法と前提の研究。

1ヨ本語学概論を既修のこと。　　　　　　　　第3学期

　日本語学専修学生は，基礎科目に日本語学概論を含め

なければならない。専攻科目30単位のうち，24単位以

上を日本語関係の科目から履修し，6単位は語学科の他

の分野から履修してもよい。日本語教授を目指すものは．

日本語史概論，日本語構文論，外国語としての日本語教

授法1－IIを履修しなければならない。

　LJa　321　J　日本語構文の問題　　　　　　　3単位

　現代日本語の問題点を研究する。日本語学概論を既修

のこと。　　　　　　　　　　　　　　第2学期

LJa　322　J　日本語文体論

現代日本語の文体を研究する。

　2単位

第3学期

　LJa　100　J　日本語学概論　　　　　　　　　3単位

　現代日本語の構造を，音韻，形態，構文の面から考察

し，この分野での重要な論文を講読する。外国語として

已本語を教える場合の問題点に特別に注意を払う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1，2学期

　LJa　201日本語史概論　　　　　　　　　　　3単位

　8世紀から現代までの日本語を音韻，文法，その他に

ついてその変遷を概観する。　　　　　　第1学期

　LJa　210　J　日本語論文の書き方　　　　　3単位

　レポートや論文の書き方。とくに資料の配置，考え方

のまとめ方，明確な表現，正しい書き方に重点をおく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1学期

　LJa　211，2J　日本語講読1，　II　　　　3，3単位

　日本語専修の外国人学生のための科目で，本を読む際

のスピードと，理解度を高める。上級日本語IIまたは日

本語特別教育mを既修のこと。　　　　　第1，2学期

　LJa　213，4J　日本語古典講読1，　II　　3，3単位

　古い時代の日本語および漢文の読解力を増すための講

読。日本語の歴史的研究に興味を持つ学生を対象とす

る。　　　　　　　　　　　　　　　　第3，1学期

　LJa　330，1，2J　日本語の歴史1，　II，　III

　　　　　　　　　　　　　　　　　3，3，3単位

　8世紀以後現代にいたるまでの標準日本語の歴史を概

観する。とくに16世紀以後の近代および現代日本語に

重点をおく。日本語学概論，日本語史概論を既修のこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　第1，2，3学期

　LJa　333　J　日本語に関する諸問題　　　　　2単位

　日本語およびアルタイ語，マライ・ポリネシア語，朝

鮮語などの系統研究。音韻変化や語彙および構文の比較

研究が行なわれる。日本語学概論，日本語史概論を既修

のこと。　　　　　　　　　　　　　　第3学期

　LJa　370　J　日本語学講読　　　　　　　　　3単位

　日本語に関する論文を選定して，講読し，討議する。

日本語学概論を既修のこと。　　　　　　　　第3学期

　LJa　390～1　J　外国語としての日本語教授法1－II

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3－3単位

　日本語教授の目的および方法の研究。ICUにおける日

本語教育プログラムの見学と実習が行なわれる。英語国

民に日本語を教えようとしている学生のための科目で，

担当教員の受講許可を要する。日本語学概論を既修のこ

と。　　　　　　　　　　　　　第2－3学期

LJa　320　J　日本語構文論 3単位 LJa　392，3J　日本語学特別研究1，　II　3，3単位

　日本語の特定分野に関して専門的研究を行なう。担当

教員の受講許可を要する。

一 213一



上智大学
比較文化学部日本語・日本文化学科日本語言語学コース

学部基礎
科 目

蓑緩U1（必軌左・醐・一鰍酬・として囎…とがで・る）

日本文化史1・II　　　　日本文学概論
学科基礎 日本思想史　1　　　　日本の社会構造論

　　　　　　　（以上5科目必修），
科 目 △印は日本語を母国語としない場合、▲印は日本語を母国語とする場合の

選択必修とし、入学時の日本語習熟度により8～20単位を履修．

　　メ
〔日本語㌧日本文化科目詳〕

（下記科目群より9科目履修）

現代　日　本文化蹟　　　　集　中　日　本　語　1
日　　　　本　　　　史　　　　鎮　中　日　本　語　H
日　　本　　史　　特　　旗　　　△集　中　日　本　語　III

基 日　本　思　想　史　U　　　△集　中　日　本　語　IV
日　　本　　の　　文　　学　　　△集　中　日　本　語　V

日　本　の　文学　演　習　　　　日本語特別㈱座　1
礎 日　’本　　の　　政　　治　　　　日本語特別隅座II

日　本　の　政　治　演　習　　　　日本語特別“座III
選 日』．本　　の　　美　　術　　　　日本語特別購座IV

比 日　本の黄術演習　　　▲日本語特別．揖座V
日　　本　　の　　衆　　紋　　　▲文　　章　　表　　現　　法

日　本　の　寮教演　習　　　▲翻　　　　　訳　　　　　1
日「本　の　経済演　習　　　▲翻　　　　訳　　　　　Il

較 日本の経営鎗演習　　　　古　典　日　本　語　　1
択 日本の科学技術経済鎗　　　　古　典　日　本　語　U

日本の社会構造鎗演習　　　　漢　　　　　　　　　　文
科 日　本　の　考　古　学　　　　書　　　　　　　　　道

日　　本　　の　　伝　　欲　　　　日　本　語　学　概　論

日　　　本　　　語　　　1　　　　日　本　語　学　特　購

科
目 日　　　本　　　語　　　II　　　　日　本　語　史　擬　論

日　　　本　　　語　　　川　　　　　日　本　　語　　史　特　揖

日　　本　　語　　lV　　　貢　　語　　学　　慨　　論
日　．　本　　　語　　　V　　　　応　　用　　言　　語　　学

日　　　本　　　語　　　VI　　　　日　本　語　言　語　学

△日．　本　　　語　　　w　　　　a本語教授法A・B
．△a　，本　　　語　　　畑

目 ■　■　●　．　■　■　■　●　・　■　■　■　・　S　■　●　●　●　●　■　●　●　■　●　●　●　●　●　●　■　●　■　　■　●　■　■　，　，　…　　　　　　．　・　・　・　…　　　　　　’　・　　．　．　・　・　●　・　…　　　　　　．　．　．　⇔　●　．　・　．　・　■　，　・　・　．

総 比　較　歴　史　学　演　習

合 比　　　較　　　文　　　学

比
国　　際　　関　　係　　論
上ヒ　　較　　政’　；台　　学　　演　　習

較 比　較　英　術　史　特　ぱ

科
上ヒ　　較　　衆　　教　　学　　4寺　　ぱ

よヒ　　較　　皐圭　　済　　学　　演　　習

目 ▲ヒ　　較　　当蚤　　営　　学　　演　　習

その他の 比較文化学部開講の専門教育科目

選択科目 他学部開講の専門教育科目

一 214一



JAPANεSE　STUDIES

Minimum　requirement： 60credits

The　Japanese　Studies　concentration　ls　an　Interdlsciρhnarv　program
deslgned　to　provide　a　broa引y　based，　cohesive　apProach　to　Japanese
Ianguage，　societV，　and　culture．

lt　consists　of　two　parts：language　training　and　non－language　courses．

1
LANGUAGETRAIMNG　COURSES
（COmpulSOry　fOr　the　conCentration｝

1．　For　non・native　speakers　of　Japanese

　　a）Modern　Language　requiremenU8　cr｝：Japn　l　U，112

　　b｝　Fortheconcent，at’onn6cr｝：Japn　211．212，321．322，3730r375、3740r
　　　　　376

2　　For∩∂tlve　speakers　of　Japanese

　　For　the　concentratlon（8　cr）：J∂pn　354，355

ll． NON・LANGUAGE　COURSES

lnconsultatlon　wilh．　and　wlththe　approvalOf．　the　FacultV．　each　student　willdec｜de

on　a　coherent　program　of　courses　related　to　Japanese　language　and　culture

acCOrding　tO　h8s／her　perSOnal　gOalS．　　　　　　　，

The　balance　ol　credits　needed　to　complete　the　concentration　ls：

a）44credits　for　non－native　speakers　of　Japanese

b）52cred1ts「or　nat↓ve　speakers　of　Japanese

LINGUISTICS

The　course　numbers　in　the　parentheses　correspond　to　the　prevlous　Bullet｜n　ol

｛nformation　1986・1987．The　new　numbersw川be　elfect｝ve　In　Spmg　1987．

For　those　students　who　intend　to　concentrate　on　Japanese　linguisUcs　o口eachlng

Japaneseas　a　second　language、　the　following　courses　are　available．　lnorder　to　declare

the　Japanese　linguistics　concentrat⑪on．1he　students　are　required　to　take　Ling　201｛or

301）and　Ling　210．

201

‘3201

JAPANESE　STRUCTURE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　c了

Acoursedesigned　10　helpstudentsto　obtainabener　understanding　of

lts　phonological．’morphologic∂1，　and　sVn1ac・sem∂∩tlc　characterlstlcs

of　Japanese，　Also．　the　uniqueness　of　the　Japanese　orthographic

systemswill　be　discussed，lt　lsrecommended　that　non・∩∂tive　speakers

ofJapanesewould　utihze　thiscourseto　summarize　theirknowledgeol
the　mechanism　of　Japanese　language　commun‘cation、　Not　open　for

those　who　took　previous　Ling　404．

ρ尼佗qμ徳〃α　　At　leasUhe　second　year　proficiency　of　Japanese

210
｛201）

INTRODUCTION　TO　LINGUISTICS　　　　　　　　　　　　　　　　4cr

Acourse　designed　to　g⑪ve　students　a　general　lntroduct｜on　to　the

historlcal　and　theoretlc∂l　b∂ckground　of　ling山stlcs　aξ　a　scientific

dlsc｝p｜ine　up　to　the　most　recent　developments．　The　course　will　cover

vahous　aspects　o臼‘nguist’c　reseafch　hcluding　phonetics．　phonobgV，

morphology．　sYntax・sema∩tics．　dlscoursestructure3nd　pr∂gmatics．A

compar｜son　onhe　structures　of　Eng｜｝sh　and　JaPanese　m　all　these

aspects　will　be　attempted
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301

｛405｝

lNTRODUCTION　TO　JAPANESE　LINGUISTICS　　　　　　　　　4α

AcoursedesignedtomtroducethefundamentalknowledgeofJap∂nese
hnguistics，　S∂hent　characterlsticsof　1he　langu∂ge　are　explalned　to　the

students　throughthe　studv　o‘‘ts　grammar．　histoncal　background．　and

dialecto｜ogy．TopicssuchastheorlginoftheJapaneseanditsmorpho・
pho∩emlc　char∂cter｜stlcs∂re　alsO　discussed．

Prθrθqu’s”e：　　しing　2010r　210

310

｛3011

APPLIED　LINGUISTICS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4cr

Thls　Is　a　course　to　lmroduce　some　onhe　recent　developme∩ts　ln　the

fields　of　psVcholingu｜stlcs　and　sociolingulsllcs．　D｛scuss‘on　of　the

problems　in｜anguage　acquisition　and　learning．‘ncluding　second
language　acquisition　is　emphasized．　Discussion　of　the　theorles　ol

foreign　language　teaching　is　also　included．

P指rθqμ盈5κe3　　1」ng　2100r　301，

351

1407）

JAPANεSE　MORPHOPHONEMICS　　　　　　　　　　　　4cr
The　course　starts　with　the　dlscusslons　a∩d　an∂IVses　of　the　b∂slc

phonet｜c　and　phonemlc　struc1ures　of　Japa∩ese．　Then、　lts　morpho－

pho∩emlc　structure　w｜ll　be　prese∩ted　according　to　Samu倒M∂r11∩’s

work　GeneratlvephonologyolJapanesew川bepresentedaccordmg　to
James　McCawley’s　work　toward　the　end　oパhe　term．　ln　addlt｝on，　the

theoretical　foundations　of　Japanese　dlalectology　w川be　Introduced．

ρrereqμ’s〃α　　Ling　2100r　301

410
｛401｝

SYNTAX・SEMANTICS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4cr

The　sy∩tactiC・semantic　structure　ol　Japanese　w｜ll　be　i∩troduced

accordlng　to　the　mos1　recent　development　m　l｜ngu｜stic　theor↓es

Japanese　disCoursestructure　and　pramatlc　charactensticswlll∂lso　be
dlscussed　in　detail．

ρrθreqμ’sηθsこ　L｜ng　201，301

411 SEMANTICS　A～D　ORTHOGRAPHY　　　　　　　　　　　　　4　cr

The　semant｝c　stωcture　ol　Japanese　wlll　be　dlscussed　lrom　the

COmpOne酷∂l　Sema∩tlC　leatureS　ohtS　lex｝C∂l　structure　up　to　lhe

discourse　level．ln　relatlOrl　tO　ltS　lexlcal　s〔ruc［ure，　the　ch∂racIerlstlcs　of

lhe　Japa∩ese　orthographic　system　w川be　discussed．

Pre’eqμ’sκe：　Ling　410

430
｛350）

HISTORY　OFTHEJAPANESE　LANGUAGE　　　　　　　　　　　4cr
The　hlstory　o臼he　Japanese　language　up　to　1868　wlll　be　presented

through　the　discussions　and　the　A・V　alds｜n　terms　onhe　fol｜owmg

penod‘zanon；｛1｝Orlgln　and　Pre・H｜storlc　Age，（2｝Pre・Nara　and　Nar∂

Perlod，｛3）He‘an　Period，（4｝Kam∂kura　and　Muromach↓Penod、　and｛5｝

Edo　Penod，　The　structure　ol　the　la∩guage　ol　each　penod　wlll　be

dlscussed　m　lermsohts　source、　phon引ogy，　morph引ogy，　and　syntax・

semantlCS，
ρre佗qu’s’？e：　　いng　301

431

｛408｝

HISTORY　OFJAPANESεLANGUAGε：SEMWAR　　　　　　　4cr
8ased　upon　the　diachronic　per’odization　of　Japanese　as　discussed　in

Ling　430．　representative　works　of　each　perlod　wil｜be　read　and

philolog‘calslgnilicanceofthesereadingmaterlalswlll　bediscussedm
the　COurse，　　　　”

Prer●qu’sηθ：　　い∩g　430
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450
｛403｝

JAPANεSE　TEACHING　METHOD　A　　　　　　　　　　　　4cr
Acourse　designed　to　prepare　the　students　for　teachmg　Japanese　asa

second　language．Thecourseworkconsistsoftwodivisionso臼ectures・
discussionandclass－observatio∩and　practiρe・teach｝ngutilizingaudio・

visua｜aids．

Prere4u’sκ8s：　Ling　301．310

451

｛4091

452

460470

461

JAPANESE　TEACHING　METHOD　B：SEMINAR　　　　　　　　4cr
This　is　an　advanced　sem｜nar　lnwhlch　the　most　recennheoret8cal　and

technlcal　developments　m　IOre↓gn　language　teachlng，‘∩general．　and

｜nJapanese　language　teachlng．　In　speql‘c．　w川be　d‘scussed．

Prer8qμJS”e：　LI∩g　450

PRACTICUM　IN　JAPANESE　LANGUAGETEACHING
｛Tutorlal　practlce）

TOPICS　IN　JAPANESεUNGUISTICS

JAPANESE　DIAしECTOLOGY

4cr

4cr　each

4cr
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同志社女子大学
　学芸学部日本語日本文学科

履修科目表

1年次科目

科　　　目
期間
時間

単位 担　当　者 備　　　考

藤本徳明
楠橋　　開 前期古典，

必 日本文学基礎演習 通2 2 中川　成美
高桑　法子

後期近代，

またはその逆

安森　敏隆 の組み合わせ

吉海　直人 で行う。

修 日本文学史　1 通2 4 藤本　徳明

日　本　語　概　説 通2 4 村木新次郎

日本語教育論 通2 4 畠　　弘巳

自由

選択
ワードプロセッサー 半2 1 小林　弘美

2年次科目

科　　　　目
期間
時間

単位 担当予定者 備　　　考

小林　賢章 前期古典，

必 日本語学基礎演習 通2 2　、
村木新次郎
沼田　善子

後期近代，

またはその逆
吉野　政治 の組み合わせ

日本文学史　H 通2 4 安森敏隆
で行う。

修
日　本　文　化　史 通2 4 蹴谷　　寿

漢　　文　　講　　読 通2 4 本間　洋一

選 日本語文法概説 通2 4 沼田　善子

択 日本語研究　1 通2 4 畠　　弘巳 8単位履修

必 日本文学講義1 通2 4 吉海　直人 すること

修 日本文学講義n 通2 4 安森　敏隆
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3年次科目

科　　　　目
期間
時間

単位 担当予定者 備　　　考

日　　本　　語　　史 通2 4 吉野　政治

日本語研究　ロ 通2 4 村木新次郎

選 日本語教授法 通2 4 畠　　弘巳

日本語教材論・評価法 通2 4 丸山　敬介 16単位履修

言　語　学　概　説 通2 4 信原　　修 すること

日英語対照研究 通2 4 N．Teele ＊

択
日中語対照研究 通2 4 中山　　文 ＊

日本語演習　1 通2 2 小林　賢章

日本語演習　ロ 通2 2 沼田　善子

必 日本文学講読1 通2 4 吉海　直人

日本文学講読n 通2 4 中川　成美

日本文学演習1 通2 2 藤本　徳明

日本文学演習H 通2 2 高桑　法子

修 文　化　交　流　史 通2 4 宮澤　正典

日　本　女　性　史 通2 4 落合恵美子
4単位履修

外　　書　　講　　読 通2 4 小泉　利久
すること

自由

選択
書　　　　　　　道 半2 2 本間　洋一

教職課程

必　　修

＊対照言語研究を選択するものは2科目より1科目を選択するものとする。
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4年次科目

科　　　　目
期間
時間

単位 担当予定者 備　　　考

卒　　業　　研　　究

（日本文学・上代） 寺川真知夫

（日本文学・中古） 吉海　直人

選 （日本文学・中世） 藤本　徳明

（日本文学・近世） 廣瀬千紗子

（日本文学・近代） 安森　敏隆

（日本文学・近代） 通2 4 高桑　法子 4単位履修

（日本語学・古典） 小林　賢章 すること

（日本語学・現代） 村木新次郎

択 （日本語学・現代） 沼田　善子

（日本語教授法） 畠　　弘巳

（日本漢文学） 本間　洋一

日本語教授法演習1 通2 2 畠　　弘巳
（　理　論　）

日本語教授法演習ロ 通2 2 丸山　敬介
必 （　実　習　） 4単位履修

日本文学特殊研究1 通2 4 寺川真知夫 すること
（　古　典　）

日本文学特殊研究n 通2 4 安森　敏隆
（　近　代　）

中　国　文　学　論 通2 4 本間　洋一

西　洋　文　化　論 通2 4 小林　章夫 4単位履修すること

修 比　較　文　化　論 通2 4 内藤　　高

日　本　の　思　想 通2 4 荻野恕三郎

日　本　民　俗　学 通2 4 山路　興造 4単位履修すること

比　較　宗　教　論 通2 4 武　　邦保
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○日本語教員養成課程に関する参考説明

璽灘麟警鑑≡…一㌧対応↑灘麟）
◇日本語学概論　　　　　　　　　　　　　　　i’’”云日本語概説

1世界。中の日桶　　　　　iB日構灘習
　2日本語の特質（音声，語彙鰍文法文体　　　　C日本語研究1

　文字，表言己　言語　　　’）　　　　　　　　　　　　D日本語研究n

◇音声　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　E日本語文法概説

　　1発音等　2音声記号等，3音節等　4アクセントi　F日本語演習1

紗イ・トネーシ・ン等　　　iG日梧演習・
◇語彙　◇意味　◇文法　◇文体　◇文字　◇表記　　i

1’2その他躰語に関する熾　　　i
◇言語生活　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H日本語史（言語生活）
◇旦撫．．．．．．．．．．．＿．．＿．＿，＿i

2日本事情（古典と文芸を含む）

◇歴史・地理◇現代日本事情

（単位）（年次）

4必

2必

4

4

4

2

2

4

－
り
6
2
3
り
0
3
3
3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1日本文学諸科目　　　　＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J日本文化史　　　　　4必　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，K噸担鯉．　＿＿竺．．．

3言語学的知識・能力　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　L語学概説　　　　　　　　　4　　　　3

◇言語学概論◇社会言語学　　　　　　　　　　　　　i　D日本語研究皿

◇対照言語学　　　　　　　　　　　　　　　iM日英語対照研究　　　　4　　3

◇・撒史　　　　　iN・酬鰍　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iO外書講読　　　　　4　　3
りひつロシ　び　コリ　　パびコひエ　ひロリパけパパリリ 　ヒ　ヒロ　コパリパパピぜパパコトロロコロパ　　　パパこ　テト　テロ　コリさひコロ　リロリロリリびひびエリびりリパロロバヒパパロやトけト　ジロパロラ　　　　　ひい

4日本語の教授に関する知識・能力　　　　　　　　i　P日本語教育論　　　　　4必　　1

◇搬　　　　　　iQ・梧蹴　　・3
◇教撒’端　　　　　iR日梧搬雄習1　2　4
◇評価法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　S日本語教授法演習n　　　2　　　4

◇鶏＿＿＿＿．＿＿　＿＿＿＿＿．＿…．i＿m杢語撒∴緬法．＿孔．3

　　　　　　　（A～Tを全部履修した場合，62単位。主専攻単位は45単位）

本学開設科目は1・1計22単位，1・2計4単位，2計4（諸科目のプラス・アルファ

がある。）単位，3計16単位，4計16単位となり，総計62単位は，主専攻に必要な45

単位を大きく上まわる。

主専攻基準単位は，1・1より18，1・2より4，2より4，3より8，4より11の

計45単位を履修するものとする。　（日本語教授法主専攻で卒業研究を行う者は，1・

1〈日本語の構造〉に関するものを研究するものとする。）副専攻基準単位は，1・

1より10，1・2より2，2より1，3より4，4より9の計26単位を履修するもの
とする。
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科　目　内　容

日本文学基礎演習　　藤本　徳明

　中世の説話文学を中心に，軍記物語，歌論，御伽草子や，中古説話，近世草子類な

どの中から共通するモチーフの流れを追い

や学習の方法を体得する。

高校時代とは異なる大学独自の文学研究

　　　　　　　　　　楠橋　　開

　影印本を用いて，定家歌論（『近代秀歌」他）を読み，古典和歌研究の基礎を学ぷ

とともに，古典文学一般を学ぶための基本的態度とその方法について考える。

　　　　　　　　　　中川　成美

　大正から昭和前期の文学作品を読む。1920年から30年にかけて，日本の文学は大き

な変革を遂げつつあった。時代背景をふまえっっ，なるべく多くの作品にあたりたい。

また，文学研究の方法，作品の読みとはどういうことかなど，文学そのもののあり方

について，共に考えてみたい。

　　　　　　　　　　高桑　法子

　作品研究の方法を実践的に身にっけることを目的に，

ロー葉，永井荷風，夏目漱石らの作品を対象に，時間，

合わせて参考文献の用い方を学ぷ。

明治の作家をとりあげる。樋

空間，人物の観点から検討し，

　　　　　　　　　　安森　敏隆

　梶井基次郎，中野重治，野間　宏，石川　淳，三島由紀夫，安部公房，大岡昇平，

安岡章太郎，福永武彦，椎名麟三，島尾敏雄らの小説を読むことにより，現代文学の

動向について検討し，高校時代とは異なる大学独自の文学研究の方法を体得する。

　　　　　　　　　吉海　直人

　歌物語の最高峰たる『伊勢物語」を影印本で読む。活字化され．校訂されたテキス

トではなく，句読点も清濁もない本文を用いることにより，一字一句を丹念に検討す

ることの大切さを学んでもらいたい。

日本文学史1　　藤本　徳明

　古典日本文学史の大要を講ずる。古代より近世にいたる，主に散文文学の潮流を把

握，関連する資料や研究法を紹介，文学の社会的背景や文化的基盤にも言及する。
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日本語概説　　村木新次郎

　現代日本語の音声・語彙・文法における諸問題と日本人の言語生活をとりあげる。

話しことばと書きことばの構造を概説し，日本語の体系について講じる。ことばを客

観的に観察できるような能力をやしなうために必要とされる，言語学上の基礎知識が

あたえられる。日本語は英語をはじめとする印欧語や中国語とくらべてどのような特

徴をもつか，日本語を外国人に教える場合にどのような点が問題になるかといったこ

とにも言及する。

　テキスト　　安藤貞雄「英語の論理・日本語の論理」　（大修館書店）

　　　　　　　森出良行ほか編「ケーススタディ日本語の語彙」　（楼楓社）

日本語教育論　　畠　　弘巳

　外国人に日本語を教えるための準備的なコースである。日本語を教える具体的な技

術より日本語教育に対する姿勢，心構えを中心に講義していく。具体的には，国内・

国外における日本語教育の現状と問題点，日本の国際化と日本語教育，国語教育・英

語教育と日本語教育，主要日本語教育教材の紹介，主要日本語教授法の紹介日本語教

師の資質と条件，外国人から見た日本語の特徴，日本文化と日本語などについて概論

的に説明する。

ワードプoセッサー　　小林　弘美

　日本語ワープロは急速に普及しつつある。このコースでは，パーソナルコンピュー

ターとワープロソフト「一太郎Ver．3」を用いて，文字入力の練習から文書作成の

基本的技術や知識を習得する。
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お茶の水女子大学
文教育学部日本語教育基礎コース

下記のうちから26単位以上を修得

　0　専攻科目（必修）

　　　日　本　語　学　概　論

言　　語　　学　　概　　論

日　本語教育法　1

○　専攻科目（選択必修）

　　日本語学講義演習1（前期）

　　日本語学講義演習薗（後期）

　　日本語教育法演習（通年）

　　日　本　語教育実習

12
　4（国語学概論

　　と振り替え）

　4

　4

4

；｝；㊧灘

；｝；③㌶

○　専攻科目（選択）　　　　　　10

　　日　　本　文　　法　　論　　4

日　本　語　表　現　法

1E 本 語 史

義

史
ロ

講

学

法

殊

文
育

特

本
教

学語

日
語

本
代
本

日
近
日

　（国語法概説

　　と振り替え）

4　（国語表現法

　と振り替え）

4　（国語史概説

　と振り替え）
4

4

4

科　　　　目 教　官 学　年 講　　義　　内　　容

日本語教育法1 水　谷 m・w 外国語としての日本語教育の方法の基本
についての講義と演習。言語教育方法論、

教材、基本文型、基本語彙、音声、教室

作業、評価など。教科書：水谷著「An

Introduction　to　Modern　Japanese」他。

日本語教育法n 水　谷 田・IV 外国語としての日本語教育の方法中、学
習者の母語との比較、言語行動、教材作

成法などに重点をおいて講義と演習を行

う。教科書：水谷信子「日英比較話しこ

とばの文法」、0＆N．Mizutani“Nihongo

Notes　1”

日本語教育法演習 水　谷 田・IV 外国語としての日本語教育の方法につい
て、教案作成、模擬授業、授業見学、V

TRを用いての授業方法研究に重点をお
いて演習を行う。教科書等は教室におい

て指示する。日本語教育法1履修者に限
る。

日本語学講義演習1 平　田 田・w 音声言語の基本を、実習を通して学ぷ。
一削

日本語学講義演習n 平　田 田・IV 同　上
後

B本語学特殊講義 平　田　　■． 旺・皿 日本語音声学を中心に、日本語教育を視

1
｝

野において実習をまじえて音声言語を考

える。教科書：文化庁「音声と音声教育」
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　拓殖大学
日本語教員資格認定講座

1．　日本語教員資格認定科目配当表

科　目　名 単位 科　目　名 単位

日本語学概論 4 日本語文法特殊研究 4

日本語史（前期） 2 日本語音声学（前期） 2

日本語学史（後期） 2 日本語方言論（後期） 2

日本語文法｛U 4 ※日本語教授法 4

日本語文法佃 4 ※日本語教育実習 2

※日本語教授法、日本語教育実習は2年次以降から履修すること。

2．受講上の注意

U｝資格認定を受けるためには、上記全科目の他に下記｛2）の科目を受講し、試験に合格

　しなければならない。

（2）本講座の開講科目は、それぞれ所属学科の卒業所要単位とは関係のない自由選択

　科目となるが、次の科目は併用できる。

　　国文学……………一般教育科目（人文科目）

　　言語学概論・……・・外国語学部関連科目

　　教育原理・・…・……教職課程科目

　　教育心理学・青年心理学……教職課程科目

131受講科目は通常の履修手続を必要とする。
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天理大学
日本語教員養成課程

日本語教員養成に関する科目

群 必選
別
授　業　科　目 専攻関連科目との関係 修得単位数 備　考

必
　
　
　
修

言　　語　　学

音　　声　　学

日　本　文　学

日本文化史

単位一｝－

4
4
4
4

履修
庄迭

2～4

2～4

2～

2～4

国文学科，外国語学部

　外国語学部 16単位

A
外　　国　　史

各　国　研　究

各4

各4

2～4

1～4 外国語学部　　　　　　A－｝
4単位以上選

択
必
修
元域研究
海　外　事　情

各4
4

3～4

2～4
外国語学部 4単位以上

4単位●●．■■■’㊨● 注1④参照
注2参照＿

B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

選

　
択
　
　
必
　
　
修
　
　
　
　
必
　
　
　
　
修

英　語　特　講
百
鮮
　
語
中
　
　
国
　
　
語
ド
　
イ
　
ツ
　
語
フ
　
ラ
　
ン
　
ス
語
ロ
　
シ
　
ア
　
語
イ
ス
パ
ニ
ア
語
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

禦
各
2
各
2
各
2
各
2
各
2
各
2
各
2

3～4
・7

2～4

2～4

2～4

2～

2～4

2～4

2～4

　　　　　・’・・．，
　文・外国語学部

　文・外国語学部

　全　　学　　部

　全　　学　　部

宗教学科，外国語学部

宗教学科，外国語学部

宗教学科，外国語学部

．・・．

　8単位
注1◎参
　照
注2参照

三本語概説
　1ヨ本語学　1

　日本語学2
　日本語学3
　日本語学研究
　日本語学演習
言語の対照研究

4
2
2
2
2
2
2
．
－
3
3
3
2

1
2
3
2
3
4
3

16単位

注3参照

注4参照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
一

必

修
　
i
一

教　育　原　理

教育心理学
日本語教育法・教授法
　日本語教育実習　一”

2～3

2～4

3
4

体　育　学　部

体　育　学　部
11単位

1一一一”一A」’．一’AL一 一一－一一一　－－　　　　「一一一一　一「
　　　　　英語特講履修者……合計55単位以上

英語特講以外の各国語履修者……合計59単位以上

注1．④　英語を「外国語に関する科目」として履修する場合は，外国語科目｛8）に

　　　英語特講｛4｝を加えて12単位。ただし，英語特講（各2）は，教科「英語」

　　　に関する科目の英会話（各2）をもって，これにかえることができる。

　　⇔　英語以外の外国語を「外国語に関する科目」として履修する場合は，外
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注2．

　国語科目｛4｝に外国語部門の同一外国語（8）を加えて12単位。

外国語学部にあっては，専攻外国語をもって「外国語に関する科目」12単位

にかえるζとができる。

注3．　日本語概説（41は，課程に関する科目の登録規制の定めにかかわらず1年次か

ら履修するζとができる。

注4．　日本語学演習｛2｝の登録は，日本語教育実習②を登録または修得した者に認め

　　　る。

　　日本語教育実習にっいて

　田　受講資格一教育実習登録規制

　　　日本語教育実習の受講資格は，つぎの「日本語教育実習受講判定基準」

　　により，課程研究室で総合的に選考のうえ適格と判定された者に与えられ

　　るo

　　①最終年次生で，課程修了見込みの者。

　　②　「日本語教員養成に関する科目」のうちからつぎの科目を修得してい

　　　る者。

　　　言語学（4），音声学（4）のうちいずれか1科目

　　　日本文化史｛4），日本文学｛4｝のうちいずれか1科目

　　　日本語概説（4），日本語学1｛2〕，日本語学2｛2｝，日本語学3（2），教育原理

　　　｛3｝，日本語教育法・教授法｛31の計8科目

　②　日本語教育実習の実施

　　　日本語教育実習は，課程研究室の企画のもとに，本大学「別科日本語課

　　程」において，5・6月頃に実施する。終了後には，同実習に関する論文

　　（400字詰10枚程度）を提出しなければならない。

　　日本語教員の資格取得について

　日本語教員の資格を取得しようとする者は，本大学で開設されている「日本

語教員養成課程」（以下「課程」という）を履修しなければならない。

　本大学を卒莱し，4に定めた課程修了に必要な科目単位を修得した者には，

修了証書が授与される。

　なお，聴講によって課程修了に必要な科El試験に合格した者には，資格取得

証明苔｝が交付される。
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　慶応義塾大学
国際センター日本語教授法講座

開講科目と講義概要

　　近年，外国人の日本語学習が世界的に盛んになるにつれて，すぐれた日本語教員を求める声も増大しつ

　つある。現在，外国人に対する日本語教育は一つの専門分野として確立されており，単なる日本語運用能

　力以上に，日本語に関する言語学的素養及び教授法の知識が要求されている。当国際センターはかかる要

　望に応えて，本塾教職員ならびに本塾大学大学院在学生及び修了者を対象として，本講座を設置するもの

　である。

基　礎　科　目

∵鷲二：㌶｝　　教授熊沢精次
　　　前期は日本語の音声・音韻および表記について教育上問題となる点を重点的に取りあげ，後期は語彙

　　に関する諸問題を扱う。

日　本　語　学　　皿　　（後　期）　　　　　　　　　　　講　　師　　平　　高　　史

　初級教科書で扱われる主要な文型を概観する。テキストや参考書は授業中に指示する。

日本語教授法概論　　（前期）　　　　　　　　　教　　授　　長谷川　　恒

L
2
ぴ
4
5
本

外国語教育としての日本語教育の特質

日本語教育の歴史的概観と現況

日本語教育の対象と教授法

指導計画

関連領域

也

雄

日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　　授　　斎　　藤　　修　　一

　現代日本語の書きことばと話しことばにおける表現の諸形式をとりあげ，それらと表現意図との関係

　を論ずる。書きことばについては新聞等の文章の分析を通じて文章構成法の原則を，また，話しことば

　については放送等の文章の分析を通じて朗読法の原則を講ずる。

日本語教育と日本文化　 （後期）　　　　　　　教　授　長谷川　恒　雄

　　言語教育を行う際に出てくる文化の問題とは何か。これは研究者によりその意味するところが異るし．

教育をする場所，教授法の変化に伴い問題の意味も変わる。それらを整理しつつ，言語教育とはなにを
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　するべきものなのかを考える。また，日本文化・日本事情を外国人に教える際に生ずる問題にも触れて

　いく。

言語の対照研究1 （前期）　　　商学部教授伊丹レイ子
　　通常言語獲得は幼時に行われるが，第二言語又は外国語の習得は稀に平行して，大方は後年に追加さ

　れる。追加とはバイリンガル（ニケ国語の獲得と保有）の問題のあることを示唆する。この講義では，

　母国語が英米語である者を対象にして貝本語を教える時の教授法の特質性を，両語の地域的，歴史的ま

　た文化的な背景をふまえながら，音声・音韻・語彙・語法・文章論の全般にわたって比較対照する。人

　間が言語を獲得する際の普遍性と，日英各語習得のプロセスの特異性の対照分析もあわせて行う。

言語の対照研究H（後期）　　　　教授野沢素子
　　日本語と学習者の母国語（主に英語・中国語）を誤用例を分析しながら比較対照し，その関連・相違

　を音声と音韻，語彙と意味，文法，発想と表現の全般にわたって概観し，学習者の困難点を探る。

専　門　科　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　日本語教授法各論1（前期）　　　 教授倉持保男
　　　外国人に日本語を教授する際の一般的な問題点及び，具体的な指導事項について検討する。後者は特

　　に文末表現の陳述機能をめぐる指導上の問題点を取り上げる。

　日本語教授法演習　1　　（前　期）　　　　　　　　　　　教　　授　　野　　沢　　素　　子

　　　日本語の音韻・音声・アクセント・音調の全般にわたって概観し，学習者の母国語（主に英語・中国

　　語）との比較をふまえながら音声指導上の諸問題を論じる。

　日本語教授法各論H（後期）　　　 教授倉持保男
　　　中級教材を素材として，文法指導・意味指導上の問題点を取り上げて検討を加える，概ね講義形式を

　　とるが，随時演習の形式を取り入れて行なう。

　日本語教授法演習H（後期）　　　 教授斎藤修一
　　　基礎科目の「日本語表現法」の内容に沿って演習を行う。

　日本語教授法演習　皿　　（前期・後期）　　　　　　　　　国際センター専任教員

　　　教授法の実践として，国際センター日本語科において，30時間前後の教育実習を行なう。

　日本語教授法演習　W　　　（前期・後期）　　　　　　　　　国際センター専任教員

　　　修了論文指導。
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履　修　方　法

　　1．受講者は原則として基礎科目・専門科目の全ての科目を履修しなければならない。

　　2．専門科目は基礎科目を6科目（12単位）以上修得した後でなければ受講できない。

　　3　従って，受講者が全科目を履修するためには最低2年を要する。但し，5年を越えないことを原則

　　　とする。（休学期間は除く）

　　4・　1年次において，「言語の対照研究1，n」を除く基礎科目を，2年次において，「言語の対照研究

　　　LH」及び「日本語教授法各論1，ロ」「日本語教授法演習1，H」を，3年次において，「日本語

　　　教授法演習皿，W」を受講することを，履修の規準とする。

　　5・　「同本語教授法演習皿」つまり教育実習は，原則として基礎科目6科目（12単位）以上及び専門科

　　　目2科目（4単位）以上を修得し，且つこれらの科目の成績評価の半数以上がAでなければ受けられ

　　　ない。

　　6・　「日本語教授法演習IV」（修了論文指導）は他の科目に先立って受講することは出来ない。

講座の修了
　．L　本講座は，原則として5年以内に修了しなければならない。（休学期間は除く）

　　2・本講座を修了するには，定められた基礎科目・専門科目の全ての単位を修得し且つ修了論文の審査

　　　に合格しなければならない。

　　3・修了論文の提出資格は，「日本語教授法演習IV」を修得した者に与えられる。

　　4・　「日本語教授法演習IV」を修得してから3学期を経過した後に，修了論文を提出しようとする者は，

　　　改めて「日本語教授法演習IV」を受講しなければならない。

　　5・修了論文の提出に当っては，提出しようとする学期の受講手続き期間内に論文提出申告書を提出し

　　　なければならない。

　　6・修了論文の提出期限は，前期は7月21日，後期は2月5日とする。

　　7・本講座を修了した者には修了証を授与する。

募　集　人　員

　　約10名

出　願　資　格

　　本塾教職員ならびに本塾大学大学院在学生及び修了者
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1 惨修欄1 科　　　目　　　名 1講師1 曜　　日・時　限
日本語学1 熊　沢 月・5（4：20～5：50）

｝

基
礎 日本語教授法概論 長谷川 水・5（4：20～5：50）

削 科
目 言語の対照研究1 伊丹 月・4（2：40～4：10）

日本語表現法 斎藤 木・5（4：20～5：50）
日本語教授法各論1 倉　持 金・5（4：20・・5：50）

専
門 日本語教授法演習1 野　沢 水・5（4：20～5：50）期
科
目 日本語教授法演習皿（実習）

日本語教授法演習IV（論文）

日本語学H 熊　沢 月・5（4：20～5：50）
基
礎 日本語学皿 平　高 木・5（4：20～5：50）

後 科
目 日本語教育と日本文化 長谷川 水・5（4：20～5：50）

言語の対照研究H 野　沢 火・5（4：20～5：50）

日本語教授法各論皿 倉持 金・5（4：20～5：50）
専
門 日本語教授法演習n 斎藤 木・5（4：20～5：50）期
科
目

日本語教授法演習皿（実習）

日本語教授法演習IV（論文）
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　　　　　東海大学
留学生教育センター日本語教育学課程

授業料目・単位数

学年、 学期、 時間数（毎週）

授　業　科　目
授業
単 1年次 2年次 備　　考

形態 位
数 前 後 前 後

日本語教育学通論 講義 4 2 2

日本語学　1 講義 2 2

基 日本語学　II 講義 4 2 2

日本語学　Ill 講義 2 2

礎 日本語教授法概説1 講義 2 2

科 日本語教授法概説II 講義 2 2

言語学概論 講義 4 文学部専門教育科目
目 国語学概論 講義 4 文学部日本文学科

専門教育科目

日本事情概論 講義 4 2 2 外国人学生必修

外国語研究 講義 4 2 2

日本語教授法1 講義 2 2

専 日本語教授法II 講義 2 2

門 日本語教授法研究1 講義 2 2

日本語教授法研究II 講義 2 2

科 日本語教授法研究Ill 講義 2 2

目 日本語学演習1 演習 1 1

日本語学演習II 演習 1 1

日本語教育実習 実習 1 集中

単　位　数 41 （外国人学生は45）

履修方法

）1

）
）
2
り
0

）4

言語学概論及び国語学概論は学部における開講科目を修得することによ．って本課程におけ

る修得と認定する。

専門科目は、原則として、すべての基礎科目を修得したあとで、受講することが望ましい。

日本語教育実習の履修は、原則として、すべての基礎科目単位を修得して、その半数以上

がAの成績評価を受けた者でなければならない。

受講を認められた者は下記の期間内に登録料（初年度のみ）と受講料を添えて履修申告票

を提出すること。
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　課程修了

本課程に2年間以上在籍し、基礎科目8湘、2・単位（外臥詫・こあって・ま・その他‘こ躰事

情繍、単位時門相9湘17単位のすべてを修得し・修了論文の離に合格した者に羅修了

証書を与える。　本課程の受講を認められた者は「日本語教育学課程専修生」と称する

募集要項

1）定員

2）受講資格

20名
大学院（修士課程、．博士課程）在学者及び学部卒業者

5．講義内容

基　礎　科　目’（1年次）

　　日本語教育学通論（日本語教育史）（前期）

　　　　　　　　　　　　　三　澤　　　茂

　日本語を母語（第一言語）としない人々に対

する日本語教育の歴史を、言語の対外的民族政

策としての属領地における言語対策および言語

の文化的政策としての日本語の国外普及対策の

両面から概観し、その問題点を講述する。

　また、日本語教育をも含めた言語教育を異文

化接触の観点からとらえ、その問題点を紹介す
る。

　1．日本の異文化統治における日本語教育

　2．南北アメリカに居住する日系移民に対す

　　　る日本語教育

　3．来日留学生、研修生、難民、中国帰国者

　　　等に対する日本語教育

　4．海外の日本語教育機関における日本語教

　　　育

　5．言語教育と異文化接触

　　日本語教育学通論（教授法の変遷）（後期）

　　　　　　　　　　　　　平　高　史　也

　外国人に対する日本語教育を外国語教育の枠

組みの中で考えると、英語をはじめとするいろ

いろな外国語の教育で用いられている教授法か

らも学ぶところが多いことがわかる。事実、現

在に至るまで日本語教育は英語教育から大きな

影響を受けている。本講義では、日本語教育と

の関連を考慮しながら、19世紀から現代までの
外国語教授法の歴史を概観する。授業は、適宜、

ゼミナール形式をおりまぜて進める予定である。

参考図書

1．A，　P．　R．　Howatt：AHistory　of　Eng・

　　　　lish　Language　Teaching，　Oxford

　　　　UP．

2．Jack．　C．　Richards／Theodore　S．　Rod・

　　　　gers：Approaches　and　Methods

　　　　in　Language　Teaching，　Cam・

　　　　bridge　UP．
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　　日本語学1（前期）
　　　　　　　　　　　　宮城幸枝
　初めは日本語だけにとらわれず、一般的に音

声学と音韻論の基礎的事項について講じる。っ

いで調音音声学の立場から音声の分類、調音法、

記述の方法等にっいて具体的に取り上げる。一

方的な講義に偏らないように、実際に発音した

り、観察・記述したりする練習を取り入れなが

ら進める。日本語については、個々の音声、ア

クセント、プロミネンス、イントネーション等

について順次取り上げ、その音声学的特質につ

いて考える。

　特に日本語を外国語として学ぶ様々な母語の

学習者にとって問題となる音声等については、

実際の発話資料（録音テープ）を用い、何故そ

のような問題が起こるのかを考え、正しい発音

に導く方法を探る。

　　日本語学II（通年）
　　　　　　　　　　　　森　田　富美子
　日本語教育における文法の特色のひとっに「コ

ミュニケーションの手段として、実際に日本語

を運用するための規範を示す実用的文法」とい

うことがあげられる。このような文法研究の立

場から、文型（構文の型、表現の意図と文の形）、

語法（動詞、助動詞、補助動詞、形式名詞の用

法等）の問題を取り上げる。

　　日本語学IU（後期）
　　　　　　　　　　　　下瀬川　慧　子
　日本語学習の出発点である初級教科書の多く

は使用語数が1000語ほど、表記はローマ字ある

いはひらがなで分かち書きである。一方、一般

日本人が日常用いる文章の語数は、新聞を例に

とるなら、約47000語。そして漢語が半分近くを

占めるその文章には、句読点以外に切れ目がな

い。この両者の間の差をできるだけ迅速に埋め

て、学習者が一人立ちして文章中の語を特定し

漢字の読み方を知り意味をつかむための技術を

身にっけさせるのが、日本語教師の務めの大き

な部分を占める。この科目では、それをするた

めに教師の側の持つべき基本的知識としての語

彙量と基本語・語構成・意味・語種、そして漢

字とその指導法を取り上げる。

　　日本語教授法概説　1（前期）

　　　　　　　　　　　　　柴　田　俊　造

　外国人に対する日本語教育とは何かというこ

とについて、日本人に対する国語教育の場合と

比較しながら考え、現在行われている日本語教

育と日本語教師像を概観する。

　　テキスト：木村宗男「日本語教授法」凡人社

　　日本語教授法概説　II（後期）

　　　　　　　　　　　　　河原崎　幹　夫

　語学の教材は、教授法と離れては成立しない。

教授法ばかりでなく、教育内容や教育技術にお

へXても、教材と密接な関係をもっている。

　語学教育が行われる場合、学習者の言語背景、

目的、目標、期間などが教材を決定する大きな

要因となってくる。学問があって、学習が行わ

れるというより、多様化した学習者のニーズが

あって、語学学習のコースが計画されるといっ

ても過言ではなかろう。

　この多様化した学習者のニーズは、どんなも

のが予想され、どのような程度が期待されてい

るのであろうか。日本語教育において、これら

を合理化して教育効果を高めるためには、どん

な教材が期待されるのであろうか。

　また、教材は、どのような理念のもとに成立

し、どのような機能を有しているかなどにっい

て考察する。

　　テキスト：国際交流基金編「教科書解題」

北星堂

　　言語学概論
　　　　　　　　　　　　椎　名　美　智

　人間だけの営為である言語活動を対象とする

言語学という、現在最も注目される学問分野に

っいての、基礎的な知識と考え方を身につける

ことを目標とする。テクスト、および参考文献

については、最初の授業で指示する。
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　　国語学概論
　　　　　　　　　　　　柏　原　司　郎

　国語学の研究領域について全体的に展望し、

さらに史的な解説を加えて理解で．きるようにつ

とめ、現在の研究段階や課題にも付言できれば

よしxと思、う。

　　日本事情概論（通年）外国人学生必修

　　　　　　　　　　　　　椎　名　和　男

　日本事情とは、いったいどんなことを学習す

る学問であろうか。外国語を学習する者はその

当該国の歴史、政治、経済、法律、教育、社会

情勢、風俗、習慣などについての広汎な知識を

必要とする。特にその外国語を教育指導しよう

とする者には、必須の知識であろう。ところが、

上に挙げたような事項は、それ自体専門分野と

して既に確立された学問領域であり、これら全

目的、目標、期間などといった諸条件がその学

習課程を決定するので、それぞれ異なったプロ

グラムを必要としている。

　一定の期間内に、学習者の目的を達成させる

ために必要な語学を習得させるには、どのくら

いの語いや文型、文法知識、言語行動などを配

列したらよいか。

　多様化した学習者の要求と、その学習細目や

プログラムなどについて考察し更にその適正な

評価を下すにはどのような方法をもってするか

などを講義する。

　　テキスト：自主教材プリント

　日本語教授法　II（後期）

　　　　　　　　　　　河原崎　幹　夫
日本語の文字で表記されたもの、日本語の音

てを短期間で学習することは至難の業であろう。声で語られたもの、これらは全て日本語の教材

　これらのそれぞれの学問のうち、どのような　になりうるであろうか。これらは、素材であっ

項目が外国人学生に必要か、また、それらをど　て教材ではない。それでは、教材として用いら

のような時間に、どのように教育指導しなけ足れるようにするには、どのような方法があるの

ばならないかは、現在の留学生教育にとって最

重要課題であると言えよう。

　この観点から、この講義では日本事情とは何

か、どのように学ばせるか、そしてまた、外国

人日本語教師としての必須の知識、技能を学習

させる。

　　テキスト：自主作成教材

だろうか。

　教材作成を実践的に行うことにより、教材の

機能、教材の使用法など、下記の諸点について

考察していく。

　1．目的別、目標別教育内容の整理

　2．教育的価値のある素材の収集と配列

　3．段階的配慮と教材

　4．学習事項の定着と効果

専門科目（2年次）

　　外国語研究（コリア語）　（通年）

　　　　　　　　　　　　　朴　　　聖　雨

　日本語教師に必須の知識の一つに外国語があ

る。本講義の目的は英語以外の外国語をとりあ

げ、教師の立場と学習者の立場の両面から知ろ

うとするものである。本年度は韓国語の音韻組

織、語法体系などを学ぶと同時に学習者の学習

心理、語句や音の獲得方法を体験し、研究する。

　　日本語教授法　　1（前期）

　　　　　　　　　　　　椎　名　和　男
　日本語教育は専門分野として既に確立してい

る学問であるが、語学のもつ性格上、学習者の

　　日本語教授法研究　1（前期）

　　　　　　，一　　　　　　下瀬川　慧　子

　一般に、初中級段階の読解は精読方式で行わ

れる。新出語も、文脈の中での現われ方を知っ

たうえでその用法を習得することが必要だから

である。そこで、日本人である日本語教師にと

って肝要なことは、学習者の知識レベルを確実

に押えたうえで、日本語が自分の文化に属する

がゆえに見落としてしまうといったことのない

よう、扱う文章の語法・語彙・文字・内容全般

を外国人の視点から前もって検討しておくこと

である。この科目では、前半、読解における指

導事項をどこまで広げるかを、実際の教科書の
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文章に即して見ていくことにする。

　読解教材はまた、作文の刺激材としても有用

である。書くことは構成力・文法力・語彙力・

書写力を同時に要求する総合的な作業であると

ともに、話し言葉の世界から文章語の論理に移

行することをも書き手に要求する。そこで、技

ながら考察を進めていく。

　　テキスト：自主作成教材

　日本語学演習　1（前期）

　　　　　　　　　　　平　高　史　也

日本語教育における対照研究という位置づけ

術が未熟なら、誤りは母語の干渉による直接的で、日本語を音声・文法・意味のレベルにとど

なものから読解力の不足と表裏をなす深層的なまらず、ノンバーバルコミュニケーションや発

ものまで、二重三重に現われる．それらにっい想などの文化的なレベルにまで広げて・諸外国

ての添削の方法を、後半、実際の留学生の文章語と比較対照する。その際・学習者の誤用分析

によって検討する。　　　　　　　　　　　　も行う。授業は参加者の発表を中心に進める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本語学演習　II（後期）
　　日本語教授法研究　II（後期）
　　　　　　　　　　　　　宮城幸枝　修了論文の作成について・分野別の教員が指

　日本語を教授する者として、現代東京語を正導を行う。

しく、明瞭で、自然な発音やアクセントで話し、

学習者にモデルを示すことが出来るようになる　　　日本語教育実習

こと。学習者の発音上の誤りを適切に把握し、　　別科日本語研修課程（1年間コース）・特別日

効果的に矯正が行えるようになること。発音練本語教育講座（3か月コース）等の教室におい

習や聴解のための教材や音声テ＿プを作成出来て、教員の指導のもとに実際に教育実習を行う。

るようになること等を目的として、実践的な知

識や方法が身に付くように指導し、訓練する。

　また、現在ある種々の発音練習や聴解練習の

ためのテキストや音声テープ等を紹介するとと

もに、より良い教材や練習法のあり方を探る。

　　日本語教授法研究　Ill（後期）

　　　　　　　　　　　　　森　田　富美子

　語学の学習において練習問題及び試験の占め

る位置は極めて重要である。それによって学習

者は自らの理解度を確認し、誤りを訂正し、正

しい知識の定着を図ることができるし、教授者

の方も教授上の不備、欠陥を反省するチャンス

が得られるからである。それだけにその作成に

あたっては十分な検討が必要となる。問題の内

容によっては学習者の頭を混乱させるだけに終

わってしまう場合さえあることを忘れてはなら

ない。

　本講義では、どんな場合にどんな出題が有効

であるか、問題のよしあしはどのように判断す

るか、などにっいて、初級から順に実例をあげ
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大学の所在地と資料のリスト（大学名の五十音順）

愛知教育大学　総合科学課程

　　　　〒448愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢1
　　　　『平成元年度　総合科学課程概要』

　　　　『平成元年度　授業内容一覧』

　　　　『平成元年度　履修の手引』

（tel）0566－36－3111

芦屋大学　教育学部教育学科

　　　　〒659芦屋市六麓荘町13－12　（te1）0797－23－0661

　　　　「日本語教員養成コース（要項）」

大阪外国語大学　外国語学部日本語学科

大阪外国語大学大学院　外国語学研究科

　　　　〒562大阪府箕面市粟生間谷東8－1－1

　　　　『授業科目履修案内　1989』

　　　　『平成元年度　授業科目履修案内』

（tel）0727－28－3111

（大学院・専攻科）

大阪大学　文学部日本学科

大阪大学大学院　文学研究科

　　　　〒560大阪府豊中市待兼山1－1　（te1）06－844－1151

　　　　『昭和63年度　学生便覧　1988－89』（文学部・大学院文学研究科）

お茶の水女子大学　文教育学部

　　　　〒112東京都文京区大塚2－1－1　（tel）03－943－3151

　　　　『平成元年度開講科目　学生便覧別冊』

　　　　『学生便覧　1989』

香川大学　教育学部総合科学課程

　　　　〒760香川県高松市幸町1－1　（tel）0878－61－4141

　　　　『平成元年度　履修の手引　総合科学課程』　（教育学部）

学習院大学　文学部国文学科

　　　　〒171東京都豊島区目白1－5－1　（tel）03－986－0221

　　　　『昭和63年度　文学部履修要覧』

　　　　『平成元年度　文学部履修要覧』
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鹿児島女子大学　文学部

　　　　〒899－51鹿児島県姶良郡隼人町1904
　　　　『平成元年度　学生便覧』

　　　　『平成元年度　履修要項』

（tel）0995－43－1111

神奈川大学　日本語教員養成課程

　　　　〒221横浜市神奈川区六角橋3－27－1

　　　　『平成元年度　履修要覧』

（te1）045－481－5661

関西外国語大学　外国語学部

　　　　〒573大阪府枚方市北片鉾町16－1　（tel）0720－56－1721

　　　　『昭和63年度（1988年〉履修規定（一年次生）』

岐阜女子大学　文学部

　　　　〒501－25岐阜県岐阜市太郎丸80
　　　　『平成元年度　学生便覧』

（tel）0582－29－2211

京都教育大学　総合科学課程

　　　　〒612京都府京都市伏見区深草藤森町1

　　　　r平成元年度　学生便覧』

（tel）075－641－9281

杏林大学　外国語学部日本語学科

　　　　〒192東京都八王子市宮下町476　（te1）0426－91－0141

　　　　『昭和63年度　杏林大学外国語学部（大学案内）』

　　　　『昭和63年度　GUIDEBOOK’88』（Fuculty　of　Foreign　Languages）

慶応義塾大学　国際センター

　　　　〒108東京都港区三田2－15－45　（tel）03－453－4511

　　　　「昭和63年度　日本語教授法講座」

国際基督教大学　教養学部語学科

　　　　〒181東京都三鷹市大沢3－10－2

　　　　『教養学部要覧　1988－89』

（tel）0422－33－3191

松蔭女子学院大学　文学部国文学科

　　　　〒657兵庫県神戸市灘区篠原伯母野山町1－2－1

　　　　『1989年度　学生便覧』

（tel＞078－882－6122
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昭和女子大学　文学部日本文学科

　　　　〒154東京都世田谷区太子堂1－7
　　　　『平成元年度　学生便覧』

（tel）03－411－5111

上智大学　比較文化学部日本語・日本文化学科

　　　　〒102東京都千代田区四番町4　（tel）03－238－4000

　　　　『上智大学　SOP田A　UNIVERSITY　Department　of　Comparative　Culture，

　　　　　Bulletin　of　lnformation　1987－1988　Spring　1989』

聖心女子大学　文学部

　　　　〒150東京都渋谷区広尾4－3－1

　　　　『平成元年度　学生便覧』

（tel）03－407－5811

拓殖大学　日本語教員資格認定講座
　　　　〒112東京都文京区小日向3－4－14　（te1）03－947－2261

　　　　『昭和63年度　履修要項』　（商学部、政経学部、外国語学部）

筑紫女学園大学　文学部日本語・日本文学科

　　　　〒818－01　福岡県太宰府市石坂2－12－1

　　　　r平成元年度　学生便覧』

　　　　r平成元年度　講義内容』

（te1）092－925－3511

筑波大学　第二学群日本語・日本文化学類（学部）

筑波大学大学院　修士課程地域研究研究科

筑波大学大学院　博士課程文芸・言語研究科

　　　　〒305茨城県つくば市天王台1－1－1　（tel）0298－53－2111

　　　　『昭和62年度　日本語・日本文化学類案内』

　　　　r平成元年度　大学院便覧』
　　　　『平成元年度　開設授業科目一覧』

天理大学　日本語教員養成課程

　　　　〒632奈良県天理市杣之内町1050
　　　　r昭和63年度　履修要覧』

（tel）07436－3－1511

東海大学　留学生教育センター

　　　　〒259－12神奈川県平塚市北金目1117　（tel）0463－58－1211

　　　　「昭和63年度　留学生教育センター日本語教育学課程履修の手引」
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東京外国語大学　外国語学部日本語学科

東京外国語大学大学院　外国語学研究科

　　　　〒114東京都北区西ヶ原4－51－21　（tel）03－917－6111

　　　　『昭和63年度　学生便覧』

　　　　（外国語学部・外国語学研究科・地域研究研究科）

　　　　『昭和63年度　講義題目一覧』

　　　　（外国語学部・外国語学研究科・地域研究研究科）

　　　　『日本語学科案内1988．1』　（外国語学部）

東京学芸大学　教育学部

　　　　〒184東京都小金井市貫井北町4－1－1　（tel）0423－25－2111

　　　　『昭和63年度　履修の手引（教養系）』

東京家政学院大学　人文学部日本文化学科

　　　　〒194－02　東京都町田市相原町2600番地

　　　　『平成元年度　学生便覧』

（tel）0427－82－9811

同志社女子大学　学芸学部日本語日本文学科
　　　　〒610－31　京都府綴喜郡田辺町興戸南鉾立97－1　（te1）07746－5－8701

　　　　『1989年度　同志社女子大学同志社女子大学短期大学部　要覧』

東北大学　文学部日本語学科

　　　　〒980宮城県仙台市青葉区川内　（tel）022－222－1800

　　　　『’89　東北大学文学部後期課程案内』

濁協大学　外国語学部

　　　　〒340埼玉県草加市学園町1－1　（tel）0489－42－1111

　　　　『1989DOKKYO　UNIVERSITY学科目履修の手引』

名古屋大学大学院　修士課程文学研究科

　　　　〒464－01愛知県名古屋市千種区不老町1　（tel）052－781－5111

　　　　『平成元年度　便覧』　（文学部・大学院文学研究科）

南山大学　外国語学部日本語学科

　　　　〒466愛知県名古屋市昭和区山里町18
　　　　『1989　学生便覧　授業科目履修案内』

（tel）052－832－3111

二松學舎大学　文学部

　　　　〒102東京都千代田区三番町6
　　　　『平成元年度　学生便覧』

（tel）03－261－7406
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梅花女子大学　日本語教員養成コース

　　　　〒567大阪府茨木市宿久庄2－19－5

　　　　『1989　大学要覧』

（tel）0726－43－6221

梅光女学院大学　文学部

　　　　〒759－65山口県下関市吉見妙寺町365　（te1）0832－86－2221

　　　　『梅光女学院大学・大学院ガイド・ブック　1989』

　　　　『梅光女学院大学ガイド・ブック　別冊　1989』

姫路濁協大学　外国語学部日本語学科

　　　　〒670兵庫県姫路市上大野7－2－1　（te1）0792－23－2211

　　　　『平成元年度　履修の手引』

　　　　『平成元年度　教職課程履修の手引』

　　　　『昭和63年度　講義要項』

広島大学　教育学部日本語教育学科

広島大学大学院　教育学研究科

　　　　〒724広島県東広島市西条町大字下見　（tel）0824－22－7111

　　　　『平成元年度　学生便覧』　（教育学部・教育学部福山分校）

　　　　『平成元年度　授業科目要覧』　（教育学部・教育学部福山分校）

　　　　『平成元年度　学生便覧』　（大学院教育学研究科）

福岡大学　人文学部

　　　　〒814－01福岡県福岡市城南区七隈8－19－1　（tel）092－871－6631

　　　　「日本語教員養成課程　履修の手引　平成元年度」

文教大学　文学部日本語日本文学科

　　　　〒343埼玉県越谷市南荻島3337　（tel）0489－74－8811
　　　　『平成元年度　履修のてびき』　（教育学部人間科学部・文学部）

　　　　『平成元年度　講義概要』　（教育学部人間科学部・文学部）

明海大学　外国語学部日本語学科

　　　　〒279千葉県浦安市明海8　（tel）0473－55－5111

　　　　『1989年度　講義要項』　（外国語学部・経済学部）

盛岡大学　文学部日本文学科

　　　　〒020－01岩手県岩手郡滝沢村砂込808
　　　　『平成元年度　学生便覧』

（tel）0196－88－5555
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横浜国立大学　教育学部

　　　　〒240神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台156
　　　　『平成元年度　履修手引（教養系）』

（tel）045－335－1451

琉球大学　教育学部総合科学科、法文学部文学科
　　　　〒903－01　沖縄県中頭郡西原町字千原1　（tel）09889－5－2221

　　　　『総合科学課程案内　日本語教育コース・情報教育コース
　　　　　平成元年（1989）度』　（教育学部総合科学科）

　　　　r平成元年度　学生便覧』

　　　　『平成元年度前期　授業時間配当表』

麗澤大学　外国語学部日本語学科

　　　　〒277千葉県柏市光ヶ丘2－1－1　（tel＞0471－73－3601

　　　　『平成元年度　履修要綱』　（外国語学部）

早稲田大学　教育学部国語国文学科
　　　　〒169東京都新宿区西早稲田1－6－1　（tel）03－203－4141

　　　　『平成元年度　講義要項』　（教育学部）

　　　　r平成元年度　教育学部要項』　（教育学部）
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